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序文

清澄山系にi原を発し、東京湾に注〈養老川流域には、その恵まれた自然環境等のため数多く

の遺跡が残されております。

千葉県における水の供給源は 大部分が利根川水系に依存しておりますが、京葉地帯の急激

な人口増加に伴う生活用水や、臨海工業地帯に工業用水の需用を満たすことが急務となってい

ました。

このため、千葉県では、養老川総合開発事業の一環として、養老川の治水、生活 ・工業用水

の供給等を目的とした高滝夕、ムの建設を計画しました。

千葉県教育委員会は、高滝ダム建設に伴つ集団移転地内に所在する埋蔵文化財について事前

に実態を把握するとともに、その取扱いについて、事業主体者である千葉県土木部河川課をは

じめ関係諸機関と協議を重ねてまいりました。

その結果、予定地内の遺跡については、やむを得ず記録保存の措置を講ずることとし、 (財)

千葉県文化財センターを調査機関として指定しました。

当センターは、発掘調査の実施について県土木部河川課と詳細な打合わせを行い、昭和54年

4月から昭和55年 7月まで発掘調査を実施しました。

2年間にわたる番後台遺跡の調査では、縄文、弥生、古墳の各時代の遺構及び遺物が多数発

見され、当地域における原始・古代文化の一端を明らかにすることができました。

このたび、調査結果を高滝夕、ム埋蔵文化財発掘調査報告書として刊行するに当たり、この報

告書が学術的な資料としてはもとより、文化財の保護、普及のために広〈一般の方々に活用さ

れることを望んでやみません。

終りに、千葉県土木部河川課の御協力と千葉県教育庁文化課の御指導、助言にお札を申し上

げるとともに、酷寒、酷暑の中で調査に協力された調査補助員の皆様に心から謝意を表します。

昭和57年 3月

財団法人 千葉県文化財センター

理 事 長 今 井 正



凡例

1. 本書は、千葉県土木部河川課による養老川総合開発事業高滝ダム建設に伴う埋蔵文化財の

発掘調査報告書である。

2.本書に所収される内容は、昭和54・55年度に調査の対象となった市原市養老に所在する番

後台遺跡(遺跡コード番号 219-005 )と昭和54年度に調査の対象となった市原市高滝に

所在する神明台遺跡(遺跡コード番号 219-006 )についての資料報告である。

3. 発掘調査は、千葉県土木部河川課の依頼をうけ、千葉県教育委員会の要請と指導のもとに、

財団法人千葉県文化財センターが実施した。番後台遺跡の調査は昭和54年4月2日から昭

和54年12月31日までと昭和55年 3月1日から昭和55年 7月31日、神明台遺跡の調査は昭和

55年 1月E日から昭和55年 2月29日に実施し、整理を昭和55年 8月1日から昭和56年12月

31日までf子った。

4.調査は、次の組織により実施した。

調査部長 白石竹雄

部長補佐栗本佳弘 (55. 4. 1 -56. 3. 31) 

11 中山吉秀 (56. 4. 1 -) 

班 長栗本佳弘 (54. 4. 1 -55. 3. 31) 

11 山田常雄 (55. 4. 1 -) 

調査研究員 瀬戸久夫 (54. 4. 1 -55. 3. 31) 

藤崎芳樹

白石 j告 (55. 4. 1 -55. 12. 31、56. 3. 1 -56. 3. 31) 

5. 整理作業は、藤崎・白石(浩)が行った。

6. 本書の執筆は、藤崎が行い、山田が加筆・修正を行った。

7. 本書における遺構番号は、すべて現地で付したものと同一で、ある。各遺構は 001からの通

し番号であるが、欠番が存在する。

8.発拠調査から本書の刊行に至るまで、千葉県教育庁文化課・千葉県土木部河川課・養老川

総合開発事務所の関係者各位をはじめとして、多くの方々から御指導・御助言をいただい

たことに深〈謝意を表します。
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I 発掘調査に至る経緯

番後台遺跡 (23，270m')・神明台遺跡 (6，095 m')は、千葉県土木部河川課によ って計画され

た、養老川総合開発高滝タム建設工事に際して、その関連用地内で記録保存の対象となった遺

跡である 。

番後台遺跡は、昭和51年度に千葉県教育委員会が実施した、県内各市町村埋蔵文化財分布調

査の括に発見された遺跡、である 。また、神明台遺跡は、近接する柏野遺跡、 (縄文時代中・後期

の集落遺跡)に含まれると考えられ、事前に行われた分布調査でも、縄文式土器が採集された。

千葉県教育庁文化課では、この番後fi遺跡・神明白遺跡、の取扱いについて千葉県土木部河川

課と協議を重ねた結果、現状保存は困難であるとの結論に達し、記録保存の措置をとることで

協議が整い、当センター.か発掘調査に当たることにな った。

番後台遺跡の発掘調査は昭和54年 4月2日から同年12月27日までと、昭和55年 3月1日から

同年 7月31日にかけて実施し、神明言;遺跡の発掘調査は昭和55年 1月5日から同年 2月29日に

かけて実施した。

II 遺跡の位置と環境

番後台遺跡、は、千葉県市原市養老字番後子;北方/えび養老守:代中に位置する。清澄山系に泌を

発する養老川は、ほかの河川と同様に浸食 ・運搬 ・堆積の作用を常に行いつつ、東京的に住い

でいるが、上流域において開析、蛇行を何度となく繰り返し、同市牛久町のやや下流て‘川のffuj

側に紺|長い沖積平野を形成する 。しかし、養老川中流域から下流域においても、曲折L・蛇行等

7)i走路変遷が幾度かあ ったことヵ、知られている。(註 1) 

遺跡の所析する通称番後f;と呼ばれるこの白地は、養老川の蛇行により囲まれた 0.6XO.75 

km紅の三角形状を呈する台地の東1~IJ の最上部に位置する 。 番後れの最も高い所は椋高53m 私!で、

東側は急峨で、養老川との比高差は30mをはかる 。この番後手;一帯は昭和42年10月に畑地であ

ったのを水田に改修され、白地の一部は削平されているが、 fii也は東から西に緩やかに傾斜し

ていたものと考えられ、更に、番後手;の下の白地も、明治28年以後水田として利用されている

ものであり、それ以前は緩やかに傾斜する白地であ ったと考えられる 。(註 2) 
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1. 番後台遺跡
I : 50，000 京市 山奇

1000 m 1000 2000 3000 

2. 神明台遺跡

3. 永田・不入窯土止 5. 江古田古墳群 7. 西国吉横穴

4. 岩横穴 6. 南総中学校遺跡 8. 牛久古墳群

第 1図 番後台遺跡、・神明台遺跡の位置
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おti文時代の遺跡は、番後f;遺跡の 0.5km来-}jの同じれ地上に久保似のf;遺跡、(註 3)、 東方

2 kmに柏里f遺跡(討:4 )が所イiしている。紅l聖!.遺跡、は養名川の支流て、ある古敷谷川の右岸の台

地上に位置し、踏併を実施した際、道路際に1JII曽手IJE II式土苦誌を出土する住居跡、の落ち込みを

発見したが、報告二されているゴ:偶 .;r I剣を考慮、すると、縄文時代中期から晩期の集落跡、と考え

られる。南方 1.8kmには明金子;遺跡、 三角原遺跡、北方 2km付近には久保台遺跡、久保新畑遺

跡、磐若ゴ1fi遺跡、 3km北方には政遺跡、がそれぞれ所干1:している。

番後f;iti;湖、周辺で、弥生・ t，.tJ'l時代の集子会遺跡、の報告伊IJは少なく、断片的に破認されている

だけである。市原市小谷田において耕作中仙然発比された弥生時代中期須和田式土器を出土す

る小谷田中のf;遺跡は養-t川とその支jたである小谷田川とにはさまれた台地上に位置するが、

この遺跡は弥生中真fJの副葬品Lの可能性が考えられる。江古田遺跡群内で発見された弥生時代後

期末の住民閥、 (討 5)及び久ヶ原式士総カ、発見された送り神遺跡 (討:6 )は番後台遺跡より 3

8 km北方に位置し、 ノj、支谷をはさんだ対岸には~j総中学校遺跡 (註 7 )が、更に 7.5km北方に

は近年調公された=1'.千遺跡、(社 8)カ、所イlしている。

養」引11中流域はj中村地が少なく、丘陵が恥jJ午に迫っているが、この丘陵の傾斜面には横穴・

古的新等ヵ、多く分布している。養」引11左片zには、県指定の天然記念物である高滝神社の森に隣

接した山原横火群カ、番後f;遺跡の南方 0.7kmに位置し、 2km桂北方の外部回付近に岩横穴群

(註 9)、 政横穴群、外部出ヤツtiii火群 (討ー10)ヵ、集中しており、更に 5km北方には西国吉横

穴群(註11)が所:f(している。養i引11右岸では、東方 1kmに大和田横穴群、東方 1.7kmの永田

の徴高地には、永田・不入の須恵窯跡 (討:12)が所不iーしている。 3km北方に池和田横穴群 (註

13)、 池和田宮...tj¥新ーが所不lし、 5km紅北方には江占回古墳群、南総中横穴群が、更に北方には、

米沢格、火群 (討14)、 ういれ古足。I群、者三免一妙高古.rl't群、牛久古墳群 (註15)が所在している。

神明合遺跡、は、市原市高滝守:出口に位置する。本遺跡は養老川の支流である古敷谷川右岸標

高59mの台地上に所有し、北側は標高85mの丘陵であり、更に北側は永田の水田へと急傾斜し

ている。なお、本遺跡は 0.3km南方に所:ffする柏町'遺跡卜と同じ台地上であり、柏野遺跡の北側

の一音1¥と考えられる。

正u 藤原文夫他 「養J引11J ~市原市史・別巻』市原市教育委員会 1979年

註 2 参謀本部陸軍部iWJ量局「第一年菅地方迅速il[lJ図 茂原及大多喜近傍21面組田淵村」

(大日本iWJ量(株)資料調査部複製)

註 3 宍倉昭一郎 「養』引11中流域発見の土偶J ~南総郷土文化研究会誌』第六号 南総郷土文

化研究会 1968年 3月

日1:4 H 3自ij.J'I，'J書及び宍倉昭一郎 「斉藤栄崎氏|臼蔵の干i剣J ~市原地方史研究』第七号 市原

市教育委員会 1970年 2月
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H: 5 武田正久他「上総国女坂第 1号方形墳J F南総郷土文化研究会叢書」第 9巻 南総郷土

文化研究会 1960年 3月

日1・6 註 5liiH封書

，;17 合田万郎他「千葉 ・南総中学遺跡J F先史~ 10 駒沢大学考古学研究室 1978年 7月

Jt 8 村iit1修平他「干ー葉県市原市土守:遺跡発制調査報告」日本文化財研究所 6 1979年 4月

同19 野中徹他「岩横穴群発iJui調査報告書」岩横穴群発制調査団 1977年 3月

ロ1:10 I高j龍村外部副横穴J F史蹟名勝天然記念物調査』第六輯 千葉県 1929年 3月

内政政光「下総国外部回の横穴に就きてJ F与ー古学雑誌』第19巻第 2号 1929年 2月

什11 杉山普作他「千葉県市原市西国古横穴群」西国吉横穴群発掘調査団 1972年

，:112 大川if';I千葉県市原市永田 ・不入;j'O虫、窯跡調査報告書」千葉県教育委員会 .1976年 3月

什13 I飢郷町池利回償プ'(J F史蹟名勝天然記念物調査』千葉県 1929年 3月

~t 14 二山栄学「米?){償れ群調:企概報(第一次)J F市原地方史研究』第七号 市原市教育委

員会 1970年 2月

JI:15 WI出車内一他 l.!j久第III号出調公抄報J F千葉県 .W蔵文化財抄報~ 3 千葉県教育委員会

1972年 3月

III 発掘調査の経過と方法

番後台遺跡の発掘調査は、昭和54年 4月2日から同年12月27日までと昭和55年 3月 1日から

同年 7月31日にわたって実施した。また、神明台遺跡は、昭和55年 1月5日から同年 2月29日

にわたり調査を実施した。

番後台遺跡は、昭和42年10月までは畑地であったが、その後農地改良され、調査当時には、

東から西に下がる階段上に造成された水回として利用されていた。発掘調査の時点では調査区

全域が、未買収地であった。このため発掘調査の後、調査以前の現状に復帰するという条件で

あり、水田の畦畔部分を残して調査を行い、やむを得ない場合のみ畦畔部分の調査を行った。

なお、調査区域内には通学路としても利用きれている公道と水田耕作用の水路・農道が北東か

ら南西方向に走っており、この聞は道路あるいは水路の縁までの調査を行った。また、調査区

域外に一部かかるような遺構については、委託者側と土地所有者の御理解により、調査するこ

とができた。

両遺跡とも公共座標に従って基準杭を40X40mの方阪に設定し、この基準杭に従ってトレン

チを設け、手掘りによるトレンチ発掘で表土層から遺構の確認面までの調査を行った。

なお、 40X40mの方版は大グリッドであり、北から南に O→ 1→ 2…… 6の番号を、更に西

から東に A→B→C……Eの番号を付け、それぞれの交点を oA・oBのように呼称した。事
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の大グリッドの内部には更に 4X4mの小グリ ッドを設け、大クリ ッド北西隅の小グ 1)':;ドを

00とし、東側に進むにつれ01・02・03.….99のように呼称した。

番後台遺跡、については昭和54年 6月27日までトレンチ発掘を行い、調査区のほぼ全域に遺構

の存在が予測されたため、昭和54年 6月28日をも って本調査に移行した。なお、調査区南西部

3B.4B.5Cグリ ッド付近は地山が 1m以上削平されていることがトレンチ発掘で確認さ

れたため、 20%程の試掘調査を行うにとどめた。 トレンチ発掘によ って、階段上に造成されて

いる水田の一枚一枚は、その北東部は地山まで、あるいは地山近くまで自IJ平されているが、南

西部では北東部で削平した土を盛って平坦にしていること、更に、水田の耕作面40cm私1は非常

に堅〈敵き締められていることが確認された。そのため本調査においては、硬質の表土層は機

械力を導入して除去して、遺構の確認に努めた。確認された遺構は、その床面まで削平されて

いるもの、壁がほとんど削平されているもの、床面が半分削平されているもの等様々であり、

遺構の遺存状態は概して、不良で、ある。

遺構の調査は、基本的には 4分法を用い、土層観察用のベルトを残して調査を進めた。検出

された住居跡は貼床による構造であることが判断されたため 貼床除去後の荒制り面の平面形

も実測することとし、床面の断面図を作成し、同ーの地点で荒:tJti:l)匝lの断面図も作成すること

とした。すなわち、 l軒の住居跡について、土層断面図作成→遺物出土状況図作成→床面の平

面図 ・断面図作成→炉またはカマドの実測図作成→貼床の土層断面図作成 (覆土の土層断面と

同ーの場所)→荒掘り面の平面図 ・断面図作成 (床面の断面と同ーの場所)という作業順序で

実測を実施した。
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第 2図 番後台遺跡周辺地形図
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第 3図番後台遺跡遺構配置図
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W 番後台遺跡

1. 検出された遺構と遺物

(1) 住居跡

縄文時代

0028号住居跡 (第4 ・5図)

概要

002 A号跡を調査中に直立したままの縄文式土器を発見し、粘査を行った結果、円形を呈す

住居跡が検出された。発掘区域内最高の襟高部に位置し、この地区を岐に東西、特に西側へは

緩い斜面となっている。西側の一部は 002A号跡に切られている。また、東側半分は道路のた

め調査することができなかった。

構造

本土止は、直径約 4.8mの円形を呈すると考えられる。調査区内において、か跡は磁認できな

かった。床は、全体に堅〈、地山を床面としている。ピットは 3伽|検出されたが、 6本柱の可

能性が強い。径 約30cm、深さは40-50cmである。

遺物の出土状況

遺物は非常に少なし、。本土止のはほ中央部から床に密着した状態で深鉢が出土した。ijf，]下部を

欠く以外、完形である。ほかには土器の細川カ、数日と、，w，耀:?i製のR<IJ1'1カ、 1点出土した。

B • 
4
1
①
 

《

一 .S'

《
《

S.iL15 .一 一一・S'

。 4m 

第 4図 002B号住居跡
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。 10cm 

第 5図 002B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口経
器高

トー

j采鉢
底部以外 21. 7 
完形

弥生時代

001号住居跡 (第 6図)

概要

002B号住居跡出土遺物

成形 ・ 調整等

口縁部は横S字状に延びる沈線で2分割j

され、区画された横長の三角形状の中には

それぞれ丸・ 三角・四角の文械が4単位に

施文される。なお、横S字状文は一方だけ

がJ向巻を構成する。

胴部は 3本1組の沈線が縦方向に 4単位に

施文され、その問に螺旋状の沈線が施文さ

れる。地文に縄文Rの燃糸文地文。

出土層位 備考

床面密着 11縁部は二

次加熱を受

けているた

め器面の孝IJI
落が激しい

本社は、調査区の北東の端に位置し、地山は西から東に緩〈何[:?:'Iしている 。地山への1):1:り込

みが非常に浅く、地山の直上まで削平されていたため、 ~tの立ち上がりはほとんど検出きれな

かった。

構造

本祉は、長軸 5.2m、告¥i.軸 4.2m のrJl.肢を有し、やや m"J~長りのする附丸長方形を呈する 。 長

軸はほぼ北を向く。南側のコーナーから西側の僚にかけては長さ 3.4m、耐15cm、j栄さ 4cmの

-10一



壁溝が検出された。炉跡は、{主伊;中央より北↑目IJに位置し、径44X102 cm、深さ 10cmの不瞥桁円

形を呈する。北寄りの35X40cmの範阿が火!木と考えられ、焼ゴ:が多htに検出された。床は、i'lA

褐色土と砂質ロームブロ ックのi1t_1t土によるP.li床であり、全体に際い。ピットは 411占l検出され

たが、不規則な位置であり、柱火として使用されたか何かは不明である 。

遺物の出土状況

本祉は、覆土がほとんど削平されており、出土した造物は非常に少なく、土器が10片紅て、あ

る。土器は水分を受けており、器面の年IJ{会・磨耗したものカ、多く、器面の調彩、文様等を知る

ことのできる破片は 1片のみである。これは、 LRと考えられる縦文が施文されている査のめl

部破片であるが、器表長自がほとんど争IJ必しているため採妬は不可能であ った。

0~~ i 

l D 

SJlcl5 ・- 4 
一一.S'

。

<! 

4m 

第 6図 001号住居跡

002 A号住居跡 (第 7-9図)

概要

本祉の中央北西部には、水田造成時に地山を削平した際の撹乱カ、床面にまで及んでいる。

002 B号跡の壁を一部切っている。また、地山カ、水分を受けて変化しているため床耐を体認す

るのに困難を極めた。

唱
E
A



構造

本祉は、長軸10.9m、免i軸 9.5mの刷張りする問丸方形で、長軸は北西を向く 。南西側の壁

の一部を除いて、幅約30cm、深さ 5-lQcmの壁溝カ、巡る。炉跡は検出きれなかった。床は、中

央部が周囲に比べ、約 5cm低 くなっている。ピットは 9伊l検出されたが、柱穴と考えられるの

は、南東側に 3個、北西側に 21聞の 5個で、中央より南恨IJのピ ットは、1.7X2.4mの不整形を

呈し、深さ70cmである 。

遺物の出土状況

遺物は、土器がいずれも細片ではあるが、床商より浮いた状態で多く出土した。水田によ り

水分を受けているため、腕〈水洗いすることができず、表裏面の土を落とす松度にととめた。

このため、接合作業はほとんど行えなかった。従って、拓本の採れたものはわずかであり、図

示したものは全体の一部である。

002A号住居跡 出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成 形・調整等 出土層位器高

1 1宛 ~ 
(12.2) 

ナデ(?) 覆土 器面!ftIJ落8.2 

2 査 ほぽ完形 6.3 口縁部ヨコナデ、胴昔日ミガキ。赤彩。 覆土9.5 

3 査 口縁部%
(10.4) 

ピット 器面剥落

4 軍官 野1部}五 LR縄文が一部に認められる。 ピット‘ 器面j割Ij~富

5 宜τ卸 E良部完形 ミガキ。 床面直上

6 査 胴下部完形
胴上部はLRとRLの縄文が羽状に施され、

覆土
その上下は結節(縄文原体LでZ字状の縛

り方)がそれぞれ2段に施文されている。

縄文施文部以外の器表面赤彩。

7 宜世 LRとRLによる羽状縄文。 ピ y ト

8 軍τ釘 結節が認められるが詳細不明。 覆土 器面磨耗

9 宜古E 結節(純文原体LでS字状の縛り方)が4 覆土

段ずつ2列に施文されている。

10 婆 ハケメ'後ナデ(?)。 ピ y ト 器面磨耗

11 主要 口将部刺突・口縁部ナデ。 覆土

12 褒 口与宇部刺突(つ)、口縁部ナデ。 覆土

13 費 底部外縁にキザミ。 覆土
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第 9図 002A号住居跡出土遺物(2)
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14 き聖 底部外縁にキザミ。 覆土

15 査 底部中央に焼成後の穿孔。 覆土

16 鉄製品 長さ 6.8cm、刃幅 3.0cm、厚さ 5.5cm、重品71gをはかる。銃化著しく遺存状態は不明であ

る。基端面は凸凹があり、めくれは見られない。刃部平面形は実測図右側が丸くなって非対

粉、であり、断面は実測表面が低がれている片平刃を Yする。斧類。床面直上。

17 磨製石斧 長さ13.4cm、刃幅 6.7cmの船刃石斧である。基部中央には着装の際の痕と考えられる磨耗し

た面が認められ、また刃部には使用痕が認められる。安山岩。覆土。

004号住居跡 (第10-13図)

概要

調査区北東の端に位置し、ほかの住居跡群とは異なり標高の最高音11をはさみ、 001号跡と同

様東側の斜面ーに存ゐ:する。南東の自主1~11 に木の似による撹百しがあり、また、北東側半分は未調査

である。

構造

本土Ltは、 i宣存している快から推il!lJすると、約 9.0X 7.0 mの隅丸長方形を呈する。南側に一

部周溝カ、認められた。 l悩20cm、泌さ 3cm前後と ~I '常に j支 L、。床は全体に軟らかい。ピ ッ トは 6

個検出され、西側のピ y卜は23cmと浅いが、再iWIJの 411判のピ ットは41-71cmと深い。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物には、土器、欽器、平l総カ、ある。土器は 多く出土したが、 002A号跡、

と同様に水分を受けているため、腕〈、水洗、被介等の特別竹こ業を光令に行えなかった。出1

した土器で顕若なものは底部であり、約7011占|体出土した。口紘一部の破片は、9他Ir本と少なく 、

その内 7個体は口唇部にキザミまたは指頭による押捺があり、聾と考えられる。これらの遺物

は床より若干浮いた状態で出土した 。

004-'rj.f_j1再跡nJ，十ー遺物

番号 器形 遺 存度
日経

成形 ・ 調 整 等 出土層位 備考
器高

1 査 底部完形 ミガキ(?)。赤彩。 床面直上 器面磨粍

2 鉢 /5 
(20.0) 

ミガキ。赤彩。 覆土
12.8 

3 査 胴部% 部分的なハケメ(?)。 ピット 器面磨耗

4 査 頭部完形 輪積み。 床面直上 器面剥落

5 軍官 口縁部x 口将部に LR縄文が施文され、胴上部は付 床面直上 11と同時製
胴上部泌

(18.7) 
加縄文 (LR+L)施文。赤彩。 作(つ)

胴下音liYa

巧，
e



。
20 

.A 

/ 
口19

、予久

.5 

.2 .2 

.1 

.2 

C 。
/
/
，
・

A
 A.g_)5 .一 一一・A'

。 4m 

第四図 004号住居跡
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第11図 004号住居跡出土遺物(1)
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第12図 004号住居跡出土遺物(2)
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第13図 004号住居跡出土遺物(3)
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6 査 胴下音~:1 ナデ(?)。赤彩。 床面直上 器面磨耗

7 査 胴F部完形 ミガキ。 ιピット

8 査 胴下音11:1 ヘラケズリ後 ミガキ(ワ)。 ピット 器面剥落
底音11完形

9 :IT ~tt 音11 にキザミ 。 赤彩。 ピ y ト 10と同一個

体(?) 

10 宜E 鋭部にキザミを施し、以下サデ。赤彩。 ピ y ト 9と同一個

体(つ)

11 蚤
胴中央部に LR縄文が2段施文され、無文

床面直上 5と同時製
部は赤彩。

作(ワ)

12 饗 口縁部内外面に指頭押捺。 覆土

13 饗 口縁部刺突。 覆土

14 Z草 口縁部内外面に指頭押捺。内外面ハケメ 。 覆土

15 き聖 口縁部内外面に指頭押捺。ナデ。 覆土

16 褒 口縁部内外面に指頭押捺。 覆土 器面磨耗

17 察 底部liぼ中央に穿孔。 覆土

18 吉里 底部ほぼ中央に穿孔。 覆土

19 鉄製品 長さ 12.35cm、刃幅 6.0cm、重量 272gをはかる。板状鉄斧である。遺存状態は良好で、柄

と棋の木質が銃着している。刃部の欠損は出土後のものであるが、基端部のものは銭が被つ

ており古い。身は基端部が薄くなり、基端面にはめくれが見られる。刃部の平面形は、実測

図右側がやや丸くな っているがほぼ対称であり、断面は実測表面が砥がれている片平刃、ある

いは片凸刃を呈する。柄は身の長軸と柄の木質繊維との角度が平面実iJlU図右方向に約93.と

直角に近い。棋は柄の木質とは直角方向の繊維として、身の左側に遺存している。床面直上。

20 磨製石斧 長さ 15.7cm、刃幅 1.7cm、厚さ 2.4cmをはかる。ほぽ全面が磨かれているが、基端付近は磨

きがやや荒く綾が残っている。刃部に鈎は見られず、刃縁はわずかに偏刃を呈する。

基端近くに径 0.9cmの穿孔があるが、貫通していない。緑色凝灰岩。床面直上。

021号住居跡 (第14・15図)

概要

本土止は、 002A号跡より西側に、比高差にして約 1.4m下がった 比較的平士口な場所に位置

する 。
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構造
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第14図 021号住居跡

本社は、南北5.23m、東西4.88mの規棋を有し、やや南北に長い始円形を呈する。炉跡は、住

居中央よりやや東側に位置し、南北56cm、東西40cm、深さlOcmをはかる。炉跡の中央西側が火

床と思われ、硬化した焼土が充満していた。床は、全体にH音褐色土と砂質ロームのjLi全土によ

る厚さlOcmの貼床で形成されている。ピットは 7個検出されたが、南側の壁際のピット以外の

6個は柱穴と考えられ、深さは72-84cmて、ある。柱穴の中で、住居の長軸線上に位置する 2個

を除いた場合、柱穴聞の距離は 3.1mと2.4mで住居の知軸線上が長〈、長軸線上か'-60cm程短

しミ。

一23-



遺物の出土状況

遺物は、土器がほとんどで、ほかに礁が少量出土した。その大半は住居中央部より出土し、そ

れらは中央部の暗褐色土(砂粒を含み粒子が荒い)中より出土したもので、投げ込まれたかの

ように集中しており、土師器がほとんどである。土器は非常に脆〈、器表裏面の磨耗したもの

が多い。 1・2は床面近くより出土したもので、本土止の時期を決定できる遺物である。

"'¥ ;?， ¥， 
10cm 

3 

4 

5 ヘ。 5cm 

第15図 021号住居跡出土遺物
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番号 器形 遺存度
口径
器高

1 査 口縁部¥
(16.4) 

2 鉢 LI縁部%
(18.0) 

3 査

4 'iif. 

5 宜'iif.

6 登

029 F号住居跡 (第16・17図)

概要

021号住居跡出土遺物

成形 ・ 調整等 出土層位 {粛考

口将部に一部LRとRLの縄文施文。詳細 床面直上 器面磨耗

は不明。

口縁部LR縄文施文。胴昔日との境は刺突 床面直上 器商磨耗

(又は縄文原体押捺)。胴部はLR-RLの

羽状縄文施文。

Lの縄文が数段施文され、無文部との境は 覆土

縄文RのS縛りによる 2段の結節文。

輪積み。胴上部に粗大な原体による LR縄 覆土

文施文。

j((t部に円形の貼付文。胴部に棒状の貼付文。 覆土

1阿部にーミ角鋸歯文を施し、 RL縄文を充填。 覆土

無文部赤彩。

本社より床面の高さが約 5cm低い 029E号跡に住居跡の南東似IJ半分近くを切られている。

構造

本祉は、全体と しては、短軸 2.5mをはかり、南北にやや長い椅円形を呈すると考えられる。

炉跡は検出されなかった。床は、砂質ロームと H音褐色土が半々の割合で出在する貼床で、全体

に比較的軟らかい。床面においてピットは確認されなかった。

荒掘り面の状態は、住居中央が周囲に比べ、やや深〈、その中に深さ約20cmのピットが検出

された。また、北東側に検出されたピットは直径、深さ共に約32cmで、ある。

遺物の出土状況

遺物は、半分程が削平されていることもあって、非常に少ない。壁側より若干出土しただけ

であ り、中央部からは出土しなかった。 1は壁に宮、着の状態で、 2は床より浮いた状態で出土

した。

-25 



番号 器形 遺 存 度

~!t[部%
1 宜~ HlnJ下部ほぽ

tフと己'羽mノ4 

2 護 nJoJ部%

A. 
¥ 

¥ 
.A' 

級協磁ゑ
4m 

第16図 029F号住居跡

第17図 029F号住居跡出土遺物

029F号住居跡出土遺物.

口径
成形・調整等

器高

)'([部の一部に数段の結節文が施されている

が、施文後のミガキのため詳細不明。

~;(l部上半に RL - LR の羽状縄文が施文さ

れ、 1条の沈線が巡る。

一26-

2 

10cm 

出土層位 備考|

床面密着

床面直上



036 B号住居跡 (第18・19図)

概要

本祉は、 036A号跡に北側の一部を切られている。地山は削平されており、表土層の下に地

山という層位:になっている 。

構造

本社は、 5.1X4.5mをはかり、やや南北に長い惰円形を呈する。炉跡は、住居中央より北

側に位置し、径38X46cmの不整円形を呈し、深さ!ま10cmてある。焼土粒子 ・焼土ブロ y ク・炭

化粒子を含む暗褐色土の下に厚さ 5cmの焼土ブロックが炉跡内はほ全域に存在し、炉跡として

の使用が充分に行われていたことがうかがえる。床面の直上は焼土粒子 ・炭化材粒子を含む黒

褐色土で覆われており、中央には、炭化材、炭化粒子を非常に多く含む土層が検出された。床

《・/

号そ¥

1・・1

/ .C' 

。。
.3 

<( 

C.一一

ぎ言
。 4m 

第18図 036B号住居跡
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は、貼床で形成されている。ピ yトは 4個検出された。径25-32cm、深さ 24-74cmであるが、

ピットの配置は不規則であη、柱穴として使用されたか否かは疑問である 。

荒掘り面は、床面より 5cm程低〈、比較的平坦であり、 4個のピ ットが検出された。墜に接

するものばかりで、径26-42cm、深さ 10-44cmである。この荒侃り面で検出された ピットと床

面で検出したピットを合わせても、本土止の柱穴精造は不明である。

遺物の出土状況

本社より出土した遺物は、非常に少な く 、土師器、縄文式土器がi1~:(i していた。本土止におい

ても 、土器の底部の出土が口縁部 ・胴部の破片に比べて多く、すべて 弥生式土器と は断定で

きないが、 15個体程ある。

--------
--------

o 10cm 

o 5cm 

第四図 036B号住居跡出土遺物

036 B号住居跡出土遺物

番号 器形 選 存 度
口径

成形 ・ 調 整 等 出土層位 備考
器高

1 饗 (21.0) m，;]昔日上主|主に接合面を残す。日将古目指頭ilP様。床面直上

外面ヘラケズリ。

2 引A匹草、 ItS; ff]1 )1 ナデ。 覆 土

口

69ω 



3 雪獲 底部のみ ヘラケズリ。 床面直上

4 鉢 口縁部はLR-RL-LRの羽状縄文が施 床面直上

され、縄文帯下端部に結節が施されているc

5 鉢 口縁部にLR縄文が横回転で施文され、以 床面直上

下、同ーの原体が縦凶転で一定間隔に施文

されている。

037号住居跡 (第20・21図)

概要

本祉は、 038号住居跡群のすぐ東側に位置する。床面までは達していないが、被土中での撹

乱が多い。

構造

本社は、 3.64X3.64mをはかる。隅丸方形を呈するが、北側のコーナーは円形を呈すのに対

， 
C一一

∞
・
||

一ー・C'

o.一一 一一・0'

ー

l
・∞

而
。 4m 

第20図 037号住居跡
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し、南側のコーナーは直角に近く、形状は整然としていない。 1;ii跡は、中央よりやや北西側に

位置し、径62X68cmの隅丸方形を呈し、深さは 8cmである。焼土の堆積は薄く、使用状況はあ

まり良好とはいえない。床は、中央を中心とし 2.5X 2.6 mの不整形の範囲がかなり眠い 0 1>{

い床面の範囲は、貼床の上面に 3-4 cmの厚きで存在する時褐色土と砂質ロームブロックの混

合土の範囲とほぼ一致する。これより下層及び壁の周囲の床は、砂質ロームの似合率が少なく、

暗褐色土を主体としており、比較的軟らかい。ピ y トは 5 伽|検出された。直径は30~40cm、深さ

は29~49cmで、ある。 5 個の配置は規則的ではあるが、北東の壁際にはピットが検出されなかっ

た。

遺物の出土状況

造物は南東のiiI際より若干出土したが、中央部では更に少ない。土師器カ、少量出入し、弥生

式土器は図示したもののほかに裂の[_J紘が 211古|体、底部が 21L~1体出土した。 1 -3は床面密着

の状態で出土したが、ほかの造物も床由iに近いものカ、多い。

対~〆

ぞ川イ

。 10cm 

。
第21図 037号住居跡出土遺物

-30-
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037号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 鉢 % 
(17.0) 

口特部と口縁部に RL縄文施文。 床面直上

2 査 胴下音~X ヘラケズリ後ミガキ。赤彩。 覆土

3 査 LR-RL-LRの羽状縄文施文。 覆土

4 婆 口特部及び胴上半部に棒状工具による刺突 床面密着

038 C号住居跡 (第22・23図)

概要

038 B号跡、を粁ifi:中に炭化粒子を含む1:私い時褐色土(本祉の覆土)を確認した。東側の一部

は038B号跡、と重飽しているが、本祉のんか一地山へのth，:，り込みが20cm松深〈、 038B号跡が貼

回
白.

~ I 

。 1 
/.0 

4・

一・C'

0./ 

∞! 
《

回
C.~O ・- 一一・C'

o.一一 一一・D

後反扇初級.
。

4 

〈正

4 m 

第22阿 038C号住居間、
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!よをイjーするfHr;'跡ではないため、 m，上の{先目しだけであり、床凶Iにまでは達していない。また、

昨ilWJ は I也山ヵ、削 ~I-: されている。

構造

本土ll:は、 J也山の傾斜とほほ直jfj)jri，jに民側lをイ言し、北西)jfIljにやや長い附丸万戸IJを呈する o

rJ!.校は4.32X4.08mである。カt閥、は、 f上肘仁l'央より北側に位置し、直径40cmの円形を呈する。

r"j-.:は全体が比較的l経い。ピッ トは 4111;1検出された。径20-40cm、海さは26-35cmをはかる。こ

れらのピ ットの配世は不rJ!.NIJであり、 H火として使用されたか百かは不明である。

遺物の出土状況

本.h上より出土したj立物は、艇が 1点と上総ヵ、約40ハーである。図示した もののほかは、裂の口

紘古1)5 fl占|体、底青1)411占|体で、土日IP昔itも出入しているため、すべて弥生時代の土器とは限らない。

なお、南側の喰より約20cm~維れた{立置で 2 fllilの弥生式土昔話が出土した。炉跡の北側からは、口

将官1)と底古1)を|徐き完)f;の裂がtHゴ:した。I*il則のコーナーより出土した鉢は、底部を除き完形で

あるが、底部付近は二次加熱により器由の判決か、計しし、。南側めコーナーより出土したもう l

伽|の裂は、 ijjliJ吉1)の接合部に刺突を1:1ーするか、これは土器を正面にみて、左から右の方向に工具

。 10cm 

ぷ，~~:>~i://~.:7~~ ーハ )~~，\:内):~:'j~L- ':，~持、'?一ー ハ
プル1;~~~:~; I I ~必‘-、ρ\<，;~~'，:'{ ~;i!~ I 1 
，.......宇:;i-;"';'， / J ‘(~'ii.~“E、〉 珍品::::‘~\~;‘N I I 

fMJJ' ゲ ~~;t:~~;返fikd / /
) ' 5 ピヲ長弱点~~ A〆

B 

。 5cm 

第23図 038C号住居跡出土遺物
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が当てられている。これらの 3制はすべて床面に'色:着する状態で出土した。床面の直上には炭

化村・炭化粒子・焼土を多く含む陪褐色土が 5-20cm堆積しており、この土層中からは、床面

あるいは床面i直上で多くの炭化村ヵ、検出された。住居中央よりやや東側で検出された炭化材は

長さ 1mにも及ぶ。なお、炭化村の出土は壁際から出土が顕著である r

038C号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度 口径
成形 ・調整等 出土層位 備考器高

1 鉢 底部以外 23.4 口唇部LR縄文施文。口縁部RL-LR
l;f.ぼ完形 12.0 RLの羽状縄文施文。縄文末端部は縄文R 床面密着

のS縛りによる 3段の結節文。胴部ミガキ。

赤彩。

2 委 ~ 胴部の接合商に米粒状の刺突(左→右方向i床面密着

胴部ヘラケズリ。

3 Z要 胴上部完形 胴上半部に接合面が残る。胴部及び内面の 床面密着

一部ヘラケズリ。

4 Zτ卸E 底部完形 内外面ミガキ。 住 居 外

5 鉢 口縁部LR縄文施文。縄文下端部は棒状工 床面直上

具による刺突文。

6 鉢 口縁部RL-LR-RLの羽状縄文。縄文 床面直上

下端部に縄文原体押捺。

038G号住居跡 (第24・25図)

概要

本社は、 038E号湖、及ひ 038F号跡により西側、東倶IJを切られている 。 038E号跡とは床面

がほとんど同一由であり、また、 038F一号跡の床面iは本土l上より 6cm程高いが、貼床の底面が本

社とほとんど|百l一白lである 。

構造

4::i:JJ:は、長軸が南北に仏lき、不守主のfllJl丸長方形を呈する。遺存している壁が、北側の一部と

l7，j 1~IJ 、そして米側の一部であるため詳細は不明であるが、長車由約 6.4 l1l、対軸約 5.3mと考え

られる 。炉跡は検出きれなかった。 ピットは床面で 3個、貼床を除去した後 1W村知1¥されたc

深さはすべて30-35cmであるが、配置ヵ、不規則であるため、柱穴として利用されたか否かは不

明である 。 038E . F号跡と重複している部分で、図示しである線は本祉の貼床を除去した段

階で、わずかなヵ、ら比高差を確認したものである。これが、残存している壁と 一致するため、

これをもって、本土!l:の形状とした。

q
J
 

q
d
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第24図 038G号住居跡
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第25図 038G号住居跡出土遺物

ζコ
荒掘り面は、壁際より 45-100 cmの範囲が住居中央部より 5-10cm程低くなっている。

遺物の出土状況

本祉の遺物は少量であるが、床面l泣くから出土し、中央部よりは、壁際から出土する造物カ、

多い。また、喪 ・高I手・均等の土師器がilt.入している。

34-



038G号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度 口 f圭
日比形 ・ 調 整 等 出土層位 備 考

器高

1 査 (11.2) 口唇部LR縄文。胴上部は縄文RのS縛り 覆土
% 

による結節文の聞に LR-RLの羽状縄文

施文。赤彩よ

2 Z古E 上半は山形文内に LR縄文充填。下半は縄 ピ y ト

文RのS縛りによる結節文が施文され、以

下RL-LRの羽状縄文。無文部赤彩。

3 砥石 全体の一部しか遺存しておらず、周囲は破損している。使用面はかなり磨り減っており、

rUJ字状を呈する。砂岩。覆土。

040C号住居跡 (第26・27図)

概要

本祉は、 040B . E号跡により大半カ、切られている 。地山カ、削平されていたため、検出され

た壁の立ち上がりはわずかである。このため、本土tf-.の形状は本来のものと若二|一異なることが考

えられる 。

一一一A-.
.......... 

¥ ・A'

一一・A'

。 4m 

第26図 040C・D号住居跡
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構造

本土止は、壁の一部が検出されたにすぎないため規肢はやや不明であるが、検出されたピ ット

を恭に推測すれば、軸長 6m前後の方形を呈する。カz湖、は検出されなかった。床は、厚さ 5cm 

位の貼床で、軟らかい。ピットは 211占|検出され、径48-62m、採さ54-57cmであり、性火と考

えられる。

荒!J.i:り凪iでは、 211Mのピットが検出された。 この 211占lのピ ットは径30-75cm、深さ 16-56cm

であり、 0400号跡に1'1'-う可能性ヵ、強し、。

遺物の出土状況

造物は土総がすべてであるが、総数 7'"と JI:常に少なし、。図ぶしたもののほかに伝のijI'iJ部破

片及び壷の鎖部破片 (RLの純文が地文さ れ、純文地文音1¥より下はゐ、彩されている)カ、出土し

ている。

4l{((t竜骨骨骨骨te-CI母申告制
¥ マ?

2 。 10cm 

5cm 

第27図 040C号住居跡出土遺物

040 (号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調書室等 出土層位 f庸考
器高

1 軍世 口縁音~Ys
(20.8) 

幅の狭い複合口縁部に縄文 (RL)押捺。 床面密11

2 壷 RL-LR-RL-LRの羽状縄文後、 3 床面密若

組の山形文施文。

0400号住居跡 (第26図)

概要

み:J止は、 040C . E号閥、により切られている。なお、大、ドの高1¥分が木制作である。

構造

イト J11: は 、 U;~の一古1\ を検出しただけであるため、全体のN枚、形状は不Il}j であるが、 P11杉を主

《
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する可能性が強L、。調ft区内においては、力 I跡、ピット等は検出されなかったが、 040C号ー閥、

の貼床を争Ijがして倹出されたヒットが、本土11に11ι うと巧えられる 。

遺物の出土状況

本社からは、磨耗した裂のijl'峠li似1¥が 11¥出土したのみで、時期lを決定するには性|別である

が、本土止カ、 040C号跡に切られていることより、弥生時代の住居跡と考えられる の

048号住居跡 (第28・29図)

概要

本土ll:は、 040A号跡の10m程南に位置する。南側は削平されており、中央部は新しい溝によ

って切られているため、東側の一部が残存しているにすぎない。

構造

本社は、残存している部分が少ないため、規模、形状等は明らかではない。ただ、溝の西側

より外側に壁が存在しないこと、更に東側の壁の形状より推測すれば、不整の楕円形を呈し、

東西を向く短軸が 4m未満である。炉跡は検出きれなかった。床は、黒褐色土を主体とした厚

き6-7 cmの貼床て¥堅い。ピットは 2個検出された。径32-36cm、深さ 23-42cmで、ある。

遺物の出土状況

遺物は少ないが、床面近くから出土した。 3は壁際のピットの中程より、 1及び 2はいずれ

も鉢で、床面直上に押しつぶされた・状態で出土したが、完形の土器ではなし、。また、 覆土中か

らは、胴部にノ、ヶメを有する土師器も出土している。

A'-

A. ?LOO ・- 一一・A'

。 4m 

第28図 048号住居跡
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。 10cm 。

第29図 048号住居跡出土遺物

高:;y 日:十形 遺存度
r 1 if 
n品J r~'，'i ー

1 鉢 x (19.0) 
1l.0 

2 鉢 :1 
(2l.0) 

10.3 

3 饗 口車事部Illf 23.0 

{フCI川Iノ

胴部少i

4 査

049号住居跡 (第30・31図)

概要

048号住居跡出土遺物

成形・調整等

輪積み。ナデ後一部 ミガキ。赤彩。

ナデ。

輪積み。口将部は指頭押捺により小波状を

呈する。

v縄文RのS縛りによる結節文が3段 1組4
段l組の 2列に施され、上部にはLR縄文施

文。

5cm 

出土層位 備考

床面直上

床面直上

ピy ト

覆土

本祉は、 038C号跡から 12m程西恨IJに離れた緩斜面上に位置する。黒色土中に構築されてい

たため、表土層を除去した際、南側の一部を削平してしま った。また、木の根により東側の一

部が撹乱されている 。

構造

本土止は、長軸6.50m、組軸5.00mをはかり、長軸が北西に向〈 。形状は隅丸長方形を呈する。

床面上に焼土粒子 ・炭化粒子を多〈含む略褐色土が 2か所存在したが、精査を続けた結果、北

側の暗褐色土下に炉跡が検出された。炉跡は、住居中央より北側に位置し、 64X15cmの細長い
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8.~O .一

。;
/ 

《

。.5 
、す子。。

一一.8'

《

一一B

• 。 4m 

第30図 049号住居跡

形状を呈する。掘り込みは 5cmと非常に戊いが、焼土が充満していた。床は、黒褐色上を主体

とし、 CJP量の砂質ロームブロ ッ クがìl~入した厚さ 6 cmの貼 l未で構築されている。 ~(i床の上音1\に

は、住居中央部で、厚さ 1-1.5 cm紅の砂質ロームのブロ yクが検出されたが、床は全体に軟

らかい。ピットは 8伽l検出された。北壁に接している径60cm、深さ 30cmのヒ ットは、中から土

器が出土したことから、貯蔵穴と考えられる。B-B'の断面上の 31[51のピットは径28-40cm

泌さ46-73cmで、柱穴と考えられる 。このほかのピ ットは径28-47cm、深さ 10-20cmである 。

荒J屈リ面では、 3倒のピ ットが検出されたが、深さは1Q-15cmといずれも i.J(:いもので、また、

ピットの形状 ・規模も不規則である。荒掘り面の形状は、わずかな凹凸は認められるものの、

全体には平坦で‘ある n

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器のみで、量は少ない。貯蔵穴及びその周囲(特に東傾IJ)から

の出土が目立ったほか、住居中央部と壁際からも少量の土器が出土した。図示した土器以外に
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は、聾の口縁部が6個体、底部が 7個体、また、高杯の脚部の破片が 4個体出土した。これら

の中には土師器も少々混入している。

¥フゥほイ

一ー「一ーーー
ーーーー-

/〆/〆

~ゴー/、

------
2 ~. 。 10cm 

3 

部4宅問、 - /7 

.l?lメメi必将議 パ/
萄.， ，~-"..，il-_. ...>...:.，，:;;;":' ":!". 公司町会r I I 
可 手話叫が ir.-;，.r;:!.~~' C <...j 4 ヘ。

第31図 049号住居跡出土遺物

049号住居跡出土遺物

同ハハ仰

5cm 

高:号 器形 遺存度
口径

成形 ・ 調整等 出土層位 備考
器高

t:i j不 脚部% ミガキ(つ)。 ピット 器面磨耗

2 雪き 口縁部光
(21.5) 

口干宇部指頭押捺により小破状を呈する。 床面直上
胴告sy. ヘラケズリ後一部ナデ。

3 Z里 日縁部)i
(20.0) 

口縁部から胴中部までナデ、胴下部へラケ 床面密着・
27.4 1阿部% ズリ後一部ナデ。 ピy 卜

4 宜古E RL縄文施文後一部ナデ。 覆土

5 査 山形区画文内にRL縄文充填し、以下縄文 覆土

RのS縛りによ る結節文。赤彩。

6 宜古 接合面にキザミを施し、以下ミガキ。赤彩。 覆土
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050 A号住居跡 (第32図)

概要

本社は、調査区内のかなり低い位置にあり、 050B号跡により一部切られている。

構造

本土止は、北西の壁と南東の壁の長きは3.36mをはかる 。コーナーの形状がそれぞれ異なる。

すなわち、北西側は円形、北東側は隅丸方向、更に南東側は直角に近い形状を呈し、全体とし

ては不整の円形を呈する。炉跡は、中央より北西側に位置し、径43X28cmの不整楕円形を呈す

る。炉跡の中央よりは壁に近い方が良〈焼けている。床は、貼床で、全体がやや堅い。 ピット

は3個検出された。径20-22cm、深さ 20-64cmであるが、配置が不規則であり、柱穴として使

用されたか否かは不明である 。

i∞ 

、ち《
-.C' 

ーー.0'
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C.旦.00

0・

。 4m 

第32図 050A・B・C号住居跡
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遺物の出土状況

遺物は土器の細片が30片程出土したのみで、縄文式土器、土師器も少々・含んでいる。本土止は

050 8号跡と重複し、 0508号跡より古いこと、及び出土土器から弥生時代と判断した。

0508号住居跡 (第32・33図)

概要

本土l上は、 050A号跡を一部切って、構築されているが、 050C号跡により、西側半分が切ら

れている。また、一部未調査である。地山への掘り込みは40cmと深〈、 050A号跡の床面との

比高差は30cmをはかる。

構造

本土止は、胴張りの隅丸方形を呈し、規模は 4m程と考えられる。炉跡は検出されず、 050C 

号跡により破壊された可能性が強い。ピット は2個検出された。共に径28cmで、深さは22cm、

25cmである。 l個は住居跡の壁と接するように掘り込まれている。

遺物の出土状況

050 A号跡と同様に遺物は少ない。床面よ り浮いた状態のみで、床面密着の土器はなかった。

図示した壷以外に聾の胴部破片があるが、これは頚部に輪積みの痕跡を有するものである。

。 10cm 

第33図 050B号住居跡出土遺物

0508号住居跡出土遺物

$7} r，J形 選存度
口径

成 形・調整等 出土層位 備考
器日

Zτ~ 口縁部Jィ。 (21.0) 
口縁部はLR縄文施文後縄文原体押捺。要員 覆土

胴部y. 部はLR-RL-RLの羽状縄文施文後接

合商に縄文原体押捺。無文部赤彩。

円

L
A
性



050C号住居跡 (第32・34図)

概要

本祉は、 050B号跡を切つで構築されている。なお、大半は未調査である。

構造

大半が未調査であるため、全体の形状、規模等詳細は不明瞭であるが、 050B号跡と同様に

隅丸方形を呈すると考えられ、規模は 050B号跡よりやや大きく、約 5.5m程と考えられる。

ピットは l個検出された。径45X35cmで深さは51cmで、あり、柱穴と考えられる。

荒掘り面は、床面より約1Q-20cm低い。壁側から中央に向い周囲約30cmは深き 10cmであり、

中央部の深さは20cmである。
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第34図 050C号住居跡出土遺物
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遺物の出土状況

重複している 3軒の中では、遺物の出土量は最も多い。土器は約80片出土し 、また、径約 5

cmの軽石が 2点出土した。 0508号跡と重復する壁際に富、着の状態で斐が出土したが、そのほ

かの遺物については、北側より廃棄されたかのような状態で出土した。

戸G;形 遺 存 度
口径
器高

1 日係 脚部%

2 望号 う4
(18.4) 

3 き聖 x (17.6) 

4 査

5 ]f 

6 宝古E 

7 萱

8 査

9 褒

051号住居跡 (第35・36図)

概要

050 C号住居跡 出土遺物

成形 ・ 調整等 出土層位 f蒲考

ミガキ (?)。赤彩。 覆 土 器面磨耗

輪積み。ナデ。 覆 土

輪積み。口唇部指頭押捺。ナデ。 床面密着

LR-RLの羽状縄文施文後下端部にキザ 覆土

ミ。赤彩。

ナデ。複合部の下端部にキザミ。 覆士

鋸歯状文。 覆 土

LR-RLの羽状縄文。赤彩。 覆 土

縄文RのS縛りによる結節文の聞にLR 覆土

RLの羽状縄文施文。外部無文部赤彩。

口唇部は小破状を呈し、口縁の複合部は貼 覆 土

付けによる。ナデ。

本社は、 050A号跡の 2m紅南東に位置する。付近は表土層から地山の一部まで、が水平に削

平されており、特に墜のi宣;存状態は極めて悪い。

構造

本社は、東西2田 66m、南北2.62mをはかり 、隅丸方形を呈する。壁の上部を削平されている

こともあ り、硲認]Idより床面までは約 7cmて、ある。周囲の住居跡と比べると 、地山への掘り込

みは浅かったと考えられる。炉跡は、住居中央部より北側に位置し、径27X37cm、深さ 5cmで、

やや南北に長い。床は、貼床であるが、床面に近い上層部と下層部では暗褐色土と砂質ローム

のj見合率が異なり 、前者は後者に比べ砂質ロームの割合が少ない。床は全体が非常に堅い。ピ

ットは南側の墜に接するように 3例検出されたのみで、北側からは検出されなかった。中央部

のものが最も深〈、 34cmをはかるが、ほかのピットは、共に22cmをはかる程度である。
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第36図 051号住居跡出土遺物

。 4m 

第35図 051号住居跡

遺物の出土状況

本祉は、焼失家屋と考えられ、床凶i密着または床面直上の状態で多くの炭化村が検出された。

炭化材は水田により水分を多<I吸収していたため、非常に脆〈、細部に及ぶ観察は行うことが

できなかった。炭化村の外形は遺存状態においては、平村は検出されず、厚みがあ り不整の断

面lを有するものである 。 また、炭化材の出土状態における傾きは、床面に対し水平の状態のも

のが大半で、大きな傾きを有するものは少なし、。傾きを有する炭化材も、その傾きは不規則で

ある。ピットの中からは炭化村のごく小さなものが出土したのみで、柱が立ったままの状態で

炭化したような痕跡は認められなかった。土器は、床由密着あるいは床面直上の状態で20片程

の細片が出土した。 図 IT~ していないか、裂の口純音1\で口唇にキザミを有する土器片が 3 片出土

した。

051号住居跡出土遺物

成形 ・ 調 整 等

口唇部はRL縄文、口縁部はLR-RLの

羽状縄文施文。

F
同
U

A
仏
玄



052号住居跡 (第37・38図)

概要

本祉は、 050A号跡と 056B号跡と の中間に位置する。

構造

4::W:は、南北4.28m、東西3.73mをはかり、長袖をやや北西にげ川ナる不主主桁円形を呈する。

炉跡は、住居中央より北側に位置し、 56X46cmの不主主円形を呈する。焼土のJ断i初、lQCITlと厚〈、

遺存状態は良好である。床は、 H音褐色土と砂町ロームがほほ、半々 の書IJり合いてιげ1'.した貼床で、

全体が円6:い。貼床の厚さは10-14cmである。ピ ソトは 5111i1検出された。4伽|はピ ソトの-?HIが

住居跡外にはみ出している。上且悦は径16-40cmて帆あり、深さは27-36clTlである。住肘閥、の平副

形から判断すると柱穴と考えられる。

回

回

0・一一
切 ¥、

0・一一

C'~O ・-

0・10

ー-'D'
.3 

〈

ー・C'

• 
二二・ D'

物 川房初

第37図 052号住居跡
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遺物の出土状況

遺物は、土器が総数60片程度で、無文のijI，j部般片ヵ、多い。これらは床より 10-15cm位浮いて

いるものがほとんどであるが、図示した壷は床面密着の状態で出土した。図示した土器以外で

は口唇部にキザミのある護の破片が数個体、また、喪と考えられる土器の底部が 7個体分ある 。

~ I 

10cm 

第38図 052号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径
器高

1 査 口縁部%
(20.0) 

胴部%

2 査 口縁部%
( 9.4) 

3 鉢

056 B号住居跡 (第39・40図)

概要

052号住居跡出土遺物

成形 ・ 調整等

日縁部はLR縄文施文後円形の刺突が施さ

れ、頚部はLR-RL-LRの羽状縄文が

施されている。羽状縄文の上端は縄文Rの

S縛りによる 3段の結節、下端は惰円形の

刺突文。赤彩。

ミガキ。赤彩。

RL-LRの羽状縄文が施され、下端部は

円形の刺突文。

2 

5cm 

出土層位 備考

床面密着

覆土

床面直上

本社は、調査区内において最も南寄りに位置する住居跡群の中のl軒である 。南西側を 056

D号跡に、南東側を 056C号跡に切られ、北側のみが遺存している 。共に本社より床面がやや

低〈、貼床下の荒掘りにおいても、本祉の形状を確認することができなかった。北東側の壁は

比較的容易に検出されたが、北西側の壁付近は木の根による小さな撹乱ヵ、多〈、確認には凶射

を極めた。
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第39図 056B・C・D号住居跡

構造

本祉は、検出状態が良好な北東の壁から推illilすると、形状は肺11長りの 111~九長 }j形を呈し、北

西から南東を向〈長紬が約 5.3m、全日軸約 4.5mの規模と推定される 。カi跡は、住居中央から

北西寄りに位置し、径48X61cmの不軽作i円形を呈し、深さ 7cmをはかる。焼土ブロ ックは部分

的に存在するのみであるが、熱を受けて亦変した土層が 5cmねの厚さで記、められた。l末は、時

褐色土を主体とし、砂質ロームブロ ックをM.入した貼床で、全体が非常に略い。 ピットはili存
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している本社内に 3個検出され、 C-C' の断面にあるように 056C号跡の貼床の下より検出

されたピ ットも本祉に伴うと考えられる。また、 056 0号跡の南東の壁近 くに検出された 3個

のピットの中で壁に接しているのは 0560号跡に伴うが、西側にある 2個のピットは 0560号

跡には伴わず、本社あるいは 056C号跡に伴うものである。住居跡、の平面形から推測すると一

番西側のピットが本土止に伴うと推定される。この5個のピ ットの中で、柱穴と考えられるのは

住居跡の平面形から推測すると、中央のピットを除く 4個であろ うが、西側のコーナー近 くの

ピットは径42cm、深さが18cmと浅く、ほかの3101は45-80cmと深い。件穴の配置は、 平面形か

らすれば、不規則である。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器片が70片程と礁が 3点である。礁は 5-lOcm程の大きさでこ

の中の 1点は焼けており、共に覆土中から出土した。土器は床面か ら浮いた状態で出土したも

のがほとんどである。lは北西の壁際から床面より 5cm紅浮いた状態で出土したが、破片が30

x 110 cmの範囲に拡がつ;:いた。また、 2は ピッ トの中の覆土中から出土した岐片と、床面か

ら10cm浮いた破片と、床面直上の破片が接合したも のである。出土した土器は無文の胴部破片

が多〈、口縁部あるいは底部の破片は極めて少量である。

。
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056C号住居跡 (第39・41図)

概要

本祉は、 056B号跡の床面を 10cm佐堀り込んで構築されているが、西側を 056C号跡により

切られている。また、東側は 056A号跡により税土の一部を切られていたと考えられるが、そ

の部分も別な長方形を呈する新しいピ ットに撹乱されていなρ 南西側は水田耕作によるものか、

土層の変化が著しく、壁が確認できなかった。

構造

本社は、遺存している壁が北側と南側のコーナ←のみであるが、やや胴張りの隅丸方形を呈

すると考えられる。長軸4.25m、対軸4.08mをはかり、長軸は 056B号跡よりやや西に寄る。

かJ跡、は、 056D号に破壊されたものか、検出されなかった。床は、 056B号跡より 10cm位低〈、

056 D号跡よりlOcm程高い位置にあり、厚さ平均10cm程の貼床であるが、全体に軟らかい。ピ

y トは、北西の壁に接する位置に 1個検出された。径37cm、深さ55cmをはかる。なお、 056D 

号跡、の貼床下から検出された 2個の中の 1個が本祉に伴うとしても、本祉のピ ットは 2個であ

り、南側のコーナーには検出されなかった。

遺物の出土状況

本祉から出土した造物は、土器と石器である。土器は30片程で細片が多く、完形あるいは半

完形となるような土器はなし、。比較的床面に近くから出土した土器片が多〈、南側ではほとん

ど認められず、中央より北側においての出土が顕著である 。

056C号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

l 査 LR-RLの羽状縄文が施され、円形の附 床面直上

文が貼付けられている。複合口縁下端部は

縄文原体押捺。赤彩。

2 無E民登 複合部に RL縄文が施され、下端部はキザ 覆土

ミ。赤彩。

3 査 縄文RのS縛りによる 2段の結節文の上部 覆土

にLR縄文施文。

4 萱 縄文RのS縛りによる 3段の結節文の上部 覆土

にLR-RLの羽状縄文施文。赤彩。

5 表 縄文RのS縛りによる 2段の結節文の下部 覆土

にLR縄文施文。赤彩。

6 萱 鋸歯状の沈線区画内に LR縄文充填。赤彩。 覆土
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鋸歯状沈線の下端部に結節文施文。

現形をとどめている部分はごく 一部であり、大半が破損している。砂岩。覆土。

0560号住居跡 (第39・42図)

概要

056 B・C号跡を精査するための土層断面において、本祉の壁、床が検出された。土層断面

においては明確に本社とほかの住居跡を分離することができたが、調査してみると木の根の小

さな撹乱が多く、土層か水田耕作で変化していることもあり、壁を検出するのには困難を極め

た。 また、南西側は未調査である ?

構造

本祉は、確認が困難で、あったため、掘りあがりの形状は長方形を呈するものの、不整形であ

る。本土止も 056B . C号跡同様に長軸を北西から南東の方向に向け、長さは約 4.5mをはかる 。

調査した範囲内において 炉跡は検出きれなかった。床は、貼床で、 056B号跡と同様に暗褐

色土を主体とし、軟らかい。ピットは 2個検出された。北壁際のピ ットは、径54X 47cmの長方

形を呈し、深さ40cmをはかる。南東の壁に接したピ ットは径37cm、深さ 18cmである 。柱穴と考

えられる 。

遺物の出土状況

本社からは、土器が30片程出土した。床面から 5-lOcm程浮いているものがほとんどで、東

側のコーナー付近からの出土が目立った。
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056D号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 高係 )1 
(19.6) ミガキ。 床面直上

2 費 口唇部は内外面両側からのヘラ状工具 (つ)床面直上

による押捺のため小波状を呈す答。ナデ。

3 褒 口唇部は内外面両側からのへラ状工具(?) 覆土

による押捺のため小波状を呈する。ナデ。

0598号住居跡 (第43・44図)

概要

本土Il::は、南西のコーナ一部に撹乱があり、 一部を破壊されているほかは完全な形で遺存 して

いた。なお、覆土上面に 059A号跡とした貼床の面ヵ、存在するが、本社への彩響は特に認めら

れない。

構造

本祉は、南北3.83m、東西3.60mをはかり、長紬は南北を向く 。南東のコーナー及び北壁の

中央部が不整にやや膨らむが、全体的には隅丸方形を呈し、地山への掘り込みは30cmと深い。

炉跡は、住居中央より西側に位置する。径55X36cmの規模を有し、東西に長い。焼土ブロ ック

はほとんど存在せず、深さも 5cmと貧弱である。床は、貼床であり、住居跡の中央部約1.8m

四方が周囲に比べ良〈踏み堅められている。炉跡のすぐ南側98X60cmの範囲は、焼土粒子 ・炭

化粒子を多く含む暗褐色土で、特に軟らかい。ピットは南東のコーナ一際から 3個検出された。

中央のピットは、 76X63cmの不整の方形を呈し、テラスを一段有すが、底面は円形であり、深

さは31cmと最も深い。規模、形状から判断すると、貯蔵穴と推定される。ほかの2倒は、径22

cmと径50X33cmの規模で、深さはそれぞれ13cmと24cmで、ある。浅い方のピットは位置から推測

すると、 059C号跡に伴つ可能性がある。ほかのコーナ一部にピ ットが検出きれなか ったこと

から考えれは¥柱穴とは異なるかもしれない。

遺物の出土状況

本社からは、約 250片程の土器片が出土した。土器は大半が床面より 5-lOcm程浮いており、

土師器も混入している。北西側に少なく南東側に多く出土したとい う傾向を指摘できる。完形

あるいはほぼ完形になるような土器は出土せず、細片が多い。器台、高杯等の破片が出土した

が、土師器と考えられる。護の口縁は 8個体検出されたが、口唇部にキザミ のあるも のが 5個

体である。
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059B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 褒 口縁部X
(15.0) 

輪積み。口唇部円形の刺突文。 床面直上

2 台付費 底部 M 輪積み。内面の一部はハケメであるが、他 床面直上・

はナデ。 ピッ ト

3 宜τ伝E 複合部の下端部は縄文原体押捺。 覆土

4 査 LR縄文の下端部に結節文。 覆土

5 宝世E RL縄文施文後鋸歯状沈線施文。下端部は 覆土

縄文RのS縛りによる結節文。

059 C号住居跡 (第43・45図)

概要

本社は、西側を 059B号閥、により深さ 20cm位切られ、更に北側の壁の一部を 059D号跡によ

り切られている。また、本土!I::付近ーより、西側を|徐いた三方は地山が削平されているため、葎土

はわずか 7-10cm松が造存しているにすぎない。

構造

本社は、遺存している見てから考えると、 3.5m紅の不整円形を呈する。炉跡は検出されなかっ

た。床は、暗褐色土を主体にした貼床で、全体に軟らかい。 ピットは南側に 3個、北側に l

f闘の計4か所検出された。南側の 3伽|は径28-32cm、深さ 20-36cmである。最も南側のピット

は、住居跡の墜と接しており、南側中央のピッ トは半分か、住居跡外にはみ出している。北側の
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ピットは、その形状が不整ではあるが、泌さ 27cmをはかる。 059B号跡の東壁側に検出された

径 22cmのピットヵ、本祉に伴うとすれば、深さは30cmになり、位置的には、本祉に伴う可能性が

o
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ゐ
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遺物の出土状況

本祉は、組土の上古1¥ヵ、削平されていたこともあり、出土した造物は土器が約40片、径 7-8

むmの大きさの6燦祭カが"1 ，1点l

カが、小さな{岐iぽ波H皮iυ}ハ;でで、ある。
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059 C号住居跡出土遺物

番号 器形 選存度
口径

成形 ・調整等 出土層位 {蒲考
器高

1 軍古 口特部LR縄文、口縁部RL縄文。口縁下 額土

端に結節文。

2 査 2列の鋸歯状文と LR縄文施文。 床面密者

0590号住居跡 (第43・46図)

概要

本祉は、 059E号跡により北iWJの約 iを切られている。 059C号跡と同様に確認面と床面と

の比両差はほとんどなく、桜土は大半ヵ、削平されている。

構造

本社は、 i宜存している l:，t&びコーナーがそれぞれ異なった形状を主する。西側のコーナーは

lTL角に;uく、昨j側のコーナーはやや丸みが強いが、この聞の壁はほほ、直線である。東側のコー

ナーは円形を呈する。北似IJのコーナーは 059E号跡により削平されているが、両方の住居跡の

床を剥がすと、図刀、したような南側のコーナー と同様にやや丸みを有するわずかな立ち上がり

が検出された。本祉の全体の形状は、 fi形に;5:<、北東の辺 2.7m、南西の辺 4.2m、この聞

の ~Ii離4.24m をはかるが、殻大の長さは4.96m である。炉跡は、北西の壁寄りに、 059 E号跡

の棋と接して検出され、かろうじて削平をまぬがれていた。規模は56X45cm、深さは10cmであ
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る。か跡、の中央部から南側にかけてカ、火床と考えられ、非常に堅い焼土フロックが厚さ 5cmに

わたり認められた。か跡には裂のij[，]部が使用されている。土器は、胴上部のみの破片で全周は

せず、床面から 3cm程が上部に突き出ており 4 cm程カミ炉の中に埋まっている状態である。床

は、 中央から北jf!.ijHl]の貯までと山内側にかけての範囲が竪L、。床面の堅い部分は、砂質ローム

のブロックを主体とし、時褐色土を少々含む土層であり、この土層は貼床の最上面に 2- 3 cm 

の厚きで検出された。この層より下部及び堅い部分以外の貼床は、暗褐色土と砂質ロームブロ

ックの割り合いがほほ半々の土層で軟らかい。ピッ トは床面上で 7i~1検出されたが、この中で

北側のピ ットは 059E号跡の荒掘り面より検出されたものである。南及び東側のコーナーで検

出されたピットは、それぞれ34X74cm、68X95cmの大きさで、深さ 24cm、17cmをはかる。その

ほかのピットは、深さが30-64cmて¥最も深い北側のコーナー寄りのピットは 059E号跡の貼

床の下より検出されたものである。この北側のピットと南西の壁に接して並ぶ 3個のピ ット及

び北東のコーナー近くのピットが深さから推iJliJすると、柱穴と考えられるが、配置がやや不規

則である。

荒堀り面は、中央部が高〈、壁際が低い。床面からの高さは中央部が 6cm、周辺部ヵ、12cm程

である。なお、貼床の下から深さ 14cmのピ ットが l個検出された。

。 10cm 
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遺物の出土状況

本祉は、覆土の大半が削平されていたため遺物は非常に少ないが、ほとんどが床面近くから

出土した。土器は胴部破片のみであり、出土する位置も、ある部分に集中するというような傾

向は認められない。図示した裂は、炉跡、の中央部より出土したm'J音1¥破片であリ、床面より上に

出ていた部分は熱を受けた痕が認められる。

059 D号住居跡出土遺物

番号 器形 遺午子度
口径

成形 ・ 調整等
器高

1 吉男 胴部x 胴上部に接合面を残す。ナデ。

2 (1L~ 石 一部を欠損するが、表裏面共に使用されてい る。 砂岩。ピ γ 卜。

060 B号住居跡 (第47・48図)

概要

出土層位 備考

炉 跡

本土止は、東側を 060A号跡に切られている 。地山カ、東から西に傾斜する緩斜面上に位置し、

地山への掘り込みも浅いことから、西側の一部及び南側の壁は検出されなかった。

構造

本社は、検出された壁が西側から北側にかけての一部であるため、全体の形状は不明瞭で、

遺存している壁から推iWJすゐと、 nluJs長り の附丸長方形を呈 し、長軸は北東から南西に向<0 J立

《

《。 4m 

第47図 060B号住居跡
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存している床面において、カi跡は検出されなかった。ピ yトは 1M検出され、径20cm、深さ40

cmである。

遺物の出土状況

造物は北西の壁際から少量の土器が出土したのみである。

~ I 

10cm 

第48図 060B号住居跡出土遺物

0608号住居跡出土遺物

成形・調整等

輪積み。口唇部は指頭押捺のため小波状を

呈する。ナデ。

061 B号住居跡 (第49・50図)

概要

本社は、 061A号跡の床面を粕lt中に/f;ち込みが体認されたも のである o 4(祉から西へ 5m 

位離れると比高差 6m紅の庄一になり、 一段低いず;地になるが、本祉は遺跡、の所イ"する fiJ也の南

側の紘に位置し、地山は東から西に緩し、jtfl*:1をしている。なお、本社付近は木のm等による撹

乱が著しく、験出された山市は約lりcmをはかる砧l皮である。 061Aサ湖、と重怯していたと々え

られるが、土層断面においては維認されなかった。また、西側の一部は未調食である。

構造

本土l上は、北東側の半分しか遺存していないが、隅丸方形を呈すると考えられる。北西の壁と

南東の壁との距離は3.04mをはかる。炉跡及びピットは検出されなかった。

遺物の出土状況

本土!l:から出土した遺物は、 15片の土器と砥石が l点、更に径10cm程の喋が l点である。出土

遺物は、すべて床面に近い状態て、あり、北側のコーナー付近に集中していた。
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061 B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度 口 f圭
成形・調整等 出土層位 備考

器高

宜噌E 』阿部% ミカーキ。 床面密者

2 宮里
胴下昔日%

ミガキ(?)。 床面直上 器面磨耗
底部完形

3 量E 口縁部はLR-RLの羽状縄文施文。赤彩。 床面密着 器面 ~H苓

4 ぽ石 一部を欠損するが、長方形を呈し、表裏面共に使用されている。 砂岩。床面密着。

064 A号住居跡 (第51図)

概要

本土tl:は、 064B号跡により西恨IJが切られるいる。池山への掘り込みが浅く、覆土の大半が削

平されている。

情造

本社は、径3.2m程の不整円形を呈する。炉跡は、住居の西側に位置するが、 064B号跡に

より削平されており、半分程が遺存しているにすぎない。炉跡内からは焼土粒子が多量に検出
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された。床、は、暗褐色土を主体にした厚さ 8cm程の貼床で、全体に軟らかい。ピット は東側の

壁近くに 11回検出され、径22cm、深さ20cmである。

遺物の出土状況

本土止からは、土器が覆土中から10片程出土した。縄文式土器が 2片含まれている。

069 G号住居跡 (第52・53図)

概 要

本社は、 069号跡群の中で最も古い時期の住居跡であり、 069A・D.E号跡に床面が切ら

れ、遺存しているのは北東及び南丙のコーナ一部分である。

4m 
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構造

本祉は、床面を半分以上削平されているが、壁溝の下部は残存していた。壁溝から形状を推

定すると、長軸7.55m、短軸7.29mの隅丸方形で、長軸がはは、東西をICJJく。壁j毒は幅16-30cm、

深さ 15-19cmをはかり、南側の一部は 069A号跡カ、構築されているため、検出きれなかったが、

ほほ、全周していたものと与えられる。 tμ跡、は、中央よりやや北側に位置し、径50cmの円形を呈

しており、焼土が多量に検出された。!末は、砂質ロームを主体に した貼床で、中央より北側が

0/い。ピッ トは 9個検出された。南側の噌講に接するピ ソトは、上前iにおいては一辺 1m fj~の

方形を呈するが、1来さ約42cI11で、底面は円形を呈する。柱穴と J'jえられる 4j闘は径50-62cI11で

あるが、それぞれ 2j闘が重なって瓢Jf~ を呈する。泌さは、深い方が84- 100 crn、i長いんでは47

-84cmである。柱穴聞の距維は、一辺がほほ、4m前後であり、千千柱穴聞を結，;;.Jf~状はやや不終

方形を呈する。このほかのピットは径38-40cl11、保さ 15-36【111で、 Hi¥:'議官/;に検山されたヒ ット

は外!日IJに帰り出しており、怪25cI11、泌さ 14-17(111をはかる。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器であるが、数は少ない。明らかに土師器とわかる破片も少量

混入している。胴部破片が多く、襲の口縁部破片は、口唇部に指頭による押捺が施されたもの

がある。本社は地山への掘り込みが浅かったため、出土した土器はすべて床面近く・からの出土

である 。

。 5cm 

第53図 069G号住居跡出土遺物

069G号住居跡出土遺物

成形 ・調整 等

縄文RのS縛りによる結節文より上部はL

R縄文と格子目状の沈線。
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070号住居跡 (第54・55図)

概要

本土止は、 071号跡の 7m程南側に位置する。西側のコーナーを木の根により破壊されている。

東から西に傾斜する緩斜面上に位置するため、東側のコーナー付近の壁高は20cmをはかるが、

西側の壁高はわずか 5cmにすぎない。

構造

本社は、長軸7.54m、短軸5.92mをはかり、長軸は北西を向く 。長辺の壁は、強い胴張りが
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認められ、全体的な形状としては楕円形を呈する。壁溝は、幅15-35cm、深さ 10-16cmで、北

東の壁から北東のコーナーを経て、南東の壁の途中で止ま っている。この壁溝部分は、斜面上

に位置する壁の立ち上がりの高い部分、すなわち、斜面の上側に当たる。炉跡、は、住居跡の中

央よりやや北西側に位置し、径42cmのほぼ円形を呈する。炉跡は西側の方が良〈焼けており、

火床と考えられるが、焼土の堆積はほとんど検出きれなかった。床は、砂質ロームが少量混じ

る黒褐色土による貼床で、軟らかい。ピットは 7個検出された。北側の壁際のピットは深さ 8

cmと浅く、木の根による可能性が強い。北及び西側に位置するピットは、共に径が38cmで、深

きがそれぞれ78cm、74cmと深〈、柱穴と考えられる。東側のコーナー付近のピットも、 深きが

44cmで、あり、柱穴であろうと考えられる。南側には、 2個のピットが検出されたが、深さ は、

コーナーに近い方が35cm、中央寄りのピットが44cmであり、ほかの柱穴の位置から考えれば中

央寄りのピットが柱穴である可能性が強い。南東の壁に近いピットは径50X65cm、 深さ21cm 

で‘ある。

遺物の出土状況

本社からは、土器が約60片出土したが、床面近くからの出土は皆無で、、すべて覆土中である。

磨耗した胴部の細片が大半であり、器面調整等を知ることのできる土器片は少ない。出土土器

の中には、土師器も混入している。

。 5cm 
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070号住居跡出土遺物
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072 A号住居跡 (第56・57図)

概要

本剖:立、 Oiとじ号制、に北東コーナーの一部が切られている。 米から西に地山が傾斜する肩の

部分に位置する。地山が削平されており、地山の上層にほ水田の!択があったこと及び、この付

近の地山は判I性が強いため地山の乾燥が激し〈ヒビ割れを起こし、覆土が堅かったことなどか

ら、散水しながら調査を実施した。

構造

本土止は、南北4.26m、東西約 3.0-2.5 mをはかり、長軸はほぼ北を向〈。形状は不整の隅

)L長方形を呈する。炉跡は、住居の中央よりやや北側に位置し、 32X73cmと南北に細長い形状

である。火床は東側の壁際を除いた全域で、良〈焼けている。ピットは 2個検出され、北西の

ピットは径42cm、深さ 25cm、南東側のピットは径38cm、深さ32cmである。北東側及び南西側は

f，'j ftしたもののピ ットは検出されなかった。

遺物の出土状況

本土LI::は、覆土の上音1)が削平されているため、すべて床面に近い状態で出土した遺物であるが、

25片の土器が出土したにすぎなし、。水分を受けて、磨耗あるいは器表裏面の剥落したものが多

。、・
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072A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 鉢 LR-RL-LRの羽状縄文。 覆土

2 査 LR-RLの羽状縄文。 覆土

3 軍官 縄文RのS縛りによる 2段の結節文の上部 床面直上

にLR縄文。

4 it 縄文RのS縛りによる 2段の結節文の下部 覆土

にLR縄文。

古墳時代

003号住居跡 (第58・59図)

概要

本土止は、 002A号跡の13m程北に位置する。調査区内において、標高の最も高い場所に位置

し、 また、古墳時代の住居跡としては最も東寄りに位置する。南側のコ ーナーは水路用のタン

クが建設されているため、破壊されており、地山の一部が削平されている。

構造

本社は、 4.43X4.36mのやや歪んだ方形を呈し、コーナーはやや丸みを有する。長軸は南西

から北東方向に向く。炉跡は、住居中央よりやや北東寄りに位置し、径50x 74cmの附円形を呈

する。焼土は厚さ 7~ 8 cm程で、非常に良く焼けている。床は、砂町ロ ームと出払j色土の混合

土による厚さ 5~ 7 cm の貼床で、全面が堅い。 ピッ トは 5個検出さ れた。西側のコーナー寄り

に位置するピットは径50x 78cm、深さ27cmで、あり 、j112蔵穴と考えられる。ほかの 4個は柱:/1.と

ゥ，
a
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考えられ、径28~40cm、深さ 34~52cm をはかる 。 束{J!lJ及び南1t!IJの位穴は、それぞれが住居跡の

壁際に掘り込まれているため、各柱穴聞の距離は、長辺で約 2.7m、担辺で約 2.0mをはかり、

各柱穴聞の形状は台形を呈する。

遺物の出土状況

遺物は、住居跡の南側IJと西{J!lJコーナーのJ!i'J龍穴付近から、ややまとま って山土した。 7だけ

が床面からの出土であり、ほかは床面から浮いた状態での出土である。

《

/ 
B' 

i~ 

。。。
3 
• 

• 3 

B. • 6 

6・・6 

陸一戸二
《

B.~15 一・ B'

111 
。 4m 

第58図 003号住居跡

-68-



匂有コフ2 ¥」/ ¥V/4 
可門柳『 除手撃:-~ク

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

多F匂P
.ry命、

。

器形 遺 存度

腕 x 

ミニチュ7 パ

軍官
胴下半7G以外
(;f.(ま形

き建 .)1 

要 ys 

褒 胴部J.i

要 胴部完形

lOcm 

第59図 003号住居跡出土遺物

003号住居跡出土遺物

口径
成形・調整等 出土層位 備考

器高

(10.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、 f本部ナデ〈つ )。

ピット
器面磨耗

7.3 覆土

( 3.4) 
手控ね。 覆土

17.8 
口縁部・胴部ミガキ。内面ナデ。赤彩。 床面直上

15.0( ?) 

(13.4) 
口唇部キザミ 、類部ハケメ 、胴部ナデ(?)。 覆土 器面磨耗14.8 (つ)
口縁部内面ハケメ。

(18.6) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。 覆土

ハケメ後一部ナデ。 内面ナデ。 床面直上 器面磨耗

胴部ハケメ後ナデ。内面ナデ。 床面密着

-69-



005号住居跡 (第60・61図)

概要

本社は、 006号跡の 6m程北東に位置する。調査区において北内端に位置し、東fJ!IJは地山が

削平されている。本祉より北に約15m程の距離に、比高差約 9mの崖がある。また、床面にま

で達する木の恨の撹乱が多く、壁の立ち J-.がりはほとんど検出することができなかった。

構造

本社は、遺存状態が必いため、詳細な規模や形状は昨認できなかったが、貼床の範囲はほぼ

検出することができた。これから推測すると、長州をほぼ北に向け、約 4.5X4.2mの規模を

有し、形状は、胴張りを呈する隅丸方形の住居跡と考えられる。実際の規模はこれより粁干大

きくなる可能性がある。炉跡は検出されなかった。床は、砂町ロームを主体とした貼床で、全

体に軟らかい。 ピ y 卜は 5 個検出され、「事î~のコーナーの ピ y 卜は径46cm、深さ 8 cmをはかり、

l!?蔵穴と考えられる 。 そのほかの 41凶のピ y 卜は、径約40cmlìíj後で、深さ 34~45cm をはかり、

柱火と考えられる。北側の柱穴がコーナーに寄りすぎているため、各柱穴聞の距離は一定せず、

2.0~ 2 . 4m をはかり、各柱穴聞を結ぶJr~状も、不整の )j Jf~ を呈する 。
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遺物の出土状況

本祉は、覆土がほとんど撹円しを受けていたため、遺物のj止は少なく、床面からの出土が大半

である。撹乱白11から[1'1土した士山片も合めて、約60片がll'l土 した。

ノ札
2 V~ 

10cm 

第61図 005号住居跡出土遺物

005号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位
器高

1 高杯 脚部パ 脚部ミガキ(?)0 内面ナデ(?lo4孔(?)。 床面直上 器面磨耗

2 高 t不 脚部% 脚部ミガキ。内面ハケメ後ナデ。4孔。 覆土

赤彩。

3 き聖 m司下部% 内外面ナデ。 覆 土

006号住居跡 (第62・63図)

概要

本社は、 0097}跡の1.5m 紅北に位iFfす る。 調査l~の北凶端に位置し、北京から南西にかけ

て、地山は緩い傾斜を形成している 。 そのため、 íU~跡の北京部分は 、 壁i白約20cmをはかるが、

南西部分では 5cmと低し、。また 、 íthl;111央より l十ÏlJJ.i{!!I]におい てはl悩 0 . 5~ 1 mの講により 、床

面が撹乱されている。

構造

本祉は、北京から liWiに向く長'lillJが 6.5m 、 ~t州から liîw:に向く 1~IJlli自が 5.7m をはかる。南

西の壁、コ ーナーでは附丸ブj形を呈するが、北京の壁、コーナーは丸みが強く桁円形を呈する。

w:側コーナーは、|ザJji'MIこ検山できなかったが、全体の形状としては、問)L長方形を呈するもの

と考えられる。なお、 Iy，jw・の壁面の111央より 、l判のコーナ一、更に山ーのコーナーの一吉11までは、

I~!li 1 5~26cm、 iiE さ約 8 cmの!1'W1foが構築されている。この白11分は地山の傾斜の低い住置にあたる。

炉跡は、 iOJ;111央より北凶{!!I]に位置し、径45x 60cmの不整形を呈し 、深さは約10cmをはかる。

焼土は、部分的に確認されただけである。床は、児科J色土と砂町ロームの混合土によるj享さ約
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《

4m 

6 ~ 8 cmの HI~!~ である 。 iU1i跡のほぼ 1 1 1央 から ~tvLifJ!iJ にかけての範凶は、特に竪く踏み固めら

れており、 lh'i!ぶも川IJFIの{沙問ロームブロ yクに比べ、ブロ yクが大きい。ピ y 卜は 5倒検出さ

れた。INW:の出限のピ y 卜は、作約 1.lmのイミ終形を呈し、 i京さは47cmをはかけ、 )[';'1議穴と考

えられる。 はかのヒ y卜は、任34-50cmで、 i京さは56-68cmをはかり、柱穴と考えられる。各
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柱穴の日I;:l]jE .形状は 2.2x2.7mの長方形を呈するが、注目跡と柱プ〈聞の長辺は直交する。

遺物の出土状況

土保カ、約 200)'，紅出土し たが、ほとんとカ、税土中からの出土で、床面及び床面直上から検出

されたものは少なし、。炉跡付近より 山土したハケメを有する裂の破片は、ほぽ床面に密着して

検出されたが、復jじするには至らなかった。また、 J17政ン'(の覆土からは約15片の輩の破片が出

土したが、出而はナ デによる訓整叫が『認められた。 土器は 、 r*-i ~の壁側は撹乱されていたこと

もあ る が、 fU'J~ I'央より北京 j'f]) にかけての範囲から多く 出土した。
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006号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
[1 径

成形・調整等 出土層位 備考2:1高

附(?) メ
(12.8) 

内外面ミガキ。 覆土

2 高 原 原告11Y. (15.0) 
口縁部ヨコナデ後ミガキ。内面ミガキ。

ピット

覆土

3 褒 ys (18.0) 
口縁部内外面ハケメ、胴昔日ハケメ後一部ナ 覆土

ア。

4 主要 yz (16.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、胸部内外面ナデ。 覆土

5 宝'ff 1阿部 y. 胴部ナデo 覆土

6 低石 現存長 7.8cm、l隔 5.7cm、!享さ 2.4cmをはかるが、%程が欠損していると考えられる。使用

面は両国であり、共に良く使われて凹みを呈している。砂岩。覆土。

008A住居跡 (第64・65図)

概要

本社は、 1f.j{!!IJの壁の臼lが 008B~}跡と重按し、床面まで切られている。更に、東側も木の

叫によりJ党，fjLされている。

構造

~:l:i l: は、一辺 5.0m の方形を呈するが、北西及び北東のコーナーはやや丸みを有する。炉跡

は、住Jr!i跡のほぼ中央に位置し、南北に長いが、北側IJの長方形を呈する部分と南側の円形の部

分の 2個が接合しているもので、火床と考えられるのは、北側の部分の一部であり、厚さ 7cm 

程の焼土が検出された。床は、日部品色土と砂質ロームの混合土による貼床で、全体にやや軟ら

かい。ピットは 4個検出された。各柱穴間の辺は、それぞれ 2.2mで正方形を呈し、柱穴の位

置がわずかに東側に寄る程度で、住居跡の形状とほぼ一致する。南東の柱穴は、 54X35cm、深

さ 50cmの長方形を呈するが、ほかの柱穴は、径38~46cm、深さ 57~72cm をはかり、円形を呈す

る。

遺物の出土状況

本祉は、覆土に撹乱が多かったため、遺物の出土量は少なく、土器も完形あるいは完形に近

いものはなく、破片で70片程出土した。全体的な出土量は少ないが、住居中央部から北側にか

けての範囲で、土器の出土が川幸子に認められた。
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番号 器形 遺 存 度
口径
器高

1 I日~ t不 原音Ilのみ

2 高原 yi 

3 饗 )1 
(16.0) 

4 き壁 y. (13.2) 

5 歪~~、 底音Il完形

009号住居跡 (第66-68図)

概要

008A号住居跡出土遺物

成形・調整等 出土層位 備考

内外面ミガキ。
ピット

覆土

脚上部ヘラケスリ、脚下部ナデ。内面ナデ。 覆土

4孔。

口縁部ハケメ後ヨコナデ。口縁部内面ヨコ 覆土

ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ。』阿部ハケメ後ナデ。 床面直 上

ナデ。 覆土

本祉は、 006号跡の1.5m程南に位置する。精査している段階で、覆土中より多くの土器が

出土し、遺物を残したまま精査を続けたが、地山への掘り込みも浅く.また大小の撹乱も多か

ったため、壁を検出するのは困難を極め、すべての立ち上がりをとらえることはできなかった。

しかし、本土止は貼床による床の構造であったため、地山と床面の識別は比較的容易であった。

住居中央やや南寄りの部分及び西{jjlJの壁の一部には、木の根による撹乱が認められた。

構造

本祉は、南北方向の長軸5.21m、東西方向の短軸4.78mをはかり、形状は方形を呈し、長軸

はほぼ北を向く 。炉跡は、住居中央よりやや北に位置し、 64X58cmの楕円形を呈する。深さは

約lOcmで、火床は中央よりやや東側である。床は、壁に近い部分以外はほとんどが堅しミ。この

際い範問は、床の上部にJ4さ1~ 5 cmにわたり検出された暗褐色土と砂質ロームブロックの混

合土が踏み固められたもので、この貼床の下は、更に 5~lOcmの厚さで、軟らかい貼床が確認

された。ピ y トは 4 佃検出され、径は38~32cmで、深さは82~74cm をはかり、規模、形状とも

柱穴と考えられる。柱穴聞の各辺は、それぞれ 2.8mの正方形を呈し、柱穴の位置が若干中央

より西{jIIJに寄っている。

床面から荒掘り而ーまでの深さは、柱穴の内側IJ部分で、は約10cm、壁際付近で、は約20cmをはかり、

J I~央部が約lOcm布く構築されている 。 この荒掘り面において検出された 3 個のピットは、深さ

が 5~lOcmで、ある。また、南東コーナー付近で、幅約30cm、深さ 2 ~ 3 cm程の浅い溝が検出さ

れた。壁際の床面はi欽らかく、土層断面からも明確に把握することはできなかったが、壁溝の

可能性もある。
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第66図 009号住居跡
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第67図 009号住居跡出土遺物(1)
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第68図 009号住居跡出土遺物(2)

本祉から出土した遺物は、離が数点のほか、約 300片程の土器片である。 土器は覆土からの

ものが多いが、床面からも出土した。全体の傾向としては、北壁から炉跡にかけての一群 、南

西の柱穴付近よ り出土した一群、更に、南東の柱穴付近より出土した一群というように大きく

3群に分けることができる。10は北壁付近の土器群で、約1.2x2.0mの範囲から出土したも

のが復元されたものであるが、破片は、床面より 7cm程浮いているもの、床面に密着している

ものと、それぞれが異なる。南西の柱穴の東側の土器は、床面カら 10cm程浮いている。また、

南東のコーナー近くから出土した 8・12は床面上で、出土した土器で、8は完形のまま床に横倒

しの状態で出土した。南東の柱穴の周囲から出土した土器は床面より 、約 5~10cm浮いた状態

で出土した。
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番号 器 形 遺存度
口 径
器高

F手 % 
( 4.3) 
6.2 

2 士宛 口縁部ys (10.8) 

胴昔日完形 7.0 

3 高杯 脚部のみ

4 高原 口縁部%
(18.4) 

5 高 F早 口縁部%
(20.4) 

6 紺 口縁部%
(14.8) 

7 宮署 x (17.2) 

8 宮里 'フ土E・正jf!ノz 16.3 
15.6 

9 褒 y. (22.0) 

10 き聖 底部以外
18.0 

'フj(;jfノシ

11 褒 底部以外
14.8 

'フ士i:jfノ〆

12 褒 胴 部 メ

13 褒 x (18.0) 
25.3 

14 きE y. 

010A号住居跡 (第69・70図)

概要

009号住居跡出土遺物

成 形 ・ 調整等

口縁部内外面ヨコナテ¥頚部ハケメ、 f本部

ヘラケズリ。内面ナデ。

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 胴部ハケ

メ後ナデ。 内面ナデ。

脚部ミガキ。派部内面ミガキ、脚部内面

ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ。

輪積み。 内外面ミガキ。

口縁部内外面ミガキ。赤彩。

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ヘラケ

ズリ後ナデ。

輪積み。 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケ

メ後一部ナデ。

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 胴部ハケ

メ。

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ

メ後ナデ(ワ)。

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケメ後ナ

ア。

胴部へラケズリ後ナデ。

ロ縁部内外商ヨコナデ、胴部へラケズリ後

ナデ。

胴上部ナデ、胴下部へラケズリ。

本社は 、 大 、 I~ が OlOB ，;跡により切られている。

構造

出土層位 備 考

覆土

床面密着

覆土

覆土

床面密-a

床面直上

覆土

床面密右

覆土

覆土・ 器面磨耗
床面密者

覆 土

床面密着

覆 土

床面密着

本社は、 J.Ui!!lJ及び1判官IIJの迅存している部分から推測す『ると、約 3.5X4.5mむの別院の附)L

)jJ院を2 し 、 ;長 'li~1 はほぼ北を向く 。 炉跡及びピ y トは検出されなかった。 本祉を切 っ て構築さ
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第69図 010A・B号住居跡

れている 010B号跡の荒掘り面が本祉より 10cm程低いため、本土11::にピ y 卜が存在していたとし

ても、その深さは、 22cmを越えないものと考えられる。遺存していた床面は、上部が堅く、下

部はやや軟らかしミ。

遺物の出土状況

本祉は、 010B片跡にその大半が削平されてあむ、り、遺存白副郎|日:が狭いため、 J川|

に少なく、 10片担の土器と傑が l点である。すべての遺物は床白ーより 5~10cm程浮いた状態で

出土した。

010A号住居跡出土遺物

成形・， 調 整 等

口縁部内外面ヨゴナデ、胴部ハケメ後ミガ

キ。底部木葉痕。

。。



0108号住居跡 (第69・70図)

概要

本祉は、北{J!iJ部分は畑地の耕作のため撹乱が著しく、ほぼ床面近くまで達している。なお、

OlOAサ跡、を掘り込んで附築されている。

構造

本祉は、 長'liII15.20m、恒hh4.83mをはか 1)、長'Ii由は北西に向く 。形状は隅)L長方形を呈する。

本社には Ip[，\l4~25cmの壁{誌が全同する 。 炉跡は、住居 111央よりやや北凶に位置し、 95x 58cmの

附円形を呈する。火l末は住民跡の111央寄りの部分と考えられるが、焼土はあまり多くなし、。床

は、!ばさ lOcm刊の11日出色と砂町ロームブロ yクの混合土による貼床で、 ".面約 5cm紅はきわめ

て墜し」ヒ y卜は 4f回検出されたが、すべて位六と考えられる 。 柱';\は径46~62cmの不整円形

で、 j奈さは40--50cmをはかる。位六問の各辺は、約 2.2mをはかり、やや歪んだ正方形を呈す

る。

) fは

。 10cm 

6 

5cm 

第70図 010A・B号住居跡出土遺物
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遺物の出土状況

耕作による撹乱のため、覆土の大半が失なわれており 、遺物は、約50片の土器と 5点の離が

出土したにすぎない。床面の土器は、北側の柱穴付近及び南側の柱穴付近から10片程出土し 、

4は 4.7m程離れた土器片が接合したものである。また、1は南{]!IJの柱穴の壁に密着の状態で

出土した。これ以外の造物は、床面より浮いた状態で出土した。

010 B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径

成 形 ・調 整等 出土層位 備 考
器高

I 護 メ
(11.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ミガ ピッ ト壁際

キ。

2 高 原 脚部 % 脚部ミガキ。 4孔。 覆土

3 高琢 係部完形
20.8 口縁部内外面ヨコナデ、 胴部ミガキ。 床面直上

内面ナデ。

4 高 杯 係 部%
(23.0) 

係部内外面ミガキ。 脚部 ミガキ。 3孔。 床面密着

5 費 口縁部%
(18.0) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。 覆土

6 砥石 長さ 9.3cm、幅 6.9cmをはかり、長方形を呈する。表面と両側面が使用面で、断面は台形を

呈する。砂岩。 覆土。

011号住居跡 (第71・72図)

概要

本社は、 OlOA号跡の 1.5m程I軒に位置する。付近は撹乱が多く 、覆土の式半が破壊されて

おり 、地山への掘り込みも浅いため、形状の確認はほとんど床面のみで行った。

情造

本社は、長軸4.94m、恒軸4.63mをはかり、長軸はほぼ南北を向く。南西及び南東のコーナ

ーは問丸を呈し、北西及び北京のコーナーは直角に近い形状を呈する。 炉跡は、住居中央の西

寄りに位置し 、47x 62cmの同一円形を呈するが、焼土ブロ yク等は検出されず、焼土粒子が認め

られたのみである。床は 、貼床で中央より l判官!IJ及び東側部分が堅い。 ピ y 卜は 4個検出され、

すべて杵/(と考えられる。 径 35~43cm 、深さは44~54cm をはかる 。 柱穴聞の ~lí離は 、 長辺が2 .

15m、恒辺が1.90mをはかり各辺を結ぶと、長方形を呈する。

遺物の出土状況

本社から ，'1'，土した遺物は、慨が数点と土器が約40片で、土器片は車IlJ片が多く 、復元あるいは

丹
ぺ

υ
口

6



'夫iWJ可能なものは非常に少ない。1は床面から出土した土器で、器形を推測できる唯一のもの

である。
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011号住居跡出土遺物

。 4 m 

第71図 011号住居跡

番号 器形 遺存度
口径
器高

1 器 台 裾部以外
脚部完形

2 警 底部完形

012号住居跡 (第73・74図)

概要

011号住居跡出土遺物

成形・調整等

脚部 ミガキ。受部内面ミガキ、脚部内面

ハケメ。 3孔。

ヘラケズリ後ナデ。

出土層位 備考

床面密着

覆土

本社は、 O1l7}跡の 2m担凶に位置する。付近は撹乱が多く、覆土の大半が似壊されていた。

構造

本祉は、長軸4.90m、 恒~iM. 70mをはかり、長'1油はほぼ東西を向く 。各コーナーはほぼ直角

である。炉跡は、住居中央よりやや北f!1IJに寄った所に位置し、径が48cmで、深さは 9cmをはか

84 
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第74図 012号住居跡出土遺物

B 
一一・B'

4m 

第73図 012号住居跡

る。 形状はほぼ円形を呈する。焼土粒チが検出されたのみで、焼土ブロックは認められなかっ

た。床は、柱穴の内i!!lJ部分が持に堅い。ピ y 卜は 4個で、すべて柱穴と考えられる。柱穴聞の

各辺は、11ぽ 2.5m前後であり、各辺を結ぶと正方形に近い形状を呈するが、住居跡内におけ

る柱穴の位置はかなり 北i!!IJに片寄る。

荒掘リ面の形状は、住居中央の径約 1.6mの範囲が最も高く 、床面より 8cm、その周囲の附

円形の範囲が最も低く、床面より 20cmをはかる。

遺物の出土状況

覆土の大半が失なわれており 、出土した遺物は 土器が約20片だけである。実測可能の土器

は 1のみであるが、床面から 5cm程j手いた状態で、出土した。このほかには、護、町、器台の細

片が出土している。
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014A号住居跡 (第75・76図)

概要

012号住居跡出土遺物

成形・調整等

ハケメ後ナデ。内面ナデ。

本社は、地山が京から西に傾斜する緩い斜面の肩の部分に位置する。 011号跡の東側に位置

し、 014B号跡の壁を一部掘り込んで構築されている。住居跡内外に撹乱が多く、また、地山

への掘り込みも浅いため、北西のコーナー付近は壁が検出されなかった。

構造

本社は、東西4.30m、南北4.22mをはかり、長qilhは東を向く 。形状は、コーナーがほぼ直角

を呈する方形の住居跡である。炉跡は、住居中央よりやや北寄りに位置し、径70x 96cmの東西

に長い情円形を呈する。床面は、全体に堅く、貼床の深さは浅し、。柱穴は床面上において、入

念に精査したにもかかわらず検出されなかった。

荒掘り面は、北東と北西のコーナ一、更に南西のコーナーから中央部にかけての範閉が高い。

この貼床の下からはピットが 5 個検出された。 径22~40cmで、床面からの深さにすると、 21 ~

55cmをはかる。これらのピットは、配置に規則性が認められず、柱プ〈になる可能性は少ない。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、約70片程であり、完形あるいはほぼ完形の土器が多い。これらの

土器はほとんどが床面から出土したものであり、特に南西部のコーナ一部分と炉の西i!!lJから出

土したものが多 Po 4は完形のまま炉の上面より出土 v た。なお、炉跡の北西寄りの床面直上

より石鍛が出土した。

0148号住居跡 (第75・77図)

概要

本土止は、 014A号跡の南側に位置し、北側の壁の一部を切られている。覆土中に撹乱が顕著

に認められる。しかし、撹乱等が著しい割には覆土中に焼土粒子及び炭化粒チが多111に存在し

ていたため、住居跡の検出は容易であった。

構造

本社は、長軸3.27m、短軸3.21mをはかり、胴張りの隅丸方形を呈する。長'1油はほぼ南北を

向く。炉跡は、 42X48cmの惰円形を呈し、住居中央より北西寄りに位置する。掘り込みは 7cm 
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第76図 014A号住居跡出土遺物
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第77図 014B号住居跡出土遺物
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程である。焼土粒子が検出されただけであり、火床の範凶もさだかではなし、。本土ll:は焼失家屋

と考えられ、床面までの覆土中には、焼土粒子、炭化粒チが多量に認められた。床面上で、も、

持に住居.西側において、顕著に認められた。床面は、黒制色土の上に砂町ローム粒子を多量に

含む黒褐色土を踏み固めた貼床により構築されている。堅い貼床の範囲は、炉跡の東側と西側、

及び中央部、更に南東及び南西の壁際の部分で、特に壁際の貼床は顕著であった。床面におい

て、 ピットは中食出されなかった。

荒掘り面は、西側以外の壁際にテラス状の高い部分があり、中央が低い。東側のテラス部分

には径35cm、深さ 7cmのピ y卜が検出された。

遺物の出土状況

本社からは、約60片の土器が出土した。このうち、覆土中のものが約40片であり、残りは床

面からの出土である。床面から出土した土器は壁際で顕著に認められた。特に北側の壁と炉問、

の聞からは、 1・ 3・5・6が出土した。 1・3は共に完形ではないが、床面から出土した。

5は検出時はかなり細かい破片であったが、ほぽ完形に近い状態に復元できた。 6は、検出時

では口縁部が欠損するだけの大きな破片であったが、 二次加熱により器面の遺存が悪く、接合

することができなかった。西側の壁付近の床面道上より出土した石器は、敵いた面と磨った面

の両方を有する。

014A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径

成形・調整等 出土層位
器高

1 鉢 口縁部兄 (14.0) 口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、体部ミ ガ 床面直上

キ。内面ナデ。 赤彩。

2 壷 % 
(10.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、m"l部ナデ後一部ミ 床面密着
12.0 

ガキ。内面ナデ。

3 Z襲 .l1 
(10.2) 

口縁部内外国 ヨ コナデ、ij[，~部ミ ガキ。 床面密主ま
11.4 

4 吉里 '7ゴ~・'Jlて~ 13.9 口縁部内外面ヨコナデ、胴音sハケメ後 J 部 床面密着
12.5 

ナデ。

5 高原 脚部泌 ミガキ。内面へラケスリ。3孔。 床面怖心
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番号 器形 遺存度
口径
器高

1 萱
口縁部泌 ( 8.2) 
胴昔日%

2 高原 係部完成
14.6 

3 要
口縁部泌 (15.8) 
胴音~)1' 15.3 

4 饗 口縁部完形
15.0 

5 察 ，フ七i; 'Ilノ4 
18.9 
17.8 

6 費 底部完形

015号住居跡 (第78・79図)

?段堂

014 B号住居跡出土遺物

成 形・調整等 出土層位 備考

輪積み。口縁音1I内外面ナデ、胴部ナデ。Hl6) 床面密着

t部内面ヘラケズリ。

ハケメ後ミガキ。内面ナデ。 床面密着

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケ 床面密着

メ後ミガキ。胴下部へラケズ リ。

口唇音目指頭抑捺。口縁邸内外面ヘラ ケズリ 床面密着

後ナデ。

口将部指頭押捺。頚部以下ナデ。 床面密着

ナデ。 床面密着

本社は、 016A号跡の 2cm程南に位置する。地山への掘り込みは20cm程で、あるが、撹乱が著

しく、覆土の半分程が失なわれていた。

、予久

S'-

4 

川 42

V-I¥ 

《
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蕩磁揚物 B

第78図 015号住居跡
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構造
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本土l上は、長軸 3.94m、組軸3.83mの究財莫を有し、方形を呈する。長軸は北東から南西に向く。

炉跡は、住居中央よりやや北西寄りに位置し、径35cmの円形を呈する。焼土はあまり検出され

ず、 ・焼土粒子が検出されただけである。床は、暗褐色土に砂質ロームを混入した貼床により構

築され、約 3.9X2.8mの住居跡長軸方向に長い長方形の範囲が比較的堅い。ピットは精査し

たにもかかわらず干食出されなかったn

荒掘り面は、住居中央部が高く、壁際が低い。床面からの深さは、住居中央部で3~ 4 cm、

壁際でlO~ 16cm をはかる 。

第79阿 015号性屑跡出土遺物
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遺物の出土状況

本祉の床面からは炭化材が出土したが、床面が焼けているような状況はみられず、焼土粒子

が部分的に検出されたにすぎない。遺物は、 土器が約 150片出土した。床面に近い状態で出土

した土器が多い。

番号 器形 選 存 度
口径
器高

1 高原 係官I1完形
14.0 

2 高原 口縁部).i
(19.2) 

3 高 rj¥ I手部}五

4 高原 脚音11完形

5 器台 IJ.ぼ完形
8.0 
6.9 

6 t宛 口縁部/2'
(11.0) 

7 査 口縁部).i
(16.0) 

8 ~ 口縁音11)1
(11. 2) 

9 ~ 完)伝
13.2 
12.8 

10 主要 ほぼ完形
24.4 
19.7 

11 完}彩
3.4 

ミニチュ7 4.7 

12 斐 ys 

13 饗 ).i 
(17.0) 

016A号住居跡 (第80・81図)

概要

015号住民間、出土造物

成形・ 調整等 出土層位 備考

内外面ミガキ。 床而布石

内外面ミガキ。 床面直 I~

ミガキ。内面ナデ。 床面宿主主

脚部ミガキ。内面ハケメ。3fL。 覆土

口縁部内外面ヨコナデ。、却部ミガキ、脚部 床面直1:

内面ナデ。 3孔。

口縁部内外面ヨコナデ、 1同部内外面ナデ。 床面直上

口縁部内外面ヨコナデ、頚部ミガキ。[1縁 覆土

F端部は惨状工具による刺突。頭部内面一

部ハケメ。

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、 ~r"1部ミガ 覆土

キ。赤彩。

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴昔日ハケ 床面省益

メ後一部ナデ。

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケ 床面密着 器面磨耗

メ後ナデ。

手控ね。内外面ナデ。赤彩。 床面詰s・

頚部へラケズリ、胴部ナデ。 床面直上

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ。 覆土

本社は、 015号跡の 2m程北側に位置し、ほぽ真下に 016B号跡が存在する。本祉は 016B

号跡の建て替えである可能性が強い。北側は試掘の際に壁の一部を削平してしまった。なお、

覆土から床面にかけて、撹乱が著しい。
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構造

本担1:は、，l;('lilll-l.-lum、短軸4.26mの士尉真を有し、長軸は北よりやや西に向く。南西のコーナ

ーだけが、かなり強い丸みを有するが、全体としては、隅丸方形を呈する。炉跡は、住居中央

より西側に位置し、径63x40cmの惰円形を呈する個所と、径60cmの円形を呈する個所があり、

全体的には、 102 x 63cmの規模を有し、瓢形を呈する。焼土はあまり検出されず、焼土粒子が

多い。中央寄りの情円形を呈する部分は焼土粒子が多いが、西壁寄りの円形を呈する部分から

は、灰が多量に検出された。深さは16cmをはかり、 016B号跡の床面まで達している。床は、

厚さ 7cm程の茶褐色土と砂質ロームブロックを多く含む貼床で、更に、貼床下 7cmの位置に別

の貼床面が検出された。床面は各コーナー付近を除いた範囲が踏み固められている。ピ y 卜は

検出されなかった。本祉の下から検出された0l6B号跡の床面が破壊されていないことから、

本祉の方が、下層より検出された住居跡より新しい。更に、本祉は0l6B号跡の壁の一部を拡

張して建て替えられており、西側、南東、北東の各コーナー付近を約30cm幅で、拡張している。

北側で、は最大幅で、約40cm縮少したことが精査の結果、判明した。

4 

¥ 
¥ 

第81図 016A号住居跡出土遺物
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遺物の出土状況

本祉の遺物は、土器が約 150片位で、床面の近くから出土したものがほとんどである。出土

する場所は、 大別して 2群に分けることができる。 1群は炉跡の西側、もう 1群は炉跡の東側

からの出土である。 1・2・4は前者から出土し、 3・5は後者からの出土である。 1はf不部

を下にして床面から出土したが、脚部を欠損している。 4は床面の破片あるいは床面から 3-

5 cm程浮いた状態の破片が、約60x 50cmの範囲から出土し、接合された警である。 5は40x 25 

cmの範囲内から重なりあうようにして出土した破片が接合したが、最も下の破片は、床面に接

しており J最も高い位置の破片は床面より 4cm程浮いた状態である。 3はこの中に混在して出

土した。

016A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 高原 係部完形 20.0 係部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 床面密着
脚 部 % ナデ。 3孔。

2 I宛 y， (11.4) 
口縁部内外面ヨコナデ、休部ヘラケズリ。 床面密着

7.5 
内面ナデ。

3 褒 口縁部，y3
(20.2) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴音[5へラケズリ後 床面密着

ナデ。

4 婆 y， (23.0) 口唇部ヘラ状工具による押捺。口縁部内外 床面直上

面ヨコナデ、胴部ナデ後一部ミガキ。

5 裂 % 胴部へラケズリ後一部ミガキ。 床面密着

016B号住居跡 (第80図)

概要

本土止は、 016A号跡より若干北側の真下に検出され、 0l6A号跡の床面を剥がした時点で、

確認された住居跡である。

構造

本社の規模は、床面から考えて、長軸4.08m、短軸3.86mをはかり、やや南北に長い不整の

隅丸方形ぎ呈する。炉跡及びピットは検出されなかった。床は、貼床であり、厚さは約llcmを

はかる。貼床の上部 5-6 cmは茶出色土と砂質ローム粒子の混合土層で、下部 5-6 cmは茶耐

色土と砂質ローム粒子・ブロックの混合土層である。貼床の上部は比較的堅く、下部は軟らか

い。また、 016A号跡の貼床は砂質ローム粒子、ブロ yクを多く含むため、本祉の貼床との区

別は比較的明瞭で、あった。
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荒掘り面の形状は中央の1.4X1.7mの不整方形の範囲が高く、その周囲が5~ 8 cm程低くな

り、北東のコーナー付近は最も低p。なお、この荒掘り面において、 5個のピットが検出され

た。中央部のピットは、径24cmで、床面からの深さにすると、 29cmをはかる。各コーナ一部に

検出された 4 個のピットは、径20~38cmで、床面からの深さにすると 44~53cm をはかり 、全体

的な位置や規模から考えて、本土!l及び 016A号跡の柱穴と推測される。

遺物の出土状況

床面からの出土は皆無で、貼床から土器片が数点出土したのみである。

017号住居跡 (第四図)

概要

本土J.f会は、 013号跡より西に 7m程離れているが、この途中で;J-;:田造成による地山の削平のた

め、地山に20cmの段差が出来ており、覆土は削平されていた。このため、検出した面がほぼ床

面で、部分的には床面も削平されていた。
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構造

木士止は、51{阿5.60m 、南北5.40~5.70mの脱肢をイiする。北削のコーナ一部分がやや内i!!llに

入り込んでいるため、ややポんだか形を呈する。北l吋のコーナーから市i!!llのllti::の一部に壁ijYiが

検出された。 耐20cm、深さはが~16cm をはかる。炉跡は、 n./~}'11央のやや北?寄りに位;ì't し 、 47X

57cmの桁円形を呈する。床l立、浅い貼!末で、 ~tl)Lîのコーナーから|半1*のコーナーを結ぶ対角線

上に堅い床面が検出された。ヒ y トは床面において 4 個検11'，さ れた 。 筏は42~50cmで、 深さは 、

北西íf!IJのヒ ッ トが15cmと浅いほかは、 37~42cm をはかり 、柱ンーてとして使!日されたものと考えら

れる。なお、柱穴の位置も、本丸Iの形状と/liJ様lこ、北米の柱穴が内i!!lJに入り込んでいる。

荒掘リ r(liはほぼ平ll!で、ヒ y トは 5fI~lf如 1'，さ れた。 ヒットの形状から 判断す ると 、床面に伴

うピットとは考えられない。

遺物の出土状況

本社は 覆土及び床面の叶11が削、1"1.されていたため、泣物は土山が20片と少な く、|ヌlぷでき

るものはなかった。ハケにより誌面JI同，冬されてい φ裂の11/付1I破片が!ぷl国から出土した。

018号住居跡 (第83・84図)

概要

本社は、 020サ跡の 5m松北京に位(;I[する。覆土 の 什1Iヵq'jlj干されており、検1'1'，面から床面

まではわずかか 7~ 8 cm紅であった 地山は砂が多く ff まれ 、 I :!:î)..:.の'!~ 11はヒットを調査して

いても水が湧いてくるという状態で、調査はilffー行した。

構造

本土11:は、長帆5.92m 、 ~'.H!Ul4 • 37 mをはかり、長'/!111が北よりやや点に向く 形状は長)j)肢をsi

する。西側のコーナーを除いた 3か所のコーナーは、かなり強いjしみをれするが、州i!!lJのコー

ナ ーはほぼ直角である。 カ i~~;は、住居跡'11央よりやや北側の位訳に隣接して 2 個検出された。

北京の壁に近い方の炉問、は 、筏45cmの J! j 形 が 2 つ重な った瓢)f~ を~し、 '1'央官1I寄 りの部分から

は焼土が多量に検出された。また、北西の壁に近い方の炉跡は、 50x70cmの不整楕円形を呈し、

焼土粒子と多量の灰が検出された。ピットは床面において 5個検出された。南西の壁側のピッ

トは、径約40cmのほぼ円形を呈し、中央に径40cmのテラスを有し、住居中央寄りの壁際が、径

25cmのピットになっている。それぞれの深さは24cm、35cmで、あり、貯蔵穴と考えられる。ほか

の 4個は柱穴と考えられ、柱穴聞の長辺は 2.9m、短辺は 2.7mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形

状は長方形を呈する。床は各柱穴を結ぶ範囲内が、特に踏み固められている。

荒掘り面は、住居跡のほぼ中央部が周囲に比べてわずかに高い。また南西の壁に長さ 2cm程

の溝が検出された。荒掘り面において検出されたピットは、いずれも底がわずかに凹む程度で

ある。
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遺物の出土状況

本祉から出土した遺物は土器のみで、約50片である。覆土中からの出土が多い。床面からの

ものとしては、壷の頭部から胴部にかけての破片が瓢形を呈する炉跡の北側より出土した。壷

の頚部はハケメ調整ののちミガキが施され、胴部にはミガキが施されている。

口ア

¥ーとフ
2 

3 

。 10cm 

第84図 018号住居跡出土遺物

018号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 ミニチュア ya ( 5.0) 
内外面ミガキ。 覆土

2 饗 底部完形 内外面ナデ。 床面直上

3 査
胴上部%

胴部へラケズリ後ミガキ、胴上部内面へラ 床面直上
胴下部完形

ケズリ。

019号住居跡 (第85-88図)

概要

本祉は、 028号跡の 3m程北に位置する。東側の壁より 5m程は撹乱もほとんどなく、覆土

も良好であるが、西側の壁より 3m程は地山が削平されており、表土を剥がした面がほぼ床面

で、部分的には床面も削平されていた。また、西側の壁の中央部に木の根による撹乱があり、

壁が検出されなかった。
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構造

本土止は、ほぽ南北を向く軸が8.03m、 ほぼ東西を向く軸が7.98mをはかり、各コーナーも直

角に近く、方形を呈する大形の住居跡である。炉跡は検出されなかったが、床面において、住

居中央より北側の位置に焼土粒子、炭化粒子が約 2.0X4.2mの細長い範囲に検出され、床面

が焼けて赤色を呈する部分も検出された。床は、砂質ロームブロックに暗褐色土が混入した貼

床で構築されており、全体にやや堅い。ピットは 7個検出された。北東のコーナーと南西のコ

ーナー付近の 2個のピットは、貯蔵穴と考えられ、中から多くの土器が出土した。北東の貯蔵

穴は径65cmの円形を呈し、深さは40cmである。南西の貯蔵穴は住居跡のコーナーと接しており

1.3x 1.6 mの方形を呈する。ピットの底面は 2段の方形になっており、東側が23x 35cmの長

方形で深さ65cm、西側は61x 85cmの方形で、深さ52cmをはかる。ほかの 5個の内で、各コーナ

ーを結んだ対角線上に位置する 4個は柱穴と考えられ、柱穴聞の距離は、南北4.35m、東西4.

40 -4.25mをはかり、各柱穴を結ぶ形状は1わずかに歪んだ方形を呈する。北東の柱穴の位置が

やaや住居中央に寄りすぎているために、東西の長さが一致しないものである。柱穴は径30-40

cmで、深さは72-108cmをはかる。

荒掘tり面は中央が高く、西壁付近と南壁の一部を除いた壁の周囲が低いが、比高差はわずか

である。低い面は北西寄りの柱穴付近ではかなり中央に近くまで入り込んでおり、中央部との

l比高差は7-10cmで、ある。北壁の中央から東壁、更に西壁の中央付近までは、 90-140cmの幅

で、深さ 3-4 cmの比高差がある。

遺物の出土状況

本社からは、約 600片に及ぶ土器と数点の石製品が出土した。西側半分の削平がなければ、

かなりの遺物の出土があったものと考えられる。遺物は、ほとんどが床面近くからの出土で、

床面から 7-10cm内に含まれ、覆土の遺存部においては住居跡のほぼ全域にわたり認められた

砂民ローム粒子を含む茶制色土層から出土したものである。出土状況における全体の傾向とし

ては、北東及び南西コーナー付近の貯蔵穴の中と、住居中央から北壁にかけて焼土粒子、炭化

粒子が認められた範囲からの出土が、特に顕著に認められた。南西の貯蔵穴の中から出土した

土器は、浮いた状態のものが多く、北京の貯蔵穴の中から出土した土器は、底面近くからの出

土であり、完形あるいはほぼ完形が多い。中央部から出土した土器は、ほとんどが床面からの

出土であるが、破片で出土したものが多い。また、北東の貯蔵穴の覆土から出土した破片と、

床面から出土した破片の接合もあり、上記 3か所から出土した破片が接合したものもある。出

土した土器は問、高}不が非常に多く、特に高t不が多いが、係部と脚部はほとんど接合しなしミ。

実測できなかった破片は、町の日縁部が約10個体分、高郎の口縁部、脚部が約40個体分、警の

口縁音jl{i皮片が約20個体分紅になり、高原等の小形の土器に比べて、饗等の大形の土器が少ない。

この傾向は 025・ 026号跡と同様で、ある。
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第87図 019号住居跡出土遺物(1)
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019号住居跡出土遺物

番号 器形 i量存度
口径J

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 士甘 口縁部%
(14.2) 

口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。口縁部内面ヨ ピット覆土
16.0 

胴部完形 コナデ後ハケメ。

2 士甘 口 縁 部%
(10.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴昔日ヘラケズリ。 ピyト覆土
10.5 

胴部完形 赤彩。

3 t甘 口縁部M ( 9.8) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部へラ 覆土9.0 胴部完形 ケズリ後ナデ。内面ハケメ後ナデ。

4 t甘 完形
9.0 

給積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 床面密若
8.5 

胴部ナデ。

5 士性 'フ土巳・ 立11〆〉 8.0 
輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラ 床面密若

ケズリ後ナデ。内面ナデ。

6 t廿 胴部完形 口縁部内外商ヨコナデ、胴部ヘラケズリ後 ピyト覆土

ナデ。内面ナデ。赤彩。

7 t甘 胴部完形 胴部ヘラケズリ後ナデ。内面ナデ。赤彩。 ピy ト覆土

8 士甘 胴部完形 輪積み。胴部内外面ハケメ後ナデ。 覆土

9 t甘 胴昔日完形 胴部内外面ナデ。 ピyト覆土

10 上完 x (12.4) 
ナデ。内面ミガキ。赤彩。

ピット覆土
6.3 床面密着

11 椀 句フ会io *ノ~ 10.8 
輪積み。内外面ナデ。 ピット覆土8.5 

12 高 t不 裾部以外
18.4 

係部ナデ、脚部内外面へラケズリ 。係部内 ピγト覆土
、'フ士EーτA〆'l 

面ミガキ。赤彩。

13 i{); f.平 係部Iiぽ
9.8 

口縁部内外面ヨコナデ、胴上部へラケズリ 床面密.{f
'フdとC・Jfノシ

後ナデ。内面ナデ。赤彩。

14 日係 土手部%
(19.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 ピyト覆土

ナデ。内面ナデ。赤彩。

15 日 t不 t不部 %
(18.8) 

係部ヘラケズリ後ナデ。内面ナデ。赤彩。 覆土

16 高 I不 土手部 M (20.0) 
係部ナデ。内面ハケメ後ナデ。赤、彩。 床面密主7

17 高 t不 土不部%
9.4 

係部内外面ナデ。赤彩。 ピyト覆土

18 高 t不 脚部% 係部内外面ナデ、脚部ナデ。脚部内面へラ 床面直上

ケズリ 。赤彩。

19 高 t不 脚部% 脚部ナデ。内面へラケズリ 。赤彩。 床面直上
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20 高士不 脚部% 輪積み。係部内外面ナデ、脚部ハケメ後ナ 床面密着

デ。赤彩。

21 高土手 脚部% 脚部ナデ。内面ハケメ後ナデ。赤彩。 床面直上

22 高士不
裾部以外

輪積み。脚部へラケズリ後ナデ。赤彩。 覆土
脚部完形

23 宝~ 口縁部%
(16.4) 

輪積み。口縁部内外商ハケメ後ヨコナデ、 床面密着

頚部ハケメ。

口車重昔日ほli
9.0 24 査 'ブz土tjf~ 口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面直上

胴音~X ナデ。

口縁部ys
(11.0) 

25 主聖 胴部)五
11.8 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後一部 床面直上

ナデ。

26 饗 胴下部完形 胴部ヘラケズリ後ナデ。 床面密着

27 宮署 x (17.4) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。 床面密着

28 剣 形 長さ 4.6cm、幅 2.1cm、厚さ 0.5cmをはかる。基部に径2mmの小孔が認められる。片面のみ
模造品 中央に鈎を有し、断面は三角形を呈する。滑石。床面密着。

29 剣形 長さ 5.1cm、幅 2.2cm¥，!厚さ 0.9cmをはかる。基部に径 2mmの小孔が認められる。両面
模造品 共中央に鏑を有し、断面は菱形を呈する 。滑石。床面直上。

30 有子四反 径 2.0cm、厚さ0.4cmをはかる。径 1.5mmの小孔が2ヵ所に認められる。滑石。床面密着。

31 紡錘車 径 4.7cm、厚さ 1.1cmをはかる。中央に径 7.5mmの穿孔が認められる。断面は台形を呈し、

上面を除いた面に不規則な放射線状の線刻が施されている。滑石。覆土。

020号住居跡 (第89-91図)

概要

本祉は、 023号跡の 1m程北fHlJに位置し、 028号跡とは約70cmの距離をはかる。南側半分程は

農道の下であ った ため遺存は良好で、あ ったが、北側は水田耕作によりほぼ床面近くまで削平さ

れていた。

構造

本祉は、長制I5.40m、短軸5.18mをはかり、方形を呈する。 短軸は南東から北西を向く 。炉

跡は検出されなか った。 床は、 H

ピヅ トはl出判{世似仰側HI川!I川IJのコ一ナ一音部日分lにこl{個固;食出された O 士見+莫は、 径35x 50cm、j菜さ 50cmをはかり、 楕

円形を呈する 。このピッ トは住居跡の・コ ーナーに寄りすぎていることから、貯蔵穴と考えられ

る。中主穴と考えられるピットは、検出されなかった。

荒掘リ面は中央が高く、壁際が低い形状である 。 北西の低い部分は幅50~55cm、深さ 10~14cm、
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南西の低い部分は幅70~90cm、深さ 12~18cm、南東の低い部分は幅 102~ 120 cm、深さ 8~10 

cm、をはかり、中央の高い部分は約 3.3X3.7mの方形を呈する。なお、南東のコーナー付近

に径85cm、深さ 22cmの不整形のピットが検出された。

遺物の出土状況

本祉は、北側を削平されていたが、出土した遺物は多い。出土状態としては、床面近くから

の出土が多く、土器が約 500片程検出され、遺存していた床面全域から破片で出土した。出土

した土器は坊、高郎等の小形のものが多く、曹、査等大形の土器の破片は少ない。高係は係部

と脚部が接合しないものばかりである。また、床面から出土した土器も完形ほぽ完形ではなく、

破片での出土で、完全に復元された土器は 1個もない。

《 《

ミミ
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《

後 嗣刷物勿両機
。 4m 

第89図 020号住居跡
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24 

5cm 

第91図 020号住居跡出土遺物(2)

020号住居跡出土遺物

|番号|器形|遺存度
口径

成形 ・ 調整等 出土層位 (繭考器高

1 市 ~ 
( 7.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナテ。内面ナ

デ。赤彩。 床面直J-.

2 t甘 口唇部以外
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面信者

'フ三己G1τlf}ノ
ナデ。内面ナデ。赤彩。

3 政(?) 胴部~ 内外面ナデ。赤彩。 床面俗去 』同部に焼成
後の:穿孔あ
! ~)。

口縁部%
(10.4) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハ 床面直 k
4 t甘 9.9 

胴部完形 ケメ後ナデ、胴下部へラケスリ。内面ハケ

メ後ナデ。

5 t不 y. (11.2) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面信者

赤彩。

6 係(つ) x (11.4) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面密着

赤彩。

7 t苑 x ( 8.2) 
内外面ナデ。 床面直上

8 高 t平 脚部完形 内外面ナデ。 覆土

9 高原 土手部 y. (18.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面宿着 器面磨耗

赤彩。

10 高 原 係部 x (19.6) 
内外面ミガキ。赤彩。 床面子白石
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11 高 t不 係部%
(19.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面宿若

赤彩。

12 高土手 係部 ys (18.2) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面密着

赤彩。

13 高士不 土手部%
(19.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面密着

赤彩。

14 高 f不 係部 ys (19.6) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ。内面へ 床面直上

ラケズリf童:ナデo

15 高土手 脚部% 脚部ナデ。内面へラケズリ。赤彩。 床面密着

16 高士不 脚部% 内外面ナデ。赤彩。 床面密着
脚部に未貫|

の穿孔あり。l

17 高原 脚部ほぼ 脚部ナデ。裾部内面ハケメ 。赤彩。 床面密着

完形

18 高士不 脚部% 脚部ナデo 裾部内面ハケメ 。赤彩。 床面密着

19 士布 口縁部メ
(14.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ。胴部内 床面直上

面ヘラケズリ後ナデ。赤彩。

20 Z官 E 口縁部%
(22.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、頚部へラケズリ後 床面直上

ナデ。内面ナデ。

21 饗 胴部% 胴上部ナデ、胴下部へラケズリ。 床面直上

22 t甘 内外面ナデ。 床面直上 胴部角に断呈面
三形を
する使用認痕
が 7条め
られる。

床面直上
胴部に断面

23 婆 内外面ナデ。 三角形を呈
する使用痕
が3条認め
られる。 24
と同一偲体
(? ) 

床面直上
胴部に断面

24 言要 内外面ナデ。 三角形を呈
する使用痕
が1条認め
られる。 23
と同一個体
'(つ)

-110 



022号住居跡 (第92・93図)

概要

本社付近は、地山が平坦で、最も近い 021号跡とは約 8m離れており、ほ(l'同時期と考えれ

る 031号跡とも約 8.5m離れている。

構造

本土止は、長'I!由4.68m、短ili由4.15mをはかり、長帖はほぼ南北を向く 。南東コーナーは強い丸

みを呈するが、北西コーナーはやや丸みを呈する程度であり、全体としては隅丸方形を呈する。

炉跡は検出されなかった。l米は、黒制色土と砂fTロームフロックの混合による厚さ 6~12cm の

貼床で、全体に軟らかし、。 ピットは 6個検出された。 南側IJの壁に接したピットは径70x 80cm、

深さ 16cmをはかり、隅丸方形を呈する。j!?蔵穴と考えられる。このほかの 5個のピットは、径

25 ~40cmの規模で、深さは20~46cmで、ある 。 この 5 個のピットの中の幾っかが柱穴として使用

されたと考えられるが、北西日!IJ及び南西{jlIJにおいては、対応する位置にピットは検出されなか

た。

C'一一

4: 4:. -田

一一・ C'

ミミ 〈 《

田

第92図 022号住居跡
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荒:tllliリ面は、住居中央官11と南東のコーナ一部分を除いた壁の周辺が高く 、中聞は低し、。中央

の高い範囲は、径約 1.lX2.1m の不整桁円形を呈し、壁の周辺の低い部分は幅約 0.5xl.l

m 程で、比差は 8~ l Ocmで、ある 。

遺物の出土状況

本土止から tlJI土した遺物は、すべて土出で約 300片程である。土日日の多くは覆土ltから出土し

たが、床面あるいは床面近くから出土したものもある 。 これらの土掠はIf-ii川の貯蔵穴付近から

住居中央にかけての範凶から出土が多く、また、 ~t壁付近からも出土した。

022号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 宜古E 口縁部完形 12.2 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土

胴部%
メ後一部ナデ。

2 吋 口縁部%
(10.2) 

内外面ミガキ。 覆土

3 高 f不 パ
(19.0) 

内外面ミガキ。赤彩。 覆土

4 I宛 ほl;f完形 10.0 
内外面ミガキ。 床面密着

4.8 

5 器台
脚部ほぽ

ナデ。内面ヘラケズリ後ナデ。 覆土'ブてとi;7lペシ

6 婆 x (13.6) 
口縁部ヨコナデ、胴上部ハケメ、胴下部へ 床面直上

ラケズリ後ナデ。口縁部内面ハケメ後ヨコ

ナデ。

7 費 x (15.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。 覆土

8 饗 胴部% へラケズリ後ナデ。 床面直上

9 婆
口縁部% (17.0) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハケメ後 床面密着
胴 部 %

ナデ、胴下部ナデ。

10 褒
口縁部~ (19.7) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 ピy ト
胴部完形 22.5 

ナデ。

11 褒 胴部 x へラケズリ後ナデ。 床面密着

12 褒 胴音~~ ハケメ後一部ナデ。胴下部内面ハケメ後 覆土

ナデ。

13 費 )i へラケズリ後ナデ。胴下部内面ハケメ後一 覆土

部ミガキ。

'--
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023号住居跡 (第94・95図)

概要

本社は、 020号跡の 1m程北(ー附置する。地山が*から西に緩く傾斜する斜面上に位置する

と考えられるが、地山は削平されている。 地山への掘り込みが浅いため、覆土の大半が削 平さ

れている

情造

本:111は、長軸3.43m、hL'j!183.10mをはかり、長'I!IHはii:i'~t を向く 。 形状は方形を呈する 。 北

fjIJJ及び阿fHIJ の壁の一部と南側の壁において、 IP，~20cm、深さ lOcm程の壁議が険，' 1 '，された 。 炉跡は

検出されなかった。床は貼床であり、厚さは約10cmをはかる。貼床の上部は暗樹色土と砂質ロ

ーム粒子の混合土層で、下部はlIiH，必色土と砂町ロームブロ ックの混合土層である。住居跡のほ

ぼ中央部が特に堅く、貼床の下部は軟らかい。 ピットは南西のコーナー付近で3個検出 され、

これらのピットは互いに接しており、径32~54cm、深さ 27~34cm をはかるが、 その形状は不整

である。

荒掘り面は、北西のコーナー付近に深さ 15cmの不整形のピットが検出された。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、すべてが土器であり、遺存していた覆土も薄く、 数も少な い。 土器

は住居中央部 とピットの北側から 出土 したが、すべて床面近 くからの出土である。

1・
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第95図 023号住居跡出土遺物

023号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・ 調 整 等 出土層位 備 考
器高

器台
脚部ほぼ

ミガキ。内面ナデ。 4孔(?)。 覆土'フゼ:C1lぞノと

2 宜古E 胴部% 輪干責み。胴部へラケズリ後ミガキ。 床面直上

3 き聖 口縁部%
(18.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ 。 床面直上

024号住居跡 (第96・97図)

概要

本祉は、 023号跡の約 6.6m程南{jIIJに位置する。 付近は地山が削平されているが、東から西

に傾斜する緩やかな斜面と考えられる。覆土の大半が削平されていた。

構造

本社は、長'liU14.68m、.j;'l'liIIJ4.44mをはかり、やや南北に長い方形を呈する。炉跡は検出され

なかった。床は、 IIjy制色土と砂町ロームの出合による!￥さ約16cm程の貼床で、住居中央部が堅

い。堅い床面のj平さは約10cmで、ある。ピ y 卜は 5個検出された。南側のコ ーナー付近の ピット

は径 54x 76cm、深さ21cmの十九一円形を呈し、 j!jz蔵穴と考えられる。このほかの 4個のピットは、

住30-35cm、深さ34-42cmで、住穴と考えられる。柱穴聞の距離は、長辺で2.2m、短辺で 2.

1mをはかり、各位穴を結ぶと、iJ.ll'正方形を呈する。

遺物の出土状況

本社は、覆土がほとんど失なわれていたため、遺物は少ないが、ほ とんどが床面近くからの

出土である。 lは床面直 1:の焼土粒チを多く含むIljyNJ色土の上面から出土したが、このH苦悩色

土と床面の聞には、 1';さ4cm担の焼土粒チを全く含まないIIj¥'制色土が検出された。
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第96図 024号住居跡

024号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 総台
脚部ほぽ

ミガキ。内面ナデ。 3孔。 覆土完j杉

2 き理 日縁部ys (19.2) 
口縁部ハケメ後ヨコナデ、 胴部ハケメ。 覆土

3 褒 ほぼ完}彰
15.7 

円縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。 床面直上
22.6 

4 褒 y. (22.2) 
口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケメ後ナ 床面密着

デ。 胴上部内面ハケメ後ヘラケズリ。
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第97図 024号住居跡出土遺物

025号住居跡 (第98-100・312阿)

概要

1-}II.は、 024;;跡の約 6.6mf'f.-It f!!IJにi¥，: ;iI，:する 地111は*から|凡iに緩い科l困を形成している υ

北川の世付近には本の出によるJ先月しが;存しい

情造

イS:}U:は、長'I!UI6.86m、l;'，('I!1116.62mをはかり 、長'I!III，ま:l:l'，ltを向く 形状はやや不担の}jJ形を

2する。 如i}iI:は検1'1'， されなかった 床(よ、 (i少T{ロームを i:休とし、 IIj)'制色とω似合上によるり

さ10cmf'J.の貼床で附築されており 、貼l友の I'.:'fi;5 cmf'Eは、砂町ロームブロ yクが多く、堅いが、

ド;'fI日立 1 '. 自1， に比べ岐TT ロームブロックが少なく II[}~ らかい fU';跡の:l:l"j'央;'m分は特にIRく間

み固められている。ピ yトは 5f凶検，'1\ された。 l~jf!!IJのコーナー付近のピットは、任48cm 、 泌さ

は40cmをはかり、円形を呈する。佐川からみて、J!'J'1i5U/(と毎え られる。 IH州の壁近 くのヒ y卜

は、径23cm、 jjE さ 77cmである。このほかの 3 例のヒ iソ トは位ン目ピと与えられ 、 作36~44cm、深さ

70~82cm をはか る。 北iJ!lJの部分は佐穴が検，'1'，されなかったが、イ玄米的にはH/ピが存花していた

と思われる。

遺物の出土状況

本社から出土した迫物は、土日見、行製品せ;であるが、上山は 500n'をこえる。上出は、l永而

巧，，唱，.晶



近くからの出土が多いが、完)杉の状態で、のt'I'，土や復 j亡されて完Jr~ になったものはなし、。 íU"f跡

内からまんべんなく出土したこれらの土出片は、出111かくみれば、北京の壁の中央からU[iJ!IJのコ

ーナー付近までの範囲内に多く 、また、位';¥と世間1の問に多い。t'lJ，土した土出は、裂に比べ、

開、 高t不等の小形の土器が非常に多く、，:';j.t{:のよ烏合、.t{:itllとJ)l:il;'';llが依合される例は極めて少な

い。この傾向は 019・026打

回

c.-

c .~O 

.<( 

回

19ff日 2

@23・11 で 十6121
__/ .14 : .7 

/ ・20 ¥ 

f231J J勺825
人。1 ・10/ /，/げ::

回 <( 

。
第98図 025号住居跡
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第99図 025号住居跡出土遺物(1)
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番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

、t

k 

i、"、

。

器 形

柑

I宛

t売

t宛

柑

t宛

遺 存度

liぼ完形

x 

ほぽ完形

x 

胴部 x

~ 

20 

百(、ミ

10cm ム 26

第1001χI 025号住居跡出土遺物(2)

025号住居跡出土遺物

口径 成形 ・ 調 整 等
器 高

8.0 
輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナ

8.0 
デ、胴下部へラケズリ。内面ナデ。

(11. 0) 
口縁部内外面ヨコナデ、 体上部ナデ、体下

6.8 
部へラケズリ。赤彩。

13.2 
口縁部内外面ヨコナデ、{本部内外面ハケメ

5.4 
後ナデ。赤彩。

(12.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後

ナデ。 内面ナデ。赤彩。

内外面へラケズリ後ナデ。赤彩。

(12.4) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部ヘラケズリ。

5.5 
内面ナデ。

-120一
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出土層位 備考

覆土

覆土

床面密着 器面磨耗

床面直上

床面直上

床面直上



7 ミニチ ~7 ほlま完形
( 6.0) 

手短ね。内外面ナデ。 覆土3.5 

8 ミニチュ7 ya ( 5.8) 
手提~。内外面ナデ。 覆土4.4 

9 高原
派部 ya (16.8) 

t不部内外面・裾部内外面ヨコナデ、脚部ナ 床面直上
脚部% 12.0 

デ。脚部内外面ナデ。赤彩。

10 高係
係部);4" (19.0) 

係部内外面ヨコナデ、脚部ナデ。脚部内面 床面直上 係部と脚部脚部完形
一部ハケメ 。赤彩。 接合しない

11 高杯 係部 ya (19.0) 
ナデ(?)。赤彩。 床面密着 器面磨耗

12 高杯 杯部 ya (18.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面密着

赤彩。

13 高 t平 係部 ya (17.6) 
内外面ナデ。赤彩。 覆土

14 高 t不 係部%
13.6 

輪積み。口縁部内外商ヨコナデ。赤彩。 床面直上 器商磨耗

15 高旅 派部 ya 内外面ナデ。赤彩。 床面密着 器面磨耗

16 高原
脚部Ilぽ

脚部ナデ、裾部内外面ヨコナデ。内面へラ 床面直上完!形
ケズリ。赤彩。

17 士甘 口縁部%
(12.4) 

口縁部ヨコナデ、胸部ナデ。口縁部内面ハ 覆土 器面磨耗

ケメ後ヨコナデ。赤彩。

18 t甘 胴部 ya 内外面ナデ。 覆土 器面磨耗

19 士甘 胴部% 胴上部ナデ、胴下部ヘラケズ 1)。胴下部内 床面密着

面ハケメ後へラケズリ。

20 墾 口縁部M (14.2) 
口縁部内外商ヨコナデ、胴部ナデ。 床面直上

21 婆 x (19.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 覆土

22 蜜 ロ縁部 %
(18.2) 

口縁部内外面ヨコナデ。 覆土

23 要 口縁部%
(19.0) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。 床面密着

24 登 底部完形 ナデ。 床面直上

25 費 胴下部ya 胴中部ナデ、胴下部ハケメ後ナデ。胴部内 覆土

面ヘラケズリ。

26 剣形 長さ 5.5cm、幅1.8cm、厚さ 0.5cmをはかる。基部に径2mmの小孔が認められる。両面共中
横造品 央に鋳を有し、断面は菱形を呈する。滑石。床面密着。

27 剣形 長さ 3.3cm、幅 1.6cm、厚さ 0.5cmをはかる。基部に径2mmの小孔が認められる。片面のみ
模造品 中央に鏑を有する。滑石。覆土。
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026号住居跡 (第101-104図)

概要

本社は、 027号跡の 5m程北西に位置する。地山が]ぶから 1)可に緩く 傾斜する斜面に位置し 、

地山への掘り込みが浅いため、南西の壁の立ち卜‘がりはわずかである。本Juの'1'央を京から西

に走る溝により、 1. 2mの|隔でほぼ床面まで破壊されている。

構造

本社は、長軸6.39m、短軸6.28mをはかり、長仙は北西を向 く。形状は整った }j}阪を呈する。

炉跡は検出されなかった。床は、 H

は上部に比べて下音部l日iの方が4砂砂沙沙、T抗fロ一ムフブブ、守、ロツクが多し、、。北凶の壁カか、ら什:Tc肘!Ltjjlベl央白訓却|日iにかけての範

囲が堅い。北西の壁の北if!iJと北東の壁の中央部には床面に砂町ロームブロ ックが険1'1'，されたo

f見?莫 ・背列犬は、それぞれ径60x82cmの柿円)杉と80X110cmのブ'j}I'~で、ある 。この{，少目ロームブロ

ックは床面とほぼ接しており、この下は貼床である。住居跡の1'1'，人rI に関する施設と考えられ

るが、 2か所検出されたため、疑問点も残る。ピットは 6個険山された。 伴j及び北のコーナ一

際のピットは、径58cm、 75cmをはかり、深さはそれぞ'~142cm と 50cmで、あり、 1113縦六と考えられ

る。ほかの 4 個は径36~48cm、深さ 40~52cmをはかり、柱ン'(と考えられる。柱ン'(聞の距離は 、

各辺とも一定せず、約 3.2~3.6 mをはかり、各柱穴間を結ぶJ!ヲ状も歪んだブ'j}f~ を呈するが、

西側の柱穴が住居中央に寄りすぎているためである。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は土器であり、 400片をこえる。これらの土器は、壁側に多く、特に

南東の壁際からの出土が著しく、覆土中からの出土よりは床面あるいは床面直上から の出土が

多い。貯蔵穴の中からも出土した。出土した土器は、ほとんどが破片である。土器の中で多い

のは、市、高t不等の小形の土器で、高士不が特に多いが、係部と脚部が接合したものはない。 図

示できなかった土器でも、高坪の脚部が約20個体程あり、地、高郎等の小形の土器の口縁部片

も約90個体程出土しているのに比べ、警の口縁部片は約20個体程しか検出されなかった。 この

数字に多少疑問が残るにしても、 高士不等の小形の土器が翠等の大形の土器より多く出土したと

いうことには変わりはなく、その出土状況は 019・025号跡等と同様である。
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第102図 026号住居跡出土遺物(1)
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026号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 士甘 ほぼ完形
9.0 輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナ
8.3 

デ、胴下部へラケズリ 。内面ナデ。赤彩。 床面直上

2 紺 cフ:cmノノ 9.0 
輪積み。口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部 床面直上

8.8 
ハケメ後ナデ、胴下部ナデ。内面ナデ。

赤彩。

3 士甘
口縁部完形 11.6 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胸部ナテ二 覆土
胴部に断面

胴部yi 三角形を呈
内面ナデ。赤彩。 する使用痕

が多数認め
られる。

4 士甘 胴部完形 輪積み。内外面ナデ。赤彩。 覆土

5 t甘 胴部完形 口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナデ、胴下 床面直上

部へラケズリ。内面ナデ。赤彩。

6 士甘
口縁部完形 10.5 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ。 ピット
胴部M

7 士甘 胴昔日% 胸部ナデ。内面ハケメ 。赤彩。 覆土

8 t甘 dフi;mノ， 7.6 
輪積み。口縁部ヨコナデ、胴部ナデ (?)。 覆土 器面磨耗

8.2 

9 t甘 胴部% 輪積み。内外面ナデ。 覆土 器面磨耗
5.6 

10 士甘 1同部IJ.ぼ 胴部ヘラケズリ後ナデ。内面ナデ。 ピ y ト
完形

11 t時i IJ.ぽ完形
11.8 

口縁部内外面ヨコナデ、f本部内外面ナデ。 床面密着
5.5 

赤彩。

12 f売 ~ 
(11.6) 口縁部内外面ヨコナデ、体上部へラケズリ、

床面密着6.0 体下部ナデ。内面ナデ。

13 査 % ( 8.8) 輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外
覆土 器面磨耗

面ナデ。赤彩。

14 高t不 t平部%
20.8 

内外面ナデ。赤彩。 床面密着 器面磨耗

15 高 f平 f手部}五
(16.4) 

内外面へラケズリ後ナデ。赤彩。 床面密着 器面磨耗

16 高原 f不部%
18.0 

内外面ナデ。赤彩。 床面密着

17 高原 派部 x (18.2) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面密着

赤彩。

18 高原 t平部 x (16.0) 
内外面ナデ、赤彩。 床面密着

19 高 t手 t不 部%
(18.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土

赤彩。

ヴ

49
u
 



~O 高 I不 f手部完形 15.4 
一部ハケメ後ナデ。内面ナデ。赤彩。 床面直上

21 高 t不 f不部%
13.6 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆 土

22 高 f不 t不昔日完形
17.6 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面直上

23 高士不 脚部% 脚部内外面へラケズリ後ナデ。赤彩。 床面直上

24 高 t平 脚部ほぽ 脚部内外面ナデ、裾部内外面ヨコナデ。 床面直上
4フ~Jfノノ

赤彩。

脚部ほぼ 断を面三角形
25 高 t不

'フ士会E・I巴iノノ 脚部内外面ナデ、裾部内外面ヨコナデ。 覆土 呈する使条

赤彩。 用痕が7
認められる

26 高 t平 脚部ほぼ 脚部ナデ、裾部内外面ヨコナデ。脚部内面 ピット
，ydbじ，Aノ< 

へラケズリ。赤彩。

27 高 t不
脚部I;r.ぼ

脚部へラケズリ後ナデ、裾部ヨコナデ。脚
床面密着

完形 -ピット
部内面へラケズリ。

28 高 I不 脚部% 脚部ナデ、裾部へラケズリ。脚部内面へラ ピット

ケズリ。赤彩。

29 高士不
脚部I;r.ぼ

脚部内外面ナデ、裾部内外面ヨコナデ。 床面直上 脚部に穿孔
dフじ-n:川クr 

赤彩。 あり

30 高 I不
脚部ほぼ

ナデ。内面へラケズリ。 床面直上完形

31 高 I不
s却部ほIl

ナデ。内面へラケズリ 。赤彩。 床面密着
'フ士~7f~シ

32 高 t不
婦部以外

ナデ (つL内面ヘラケズリ。赤彩。 床面密着 器面磨耗
脚部完形

33 高 t不 脚部% ミガキ。内面ヘラケズリ。赤彩。 住居跡外

34 高士不 脚部 yz ナデ。内面へラケズリ。赤彩。 覆土

高 t平
裾部以外

ハケメ後ナデ。内面ヘラケズ リ。 赤彩。 床面密着35 
脚部完形

36 器台 受部%
( 6.4) 

内外面ミガキ。3孔。赤彩。 床面直上

37 Zτ釘E 口縁部メ
(13.2) 

口縁部内外面ヨコナデ、頚部ハケメ、胴部 床面直上

ナデ。頭部内面ハケメ後ナデ。

38 査 口縁 部 %
(15.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ。頭、部内 覆土

面へラケズリ。

39 饗
口縁部.x (15.0) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上
胴部}ぎ

メ後ナデ。 胴上部内面ヘラケズリ。

40 要
口縁部% 15.7 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ナデ。 床面直上
胴部}ず

一128



41 要 口縁部M
(16.4) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。胴部ハケ 床面直上

メ後ナデ。

42 き聖
口縁部y. (17.2) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上
胴部J1

メ後一部ナデ。

43 要 口縁部y. (16.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面密着

ナデ。内面ナデ。

44 費
口縁部% (13.2) 

口縁部内外面ヨコナデ。胴部内外面ナデ。 覆土
胴 部%

底部に断面
45 均 ナデ。内面赤彩。 床面密着 三角形の線

刻上の使用
痕あり。

027号住居跡 (第105・106図)

概要

本土止は、 026号跡の南東 5mの緩斜面上に位置する。地山への掘り込みも浅く、覆土の大半

が削平されていた。

構造

本祉は、長軸4.52m、短軸4.00mをはかり、長軸はほぼ東西を向く 。東側の壁がわずかに外

側に張り出すが、 全体としては、 方形を呈する。 炉跡は、住居中央よりやや北寄りに位置し、

径30x53cmの惰円形を呈する。炉跡の中央からは焼土が多量に検出された。床は、黒褐色土と

砂質ロームによる厚さ約 5-20cmの貼床で、あり、貼床は上部に比べて下部の方が砂質ロームが

多く、軟らかい。ピyトは 5個検出された。南西のコーナー付近のピットは、径82X95cm、深

き33cmをはかり、楕円形を呈する。貯蔵穴と考えられる。 ほかの 4個は径32-40cm、深さ54-

68cmをはかり、柱穴と考えられる。柱穴聞の各辺は、 riぼ 1.8mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形

状は正方形を呈する。

荒掘り面は、住居中央部の約 2.0x2.4mの不整方形を呈する部分が高く、その周囲は低い。

周囲の低い部分は、壁から10-20cm程内側から低くなっており、中央部との比高差は 7-lOcm 

程である。

遺物の出土状況

本社は、覆土の大半が失なわれていたため、出土した遺物は少なく、床面直上から約20片程

の土器が出土したのみである。

口コヮ“
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第105図 027号住居跡

027号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成形・調整 等 出土層位 備考
器 高

1 宣古 口縁部ys (11.0) 
口縁部内外面ヨコナデ。 床面直上

2 要 底部% へラケズリ。内面ナデ。 床面直上

一130一
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第106図 027・028号住居跡出土遺物

028号住居跡 (第106・107図)

概要

〉λ
10cm 

本社は、 019号跡と 020号跡との聞に位置し、 020号跡とはわず、か70cmの程離をはかる程度

である。本土I1:付近は水田の畦が南北に走っており、この畦を境に東側と西側の地山は30cm程の

段差が認められた。このため、西側半分は床面から30cm程低く形成された施設以外は、完全に

削平されており、西側においてはかろうじて柱穴の一部が検出されたにすぎない。

構造

本f止は、検出された柱穴から推測すると、 一辺が約 5.4m程の腕模を有し、隅丸方形を呈す

ると考えられる。遺存していた床面内において、炉跡は検出されなかった。床は、黒色土に砂

fTロームを含む貼床である 。 ピットは4 個検n'， され、径34~38cm、深さ 74~80cmをはかり、柱

穴と考えられる。柱穴聞の距離は、長辺 3.0m、短軸 2.7mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状は

長方形を呈する。

荒掘り函i においては、壁から 20~50cm内í!!IJに 1~，1J30~50cm、深さ 10cm程のj誌が検出された。ま

た、径20~50cm、深さ1O~20cmのピ y トが検出された。

遺物の出土状況

本Jd:から出土した遺物は、土器が約20片程である。土器は、西側の柱穴付近の床面近くから

出土したものが多L、。

028号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径

成 形 ・ 調盤等 出土層位 備 考
器高

1 高杯 深部 x (17.0) 
内外面ナデ。赤彩。 床面直上

2 高原 脚部~ 内外面ナデ。 3孔 。 床面直上
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029A号住居跡 (第108-110図)

概要

本社は、 029B号の北西の壁を一部切っている。地山への掘り込みが浅いため、確認面が床

両に近く、壁の立ち上がりはわずかである。また、東f)!l]のコーナーに木の根による撹乱がある。

構造

本土止は、長軸5.12m、短軸5.08mをはかり、方形を呈する。炉跡は、住居中央よりやや北西

に位置し、径42x 82cm、深さ 5cmの情円形を呈する。炉跡中からは焼土が多iiIに検出された。

床は、砂質ロームを主体とした厚さ 10cm程の貼床で、全体に堅い。ピットは小形のものが4個

と大形のものが 1個検出された。南側1]のコーナ一部分には、住居跡の壁に接して、約1.2x 2 

.5m、深さ 10cmの長方形のピットが検出された。このJi';;面には、更に径33('111、深さ33cmのピソ

トが検出された。ほかの 3 個は径30~38cm、深さ 39~ 92cm をはかるが、位置から推測すると柱

穴とは考えられない。

荒掘り面は、西側のピットの周辺で"12cm、西側の壁際が5cm低く、そのほかはほぼ平別であ

る。 029B号跡と重複している南側の荒掘り面は、 029B対跡のそのほかの部分の形状と 一致

し、本祉はこの重複部分については荒掘りはされていない。

遺物の出土状況

本社は、覆土が浅いため、確認できた遺物はほとんどが、床面に近いものばかりであるが、

完形の状態で出土した土器はない。土器は炉跡の周辺と南側のコーナーの浅いピット内に多く

検出された。 7はほぼ完形に復元された土器であり、破片は炉跡の上面約20x 50cmの範囲に検

出された。また、炉跡の北側で床面から出土した土器は図示できなかったが、胴部にハケメ

調整の施された聾である。

/ 029号住居跡群重複関係

C→B→ A 

C→D→E 

C→D→G 

E→D 
F→E 

(F弥生期 G 鬼高期)

第108図 029号住居跡群重複関係
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第110図 029A号住居跡出土遺物

029A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度 口 f王
成形・ 調整等 出土層位 備考器高

1 柑
口縁音~X (13.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ミガキ。 ピ y ト胴部)1 7.8 

2 高 t平 脚部% 係部ノ、ケメ後ナデ、脚部内外面ナデ。t不部 床面直上

内面ミガキ。3孔。

3 高 f不 脚部 % ハケメ後ナデ。内面ハケメ。赤彩。 覆土

饗 メ ハケメ後ナデ。内面ナデ。 ピット4 

褒
口縁部パ (16.1) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面密着5 胴部%

褒
口縁部完形 13.8 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。
ピット、

6 胴部)1 18.1 床面直上

7 奏 口縁部% (18.2) 
口縁部内外商ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 床面直上

胴部IJぽ完 22.7 
!形
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0298号住居跡 (第108・111-113図)

概要

本祉は、 029A号跡に北西の壁を一部切られており、また、北側のコーナ←は木の根により

撹:百Lされている。

構造

本土止は、 4辺がそれぞれ約 6.7mをはかる。コーナーもほぼ直角に近い方形を呈し、幅26-

30cm、深さ15-20cmの壁溝が全周する。炉湖、は、住居Ilぽ中央とそのやや東側に2か所検出さ

れ、共に焼土が多量に検出された。床は、 H音紘j色土と砂質ロームによる貼床で、全体に竪い。

ピy 卜は 6個検出され、柱穴と考えられる 4個は径30-48cm、深さは60-80cmをはかる。柱穴

間の距離は、東側の柱穴が北西に片寄っているため、北東の辺が約 3.7mと短いほかは、すべ

て約 4mをはかる。各村火HtJを結ぶ形状は不整方形を呈する。

荒掘り litiは、 029A号跡に削平された痕跡はなく、三角形を呈する住居中央部が高く、その

周辺が低い。比高差は約10cmで、ある。 092・093号遺構と重複している部分の荒掘りの形状は

確認できなかった。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器と石器であり、土器は約60片である。遺物の分布状況は、特

にk!Ji1， な傾向は認められなかった。出土した土器は、饗の底部が多く検出された。

029C号住居跡 (第108・111-113図)

概要

本JI上は、 029B号跡により床面の約半分が、また、南側IJのコーナーの一部を029D号跡に切

られている o 029B号跡と重複している範囲は、荒掘り面においても破壊されている。

構造

本JtLは、長軸5.96m、短軸5.55mをはかり、長軸は北西を向く 。形状は方形を呈し 、IVr;i20-

27cm、深さ10-15cmの壁瀧が検出さ れた。 029B号跡の荒掘り前lに本土止の壁溝の一昔15が検出さ

れた。炉跡は、 029B号跡に破壊された可能性もあるが、検出されなかった。床は、単位J色 |

を主体にした貼床で、全体が軟らかい。ピ y 卜は 4個検出された。南西の壁j幕内のピッ トはff.:

40cm、深さ38cmをはかる。ほかのピットは柱穴で、径35-46cm、深さ54-76cmをはかる。西jljlJ

の柱アは、住居西側の下には 093号遺構が走っており 、床面も'!i大らかであるため検出されなか

ったが、おそらくこの付近に穿たれていたものと考えられる。

荒掘り面は、溝と重複してい る付近は検出することができなかっ たが、南東の壁側に|悩40-

98川、泌さ10-20cmの溝状の凹みが検出された。

遺物の出土状況

本社は、覆土が削平されており、わずか しか遺存していないため、出土 した遺物は少ない。

-136一
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第113図 029B・C号住居跡出土遺物

ほとんどが床面近くより出土した。図示した土器以外では、曹の口縁部が8個体検出され、こ

の内の 3個体は口唇部に断面三角形状のキザミが施されている。

0298号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 器台 脚部 ya ミガキ。内面ナデ。 3孔。赤彩。 ピッ ト

2 砥石 一部を欠損しているが、長さ 8.6cm、幅 4.6cm、厚さ1.8cmで、両面共に使用されている。

泥岩。壁溝内出土。

029C号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 器台 脚 部% ミガキ。内面ナデ。 3孔。赤彩。 床面直上

2 高郎 脚 部% ミガキ。内面ナデ。 3孔。 床面直上
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0290号住居跡 (第108 ・ 114~116図)

概要

本祉は、 029C・E号跡及び 093号遺構を一部切って構築されている。北西の壁際から中央

部にかけては、 029G号跡により覆土が切られているが、床面にまでは遠していない。また、

住居i跡の南東部分は地山が削平されており、床面を残すのみであった。

構造

本社は、長軸6030m、 短軸6005mをはかり、 長軸は北西を向く 。 コーナーがわずかに丸み

を有し、方形を呈する。床面からは炭化材、焼土粒子、炭化粒子が検出されたが、炉跡は検出

されなかった。床は、暗褐色土を主体にした貼床で、全体に堅い。ピットは 8個検出された。

南側のコーナー付近の 2個のピ yトは、ほとんど接する様に穿たれており、径は共に56cm、深

さは46cm、64cmをはかる。覆土は焼土粒子、炭化粒子を多量に含む暗褐色土であり、貯蔵穴と

考えられる。各コーナーの対角線上に位置する 4個のピットは、住居跡との相対的な位置から、

柱穴であろう。西側の柱穴は、佳70cm、ほかの柱穴は径18~21cmとかなりの差異が認められる 。

深さは40~63cmをはかる。柱穴聞の距離は、長辺で 300m 、短辺で 208mをはかり、各柱穴聞

を結ぶ形状は長方形を呈する。このほかの 2 個のピットは径33~46cm、深さ46~64cm をはかる。

荒掘り面は、床面より 10cm程低く、比較的平坦であるが、北西の壁際に幅20cm、深さ 5cmの

溝iが検:出された。

遺物の出土状況

本土tI:の床面からは、炭化材が検出されたが、量が少なく、北側に集中していた傾向がある。

出土した遺物は、土器であるが、約 100片程であり、床面近くからの出土である。南側のコー

ナー付近の 2個のピットの底面からは、土器片が15片程出土したが、いずれも破片である。本

社は、焼失家屋の可能性が強いわりには遺物は質、量共に貧弱である。

029E号住居跡 (第108・114:115・117-120・310・313図)

概要

本祉は、 029D号跡により北東の壁が切られているが、地山への掘り込みが深いため、床面

は遺存している。なお、南側半分は地山が削平されており、壁の立ち上がりはわずかである。

構造

本社は、 各辺共10.45I1'lをはかり、隅丸方形を呈する。北西及び南東の壁はわずかに胴が張

る。炉跡は、住居中央よりやや西側に 2か所検出された。 中央寄りの炉跡は径26X34cm、外側

の炉跡は径70cmで、深さは共lこllcmをはかる。炉跡内からは焼土粒子、炭化粒子が検出された

が焼土の堆積は薄い。床は、砂質ロ ームと暗褐色土による貼床で、 砂質ロームが主体となる住

居中央部は堅く、暗褐色土が主体となる壁側は軟らかい。ピットは 8個検出された。各コーナ

ーの対角線上に位置する 7 個は、径42~68cm、深さ 95~126 cmで、 南側を除き 2個のピットが
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第116図 029D号住居跡出土遺跡、

3 、kイコに7

重複しており、外側に位置するピットの方が12-22cm深し、。また、南側のピットを除き、ピッ

トの下部が12-17cmと細くな っており、この細L、部分の覆土は非常に軟らかいことから、柱痕

跡かと考えられる。外側の柱穴聞の距離は、長辺 5.9m、短辺 5.8mをはかり、各柱穴聞を結

ぶ形状は整った方形を呈する。

荒掘り面は、住居中央から南東の壁にかけての範囲が南西、北東、北西の壁側より 6-10cm 

ほど低い。また、南側のコーナーを除いた壁側に溝が検出され、南西の壁際では二重に巡る。

溝は、幅17-42cm、 深さ 5-14cmで、住居跡のコーナーでは壁に接するが、 それ以外では壁

から50c:m程離れている。荒掘り面における溝と、床面で検出されたピットが重複することから、

本祉は拡張、建て仔えがあったと推測され、拡張、建て替え以前の住居跡の究財莫は約 9.7X9.

4 m程である。

遺物の出土状況

本祉は、南東側の半分が削平されていたが、 1000片をこえる土器が出土した。 土器の出土状

態は、ほとんどが床出から15-35cm程浮いており、北側の柱穴付近と炉跡の周辺に集中して検

出された。特に、北側の柱穴のやや内側では土器が、約 1.OX3.0m程の範囲に敷きつめられた

状態で出土した。これらの土器はすべて破片で、完全に復元されたものは、小形の土器である

l以外にはない。また、炉跡の周辺から出土した土器は、北側の柱穴付近から出土した土器よ

りo-10cm程床面に近いが、床面からは20-30程浮いた状態である。本社における遺物の出土

状況はそのほとんどが一括して廃棄された様相を呈している。なお、東側の柱穴よりやや中央

の位置に床面直上の状態で出土した櫛描文を有する土器は、 093号議状遺構の覆土中より出土

した土器と接合した。
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029D号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 f不 x (16.0) 
内外面ナデ。赤彩。 ピット

6.1 

2 f平 J1 
(14.5) へラケズリ後ナデ。内面ナデ。赤彩。 ピット
6.1 

3 ミニチュア x ( 4.4) 
手控ね。内外面ナデ。 床面密着

2.3 

4 器台 脚部% ハケメ。内面ナデ。 3孔。 覆土

5 高杯 脚部% へラケズリ。内面ナデ。 覆土

6 高原 脚部% 係部内外面・脚部内外面ナデ。 3孔。 床面直上 器面磨耗

7 器台
杯部完形 7.8 

内外面ナデ。 3孔。 床面密着
脚部%

8 要
胴下部以外 17.6 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ヘラケズリ後 床面密着
ほぼ完形

一部ナデ。胴上部内面へラケズリ。

029E号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 柑 完形
13.4 口縁部ヨコナデ後ミガキ、胴部ミカ、、キ。 覆土
8.4 

内面ナデ。

2 均
口縁部 % (10.0) 

口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。胴部内面へラ 覆土
胴部% 10.4 

ケズリ後ナデ。

3 均 桐部 x ミガキ。内面ナデ。赤、彩。 覆土

4 士甘 胴部% ミガキ。内面ナデ。赤彩。 覆土

5 t不 胴部% 内外面ナデ。赤彩。 覆土

6 ミニチュア 胴 部 x ハケメ後ナデ。内面ナデ。 ピット

7 き堅 口縁部泌
(18.6) 

口縁部ヨコナデ、胴部ナデ(?)。 覆土 器面磨耗

8 地 x (12.0) 
内外面ミガキ。赤彩。 床面直上

9 紺 x (11.5) 
内外面ミガキ。赤彩。 覆土

10 士甘 胴部 x 内外面ナデ(?)。 ピ y ト 器面磨耗

11 鉢 胴下部完形 胴部ナデ、胴下部へラケズリ。内面ナデ後 覆土

ミガキ。
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12 杯 胴部% へラケズリ後ミガキ。 内面ハケメ後ナデ。 床面密着

赤彩。

13 高 t不 口縁部% (20.5) 口縁部ヨコナデ、脚部ナデ、派部内外面 覆土
脚音~)1'

ミガキ。 4孔。赤彩。

14 高原
口縁部xo (24.6) 

内外面ミガキ。赤彩。 覆士胴部冗

15 高 f手
主不部ys (21.2) 

郎部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 覆土脚部完形 13.1 
ナデ。

16 高 t不 脚部% ミガキ。内面ナデ。 4孔。赤彩。 覆土

17 高 f不 脚部 X ミガキ。内面ハケメ後ナデ。 3孔。赤彩。 覆土

18 高 f不 脚 部パ ミガキ。内面ナデ。 4孔。 覆土

19 高 t不 脚部完形 ナデ。内面ハケメ後ナデ。 3孔。 覆土

20 器台 受音P2'
( 8.0) 

口縁部ヨコナデ、胴部ミガキ。内面ミガキ。 覆土

21 高 f不 脚部完形 内外面ナデ (つ)。 覆土 器面磨耗

22 高 t不 脚部% 内外面ナデ。 覆土

23 器台 脚部 % ミガキ。内面ハケメ後ナデ。 3孔。 覆土

24 器台 ほぽ完形 6.4 
口縁部内外面ヨコナデ、脚部内外面ナデ。 覆土

7.6 

25 賀古 口縁部)1' (17.0) 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 頭部ハケ 覆土
胴 部%

メ、胴部ナデ。

26 萱 胴部 }五 頭部内外面ミガキ、胴部ナデ。 覆土

27 ~ )1' 
(14.8) 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ミガキ、胴 覆土

部ハケメ後ナデ。胴上部内面ハケメ後ナテ二

28 費
口縁部%

15.6 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
胴部x

メ、胴下部ナデ。胴部内面ハケメ。

29 奏 ほぼ完形
16.2 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土22.6 
メ後一部ナデ。

30 要
口縁部% (16.8) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
胴部x

メ後一部ナデ。

31 費 % 
(19.6) 

口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ後一部ナデ 覆土 器面磨耗

(? )。口縁部内面ハケメ後ヨコナデ。

32 費 % 
21.0 

百縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケメ後一 覆土30.7 
部ナデ。口縁部内面ヨコナデ。
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33 饗 % 
(19.2) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土

メ後ナデ。

34 費 口縁部!1'
( 9.5) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。 覆土

35 饗
口縁部% (18.4) 

輪積み。口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ハ 覆土胴部ys
ケメ後ナデ。口縁部内面ヨコナデ。

36 Z聖 口縁部% (19.4) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。 覆土

腕部%
胴上部内面へラケズリ。

37 要
口縁部ys (22.6) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、頚部以下 覆土胴部 ys
ハケメ後一部ナデ。頭部内面ハケメ。

38 要
口縁部% (19.4) 

輪積み。口縁部へラケズリ後ヨコナデ、』同 覆土
胴音sX

部へラケズリ後ナデ。

39 饗
胴下部以外 19.8 

口縁部内外面ヨコナデ、 1同部ハケメ後ナデ 覆土 器面磨耗完形
(? )。

40 き襲
口縁 部 % (17.6) 

口縁部内外面ヨコナデ。胴部ハケメ後ナデ 覆土 器面磨耗胴部%
(? ).。

41 費
口縁部泌 (23.8) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
胴部%

メ後ナテ'。

42 費
口縁部% (16.0) ハケメ後ナデ(?)0胴下部内面一部ハケメ 。 覆土 器面磨耗胴部メ

43 褒
口縁部X (18.6) 

口縁部内外商ハケメ後ヨコナデ、胴部ナテL 覆土胴部%

44 査 口縁部%
( 6.3) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。頚部ハケ 覆土

メ。

45 費 口縁部%
16.8 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土

メ後ナデ。

46 登 ys (13.6) 
口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。口縁 覆土

部内面ハケメ後ヨコナデ。

47 雪要
口縁部% (16.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。 覆土胴部ys

48 要
口縁部!1' (18.2) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
胴部){o

メ後一部ナデ。

要
胴部%

胴部ハケメ後一部ナヂ。 内面ハケメ 。 覆土49 

50 要
口縁部% (20.4) 

口縁部へラケズリ後ヨコナデ、胴部へラ 覆土
胴部 ){o

ケズリ。内面へラケズリ。

要 胴部!1' ハケメ後ナデ。内面ナデ。 覆土51 

13.2 口縁部ヨコナデ、胴部へラケズリ後ナデ。
覆土52 費 % 内面へラケズリ後ナデ。
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53 要 胴部% ハケメ後ナデ。胴下部内面ハケメ。 覆土

54 褒 腕部活 ハケメ後ナデ。胴部内面一部ナデ。 覆土

55 鉄製品 長さ 3.6側、幅 2.7cm、厚さ 0.1叩をはかる。厚さが一様な板状製品であるが、欠損が著し

く全体の形状は不明瞭である。無茎の広根鎌と考えられる。覆土。

031 B号住居跡 (第121・122・314図)

概要

本社は、 031A・C・D.E号跡に切られており、更に、木の根等により撹乱されているた

め、遺存している部分は少ない。

構造

本祉は、南北を向く軸長が4.38mをはかり、平面形は方形と考えられる。炉跡は 、中央より

北西側に位置し、径44cm、深さ 8cmの円形で、焼土が多量に検出された。床は厚さ 4cm程の暗

褐色土を主体にした貼床で、比較的堅い。ピットは 5個検出された。北西の壁際のピットは、

径26cm、 深さ10cmをはかる。 031C号跡の壁面に検出されたピットを含め、ほかの 4個は柱

穴と考えられる。 径22~40cm、 深さ 23~27cmで、柱穴聞の距離は、各辺が 2.1 、 2.4 、 2.7、

3.2 mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状は不整方形を呈する。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は土器のみで、ほとんど床面直上からの出土である。土器は、炉跡の

西側及び 031A. E号跡の壁際から出土したものが多 L、。炉跡の西側から出土した翠の破片は、

口縁と胴部の一部を除き、ほぼ完形に復元された。なお、タタキメが施された破片が出土した。

031 C号住居跡 (第121図 )

概要

本社は、 031 B号住居跡を精査中に検出された住居跡で、 031 D号跡により南側の壁が切ら

れている。

権造

本社は、南北3.23m、東西 2.90mをはかる。北西及び北東のコーナーは、ほぽ直角を呈し、

南西及び南東のコーナーは隅丸を呈する。住居の形状はほぼ方形である。炉跡は検出されず、

床は軟らかい。ピットは 3 個検出され、径24~32cm、深さ 26~57cmであるが、不規則な配置で

ある。

荒掘り面は、東側の壁付近が周辺と比べて 5cm程低い。

遺物の出土状況
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031号住居跡群重複関係

B→C→D 

B→E→F 

E→A 

(A 鬼高期)
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第121図 031号住居跡群重複関係及び031B・C号住居跡

本祉の東側の壁際から土器が10片程出土したのみで、細片であるため図示することができな

かった。
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031B号住居跡出土遺物第122図

031 B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形 ・ 調整等 出土層位 備考器高

1 均
口縁部ほぼ 17.6 

口縁部ヨコナデ後ミガキ。口縁部内面ハケ 床面密着
完形

メ後ミガキ。赤彩。

2 杯 胴部完形 内外面ミガキ。赤彩。 床面直上

3 高 t不 脚部完形 杯部内外面ハケメ後ナデ、脚部ハケメ後ナ 床面直上

ア。

4 き襲
口縁部~以 (20. 1) 輪積み。口縁部ヨコナデ、胴部へラケズリ 床面密着外ほぼ完形 24.4-23.9 

後ナデ。 内面ナデ。
」

0310号住居跡 (第121・123・124図)

概要

031B . C号跡を切って構築されている。本祉は、

構造

本社は、長軸4.60cm、短軸4.52mをはかり、長軸はほぼ北を向く 。住居跡の形状としては、

北側のコーナーがやや外に張り出す傾向が認められるが、全体的には、方形を呈する。:炉跡は 、

住居中央よりやや東側に位置じ、径40X68cmの不整楕円形を呈する。床は、砂質ロームと暗褐

南東の壁側からは 111面1.0X3.0m、高さ 5cmのベ全体的に堅い。色土の混合による貼床で、

ピットは 5個検出された。南側のコーナ一付近に検出されたピット

このピ y トの下部には白色粘土が検出され、l!す
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ッド状遺構が検出された。

は、径50x60cm、深さ37cmの楕円形を呈する。
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蔵穴と考えられる。そのほかの 4 個は、径30~46cm、深さ 32~65cmをはかり、柱穴と考えられ

る。柱穴聞の距離は、長辺で 2.2m、短辺で 1.9mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状は整った長

方形を呈する。

荒掘り面は、住居中央から東側の範囲が高く、南側のコーナーから西側及び北側のコーナー

にかけての幅約50-140cmの鍵の手状の範囲が中央より 10cm程低い。また、壁に沿って、 l脳18

-26cm、深さ 5-10cmの溝が検出されたが、北側のコーナーから西寄りの一部は壁から最大26

('rn程内側を溝が巡る。本土止の規模は、この講を基にしてはかると、軸長4.52mの正方形に近い

形状になる。このことから、本は北西の壁際を一部拡張した可能性がある。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物はすべて土器で、約 100片程である。床面からの出土は少なく、多く

は覆土中からの出土である。 2・6は床面から出土した破片と貯蔵穴の中から出土した破片が

接合したものであるが、 6は太部分の破片が貯蔵穴のすぐ東側から出土し、完形に復元された。

ノ凡 3

2 

。 10cm 

第124図 031D号住居跡出土遺物

031 D号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存 度
口径 成形・調整等 出土層位 備考器高

1 士甘 y2 
(11.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ヘラケズリ後 覆土
8.7 

ミガキ。内面ナデ。

2 地 口縁部%
(12.0) 内外面ハケメ後ミガキ。赤彩。

床面密着.
ピット
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3 高 係 脚部完形 脚部ミガキ。内面ナデ。

4 費 口縁部%以 (13.8) 
口縁部内外面ヨコナデ。胴部ハケメ後ナデ。外ほぼ完形 8.2 
胴部内面へラケズリ。

5 壷 胴昔日 J1 胴部内外面ハケメ後ナデ。

6 宮署 完形 17.0 口縁昔日ハケメ後ヨコナデ。胴部ハケメ後一
19.6 部ナデ。口縁部内面ヨコナデ、胴下部内面

ハケメ後一部ナデ。

031 E号住居跡 (第121・125・126図)

概要

覆土

床面直上

床面密着

床面密着
ピット

本祉は、 031A号跡に北西の壁を、更に南東の壁を 031F号跡に切られている。更に、北東

のA:lも木の根により撹乱されている。

構造

本祉は、長軸6.74m、短軸6.30mをはかり、長軸はほぼ北を向く 。形状は隅丸方形を呈し、

幅 25cm、深さ 15~20cmの壁溝が全周する。炉跡、は、住居中央よりやや北寄りに位置し、径50x

80cm、深さ 8cmの情円形を呈し、焼土が多誌に検出された。床は、時褐色土に砂質ロームを含

む貼床で、比較的堅し、。ピットは 4 個検出され、径37~70cm、深さ 84~110 cmをはかる。これ

らのピットは柱穴と考えられ、柱穴聞の距離は、西側の柱穴が外側に寄りすぎているため、一

辺が約 4.0mで、ほかの 3辺は約 3.5mをはかる。

荒掘り聞は、中央と壁際が高く、その聞が低い。なお、溝と 4個のピットが検出された。溝

は南西及び北東の壁溝のやや内側で、幅20~30cm、深さ 5 ~13cmで、ある。ピットは柱穴と重複

し、 各柱穴の rl'央;有りから検出されたもので、床面からの深さにすると 56~81cm をはかる 。

荒掘り面で検出された溝、ピ y 卜から推測すると、拡張、建て替えのあったことがうかがえる。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器が約 100片程で、ほとんどの土器は床面から 10~15cm程浮い

た状態である。 4は東{!li]の柱穴のすぐ南側から、押し潰されたような状態で出土したものであ

るが、 2.5m程離れた破片とも接合した。土器の大半は南東の壁付近からの出土である。

031 E号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径

成形・調整等 出土層住 備考
器高

1 高 t不
脚部ほぽ

係部・脚部ハケメ後ミガキ。杯部内面ミガ 覆土
%'M ノ

キ。

2 高 t不 脚部 % 脚部ヘラケズリ。脚部内外面ハケメ。3孔。 覆土
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。 5cm 

第126図 031E号住居跡出土遺物

3 察 I'4 
(15.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 覆土19.7 
ナデ。頚部内外面ヘラケズリ。

4 要
口縁部%以 (18.1) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナデ、胴下 床面直上
外ほぼ完形 25.0 

部ハケメ。胴下部内面ハケメ後一部ナデ。

5 費 パ
(15.8) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナテ、。 覆土

6 き聖 I'4 
(18.6) 

口縁部ヨコナデ、胴部ノ、ケメ後ナデ、口縁 覆土

部内面ハケメ後ヨコナデ。

7 石製品 一部欠損するが、断面三角形の線刻状の使用痕が3条認められる。軽石。昨議。
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031 F号住居跡 (第121・127・128図)

概要

本祉は、 031E号跡の南東の壁を一部切っ て構築されており、南側に20~90cm程離れて、 069

B ・C.F号跡が位置する。地山への掘り込みが浅く、また、覆土は撹乱が多いため、遺存度

は悪い。
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第127図 031 F号住居跡
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構造

6 

。 10cm 

第128図 031 F号住居跡出土遺物

。LP
O
 

T
E
よ

本I止11、長'1i11J:i.lllll、問'liUJ5.12mをはか 1)、 長'lillJはほぼ北を向く 。形状はわずかに主んだん

形を呈する。炉跡は、住居中央より東側に位置し、径51x 76cm、深さ 5cmをはかり、焼土粒子

が検出された。床は、 H音掲色土を主体にした貼床で、中央部が堅い。ピットは 4個検出された。

径35-48cm、深さ 60~78cm をはかり、柱穴と考えられる。柱穴聞の距離は、各辺共に 2 . 5mをは

かり、 各柱穴聞を結ぶ形状はほぼ正方形を呈するが、住居跡の平面形と比べると、南東方向に

j十寄っている。

遺物の出土状況

本社からは、土器が約 100片程出土したα 床面から 6~ 8 cm程浮いている状態の土保が、カ1

跡の東側から、まとま って出土した。土器は床面からも出土したが、破片で出土したものであ

り、 完形に復元されたものはない。 4は柱穴の底面近くから出土したほぽ完形の坊である。 6

. 7は北側の柱穴近くの床面から出土した大部分の破片と柱穴の中から出土し た破片とが接合

したものであるが、胴部の約半分しか遺存していない。



031 F号住居跡出土遺物

番号 器形 i童存度
口径 成形・調整等
器高

1 t不 ほぼ完形 7.0 口縁部ヨコナデ、体部ナデ。口縁部内外面5.3 
ハケメ後ヨコナデ。体部内面へラケズリ。

2 地 % 胴部内外面ミガキ。

3 士甘
口縁部以外 胴部ミガキ。内面ナデ。
完形

4 t宛 ほぼ完形 13.0 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、体部内外
9.0 

面ハケメ後ナデ。

5 高郎 脚部% 脚部ナデ。内外面ハケメ後ナデ。 3孔。
赤彩。

6 褒 y3 (15.8) 口縁部ヨコナデ、胴部内外面ハケメ後ナデ。

7 き襲 胴部y3 胴部内外面ハケメ。

8 吉富 胴部 y， 胴部ハケメ後ナデo 内面ハケメ後一部ナデ。

032号住居跡(第129-131・310・312・313図)

概要

出土層位 備考

覆土

覆土

床面密着

ピット

覆土

床面密着

床面密着

覆土

本社は、黒色土を精査中に、完形あるいは大形の破片の土器がまとま って検出されたもので、

この土器の出土する面を更に精査したことにより検出された。 034B号跡と重複すると考えら

れるが、土器の出土する床面以外は本祉の平面形を捉えることができず、また、撹乱も多いこ

とから 034B号跡との新旧関係は確認することができなかった。なお、住居跡の北側は道路の

ため未調査である。

構造

本社は、土器の分布とほぼ一致する堅い暗褐色土の範囲が床面と考えられるが、堅い11J' r1品芭

土の範囲が部分的であるため、全体の規模、形状は不明瞭で、ある。東側にかろうじて検出され

た壁、コーナーから、形状は方形を呈すると考えられるが、黒色土を剥がした面ヤの形状を加

味して考えると、一層複雑になる。土器が出土する暗褐色土は炭化粒チを含むもので、約2.0

X3.6 m の不整形である。この面においては炉跡、ピット等は検出されなかった。

荒掘り面は、比較的平坦で、あるが、北東の壁より内側に壁のような立ち上がりが検出され、

南東に延び、ている。このわずかな立ち上がりは南東部で「コ」の字形に張り出しを有している。

遺物の出土状況

本土止からは、土器が300片程出土したが、 床面の南西側に敷きつめられたかのように集中し
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第129図 032， 034A・B号住居跡

ていたものである。完形の状態で出土したものは 2・7. 27・28だけで、ほかは大形の破片で

出土したが、完全に復元された土器はなし1。図示しなかった土器の中では警が最も多く、査、

高杯、均等は非常に少ない。これらの土器は一括して廃棄されたものと考えられる。 なお、 tIm

描文が施された破片も出土している。

032号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成 形・調整等 出土層位 備考器高

1 鉢 % 
( 7.8) 

口縁部内外面ヨコナデ、休部内外面ナデ。 床面直上4.1 

2 鉢 完形
6.1 

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。 床面直上2.9 

3 鉢 % 
( 5.0) 

内外面ナデ。 床面密着3.8 

4 鉢 ~ 
( 5.9) 

内外面ナデ。 覆土3.4 

5 鉢 }五
( 7.8) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。 床面密着
3.8 

6 鉢 ~ 
( 7.0) 

手控ね。ハケメ後ナデ。内面ナデ。 床面密着
3.2 
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7 鉢 完形
6.5 手控ね。ハケメ後ナデ。内面ナデ。 床面直上
3.1 

8 器台 受部 M ( 8.0) 
口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ。赤彩。 床面直上

9 均 y2 
(12.0) 

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、胴部ハケ 床面直上

メ後ミガキ。内面ミガキ。赤彩。

10 柑
口縁部M (11.8) 

ハケメ後ナデ(?)。 床面直上 器面磨耗
胴部 %

11 t甘 胴部完形 ミガキ(?)。 床面密着 器面磨耗

12 士甘 胴部完形 胴部内外面ミガキ。赤彩。 床面密着

13 高 t不 係部y2
(16.0) 

係部ハケメ後ミガキ。内面ミガキ。 床面直上

14 高 f不 係部完形
16.6 

係部内外面ハケメ後ミガキ。赤彩。 床面密着

15 高 t不 t不部 y2 郎部内外面ミガキ。 床面直上

16 士甘
口縁部% (14.6) 

輪積み。ミガキ。頚部内面指頭押捺、胴下 床面直上
胴部完形

部内面ハケメ。赤彩。

17 宣由 口縁部%
(12.0) 

ロ縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ。 床面密着

18 査 口縁部y. (12.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナテ¥頭部に 床面密着

2個 1対の円形浮文を貼付。

19 褒 口縁部局 (13.0) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後
床面密着

胴部% 12.6 ナデn

20 室官 完形
10.2 

口縁部内外面ヨミナデ後ミガキ。胴部ミガ 床面密着
15.8 

キ。赤、彩。、

21 き堅 .J1 
(18.6) 

輪積み。口縁部内外商ハケメ後ヨ コナデ、 床面密着

胴部内外面ハケメ後ナデ。

22 萱 口縁部%
(20.4) 

口縁部ヨコナデ(?)。 床面直上 器面磨耗

23 宝'IT 口縁部X (17.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、頭部ハケメ後ナデ。床面密着

24 宝世E 口縁部% (21.4) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、頭部ハケ 床面密着

胴部IIIま完 26.4 
メ、胴部ハケメ後一部ナデ。胴下部内面ハ

形
ケメ後ナデ。

25 宮里 シ4
(16.4) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ナデ。床面直上

26 饗 y2 
(15.8) 

口縁部指頭押捺後ヨコナデ、胴部ハケメ後 床面密着

ナデ。胴上部内面ハケメ。

27 褒
口縁部% (15.4) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。 胴上部ハ 床面密者胴部完形
ケメ、胴下部ナデ。

28 墾 完形
12.2 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、頭部ハケメ、胴 床面密着14.7 
部へラケズリ後ナデ。 内面ハケメ。

ウ

tpo 



29 婆 口縁部・胴
12.5 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ
部完形 メ。胴部内面一部ハケメ。

30 登
口幸蒙部IJ.Il 11.6 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、
'フzとE・:mノコシ

胴部)イ 胴部ハケメ。

31 饗 % 
(13.8) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ

メ。

32 き壁
口縁部見 (13.8) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ
胴部yz

メ。胴下部内面ハケメ後一部ナデ。

33 費
口縁部% (15.0) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ
胴部x

メ。

033号住居跡 (第132-134・310・313図)

概要

床面密着

床面密着

床面密着

床面直上

床面直上

本土止は、 029B号跡から西に 1.8m程離れ、 035B号跡の 1m程東側に位置する。南側のコ

ーナ一部分には、幅32~80cmの溝が東西方向に延びており、床面まで撹乱を受けている。

構造

本土止は、長軸6.92m、短軸6.27mをはかり、長軸が北西を向 く。形状は長方形を呈する。炉

跡は、住居中央のやや西寄りに位置し、径55x 122 cm、深さ 6cmをはかる。長軸方向に長い情

円 IF~ を呈し、焼土が多量に検出さ れた。なお、中央より東側からは、灰が多量に検出された。

床は、時刻色土を主体にした厚さ 15~28cmの貼床である。図示していないが、東側のコーナ一

部分から中央にかけて、焼土粒子、焼土ブロックを多く含むH音悩色土が堆積しており 、住居外

から住居中央に向かつて流れ込んだ様相を呈していた。ピ y トは 4個検出された。これらのピ

ットは、径30~46cm、深さ 70~94cmをはかり、柱穴と考えられる。西側の柱穴の覆土中に白色

粘土が検出された。柱穴聞の距離は、長辺が 3.4m、短辺が 3.3mをはかり、各柱穴間を結ぶ

形状は整った方形を呈する。

荒掘り面ーからは、7条の溝と 4個のピットが検出された。壁際に検出された溝は部分的で全

周せず、南東の壁際は二重になっている。溝はl幅14~48cm、深さ 6 ~ 12cmをはかる。ピ yトは

径34~70cm、 深さ 17~54cm をはかる。

遺物の出土状況

本社からは、土器が 200片程出土 した。覆土か らの出土が多〈 、北西の壁際の出土が著しい。

床面の遺物は、傾向として把握できな"05は口特部のみ欠損するが、それ以外は完全な状態

で出土したものである。また、 6は土圧により壊れていたが、ほぽ完形のまま出土した。なお、

覆土から櫛描文が施された破片が出土した。
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033号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口 径 成 形 ・調整 等 出土層位 備考
器 高

1 宜古E 
口 縁 部%

(13.4) 口縁部内外面ハケメ 後ヨコナデ。 覆土

2 高 t平
脚 部% 杯部ハケメ 後 ミガキ 、脚部 ミガキ。 杯部内 覆土

面 ミガキ 、脚部内面ハケメ。 3孔。

3 高 杯
脚 部% 脚部ハケメ後 ミガキ。 内面ナデ。 4孔。 覆土

4 著書
パ

(14.3) 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ 、胴部ハケ 覆土

メ。
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第133図 033号住居跡(2)

5 要 胴部完形 胴部へラケズリ後ナデ。 床面密着

6 墾 ほぽ完形
17.0 輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ミガ 床面密着
24.2 キ、胴下部ヘラケズリ。
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第134図 033号住居跡出土遺物

034A号住居跡 (第129・135図)

概要

本社は、 034B号跡の直上に位置し、 035B号跡を精査中に黒色土の中から検出されたもの

である。西側は削平されており、また、南fHIJは発見が遅れたため一部削平してしまい、全体の

形:Ii¥はとどめていない。

構造

検出された貼床は、炭化粒子を含む堅い黒色土で、厚さ 5cm程で、ある。遺存音11が少ないため

全体の形状は不明で 、住居跡、と呼ぶには、ふさわしくないかもしれなし、

遺物の出土状況

黒色土の貼床の上面から係がほぼ完全な形で1'1'1土し、このほかにはやはり同じ面から長さ 5

cm程の炭化材が出土したのみである。

034A号住居跡出土遺物

成形・調 整 等

口縁部ハケメ後ヨコナデ。体部ハケメ、内

面ナデ。
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第135図 034A・B号住居跡出土遺物

5cm 

0348号住居跡 (第129・135・310・313図)

概要

本土止は、 034A号跡の貼床の下に検出された住居跡で、 032号跡と重複すると考えられるが、

新旧関係は確認できなかった。なお、 034C号跡に一部切られている。

構造

本土止は、遺存している南側の壁から推測すると、隅丸方形を呈すると考えられる。炉跡は検

出きれなかった。床は全体に軟らかい。ピットは南側の壁に接して検出されたが径約 lx2m、

深さ30cmをはかり、不整形である。

034B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 費 ~ 
(12.8) 

口縁部内外面へラケズリ後ヨコナデ、胴部 覆土

ナデ。

2 費 ~ 
(19.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、頚昔日ハケメ後ナデ、 覆土

胴部ナデ。

3 要 /2' 
(15.6) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハケメ、
20.5 

胴下部ハケメ後ナデ。内面ナデ。

4 鉄製品 長さ3.75cm、幅2.45cm、厚さ 3.2cmをはかる。全体的に鋳化が著しく、特に刃部付近は不明

瞭である。両端共に欠損は古い。直万の刃部破片と考えられる。覆土。
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遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器が約40片と石製品 1点、鉄器1点であり、すべて床面から浮

いた状態で、出土した。土器は、 南側のコーナーから 2-3m程中央に寄った部分からまとまっ

て出土した。なお、覆土から櫛描文が施された破片が出土した。

034C号住居跡 (第136・137図)

概要

本土止は、 034号跡の南西の壁を切って構築されており、北西側半分は道路のため未調査であ

る。なお、床面直上には水路用パイプが北から南に埋められているため、覆土が撹乱を受けて

いる。本祉の西側は、東から西へと傾斜する緩斜面にな っている。

構造

本祉は、遺存部における軸長6.26mをはかり、各コーナーもほぼ直角で、整った方形を呈する。

北東及び南東の壁の一部には幅14-36cm、深さ 5cmの壁溝が検出された。炉跡は、住居ほぽ中
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034C号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度 口径
成形・調整等 出土層位 備考

器高

1 士甘 口縁部完形 8.9 
内外面ナデ。赤彩。 床面直上

2 査 円フ台じ; *'ノク
8.7 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ、床面密着9.6 
頭部内面指頭押捺。赤彩。

3 士甘
口縁音~}5 ( 8.0) 

ミガキ。胴下部内面ハケメ後ナデ。赤彩。 床面密着
胴部完形 10.2 

4 士甘 胴部完形 輪積み。内外面ナデ。赤彩。 床面直上

5 t宛 'fe じJfノ， 9.7 輪積み。内外面ミガキ。赤彩。 床面密着
5.5 

6 t売 ほぼ完形
12.2 

輪積み。内外面ミガキ。 床面密着
5.3 

7 t宛 完形
12.3 

内外面ミガキ (?)。 ピット 器面磨耗6.4 

8 柑 胴部完形 輪積み。ミガキ(~)。内面ナデ(ワ)。赤彩。 床面密着 器面磨耗

9 高原 完形
18.6 

杯部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 床面直上11.0 
ナデ。赤彩。

10 高 I平 Ilぼ完形
18.4 t不部内外面ミガキ、脚部へラケズ l人裾部 ピット 杯部と脚部
14.3 は接合せず

ミガキ。脚部内面ナデ。赤彩。

11 器台 受部完形
9.5 

内外面ミガキ。赤彩。 覆土

12 高 t不 x (16.4) 
郎部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 床面直上12.1 
へラケズリ後ナデ。

13 高 t不 ほぼ完形
20.4 

杯部内外面ミガキ、脚部へラケズリ、裾部
t不部覆土・

14.9 脚部床面密
内外面ミガキ。赤彩。 着

14 高杯 脚部}5 脚部ミガキ。脚中部に貫通しない小孔が2 床面直上

ヵ所に認められる。赤彩。

15 高 t不 t不部完形
19.0 

杯部内外面ミガキ。脚部内面しぼり痕。 覆土
脚部% 13.7 

16 高 t平 x (18.4) 
係部ミガキ、脚部へラケズリ、裾部ミガキ。 覆土 器面磨耗13.1 
脚部内面へラケズ リ。

17 高原 dフb巳 v川て;ノン 18.4 
杯蔀内外面ミガキ、脚部ハケメ後ミガキ、 ピット

14.3 
裾部ミガキ。

18 萱 口縁部完形
13.8 

口縁部ミガキ(?)。 覆土 器面磨耗

19 委 口縁部%
(15.4) 

口縁部ヨコナデ(ワ)。 床面直上 器面磨耗
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央に位置し、径30X54cm、深さ 6cmの楕円形を呈するが、焼士はあまり多くなく、焼土粒子が

含まれている程度である。床は、砂質ロームによる貼床で、堅p。ピットは 2個検出された。

南側のピヅトは、径87x 106 cm、深さ65cmの惰円形を呈しており、貯蔵穴と考えられる。この

貯蔵穴よりやや中央寄りに検出されたピ yトは、径24cm、深さ40cmで、柱穴と考えられるが、

西側に台いてピットは検出されなかった。

荒掘り面は北東及び南東の一部を除き、平坦である。北東及び南西で、は壁溝が浅いため、こ

の壁海部分が逆にテラス状に高くなっている。

遺物の出土状況

本祉からは、土器が約 150片程出土した。床面に近い状態で出土した土器が多く、南東の壁

の中央より南側からの出土が顕著である。出土した土器は、均、高t不等小形の土器が、翌等に

比べ多いのが特徴である。高坪は、坪部と脚部とが別々に出土し、接合するものは少ない。

0358号住居跡 (第138-142・312図)

概要

本社は、 033号跡の 1m程西側に位置する。 035A号跡により南東のコーナ一部分が切られ

ているが、本社の方が地山への掘り込みが深いため、床面には達していなしミ。なお、本祉の西

側半分は地山が削平されているため、確認面がほぼ床面であった。

矯造

本祉は、長軸6.90m、短軸6.80mをはかり、長軸はほぼ北を向く。各コーナーもほぼ直角で

整った方形を呈しており、幅20~30crn、深さ 15~20cmの壁溝が全周する。炉跡は、住居中央よ

りやや北西に位置し、径23cm、深さ 4cmと小士財莫で、あるが、焼土は多量に検出された。なお、

炉跡の西側のピットは径35cm、深さllcmで、覆土下部は焼土粒子 ・炭化粒子を含む暗褐色士、

覆土上部は灰白色土(灰層と考えられるが、粘性が非常に強く、部分的には黄白色を呈し、白

色粘土の可能性もある)が認められた。西壁側及び東壁側にはベッド状遺構が検出された。西

壁側は、幅 1.2m、長さ 5.0m、比高差 8cmをはかり、壁に平行しているが、住居東側は、 「

ゴ」の字形を呈し、幅 1.3~ 3.0m、長さ 4.8m、比高差 6cmをはかる。床は貼床である。中央

部分の上部はH音制色土を主体にした貼床で、砂質ロームをほとんど含まず、非常に堅い。また、

ベッド状遺構の上部及び中央の下部は砂質ロームを主体にした貼床で暗褐色土はほとんど含ま

ず、非常に堅い。ベッド状遺構の下部は、 暗樹色土と砂質ロームの混合土であり、軟らかい。

ピyトは 5個検出された。南側のコーナー付近のピットは径70cm、深さ48cmをはかり、貯蔵穴

と考えられる。ほかのピ y 卜は径18~42cm、深さ 58~68cmで、あり、柱穴と考えられる。柱穴聞

の距離は、各辺共に 3.9mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状もほぼ正方形を呈する。

荒掘り面は、各柱穴聞を結ぶ範囲と同様の中央部分が周囲に比べ10cm程高い。

遺物の出土状況
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本社からは土器・土製品・鉄器等が出土した。土器は 500片をこえる。 西側半分は、床面近

くまで削平されていたが、ほとんどの土器は北側のコーナ一付近から出土し、床面から10-28

cm程浮いた状態である。また、南側のコーナー付近からも重なるような状態で出土したが、床

1(ljからわずかに浮いている。北側からの土器は、完形に近い状態で出土したもの、復元されで

ほぼ完形になるもの等様々であるが、北東から南西方向に投棄されたような様相を呈している。

なお、覆土中から櫛描文が施された破片が出土 した。
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0358号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 地
口縁部 % ( 9.4) 口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、 I同部内外 覆土
胴部M 4.8 

面ミガキ。赤彩。

2 t不 ほぼ完形
13.0 

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、 1本部内外 ピット覆土6.3 
面ミガキ。赤彩。

3 柑 口縁部泌 (19.3) 口縁部内外面ミガキ。赤彩。 覆土

4 紺 口縁音EMlま (10.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部ミガキ。内面 覆土

胴部ほ完 7.2 
形 ナデ。

5 t不 口縁部x (12.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。 床面直上

f本部完形 4.4 

6 士甘 口縁部%
16.5 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。 覆土

口縁部/f (13.4) 7 士甘
胴部ほぽ完 10.2 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ミガ 床面密着

~ キ。胴部内面へラケズリ。赤彩。

8 主手
口縁部/f (15.2) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、 体部ハケメ後ナ 覆土
体部ほぽ完 6.3 
育長 デ、命J下部へラケズリ。内面ナデ。

9 査 ほぼ完形
7.3 

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、胴部内外 床面密着
胴下部に焼

9.0 成前の穿孔
面ミガキ。 あり。

10 士甘
1阿部 I1l~

口縁部ハケメ後ナデ、胴部ナデ。内面ナデ。 覆土完形 6.6 

( 9.2) 。
11 ZE う4 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ、 床面密着

胴下部内面へラケズリ後ナデ。

12 t宛 11ぼ完形
9.0 

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。 床面直上5.7 

13 Z要
口縁部)イ (11.4) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、 胴部ハケメ後ナ 覆土
胴音s/f 11.1 

デ。内面ナデ。

14 饗
口縁部% (10.2) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上
胴部%

メ後ナデ。

15 t売 口縁部% ( 7.5) 
ナデ。内面一部へラケズリ。 床面密着

体部完形 9.0 

16 ミニチヱア f口本部縁%部y. ( 6.2) 
内外面ナデ。 覆土2.2 

17 鉢 y. ( 9.4) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、体部ハケ 覆土3.5 
メ後ナデ。内面ハケメ。

鉢
口縁部% (10.2) 18 休部ほぽ完 4.6 口縁部内外面ヨコナデ、 体部ナデ。内面へ 覆土
形 ラケスリ後ナデ。

19 器台 脚部 % へラケズリ後十デ。内面ナデ。 3孔。 覆土
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20 器台 'フ~・耳/1〆:/ 
8.4 口縁部内外面ヨコナデ、胸部ヘラケズリ。 ピy ト覆土
8.0 

内面ナデ。3孔。

21 器台 'フ~・ 豆/1ノノ
7.6 口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、脚部ミガ 覆土
8.5 

キ。脚部内面ナデ。

22 高原 脚部%
脚部ミガキ。派部内面ミガキ、脚部内面ナ

覆土
デ。3孔。

23 高 t不 脚部 M 脚部内外面ナデ。 3孔。赤彩。 覆土

24 褒
口縁部% (16.4) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 1阿部ハケ 覆土
胴部ys

メ。

25 要 J1 
(14.6) 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ

覆土
メ後ナデ。

26 費
口縁部完形 14.0 口縁部内外面ヨコナデ、 1同部ハケメ後ナデ。 覆土
胴 部 %

胴部内面ハケメ。

27 蚤
口縁部完形 13.1 給積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ

覆土 器商磨耗
胴部% (ワ)、 胴部ハケメ後ナデ(ワlOs阿部内面

ヘラケズリ後ナデ(?).。

28 査 口縁部y. (23.2) 
口縁下端部キザミ 。口縁部内外面ミガキ。 覆土

赤彩。

29 褒 口縁部y. (17.0) 
口縁部ハケメ後ヨコナテ¥胴部ハケメ後ナ 覆土

ア。

30 褒 1ぺ
(17.0) 

輸積み。口縁部内外面ヨコナデ、 1岡部ハケ 覆土

メ後ナデ。

31 費
口縁部% (17.6) 

口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ後一部ナデ。 覆土
胴部}ぎ

口縁部内面ハケメ 。

32 褒
口縁部% (16.3) 

口縁部内外函ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土胴部1:f.1ま完 18.2 
形

33 Zき
口縁部% (16.4) 

ロ縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土胴部y.

34 褒 J1 
(20.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土
21.8 

35 査 胴部 y. 輪積み。口縁部ハケメ後ナデ、胴部ハケメ 覆土

後ナデ。胴部内面ヘラケズリ後ナデ。

36 き聖
口縁部% (17.2) 

輪積み。口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。 内面 覆土
胴部~

ハケメ後一部ナデ。

37 褒 底部以外
18.7 

口縁部ヨコナデ、胴部内外面ハケメ後一部 床面直上
，フ会E・豆/1〆ノ; 

ナデ。口縁部内面ハケメ後ヨコナデ。
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38 褒 ほぼ完形 16.6 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上
23.5 

メ後一部ナデ。胴上部内面へラケズリ後ナ

ア。

39 壷 ほぼ完形
13.6 口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナデ、胴下 床面密着
25.2 

部ハケメ後ナデ。底部木葉痕。

40 き聖 I:f.ぽ完形
17.9 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハ 覆土
21.8 

ケメ、胴下部へラケズリ後ナデ。

41 軍ヨ防
口縁音~X (13.2) 

口縁部内外面ハケメ後ヨ コナデ、胴上部ハ 覆土
胴部ほぼ完

形 ケメ後ミガキ、 胴下部ミガキ。胴上部内面

指頒押捺、胴下部内面ハケメ後ナデ。

21.1 
42 要 ほlま完形

27.8 
輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 覆土

胴部ハケメ後一部ナデ。

43 き壁 ほぼ完形
17.0 

給積み。口縁部内外商ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
19.3 

メ後ナデ。

44 饗
口縁部J1 (16.5) 

口縁部内外面ヨコナデ.胴部ハケメ後ナデ。 覆土
胴部ほぼ完 20.1 
l形

45 費 J1 
(18.0) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土

メ。胴部内面へラケズリ後ナデ。

46 墾 胴部% 胴部内外面ハクメ後一部ナデ。 覆 土

47 要 胴 部 J1. 胴部内外面ハケメ後一部ナデ。 覆土

48 査を
底部以外 19.8 胴部ハケメ後ナデ。胴上部内面指頭。 覆土

口縁部磨耗
I:f.ぼ完形 外面と内面

のハケ状工
具は異なるc

49 土玉 径2αnで、中央に径3mmの小孔が貫通している。床面密着

50 鉄製品 長さ 4.4cm、幅3.35cm、厚さ 0.1cmをはかる。実測図上端右側は欠損しているものと考えら

れるが不明瞭で、ある。左辺は刃の様に薄くなっている。床面密着

51 鉄製品 長さ 5.4倒、刃幅 8.2c畑、厚さ 0.2cmをはかる。袋部の鋳化が著しいが全体的に遺存

| は … る 町一…で ある…着は見られない問

り返し状土堀り具先。 床面密着。

038A号住居跡 (第143-146・312図)

概要

本祉は、東から西に傾斜する緩斜面上に位置し、 038B号跡の北西の壁を一部切って、構築

している。緩い斜面上ではあるが、地山への掘り込みがあまり深くないため、南西の壁の立ち

上がりはほとんど検出されなかった。
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矯造

本祉は、各辺共6.20mをはかり、各コーナーもほぼ直角に近く、整った方形を呈する。壁溝

は、南西の壁の一音11を除き全周する。床面 1:には焼土粒チ ・炭化粒子が多量に検出されたが、

炉跡は検出されなかった。床は中央部分が堅い。 ピットは 6個検出された。中央部の 4個は、

柱穴と考えられ、西{HIJの位〉目〈が中央に寄りすぎているため、各柱穴聞を結ぶ形状は不整方形を

Y.する 。

荒掘り面においては、壁溝の20~40cm内{J!iJ に全周する溝が検出された。 この溝は、東及び南

il!lJのコーナーは丸みを有するが、西及び北似IJではほぼ直角である。溝のほかに 6個のピットが

検11'，された。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、床面直1:に検出された焼士粒子・炭化粒子を多量に含む崎両色土

'1'に検11'，されーたものがほとんどである。床面においては、炭化材も多く、住居中央に検出され

たものが凶著で、壁際には少なし、。土器は、約 300片程出土したが、大形の破片で出土したも

のが多く、完形の状態で出土した10もある。遺物は、西{H!]のコーナー付近を除いた住居内全域

から出土した。開示した以外でも、土器は JII、山脈、設等があり、特に饗の口縁部は30個体程

出土している。なお、 f(!li描文が施された似1"も山|ーした。

038号住居跡群重複関係

B→ A 

C→ B→ D→ E 

G→E 

G→F 

作品2生期)

第143図 038号住居跡群重複関係
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第146図 038A号住居跡出土遺物(2).

038A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度 口径
成形・調整等 出土層住 備考器高

1 器台
受部M ( 7.2) 

受部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 床面直上脚部完形 7.8 
ハケメ。赤彩。

2 褒 口縁部%
(18.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ 覆土

頚部内面ハケメ 。

3 ~ 口縁部パ 口縁部内外面ヨコナデ。 床面密着

4 Z控 胴上部%
(14.4) 口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ハケメ 、s[ij下

床面直上
部へラケズリ後ナデ。胴上部内面ハケメ 。

5 要 .J1' 
(19.3) 

口縁部内外面ヨコナデ(?)、胴部ナデ (?) 覆土 器面磨耗

6 ~ 
口縁部メ (17.2) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部内外
胴音~.J1' 26.0 床面直上

面ナデ。胴下部内面ハケメ。

7 褒
口 縁部% (17.5) 

口縁部内外面ヨコナデ (?)、胸部内外面ナ 床面密着 口縁部磨耗
胴部完形 16.0 

デ。

8 雪量 'フ会E・fflノ~ 14.3 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上15.0-16.4 
メ後ナデ。内面ハケメ。

9 登 胴部.J1' 事訴員み。胴部ミガキ。胴中部内面ハケメ 床面直上

(?)o底部木業痕。赤彩。

10 登 'フ士ロ: ff~ ク
17.8 

口縁部内外面ハケメ、胴音日ハケメ。内面一 床面直上16.8 
部ハケメ。

11 磨製石斧 現存長6.6側、幅7.5cmをはかる。基部にのみわずかな凹凸が認められる。玄武岩。 覆土。
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0388号住居跡 (第143・147・148図)

概要

038D号跡に切られている。本038A号跡に~t凶の壁を、更に jf{1HIJのコーナーは、本祉は、

祉付近は地山が削平されており ‘覆土の大半は失なわれていた。なお、南東部分の床面は 038

C号跡の覆土中である。

構造

本祉は、長軸5 .12m 、 );~lliUl4 . 72mをはかり、長袖は北西を向く 。形状は方形を呈する。炉跡、

038D号跡の床面の下から検出された径34cm、深さ20cmのただ、ピ y トは検出されなかった。

ピットが、本士止に伴う可能性がある。床は全体に軟らかく、中央部の径1.4x2.7m、深さ 15

cm程の凹みを埋めて、床を構築している。

遺物の出土状況

本祉.から出土した遺物は土出のみである。出土した土器は、・床面に近いものが多く 、特に住

I，l;中央から北{jllj半分においての出土であり、南側からはなかった。

。
6ら

<( 

、ち《
0380 

。「3¥、|
""，，----ノ

-・4
-6 

038 B 

言
|
吋
叫
.
、《《

4m 。
038B・D号住居跡
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第148図 038B号住居跡出土遺物

038 B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径
器 高

1 器 台 脚部完形

2 ミニチュア x ( 6.6) 

3 占宛 'iぽ完形
(13.8) 
5.3 

4 士甘 x (16.0) 

5 宣τ釘 )i 
(14.0) 

6 婆 x (15.8) 

7 饗 y. (13.7) 

0380号住居跡 (第143・147図)

概要

成形 ・ 調整等

脚部ミガキ。 内面ナデ。 3孔。赤彩。

手控ね。内外面指頭押捺後ナデ。

内外面ミガキ。 体下部へラケズリ。

口縁部ハケメ後ヨコナデ。口縁部内面ヨコ

ナデ、内面ナデ。

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、』岡部ミガ

キ。

口縁部ヨコナデ、胴上部ハケメ後ナデ、胴

中部以下ナデ。口縁部内面ハケメ後ヨコナ

デ。

ロ縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ

メ。

出土層位 備 考

床面密着

覆 土

覆 土

床面直上

覆土

床面密着

覆土

本J[Iは、 038B 分跡の!-IHjIIJのコーナーを切っているが、北側のコーナーは 038E号跡に切ら

れている 。 本土ti~1 、I近は、地山が削平されており 、 壁の立ち上がりはわずかである。

構造

本土止は、 '111"長3.60mの則棋であるが、北京の壁が内側に曲がっているため、不整の方形を呈

-190一



する。炉跡は、北西の壁近くに位置し、 径25x 40cmの情円形を呈する。床は全体に軟らかい。

ピットは中食出されなかったc

荒掘 り面は、床面より 5cm程低く 、全体に平坦である。この荒掘り面において、3個のピ ッ

トが検出 された。 ピットは径24~40cm、深さ 12~26cmで、あるが、西側のコーナー近くのピ y ト

は、 038B号跡に伴う可能性もある。

遺物の出土状況

本土止から は、 土器が約10片出土したにすぎず、細片ばかりであるために図示することができ

なかった。ほとんどは、ハケメ調整が施された饗の胴部破片である。

038E号住居跡 (第143・149-152図)

概要

本社は、 038G号跡を精査中に土器が集中して出土 し、村査を続けだが、地山が削平されて

いたこともあり、作認できたI粍は-lt及び、|前i1!lljのコーナ-H!!Iの イmのみで、ある
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構造

本社は、検出された壁が南と北のコーナーのみであったため、全体の形状が不明瞭で、、コー

ナーがほぼ直角であることから、方形を呈すると考えられる。ま た、検出されたれ火の(立山か

ら、規模は約 5.2x4.5m程 であろう。炉跡は検出されなかった。床はj享さ 8~ 18cm程の貼床

で構築されているが、 038G号跡と重複している束イJ!iJの荒掘り面は 038G号跡の荒掘りの形状

とJ7えられ、重複部分は覆土を床にしていると考えられる。ピ y トは 5個険出された。南{J!iJの

コーナー近くのピットは 、径60cm、深さ30cmをはかり、 j!?蔵穴と考えられる。ほかのピットは

径30-52llll 、 深さ 62~72cmで、柱穴と考えられる 。 柱穴聞の距離は、長辺で 3.1m 、tt辺で2.

8 111をはかり、各柱穴聞を結ぶ形状は長方形を量する。

遺物の出土状況

本土止から出土した遺物は、住居跡の南東の壁付近から中央にかけてであり 、この約 3X4m

f，'の三角形を呈する範囲から、約 400片目の土器が出土した。これらの土出は、破片の状態で

//'， Iーしたも ので、完全な形で出土したものは14のみである。また、完全に復j亡された土器は l

WiIも弘く、床面から 8~ 15cm程浮いた状態で出土したこと等から推測すると、住居跡が埋没中

に一括して廃棄されたものと考えられる。

038E号住居跡出土遺物

|番号|器形 遺存度 口 f王
成形・調整等 出土層位器高

口縁部%

1 士甘 1陪sliぽ涜 (10.8) 
ミガキ。胴部内面ナデ。赤彩。 覆土

形 6.9 

2 士甘 胴部% 輪積み。胴部ミガキ。胴部内面ナデ。赤彩。 覆土

3 褒
口縁部% (12.8) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上胴部y2 9.7 
メ後ナデ。

4 f不 y2 
(14.5) 

口縁部ヨコナデ(? )。 胴部ミガキ(?)。 覆土 器面磨耗
5.0 

5 器台 受部完形 8.8 
内外面ミガキ(ワ)。赤彩。 覆土 器面磨耗

6 高 I不 口縁部x (18.2) 
内外面ミガキ(ワ)。 赤彩。 覆土 器面磨耗

7 査 口縁部x (12.4) 
輪積み。口縁部ヨコナデ、 1阿部ミガキ。 覆土

口縁部内面ハケメ後ヨコナデ。赤彩。

8 高 I不 係部完形 (11.0) 
内外面ナデ。赤彩。 覆土8.0 

9 高原 派部 ya (17.2) 
係部ノ、ケメ後ナデ。内面ナデ。赤彩。 床面直上

10 高 t平 脚部% ナデ。脚部内面ハケメ。 3孔。赤彩。 床面直上
」ーーー・ ・ーーーーーーー
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28 

27 

。 10cm 

29 

第152図 038E号住居跡出土遺物(3)

11 登
口縁昔日泌 (15.0) 

内外面ミガキ。赤彩。 覆 土
胴部x (13.1 

12 賀τ佐 口*~部M
(14.4) 

口縁部内外面ヨコナデ。頭部内面へラケズ 覆 土

j。

13 壷 口縁部y4' 口縁下端部キザミ。ナデ(? )0頭部内面ハ 覆 土 器面磨耗

ケメ後ナデ。

14 ミニチュア 'フτ士ロ; mノノ 3.2 
手担ね。内外面指頭押捺。 床面直上2.4 

15 f手 口縁部xo (19.0) 
内外面ミガキ(?lo赤彩。 覆 土 器面剥落f本部%

口縁部%
(14.8) 

輪積み。口縁部ハケメ後ヨコナデ。胴部へ 覆 土16 褒
胴部% ラケズリ後ナデ。

17 宮里 )1 
(15.4) 

口縁部ヨコナデ、 1同部ハケメ後ナデ。胴部 覆土(26.0) 
内面ハケメ。

18 査 口縁部)1
(16.6) 

口縁部内外面ヨコナテ¥胴部ハケメ後ナデ。 覆土

19 饗 口縁部%
(17.1) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後一部 覆土

ナデ。

20 饗 x (18.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。 床面直上

21 主要 口縁部%
(17.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土
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22 き里
口縁部y.
胴部活

23 蜜 ys 

24 主要
口縁音~Ys
胴音~y.

25 褒 胴下 部M

26 夢~槌M 

口縁昔日%
胴部 %

27 饗
口縁部完形
胴昔日%

28 察
口縁部%
胴部〉五

29 き建
口縁部メ
胴部ys

0398号跡 (第153図)

概要

(16.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土

(20.0) 輪積み。口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴昔日ハ 床面直上
23.8 ケメ後ナデ。胴上部内面ヘラケズ 1人胴下

部内面ハケメ 。

(15.7) 
口中華部内タト面ハケメ後ヨコナデ、目同音Eハケ 覆土

メ後一部ナデ。

輪積み。胴昔日ナデ。胴下部内面ハケメ。 覆土

(20.8) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハ 覆土

ケメ後ナデ、胴下部ヘラケズリ後ナデ。

16.3 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土

メ後一部ナデ。

(15.4) 
輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 床面直上

1阿部ハケメ後ナデ。

(19.2) 
口縁部ハケメ後ヨゴナデ、 1阿部ハケメ。 覆土

本社は、 039A号跡に南西及び南東の壁の大部分を、更に、 039C ~;-跡に北京の壁を切られ

ており、また、地山への掘り込みが浅く、わずかしか遺存していない。本社付近の地山はほぼ

平JI[である。

構造

本祉は、遺存している北及び西側のコーナ一部分から推測すると、南西から北東方向の軸長

が6.42mをはかり、 Ilぽ方形を呈すると考えられる。遺存している部分からは、炉跡は検出さ

れなか った。床は軟らかい。ピットは 1個検出された。 039A号跡から検出されたピ y 卜が一

部本JJlに伴う可能性がある。 039A号跡の荒掘り面で検出されたピットを含めても、本祉のピ

ットは 4本件の整った柱穴にはなり得ないと考えられる。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は土器で、総数 8片を数えるにすぎない。器形が判明できるような大

形の破片はなく、ハケメによる調整を残す饗の胴部破片である。

039C号住居跡 (第153-157図)

概要

本社は、 039A号跡及び 039E号跡により、西及び北側のコーナー付近を切られている。 し

かし、削平している両者の方が地山への掘り込みが浅いため、本土止の荒掘り面は残存している。
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構造

039号住居跡群重複関係

B→C→A 

C→ E 

(A鬼高期)

。
。、久

。

第153図 039号住居跡群重複関係及び039B号住居跡

4m 

本土止は 、 軸長9 . 67m をはかり、形状は方形を呈する。壁の周囲には|幅25~37cmの壁溝が全周

するが、南東の壁においては、この周溝が住居中央へ鎚状に延びている。炉跡は検出されなか

った。床は、基本的には黒補色士と砂21ロームの混合による貼床であり 、部分的には、その混

合比率が若干異なるようであったが、明確にその範囲を把握することができなかった。北西の

壁際は約 1.0x5.3mの長方形の範囲がベッド状の高まりにな っている。ピッ トは床面におい

て8個検出され、この中の 3個は位置からみて、柱穴と考えられる。また、 039A号跡と重複

している部分から、この 3個と対応する位置にピットが検出された。柱穴聞の距離は、各辺が

5.5mをはかり 、各柱穴聞を結ぶ形状は方形を呈する。 南ff!ijのコーナー近くの径 1.1x1.4m

の不終If~のピソトはl!î: II"~六と考えられ、 中よりわずかではあるが白色粘土が検出された。

荒掘り耐ーからは、溝及びピ y卜が検出された。北西の壁から 1.3m程内側に検出された溝は、

|幅28cm程で、深さは13cm程で、ある。また、この溝と北東及び南西の壁から内側の部分はI隔50~

150 cm、深さ JO~30cm程の I隔の広い溝が「コ」の字形に巡る 。 床面からの深さにすると、住居

中央部と壁際は 5cm程であり 、 「コ」の字形の幅の広い溝は15~35cm程の深さとなる。なお、
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第155図 039C号住居跡(2)
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4 f[i;[の柱穴のやや中央寄りの位置に径42-70cm、床面からの深さは40-51cmのピットが4個検

出された。このピットは、深さ、位置からみて、柱穴と考えられ、本I止は、拡張あるいは建て

伴えが行われたと推察されるが、床面は検出されなかった。

遺物の出土状況

本社は、規模も大きく、覆土も削平されていなかったわりには出土遺物ヵ、少なし、土保 ・土

製品・石製品・鉄製品等が出土した。 9は貼床の下から検出されたピ y 卜中から出土した棄で

ある。 また、 覆土中から、 径約 7-8 cmの傑が25点出土したが、この中の 8点は二次加熱を

受けている。

039C号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考器高

1 柑 口縁部%
( 9.7) 

口縁部内外面ミガキ。 覆土

2 柑 口胴部縁%部xo (10.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、腕部内外面ミガキ。 ピット 11と伴出

5.7 

3 1宛 }五
(10.3) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部ナデ、胴 覆土6.6 
下部ハケメ。内面ナデ。

4 ミニチュア 完形
4.4 

輪積み。口縁部 ・胴下部指頭押捺、胴上部 覆士3.5 
ナデ。

5 高士平 J者 脚部 ミガキ。係部内面ミガキ、 脚部内面ナ 床面直上

デ。赤彩。

6 器台
受部I:f.ぽ完 7.6 口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、脚部ミガ 覆土形 7.4 
脚部% キ。脚部内面ナデ。 3孔。

7 褒
口縁部% ( 8.6) 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
胴音s/.i

メ後ナデ。

8 要 'フz主10・Jfノ" 13.2 
輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 覆土

12.6 
胴上部ナデ(一部ハケメ)、胴下部へラケズ

リ。胴部内面ハケメ後ナデ。

9 褒
口縁部メ (13.0) 

口縁部J、ケメ後ヨコナデ、胴上部ハケメ、 覆土
胴部% 14.4 

胴下部 ミガキ。

10 費 x (22.7) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部内外 床面直上

面ハケメ。

11 費 x (18.0) 
口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハケメ、 ピット 2とf半出

胴下部ナデ。
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「一一一一

鉄製品 長さ17.1cm、幅1.4cm、厚さ O.6cmをはかる。厚さは実測図下端に向いて薄くなっており、

下端部が刃の様になっている。全体に左回りにねじれている。不明棒状製品。覆土。

鉄製品 長さ 2.6cm、幅 2.1cm、高さO.95cm、厚さ1.5cmをはかる。鋳化が著しく、形状は不明瞭で

あるが、比較的大形の錨と考えられる。 覆土。

土製品 全体の約%を遺存しており、推定では径7cmである。焼成前の穿孔が2ヶ所に認められる。

スノコ状土製品と考えられる。覆土。

石製品 一部欠損するが、径 6.7X8.2cm厚さ1.4cmの楕円形を呈し、中央部には両側から穿った径

1. 7 cmの穴が認められる。両面及び周縁部は荒く研磨されている。形状は環状石斧に類似す

る。凝灰泊。 覆土。

039 E号住居跡 (第153・158・159・310図)

概要

本祉は、 039C号跡の北東の壁を一部切っている。

構造

本土止は、長軸 6.0m、短軸 5.7mをはかり、長軸は東西を日J<。西側の壁が東側の壁に比べ

40cm程短〈、不整の方形を呈する。炉問lは検出されなかった。床は、砂質ロームを主体にした

貼床で、全体が比較的堅い。貼床は、下部の方が上部に比べて砂町ロームブロックが多い。ピ

ットは 4 個検出された。径42-48cm、深さ 67-77cm をはかり、桔穴と考えられる。柱穴問の ~li

離は、長辺で3.7m、短辺で3.5mをはかるが、住居跡、と同様に否んだ方形を呈する。

荒掘り面は、床面より 17cm桂低〈、比較的平畑であるが、径約40cm、深さ 17-30cmのピット

が 2個検出された。
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第158図 039E号住居跡

遺物の出土状況

本祉からは、比較的多くの遺物が出土したが完全に復元されたものは10のみである。 10は 2

m程離れた位置から出土した破片が接合した。出土した遺物は、すべて床面ーから 5-20cm干王将

いている。これらの造物は北西及び南東のコーナ一部分を除いた範囲から出土したものである 。

039 E号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 t甘
口縁部% ( 7.7) 

輪積み。口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部へ 覆土
胴部完形 7.7 

ラケズリ後ナデ。内面ナデ。

2 鉢
口縁音sY2 (7.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、頭部ハケメ、 f本部 床面直上
体部ほ11' 5.8 
完形 ナデ。
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第159図 039E号住居跡出土遺物

3 高 t不 口縁音~J1
(15.0) 

内外面ミ ガキ(ワ)。赤彩。 床面直上 器面磨耗

4 高原 口縁部%
(18.8) 

内外面ミガキ。赤彩。 覆土

5 器台 J1 
( 7.0) 

受部内外商ミガキ、 脚部 ミガキ。赤彩。 覆土

6 高郎 脚部% ヘラケズリ後ナデ。 覆土

7 宜τ台E 口縁部ys (18.6) 
口縁部内外面ナデ後ミガキ。頚部ヘラケズ 覆土

リi&ナデ。

8 饗
口縁音~J1 (11.8) 

輪積み。口縁部ヨコナデ、頚部指頭押捺後 覆土
胴部メ

ハケメ、胴部ナデ。胴上部内面指頭押捺。
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9 費 口 縁部%
(13.0) 

輪禎み。口縁部ヨコナデ、頚音目指頭押捺後 覆土

ハケメ、胴音日ナデ。

10 き聖 完形
16.0 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上20.3 
メ後一部ナデ。

11 管玉 長さ 2.0cm、径 0.5cmをはかり、径 3mrr程の穿孔を有する。滑石。 床面密着。

12 紡錘車 径 5.1cm、厚さ1.0cmをはかり、中央に径 2.8mmの穿孔を有するo 滑石c 覆土。

0408号住居跡 (第160・161図)

概要

本土ttは、南側半分が地山まで削平されて、形状を残しておらず、西側も 040A号跡に切られ

ているために遺存している範囲は少ない。また、夜土の上部も削平されている 。

構造

本祉は、遺存している側の軸長は4.66mをはかり、方形を呈する。北西及び北東の墜には恥i

15-30cm、深さ 10-15cmの壁溝が巡るが、南東の僚には検出されなかった。炉問、は検出きれな

かった。ピットは東側のコーナー付近に 1伽|検出された。径55cm、深さ39cmをはかる。また、

南側の削平された部分にピ ットのような落ち込みが検出されたが、本祉に伴うものかどうか不

明である。

川、 ヒ土グ
2 

。 10cm 。 第161図 040B号住居跡出土遺物

。 4m 

第160図 040B号住居跡
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遺物の出土状況

本土!l:.から出土した造物は、土器のみであり、少ない。遺物は南側のピ ットの周辺から出土 し

この中には、口縁部にハケメ調整が施された後にヨコナデが施さ れた襲等がある。

040B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径
器高

高原 脚音~Y2

2 ミニチュア 胴音sy.

042号住居跡 (第162-164図)

概要

成形 ・ 調 整 等

脚部ミ ガキ。内面ナデ。 3孔。

手控ね。ナデ。

出土層位 備考 |

覆土

覆土

本土止は、 029A . B号跡の 2m私'東側に位崖する。本比付近の地山は比較的平JIIである。

構造

本土l上は、長軸8.26m、先i軸8.12mをはかり、長車Hlは北西をrr!J<。 各コーナーともほぼ直角で、

整った方形を呈する。I悩16-22cm、深さ 3-19cmの壁溝が全周する。壁講の深さは、北東の壁

側では比較的浅く、そのほかの部分はほぼ一定の深さ である。炉跡は、住居中央よりやや西側

に位置し、 30X108 cmの桁円形を呈するが、焼土粒子ヵ、多〈、焼土ブロ ックはあまり検出され

なか った。床は、砂質ロームを主体に した貼床で、全体に引い。ピッ トは11倒検出された。住

居中央よりやや南側の 611占|のピ y トは径35-50cm、深さ22-66cmと、深さはそれぞれ差異があ

るが、 6個の配置は全体で 2m紅の円形を呈する。また、南側のコーナー付近のピットを除い

た4俳|は径68-85cm、深さ59-94cmで柱穴と考えられる。柱穴聞の距離は、各辺とも約 5.0m 

をはかり 、各柱穴聞を結ぶ形状は方形を呈する。南側の柱穴と接して検出されたピ ットの形状

は、不整作j円形で、深さは40cmをはかる。貯蔵穴の可能性がある。

荒掘り面においては、多くのピ y トが検出されたが、ほと んどが不整形である。これらの不

整形のピットの覆土は砂質ロームブロ ックで非常に堅い。

遺物の出土状況

本社は、覆土 ・床面において撹乱はほと んどなく 、車由長も8mをこえる大形の住居跡である

が、遺物は土器が約 100片程と少ない。土器は、住居跡内で平均的に出土したが、その中でも

ややまとま った傾向を見せたのは、東側の柱穴付近で、床面直上の破片と柱穴の中から出土し

た破片が接合した。また、南側のコーナー近くのピ ットの中からも裂が出土した。
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042号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 月「
íl 絃音~YJ (10.4) 

日縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、胴部ハケ 覆土1阿部% 10.6 
メ後ナデ。内面ナデ。赤彩。

2 宝τ釘E il縁部x il縁部内外面 ミガキ後ヨコナデ。赤彩。 覆土
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第164図 042号住居跡出土遺物

3 器台 受昔日y. ( 6.7) 
内外面ナデ。 床面直上

4 宝古E 口縁部y. (13.9) 
口縁部内外商ミガキ。赤彩。 覆土

5 t不 口縁部% (14.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ミガキ。 覆土f本部% 6.3 
赤彩。

6 器 台 脚部完形 ハケメ後ナデ。 4孔。 覆土

7 器台
受古11/3" ( 4.7) 

受部ヨコナデ (円、脚部ミガキ(?)。 覆土 器面磨耗
脚部Il.ぽ完
青手 3干し (?lo 

209-



8 高 I不 I手部 y. ( 7.9) 
J手部内外面ミガキ、脚部ナデ。赤彩。

9 饗 日縁部ys (13.6) 
輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、

1阿部ハケメ。

10 饗
口縁古11Y. 15.2 

口縁部内外面ヨコナテ¥胴部へラケズリ後
』阿部完}fj

ナデ。

11 主要 l孟ぽ完形
10.8 

口縁部内外面・胴上部ナデ後一部ハケメ 、8.3-8.7 
胴下部ヘラケズリ後ナデ。胴部内面一部

ハケメ。

12 き壁
円縁昔日完形 16.8 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、』同部ハケ
胴音s)1"

メ。

13 婆
RI時日% 1阿部へラケズリ後ナデ。
底部完形

043 A・B号住居跡 (第165・166図)

概要

ピット

床面直上

床面密着

ピット

ピ y ト

ピット

本社は、未調査の住居跡である。調査した残土を本祉の部分に山積みにしておいたのが、風

雨により流出し、これを取り除く際に削平した調査区域外から検出された住居跡である。少な

くとも 2車fが重複していると考えられ、大形的方(一辺約 7.2m)を043A号跡、小形の方(一

辺約 3.5m)を043B号跡と呼称した。043A号跡の覆土より土器が 2個体出土した。

0438 〆
2・・1

043 A 

。 4m 

第165図 043A・B号住居跡
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。 10cm 

第166図 043A号住居跡出土遺物

043A号住居跡出土遺物

番号 器形 選存度
口径

成形 ・ 調整等 出土層位 備考
器高

1 察 口縁昔日部}ィ。 (20.0) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハ 覆土胴 y 2 21.0 
ケメ後一部へラケズリ、胴中部以下へラケ

ズリ、胴部内面一部ハケメ。

2 高 t不 係部完}移
21.0 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハ 覆土

ケメ後ミガキ、胴下部へラケズリ後ミガキ、

脚部内外面ナデ。

044号住居跡 (第167-172・310・312図)

概要

本土止は、 042号跡の 2m南に位置し、本社付近の地山は平坦で‘ある。ほかの住居跡との重複

もなく、撹百しもほとんどなかった。

構造

本土止は、長軸9.30m、短軸9.20mをはかり、長軸は北西を向〈。各コーナーがほほ直角で、

整った方形を呈する。北西の壁から北東の壁にかけてと南側のコーナーから南東の壁にかけて

は幅20cm程のテラスが検出された。床面との比高差は 5-10cmをはかる。炉跡は検出きれなか

った。床は、砂質ロームを主体にした貼床で、しまりがあり、堅い。ピットは 4個検出きれ、

柱穴と考えられる。柱穴は径45-70cm、深き 65-94cmをはかる。柱穴聞の距離は、長辺で5.0

m、短辺で 4.7mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状は長方形を呈する。

荒掘り面は、住居中央から北側のコーナーにかけての範囲が周辺より一段高くなっている。
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また、床面における北側のテラス部分は貼床によるものではなく、南側のテラス部分は貼床に

よるものであることが判明した。北西及び北東の壁側では、テラスの内側に幅25cm、深さ 10cm

程の溝が検出された。そのほかは、径25cm程のピット及び径 1m程のピットが検出されたが、

このピット部分の床は堅〈踏み固められた貼床であり、床面で日常的に使用されていた可能性

は少ない。

遺物の出土状況

本社から出土した造物は、土器が1000片以上を数え、ほかに石製品及び礁が15点である。出

土した遺物は、 そのほとんどが床面から 20-30cm程浮いており、壁の周辺よりは中央部からの

出土が顕著である。これらの土器は完全な形で出土したものはなく、また、完形近くにまで復

元された土器もない。本社から出土した土器は柑・高I不等に比べ、襲の出土が多〈、底部だけ

でも約 100片検出された。高士不は脚部が広がるものや、脚部中央が脹らむものがある。これら

の遺物は投棄されたと考えられる。

044号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層{立 備考
器高

1 柑 i口縁部% ( 9.9) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土
胴上部% 5.1 
胴下部完形 赤彩。

2 士甘
口縁部Jイ ( 7.7) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆‘土
間同部pj 7.5 

赤彩。

3 士甘 口縁音~X
(15.8) 

口縁部内外面ヨコナデ。赤彩。 覆土

4 吋 }五
(11.2) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土
12.5 

5 士甘 口縁部% (12.9) 口縁部内外面・胴部内外面ミガキ、頚昔日ハ 覆土
胴部)づ 6.4 

ケメ後ミガキ。赤彩。

6 坪 ほぼ完形
14.1 口縁部内外面ミガキ、胴部内外面ナデ。赤 床面直上
8.0 

事長n

7 柑
胴部I;r_If完 輪積み。胴部へラケズリ後一部ナデ。 覆土
形

8 高 f不 脚 部 % ナデ(?)。 覆土 器面磨耗

9 高原 脚音p~ 杯部内外面ナデ、脚部ナデ。 3孔。 覆土

10 器台 脚部% 脚部ミカキ、裾部内外面ヨコナデ。 3孔。 覆土

赤彩。

11 高原 脚部% 脚部ナデ、裾部内外面ヨコナデ。赤彩。 床面直上
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12 器台 脚部 % 受部内外面 ・脚部 ミガキ。脚部内面ハケメ ピ y 卜

後ナデ。3孔。赤彩。

13 高 t不 脚部完形 脚部内外面ナデ。 3孔。赤彩。 床面密着

14 登 口縁部完形 15.5 
口縁部内外面ヨコナデ、頚部へラケズリ。 床面直上

頚部内面ミガキ。

15 宜で釘E 口縁部y. (17.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、頚部ヘラケズリ後 覆土

一部ナデ。

16 査 口縁部完形
14.1 

口縁部内外面ヨコナデ、頚部ナデ。赤彩。 覆土

17 宜~ 口縁部%
(19.0) 

口縁部ハケメ。口縁下端部にハケ状工具に 覆土

よる刺突を有する。頭部ナデ。内面ミガキ。

赤彩。

18 査 口車蒙昔日ほIi'
19.4 

口縁部内外面ヨコナデ。口縁下端部は指頭 覆土
'フ合じJ同1;/ 

による押捺で小破状を呈する。

19 宝illi: 胴部 x 胴部ハケメ後ミガキ。内面ナデ。赤彩。 ピット

(21.4) '039C .同E一号
20 査 口縁部X 口縁部ヨコナデ、頭部ハケメ。内面ハケメ 覆土 跡から

個出体の小片後ナデ。 土。

21 褒 口縁部完形 16.0 
口縁部内外面ヨコナデ、頭部以下ヘラケズ 覆土 器面磨粍

リ(?)。

22 Z建 口縁 部 %
(13.5) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外 覆土

面へラケズリ。

23 褒
口縁部xo (19.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 ピ y 卜1阿部y.

24 安き
口縁部}ぎ (15.0) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケ ピット胴部完形 18.8 
メ後ナデ。

25 習を シi
(17.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胸部内外面ナデ。 床面直上

26 査
口縁部メ (18.2) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土
胴部x

赤彩。

27 安き
口縁部xo (20.0) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、 1阿部ハケメ後ナl 覆土
胴部 %

ア。

28 習を y2 (16.2) 
口車季部内外面ハケメ後ヨコナデ、1同音Eハケ 床面直上

18.1 
メ後ナデ。胴部内面へラケズリ後ナデ。

29 き聖
口縁部xo (19.6) 

口縁部ヨコナデ、頚部ナデ、胴部内外商へ 覆土
胴部y.

ラケスリ。

30 習を ~r'J下部以外 18.0 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上

liぼ完形
メ。胴上部内面ハケメ。
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第172図 044号住居跡出土遺物(4)

31 費
口縁部y. (19.2) 

口縁部内外面ヨコナデ、 1同部ハケメ後ナデ。 覆土1阿部X

32 褒
口縁部% (15.6) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上
胴部〉五

メ。

33 褒
口縁音s).i (20.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ノ、ケメ後一部 覆土
H同部 J--5

ナデ。

34 褒 口縁部%ぽ (20.4) 
輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ノ、 覆土胴部ほ完

青手 ケメ後ナデ、胴下部ヘラケズリ後ナデ。

35 至理
口縁部M (13.7) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ハ 覆土
胴 部%

ケメ後ナデ、胴中部以下ナデ。胴部内面へ

ラケズリ後ナデ。

36 登
胴上部%

輪積み。胴部ハケメ後一部ナデ。胴下部内 ピy ト
胴下部完形

面ハケメ。底部木葉痕。

37 宮里
口縁音sX (14.3) 

輪積み。口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部 覆土胴部完形
ハケメ、胴下部ナデ。胴下部内面一部ハケ

メ。

38 費
』同下部X

胴下部へラケズリ後ハケメ。 胴下部内面 覆土
底部完形

ハケメ後ナデ。

39 剣形 基部の一部を欠損するが、現存長 5.4cm、幅1.7cm、厚さ 4mmをはかる。基部に径1.8mm
模造品 の小孔が認められる。両面共平坦である。滑石。覆土。

40 有孔円板 径 2.4cm、厚さ 3mmをはかる。基部に径1.5mmの小孔が2ヶ所認められる。滑石。 覆土。

一219



047号住居跡 (第173-175・312図)

概要

本土tl:は、 045号跡の 3m程北に位置する。覆土中に焼土粒子・炭化粒子が検出され、地山へ

の似り込みも深いため、調査は比較的容易であった。

構造

本社は、長軸4.93m、短軸4.80mをはかり、長軸は北西を向〈 。各コーナーがほぼ直角で、

方形を呈する。炉跡は住居中央のやや北西寄りに位置し、住居跡、の長軸方向に長〈、径28X65

cmの不整伯円形を呈する。焼土ブロックは少なく、主体となるのは焼土粒子である。床は、厚

さ7cm程の貼床で、全体に堅い。本土止は、焼失家屋と考えられ、床面あるいは床面直上から炭

化村が出土し、覆土中にも焼土粒子 ・炭化粒子が多〈認められる。ピッ トは 6個検出された。
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東側のコーナーで検出きれた 2個のピットは、径30cmと60cmて¥深さはそれぞれ60cmと55cmで

ある。貯蔵穴であろうか。中央よりやや西側に検出されたピットは、径15cm、深き 17cmをはか

る。このほかの 3個は、径12-18cmで、深さは46-58cmをはかる。北側及び南側のピットは曲

がって穿たれている。西側の床面及び荒掘り面を入念な精査したにもかかわらず、ピットは検

出きれなかったが、この 3個は柱穴と考えられる。

荒掘り面は、比較的平坦で、あるが、北西の壁及び北東の壁から80cm程内側が中央部に比べ、

15cm干呈{丘くな っている。

遺物の出土状況

本社は、焼失家屋と考えられ、床面あるいは床面直上から炭化材が検出された。炭化材は中

央部には少なく、壁際に多いが、この傾向は特に北西側の壁あるいは北及び西側のコーナーで

顕著であり、この付近から出土した炭化材は、住居中央に向く状態で検出された。出土した遺

物は土器で、約 200片程である。床面から 7-20cm程浮いた覆土中の工器が多いが、完全に復

元された例はない。床面から出土した土器は、完形のままの状態ではなく、押し漬された状態

で出土し、完全に復元きれた。この床面出土の土器は、 17が住居中央の炉跡の近くであるが、

そのほかの 1・2・15・16は住居跡のコーナー近くからの出土である。なお、 11・13・15は、

土器の胎土、色調、焼成や器面の調整等が極めて類似しており、製作の同時性がうかがえる。

047号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 費 完形
13.0 口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面へラケズ 床面密着
11.9 

リ。胴部内面ハケメ後一部ナデ。

底部近くに

2 t甘 ，フ~ 71主ノノ 12.4 外面ミガキ。頚部内外面は指頭押捺後ナデ。 床面密着 1辺4cm程
15.5 の三角形状

赤、彩。 を呈する穿
子しあり q

3 b売 口縁部x ( 7.2) 胴下部へラケズリ。 覆土
体部完形 4.4 

4 t宛
口縁部完形 7.3 外面ハケメ後ナデ。内面指頭押捺後ナデ。 床面直上
f本部% 8.1 

5 高原 体部完形 係部内面一部ハケメ、 f平底部ヘラケズリ後 覆土

ナデ。赤彩。

6 高 f不 口縁部){o (21.2) 
係部内外面ミガキ。赤彩。 床面直上

休部%

7 高杯 士事部パフ己 係部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 覆土
脚部形

ナデ。 4孔。

8 高原 脚部完形 係部ハケメ後ミガキ、脚部ミガキ。杯部内 覆土

面ミガキ、脚部内面ナデ。
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047号住居跡出土遺物(2)

9 高 杯 脚部完形 脚部ナデ。脚部内面しぼり痕、裾部内面ハ 覆 土 器面磨耗
ケメ。

10 ~ 
口 縁部% (14.4) 

覆 土 器面磨耗
胴部y2

褒 日縁部y. (18.1) 輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨ コナデ、 覆 土
13・15と同

11 
(時胎製土作・か焼成? 

胴部ノ、ケメ後ナデ。
-ハケメ等
が類似)

q
J
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12 斐
胴下部以外 19.0 
ほぼ完形

口縁部完形 17.7 13 費
胴部%

14 褒
口縁昔日% (15.8) 
胴部Y3

17.8 
15 饗 モフ:c m ノ:/ 

27.1 

16 Z聖 'フ士会tmノク 18.5 
24.8 

17 饗 J1 
18.9 
25.8 

054号住居跡 (第166・177図)

概要

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面密着

ナデ。

11・15と同
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴上部内 床面直上 時製作か?

外面ハケメ後ナデ、胴下部へラケズリ後ナ (胎土 ・焼成
.ハケメ等

ア。 が類似)

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。 床面直上 器面磨耗

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 床面密着
11・13と同
時製作か?

胴上部内外面ハケメ後ナデ、胴下部へラケ (月台土 ・焼成
-ハケメ等

ズリ後ナデ。 が類似)

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面密着

ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面密着

ナデ。胴部内面一部ハケメ 。

本土ll:は、調査区南に位置し、 056B号跡と 1m程離れている。北側の壁及び床は、本土ll:より

も古い時期の風倒木の上に構築されている。

構造

本祉は、長軸4.40m、短軸3.70mをはかり、長軸は東西方向を向く。東側の壁は円形状を呈

すが、東側以外の壁は隅丸方形を呈しており 、全体の形状は不整隅丸方形である。炉跡は、住

居中央より西側に 2か所検出された。中央寄りの小さな炉跡は、焼土粒子を含む程度であるが、

大きな炉跡は径50X60cmの不整円形を呈し、焼土が多量に検出された。床は、暗褐色土と砂質

ロームの混合土によ る厚さ 10cm程の鮎床で、全体に堅い。北側は黒色土の上に 5cm程の厚きで

貼床が構築きれている。ピッ トは6個検出された。 西側の壁に接して検出されたピットは径40

X72cmの楕円形で、深さ 16cmをはかるが、この中より土器が出土したことから、貯蔵穴と考え

られる。中央より東側のピットは径75X104 cmの楕円形て、¥深さ 10cmをはかる。南東の壁に検

出されたピッ トは径39cm、深さ20cmで、このピットよりやや住居中央寄りのピットは径52X98

cmの楕円形を呈するが、底面の深さ31cmと33cmの2か所に分かれている。 また、西側の壁側に

検出された 2個のピットは、径20-40cm、深さ 16-21cmで、柱穴と考えられるが、北東側におい

て、ピットは検出きれなかった。

遺物の出土状況

本社からは、 100片桂の土器が出土した。土器はほとんどが床面近くからの出土で、北東の

壁付近と南側のピットの覆土上面からやや集中して出土した。また、西側の貯蔵穴の中からは

-224-
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底面に密着する状態で 5・6が出土した。 5は大ノl、の破片で出土し、口縁部を除き完全に復元

された壷で、 6は全体の÷程遺存していた台付襲である。

054号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形 ・ 調整等 出土層位 備考
器高

1 柑 口縁部完形
7.3 

内外ミガキ。赤彩。 床面密着

2 t甘 胴部完形 胴部ハケメ後ナデ。胴上部内面指頭押捺後 ピy ト

ナデ。

3 高原
J不部ほぽ完 18.1 

ハケメ後ミガキ。赤彩。 ピット
青3

」

4 f宛 x (14.3) 
口縁部ハケメ後ナデ。内面ナデ。赤彩。 床面密着

5 宝古E 胴部完形 頚部に円形の刺突文。胴昔日ハケメ後ミガキ。 6と伴出ピy 卜

胴部内面へラケズリ後ナデ。赤彩。

6 台付饗
口縁部X (11.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴上部へラケズリ ピy 卜 5と伴出
胴部〉ぎ 19.5 

後ナデ、胴下部へラケズリ、脚部ナデ。
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第177図 054号住居跡出土遺物

。 10cm 

055 B号住居跡 (第178・179図)

概要

本祉は、 055A号跡に北側のコーナーを切られており、また、南東の壁は新しい時期の溝に

より完全に破壊されていた。本社付近は、地山が削平されており、確認面iがほぼ床面であった。

また、地山の乾燥が激しく、調査は困難を極めた。

構造

本祉は、ほほ床面ーまで削平されており、壁際の地山の状態も悪かったため、検出した形状と

本来の形状は若干異なるかもしれないが、約 3.6X 4.0 m紅の方形を呈すると考えられる。炉

跡は、検出きれなかった。床は、全体が時いが、周囲の乾燥か、激しかったことを考えると断言

はできない。ピットは、床面において 6個と 055A号跡の床面の下に 2個検出された。これら

のピットは径30-40cm、深さ 27-65cmをはかる。柱穴と考えられる 4個は深さ48-65cmと深〈、

柱穴聞の距離は、長辺で 2.2m、知辺で 2.1mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状はやや歪んだ方

形を呈する。
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第178図 055B号住居跡

遺物の出土状況

本祉は、覆土がほとんどなかったため、出土した造物は土器が15F'I私1である。図示した裂は、

055 A号跡の床面の下から検出された柱穴の中より出土したものである。
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055B号住居跡出土遺物

成形 ・ 調整等

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。

059 A号住居跡 (第180・181図)

概要

本社は、 059B号跡を精査中、覆土中に部分的ではあるが、保い土層が検出され、この面を

059 A号住居跡と呼称した。

構造

059 B号跡の覆土中に検出された貼床は、黒色土を主体とし、砂質ロームの粒子が少量出じ

る土層で、厚さは 2-7 cmをはかる。この貼床の範囲は約 2.0X2.3mの不繋三角形で、これ

以外にも同じ高きにおいて、径15-32cmの円形を呈する3か所の貼床が検出された。炉跡は検

出きれなかったが、貼床上に径10X20cm、厚さ 1cm松の焼土が検出された。これだけの資料か

らこの遺構を住居跡と呼ぶのはふさわしくないかもしれない。
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第180図 059A号住居跡
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第181図 059A号住居跡出土遺物

遺物の出土状況

本土l上に伴うと考えられる遺物は、 R占床と同じ高さのものを含めた。土器ヵ、約12片で東側の末

端部に集中して出土した。図示した高杯は堅い貼床の範囲から20cm程離れているが、同じ高き

であることから本社に含めた。

059A号住居跡出土遺物

成形・調整等

060 A号住居跡 (第182図)

概要

本社は、 060B号跡の東壁を切っている。地山が東から西に傾斜する緩斜面上に位置する。

構造

本土止は、一辺4.12mの整った方形を呈し、西側の一部を除き幅12-20cm、深さ 7cm程の壁溝

ダ巡る。床面で焼土粒子 ・炭化粒子の分布が検出されたが、炉跡、は検出きれなかった。ピット

は2個検出され、東側の壁溝と接したピットは径35cm、深さ 12cmをはかり、南側の壁付近のピ

ットはf圭50cm、深さ 32cmをはかる。

遺物の出土状況

本祉から出土した遺物は、土器が約50片である。土器は、水分を受けたために器面の剥落し

たものが多い。また、実測できるような大形の破片はなかったが、口縁部の内外面共に、ハケ

メ調整が行なわれた後ヨコナデが施された聾の破片や、高杯の脚部でハケメ調整後、ミカ、キヵ、

施きれ、内外面共に赤彩されている破片等が出土している。
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第182図 060A号住居跡

061 A号住居跡 (第183・184図)

概要

4m 

本祉は、 061B号跡と重複すると考えられるが、撹乱が多く確認きれなかった。地山が東か

ら西に傾斜する緩斜面上に位置し、西に 7m程離れると一段低い台地になる。本土止は、南側が

撹乱を受けており、検出されたのは北東側のみである 。

構造

本I止は、北東側半分程しか遺存していないが、軸長3.65m程の隅丸方形を呈すると考えられ

る。炉跡は、住居中央より北側に位置し、径42X58cmの楕円形を呈する 。炉跡内からは焼土粒

子が多く検出された。床は、厚さ 5cm程の貼床で、全体に軟らかい。ピットは 3個検出され、

径26-44cm、深さ 24-37cmをはかる 。東側の壁際のピ ットは、住居跡外に張り出している 。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器が20片程であり、床面からわずかに浮いているものが大半で

ある 。
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第183図 061A号住居跡
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第184図 061A号住居跡出土遺物

061A号住居跡出土遺物

。 10cm 

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 高係 J.i 
(16.0) 

内外面ミ ガキ(? ).。 覆土 器面磨耗

2 費 口縁部% (10.0) 輪積み。口縁部ヨコナデ、 I岡部ナデ。口縁 覆土
胴部ys 部内面ハケメ後ヨコナデ。
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069 A号住居跡 (第S185-187図)

概要

本:tI1::は、 069G号制;を切って憐築されており、南東の慣は道路の下であるため、未調俗であ

る。本主1:付近の地山は平JIIである。

構造

本土止は、北東日足と南西日主との距離が 5.7mをはかり、もう一方の刺i長は、更に長いと考えら

れる。南西、北西、北京;の墜に附13-30cm、深さ 6-10cmのc.ti誌が検出されたが全周しない。

炉跡は住居中央よりやや北西に位置し、径70X110 co1、 j菜さ 8cmをはかり、焼土が多量に検出

された。床面の南西部と北東部にベッド状i1'H誌が検出された。南西部においては幅80-90cm、

高さ 5('111で、 3症状に認められ、北東部においては悩60-110 co1、出さ 5('01をはかる 味は、 H;';

褐色土と砂質ロームによる貼床で、全体に堅いが、ベット状遺構の部分においては、貼床の下

部は軟らかく 、砂質ロームも少ない。ピットは 9個検出された。ベッド状遺構と低い床とが接

する位置に検出された 4個が柱穴と考えられ、径34-48c01、深さ 60-80cmをはかる。柱穴聞の

距 離は、各辺共に 3.3mをはかり、各柱穴聞を結ぶ範囲は正方形を呈する。このほかのピット

は径:20-75cm、1朱さ 10-41cmて・ある。

荒掘り面は、中央部の 2.5X4.0m程の不整方形の範囲が周囲に比べ 8cm桂高い形状である。

遺物の出土状況

本跡から 出土 した遺物は土器て¥西側のコーナー付近から北西の壁にかけての限られた範囲

内からの出土である。これらの土器は床面近くから出土したが、 5だけが完形でそのほかは破

片である。

069号住居跡辞重複関係

E'F→C→B 

G→ A 

G→E→D 

(G 弥生期)

第185図 069号住居跡群重複関係
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第186図 069A号住居跡
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第187図 069A号住居跡出土遺物

10 

069A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位
器高

1 t不 x (14.1) ミガキ。内面ナデ。赤彩。 床面密着

2 t宛 ほぼ完形
7.3 

内外面ハケメ後 ミガキ。 床面直上
4.8 

3 t宛 )1 
(12.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面 ミガキ。 覆土
5.2 

4 器台 脚部)1 受部内外面 ミガキ、脚部ナデ。 3孔。 覆土

A
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5 器台 完形
8.6 

受部・脚部ミガキ。裾部内面ハケメ後ナデ。 床面密着8.8 
3孔。赤彩。

6 高 t不 口縁部% (20.8) 
口縁部内外国ヨコナデ後ミガキ、胴部内外 覆土

胴部y.o
面ミガキ。

7 き襲 胴部% 胴上部ハケメ後ナデ、胴下部ナデ。 覆土

8 婆 胴部% 輪積み。胴部内外面ハケメ後ナデ。 ピット

9 き堅 口縁部%
(19.2) 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 覆土

胴部1'2 胴上部ハケメ、胴下部ナデ。胴部内面ハケ

メ後一部ナデ。

10 饗 x (15.4) 
輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 覆土

胴部ハケメ後ナデ。

0698号住居跡 (第185・188・189図)

概要

本祉は、 069C号跡のほぼ真上に構築されている。

構造

本祉は、長軸5.60m、短軸5.22mをはかり、長軸はほぼ北西を向く 。各コーナーはやや丸み

を有するが、全体では方形を呈する。炉跡は検出きれなかった。床は、比較的軟らかく 、069

C号跡と重複していない北西の壁付近では部分的に貼床が認められた。 ピットは 5個検出され、

南側のコーナー付近のピットは径 1m、深さ50cmをはかり 、貯蔵穴と考えられる。ほかの 4個

は径21-36cm、深さ54-59cmであり、柱穴と考えられる。柱穴聞の距離は、長辺で2.7m、短

辺で2.6mをはかり 、各柱穴聞を結ぶ形状は方形を呈する。

荒掘り面は、中央が高〈、周辺が低い。本土止の下に検出された 069C号跡の荒掘りとも考え

られるが、周辺より高い範囲が、中央部に位置することから、本t止の荒掘りと考えられる。西

側のコーナーにおいては、幅20cm、深さ 4cm程の溝が検出された。

遺物の出土状跡

本祉から出土した遺物は土器であるが、少量である。床面近くでは、貯蔵穴周辺からの出土

がやや目立ったが、貯蔵穴付近以外からはほとんど出土していない。覆土中の遺物は、住居中

央からの出土が顕著である 。
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第188図 069B号住居跡
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第189図 069B号住居跡出土遺物

069B号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径 成形 ・ 調整等 出土層位 備考
器高

1 士甘 ~ 
(11.8) 

ミガキ。頚部内面へラケズリ。赤彩。 床面直上
8.6 

2 I不
口縁部% (13.4) 

輪積み。口縁部ヨコナデ、 体部ミガキ。 覆土
{本部Jィ。

口縁部内面ハケメ後ヨコナデ。

3 柑 口縁部完形 15.3 口縁部内外面ハケメ後ミガキ。赤彩。 ピット

4 器台 受部~
( 8.8) 

受部ハケメ後ナデ。内面ナデ。赤彩。 床面直上

5 器台
受音sX ( 8.5) 

受部内外面 ・脚部ミガキ。脚部内面へラケ 覆土
脚部}ぎ

スリ。 4孔。

6 器台 ほぼ完形 7.8 受部内外面・脚部内外面ミガキ。 3孔。 床面直上
8.5 

7 t甘 口縁部x (11.1) 
口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ。 覆土

069 C号住居跡 (第185・190図)

概要

本祉は、 069F号跡を切って構築されているが、 069B号跡に大半ヵ、破壊され、遺存してい

るのは東側の壁際だけである。

構造

本祉は、長軸6.20m、旬軸5.94mをはかり、長車由は北東をI古J<。全体の形状は方形を呈する。

炉跡は検出されなかった。床は、暗褐色土を主体にした貼床であるが、壁際しか遺存していな

かったこともあり、軟らかい。ピットは、床面で4個検出され、また、 069B号跡の荒掘り面

において検出された 5個の中の 41聞のピットが柱穴と考えられる。径32-52cm、深きは本祉の

ヴ，，
qペ
U

ワ臼



床面からでは約66-100 cm程になる。柱穴聞の距離は、長辺で 3.4m、短辺てい3.2mをはかり、

各柱穴聞を結ぶ形状はほぼ整った方形を呈する。

荒掘り面においては、南西と北西の壁際に幅24cm、深さ 5cm程の溝が検出された。この溝は

南東の壁のほほ中央て1.1m程北西に延びている。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器の細片が10程であり、床面からの出土は皆無である。

θ 

A.包.J.D

第190図 069C号住居跡

0690号住居跡 (第185・19卜 192図)

概要

一ー ・A'

本社は、 069E . G号跡を切っている。地山の掘り込みが浅いため、確認面がほほ、床面であ

った。
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第191図 069D号住居跡

<{ 

4m 

本土止は、軸長5.50mをはかり、南側のコーナーは丸みが強いが、全体としては方形を呈する。

炉跡は、住居中央よりやや北側に位置し、径55X88cmの楕円形を呈し、焼土が多量に検出され

た。床は、炉跡、の周辺を含め、中央から北西側にかけての範囲が堅い。ピ ットは 5個検出され

た。南側のコーナー付近のピットは50X60cmの方形を呈し、深さは17cmをはかり、貯蔵穴と考

えられる。 この貯蔵穴の覆土中から径10cm程の白色粘土のブロ ックが検出された。ほかの 4個

は径35-50cm、深さ66-59cmをはかり、柱穴と考えられる。柱穴聞の距離は、各辺が 2.4m、

3.0m 、 3.2 m、 3.3mをはかり、一定しない。このため、各柱穴聞を結ぶ形状は不整方形を

呈する。

荒掘り面は、全体に比較的平坦で、床面との比高差は10cm程である。北側の壁で、長さ 1.8

-239一
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第192図 069D号住居跡出土遺物

m、幅20cm、深さ 4cmの溝が検出された。また、この荒掘り面においては径20-58cm、深さ 16

-52cmのピットが9個検出された。この中の数個は 069G号跡に伴うものかもしれない。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は土器である。確認面がほぼ床面であったこともあり、約30片程であ

る。土器の大半は、南側のコーナー側に検出された貯蔵穴の覆土からの出土である。

069D号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成形・調整等 出土層伎 備考器高

1 高 t不 t不脚光
(14.7) 

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ。赤彩。 ピy卜

2 き聖 底部以外%
(17.2) 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 床面直上

胴上部ナデ、胴下部ハケメ後ナデ。胴上部

内面へラケズリ後ナデ、胴下部内面ハケメ

後ナデ。

3 き聖 胴部~ 胴下部ハケメ後ナデ。胴下部内面へラケズ 覆土

リ後ナデ。
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069 E号住居跡 (第185・193・194図)

概要

本社は、 069C . D号跡に切られている。また、本土l上は当初 069F号跡と合わせて 1軒の住

居跡と考えられたが、柱穴の位置から、 2車干の重複であることが判明した。地山への掘り込み

も浅く、この新旧関係は確認でなかった。

《

の

⑤ 

《

。 4m 

第193図 069E • F号住居跡
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構造

本土tl:は、東西の軸長6.18mをはかる。柱穴の位置から推測すると、南北の軸長は約6.80m程

で、長方形を呈する。炉跡は検出きれなかった。床は、暗褐色土を主体にした貼床で、遺存部

においては全体に軟らかい。ピットは床面で4個検出された。南側のビットは、 069D号跡に

一部破壊されているが、径68X76cm、深さ36cmをはかる。ほかの 3個は径54-68cm、深さ69-

96cmをはかり、柱穴と考えられる。この柱穴に対応する西側の柱穴は 069C号跡の床面の下か

ら検出された。柱穴聞の距離は、長辺で 3.3m、短辺で 3.0mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状

は長方形を呈する。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は土器で、すべて床面近くからであるが、量は少なく、細片ばかりで

ある。高原・器台の破片や、ハケメ調整された襲の破片等がある。

勺dイ

2 
。 10cm 

第194図 069E号住居跡出土遺物

069E号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度 口径
成形・調整等 出土層位 備考器高

t売
日中表部ya ( 9.6) 口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。 床面直上f本部ほぼ完 5.8 
形

(13.1) 
2 費 y. 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上

メ。

069 F号住居跡 (第185・193図)

概要

本社は、 069E号跡と合わせ、長方形を呈する 1軒の住居跡と考えられたが、その後の調査

により、 2軒に分離されたものである。 069E号跡との新11:1関係は確認できなかったが、 069

C号跡に半分紅切られている。
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構造

本社は、北東のコーナーと東側の墜が検出されたのみであり、東側の壁は 069E号跡の東側

の壁よりわずかに外側に検出された。交差する部分が、本祉の南東のコーナーと考えられ、こ

れを基にすると、本祉の南北の軸長は約 5.7m松である。床面においては、炉、ピット等は検

出されず、床面も軟らかい。

荒掘り耐からは、径40cm、深さ 33cmのピットが 1伽|と東側の壁に長き 2.2m、幅16cm、深さ

4 cmの溝が検出されたほかは、比較的平担ーである。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は 土器が少量で‘あり、図示できるものはなかった。ハケメ調整され

た襲の刷部破片が出土している。

071号住居跡 (第195・196図)

概要

本祉は、 070号跡の 7m位北側に位置する 。地山が東から西に傾斜する斜面上であるため、

西側のコーナーは検出されなかった。また、北東部分は未調査である。
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第195図 071号住居跡
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構造

本社は、南東から北西に向く軸長が、 6.43mをはかり南側のコーナーから推測すると、本祉

は主主った方形を弔する 、tlj'I':'i誇は、北両校び南東の部分に検出され、幅18-22cm、深さは 8-16 

cmをはかる。北西の1':;1';禽の内側には中日lOclll、高さ 8cmのテラスが検出された。炉跡は、住居跡

のはほ、中央に位置し、径28clll、深さ 4cmの円形を呈する。焼土粒子が多く検出された。床は、

厚さ 5cm程の貼床である。ピットは西側のコーナー側に 2f問、南側のコーナー付近に l個検出

され、径32-34cm、深さ 72-75cmをはかる。西jHIJの 2個のピ ットは、中央寄りのピ ットが柱穴

と与えられ、南j~IJ の柱穴との距離は 3.2 mをはかる。

荒掘り面は、北西の壁から内側へ 1.4m起の範囲がほかの面より 6crn紅低〈、この低い部分

の中央には、更に 8cm位低い径75X200cmの粁j円形状のピ ットが検出された。また、南西の壁

はこの荒掘りで検出されたものである。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は土器で、約80片程である。土器は磨耗した細片が多い。図示できな

かったが、炉跡の南側の床面から出土した土器は、ハケメ調整された胴部の破片で、小形の嚢

と考えられるものである。また、南側のコーナー付近から出土した土器は、床耐の高さより 5

cm程低い位置で検出されたもので、この場所に浅いピ ットがあったことがうかカ、える。
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第196図 071号住居跡出土遺物

071号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径 成形 ・ 調整等 出土層位 備考
器高

1 高坪 阿部x (12.6) 
内外面 ミガキ(つ)。赤彩。 ピット(ワ)器面磨耗

2 饗 x (16.6) 
輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 ピット(?) 器面磨耗

胴部内外面ハケメ後ナデ。
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072 B号住居跡 (第197・198図)

概要

本祉は、調査区中央の東側lに位置し、本社から東側へ12m程離れると比高差29m紅の出にな

る。本社付近は、地山が東から西に傾斜する緩斜面にな っており、また、 地山の直上まで削平

されていたため、確認面から床面までの比高差はわずかである。
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構造

本社は、南東から北西に向〈軸長が5.20mをはかり、南西から北東に向く軸長が4.90-5.40

mをはかり、やや不整の方形を呈する。炉跡は、住居中央よりやや西側に位置し、径42X104 

cm、深さ 4cmの楕円彩を呈し、焼土が多量に検出された。床は、黒褐色土を主にした貼床であ

るが、全体に軟らかい。ピットは 6個検出されたが、本社と重複している 072C号跡のピット

も含んでいると考えられる。やや不整ではあるが方形を呈すゐ本土止は、整った形の 4本柱には

ならないと考えられ、本土止に確実に伴うと言えるピットは南西の壁面に検出されたピ ットだけ

である。

荒掘り面は、北側のコーナー近くが、周囲より 12-17cm程低〈、そのほかは比較的平坦である。

また、本社東側には幅20cm、深さ 6cm程の弧状を呈する溝が検出されたが、この溝はその形状

からみて、 072C号跡の東側のコーナーと考えられ、本祉には伴わないと考えられる。

遺物の出土状況

本祉から出土した遺物は、土器・石器であり、土器は約 200片程であるが、器面の磨耗した

制片がほとんどである。土器は、炉跡の東側から少々まとまって出土したのが目立つ程度であ

る。

。 10cm 

門
凶
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5cm 
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第198図 072B・C号住居跡出土遺物
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072B号住居脚出土遺物

番号 器形 遺存度 口径 成形・調整等 出土層位器高

1 均 J1 
(11.0) 

ミガキ(?)。 床面密着 器面剥落
6.5 

2 砥石 一部欠損するが、長さ10.2cm、最大幅7.4cm、厚さ1.6cmをはかる。両面が使用面である。

砂岩。啄面直上。

072 C号住居跡出土遺物

成形・調整等

一部欠損するが、現存長 O.8cm、径 O.5cmをはかる。滑石。床面密着。

072C号住居跡 (第197・198図)

概要

本祉は、 072B号跡に半分以上切られており、床面が遺存していたのは北西及び南西の壁傾IJ

だけである 。また、 072B号跡の荒掘り面からは本札の東側のコーナーヵ、検出された。

構造

本社は、長軸7.20m、短軸5.70mをはかり、 長軸は北西をげIJ<。全体の形状は隅丸長方形を

呈する。炉跡は検出されなかった。床は、黒褐色土を主体にした貼床で、軟らかい。ピットは

3個検出されたが、 072B号跡内から検出されたピ ットの中の数個が本社に伴うと考えられる 。

柱穴と考えられるのは、 072B号跡の壁の下に検出されたピ ットと 072B号跡の西側のコーナ

ー付近に検出されたピ ットで、これらは径28-42cm、深さ84-88cmをはかる 。この柱穴間の距

離は、 2.9mであり、この柱穴に対応する柱穴は 072B号跡内の径30-34cm、深さ93-96cmの

ピットで、この 4個の柱穴を結ぶ形状は 2.9X3.2mの整った方形を呈する。

遺物の出土状況

本祉から出土した造物は、土器と管玉である 。土器は約40片と少ないが、そのほとんどは北

側のコーナー付近から床面に近い状態で出土したものである。嚢 1個体分と考えられ、口縁部

から底部までの破片であるが、細片が多〈、また、器面ヵ、磨耗していたこともあり復元するこ

とができなかった。この襲は口縁部と1阿部にハケメ調整が施されている 。

073 A号住居跡 (第199-201図)

概要

本土止は、 073B・C号跡のコーナーを一部切って構築されており、 074号跡とはわずか15cmの

距離で接している。本社付近の地山は東から西に緩〈傾斜している 。

月
j

A
せ

n
/臼



10' 

。 073 B 

E' F' 

ηυ
ハU

073 A 。。。

F A' 

級協級協胸間協M
疹爾弱場揚議亥4m 

第199図 073A・B号住居跡(1)

構造

本土止は、東西及び南北を向く軸長が約 5.0mをはかり、比較的整った方形を呈する。炉跡は、

中央よりやや北側に位置し、 20X82cmの規院で南北に細長い形状を呈する。炉跡内には焼土が

多量に検出された。床は、暗褐色土と砂質ロームの出合土による貼床であり、床面全体が堅い。

ピットは 6個検出され、西側の壁近くに検出されたピ ットは径38-46cmの惰円形であり、深さ

は12cmをはかる。南西のコーナー付近のピ ットは径54X94cm、深さ 25cmの惰円形を呈し、北側

の壁際から径10cm粧の白色粘土が検出された。このピットは貯蔵穴と考えられる。このほかの
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ピットは各コーナーを結ぶ対角線上に配置されており、柱穴と考えられる。径26-44cm、深さ、

55-81cmをはかり、柱穴聞の距離は、長辺 2.7m、短辺 2.3mで、各柱穴聞を結ぶ形状は長方

形を呈する。

荒掘り面は、住居西側において「コ」の字状に低い面が検出きれ、また、北東のコーナ一部

分はやや低い。 rコ」の字状の低い商は、幅90-100 cm、深さ 7cmをはかり、この中から 3個

のピットが検出された。ピットは径24-42cm 深さ 20-45cmをはかる。また、南側の壁から中

央に向って長さ 1m、幅30cm、深さ 3cm程の溝が検出されたが、この溝は径38cm、深さ 23cmの

ピットに続いている。

遺物の出土状況

本祉から出土した遺物は、少量の土器である。北西の貯蔵穴及び柱穴の覆土中から出土した

土器がほとんどであり、これらの土器は遺存度も良好である。貯蔵穴の覆土上面から出土した

3は完形の状態で出土し、 4はほほ、完全な形の状態で出土した。また、 2は北側の柱穴の覆土

上面から出土した。

。 10cm 

第201図 073A号住居跡出土遺物

-250一



073A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等
器高

1 士甘
口縁部泌 (12.4) 

口縁部ハケメ後ミガキ、胴部ミガキ。内面
胴部完形 6.5 

ナデ。赤彩。

2 士甘
口縁部x (12.1 ) 

輪積み。口縁部 ・胴部ハケメ後ミガキ。口
胴部完形

縁部内面ナデ、胴上部内面指頭押捺。

3 鉢 'フ三tlfノシ 8.2 
口縁部ナデ、体部内外面へラケズリ。

4.7 

4 繋 ほぽ完形
18.8 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ21.9 
メ。胴下部内面ハケメ。

5 察
口縁部% (17.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。
胴部}玉 18.4 

0738号住居跡 (第199・200・202・203図)

概要

出土層位 備考

覆土

ピ y ト

ピ y ト

ピット

ピット

本祉は、 073A号跡の重複し、西側のコーナ一部の床面が切られている。地山への掘り込み

が深く、覆土の状態も良好で、ある。

構造

本社は、長軸4.40m、短軸4.22mをはかり、長軸は北西を向く。形状は方形を呈する。炉跡

は、住居中央よりやや北西に位置し、規模は径70x90cm、深さ 10cmで、楕円形を呈する。炉跡

内に焼土粒子・焼土ブロック・炭化粒子 ・砂質ロームブロック・灰等が多く検出され、火床と

考えられるところにおいても焼土は少々検出されただけである。床面は、 073A号跡とほぼ同

じ高さにあるが、本社は砂質ロームを主体にした貼床で、相違は明瞭で、ある。床面において、

炉跡の周辺と炉跡の南東側に焼土粒子・炭化粒子が認められ、この範囲の床は軟らかいが、こ

こ以外は比較的堅い。ピットは、南東の壁に接して径58cm、深さ35cmのピットが検出されただ

けである。

荒掘り面では、北東及び南東の壁の一部を除き、溝が検出されたが、西側のコーナー付近は、

073A号跡に切られたためか検出されなかった。幅25~30cm、深さ 6 ~ 8 cmをはかり、北側の

コーナー付近ではコーナーのやや内側を巡る。更に、北西の壁から南西の壁にかけて、幅80~

150cm、 深さ 5cm程の低い面と住居中央よりやや東側に径約60cm、深さ約30cmのピットが2個

検出された。

遺物の出土状況

本土止からは、土器と£同銀が出土した。銅銭は炉跡の覆土上面(床面と同ーの高さ)から出土

したもので、検出された地点だけは径12cm程の灰を主体とした暗褐色土で、この周辺は焼土粒
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第202図 073B号住居跡出土遺物(1)
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子・炭化粒子・灰の混土層である。本祉から出土した土器は、ほとんどが西側の壁近くであり、

中央より東側からは土器片が数片出土したのみである。土器は完形あるいはほぼ完形の状態で

出土し、特に、西側のコーナーでは 6個出土したが、この中で 1・4・9・10は固まって出土

した。これらの土器は床面に密着の状態で出土したものはなく、直上あるいは床面から10cm程

浮いている。

n 

。 2.5cm 

〈二:> 12 

第203図 073B号住居跡出土遺物(2)

073B号住居跡出土遺物

番号 器形 i童存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 高杯 係部完形
19.0 

内外面ミガキ。 覆土
4 . 6・9
. 10と伴出

2 高原 I手部完形
13.2 

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、胴部内外 床面直上

面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内外面ハケメ。

3孔。

3 高 f手 t不音~)~
(21.5) 

口縁部ヨコナデ後ミガキ、胴部ミガキ。内 床面直上

面ナデ。

4 褒 完形 15.2 口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナデ(一部 床面直上
1 . 6・9

12.8 
に無節Rの縄文を縦回転施文)、胴下部へラ

. 10と伴出

ケズリ。

5 護
口縁部y2 (13.2) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ。 覆土
胴部y2

6 要 完形
15.0 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナ 床面直上 1・4・9
16.0 

デ、胴中部以下ハケメ。 . 10と伴出

7 空 口 縁部%
(19.0) 

車面積み。へラケズリ後tナデ(?)。 覆土

8 饗 ほぼ完形
(19.2) 

輪積み。口縁部内外面ナデ、胴上部へラケ 床面直上
18.3 

ズリ後ナデ、胴中部以下ミガキ。胴部内面

へラケズリ後ナデ。
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9 雪雲
胴下部以外 20.0 輪積み。口縁部ハデメ後ヨコナデ。HIfil部ハ 床面直上

1・4・6
cフbじp耳11ノ/ . 10と伴出

ケメ 。

10 墾
底部以外完 21.6 

輪積み。口縁部・胴部ナデ。 内面へラケズ 床面直上
1・4・6

形 . 9と伴出
リ後ナデ。

11 ほぽ完形
17.5 口唇部は指頭押捺により小波状を呈する。 床面直上褒 25.2 

口縁・胴中部ナデ、胴下部 ミカーキ。

12 銅鉱 長さ 2.5cm、幅 0.7cmをはかる。全体に欠損が著しく、形状は不明瞭であるが、両丸式であ

る。根には鉛カε見られ、茎は完存している。炉跡内。

073C号住居跡 (第204・205・310図)

概要

本社は、東側のコーナーが 073A号跡に切られている。また、本祉の中央は用水路が北東か

ら南西に走っており、未調査である。

構造

本社は、長軸6.90m、短軸6.70mをはかり、長軸は北東を向 く。 形状は隅丸方形を呈し、 l幅

16~25cm、深さ 12cm程の壁溝が全周する 。 床面には焼土が数か所検出されたが、炉跡は検出さ

れなかった。床は、暗褐色土と砂質ロームの混合土による貼床で、混合の程度により 3枚に分

層できる。床面の中央部は砂質ロームが主体で堅く、この堅い床面の下は暗褐色土と砂質ロー

ムがほぼ同量で軟らかく、壁側l主暗褐色土を主体とし軟らかい。本祉の床面には、南西の壁側

に比高差 6cmのべ、ッド状遺構が検出された。 このベッド状遺構の一部を含めた住居中央部分の

床面が堅い。ピットは 5個検出された。南西の壁に接しているピットは一辺85cm、深さ 35cmの

方形を呈しており、覆土には焼土粒子が認められ、貯蔵穴と考えられる 。 ほかの 4 個は径30~

34cm、深さ51~62cm をはかり、柱穴と考えられる 。 柱穴聞の距離は、各辺共 3.7m をはかり、

各柱穴聞を結ぶ形状は正方形を呈する。

荒掘り面は住居中央が高く、南東及び北東の壁の一部を除いた周辺が低い。中央より西側の

低い部分は深さ 9~ 16cmで、東側のコーナ一部分の低い面は深さ 7cmをはかる。西側において

は、低い部分と壁との聞に中央部と同じ高さの面が残っている。

遺物の出土状況

本土Jl:からは、約 100片程の土器が出土した。土器は住居跡内全域から出土したが、細片ばか

りで、ほとんど接合しなかった。
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第205図 073C号住居跡出土遺物

073C号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 t甘 〉五
(13 .0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土6.3 

2 高 I不 脚部完形 脚部ミガキ、脚部内面ハケメ 。3孔。 覆土

3 主要 口縁部%
(14.8) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土

074A号住居跡 (第206-208・310・313・314図)

概要

本社は、 073A号跡の15cm程南側に位置し、地山は東から西に緩く傾斜している。また、本

社は、調査当初 1軒の住居跡と考えられたが、本祉の床面の下に別なもう 1枚の床面が検出さ

れたため、上方の床面を有する住居跡を 074A号跡、下方から検出された床面の住居跡を 074

B号跡と呼称した。

構造

本祉は、長軸5.88m、短軸5.75mをはかり、長軸は北東を向く 。 わずかに胴張りのする隅丸

方形を呈する。床面直上の覆土は、焼土粒子・炭化粒子を多く含む暗褐色土で、図示しなかっ

たが、東側のコーナーから住居中央にかけて認められ、北東から南西に向かつて流入した様相

が観察された。なお、床面においても、焼土粒子・炭化粒子は顕著に認められたが、炉跡は検

出されなかった。床は、砂質ロームと暗褐色土との混合土による厚さ 8cm程の貼床で、床面の

堅い部分は砂質ロームが主体とな っており、壁際の軟らかい部分の貼床は暗褐色土が主体にな

っている 。 ピットは 4 個検出され、柱穴と考えられる 。 径30~34cm、深さ 48~80cm をはかる 。

柱穴聞の距離は、長辺で2.75m、短辺で:'2，60mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状は否んだ方形を

呈し、全体に西側に寄っている。本祉の床面の下に、 074B号跡と呼称した床面が存在するこ

とから本社は 074B号跡の床面の上に 8cm程の貼床を構築した拡張住居と考えられるが、柱穴

は 074B号跡の位置のまま利用している。なお、拡張された北東、南東部分は貼床ではなく、

地山を床面にしている。
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遺物の出土状況

出土した遺物は、土器が約 100片程と鉄器である。土器は、住居中央付近から破片で出土し、

床面から1O~20cm程浮いている。中央部以外からはほとんど出土しなかった。なお、本土li:から

は櫛描文が施された査の破片が、また、胴部にタタキメが施された曹の破片が出土したが、い

ずれも、住居中央部から床面より浮いた状態で出土したものである。
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第208図 074A号住居跡出土遺物

074A号住居跡出土遺物

口径
番号 器形 遺 存度

器高
成形・調整等 出土層位 備考

1 高 f不 脚部% 脚部ミガキ。内面ナデ。 3孔。赤彩。 覆土

2 高 t不 脚部% 脚部ハケメ後ミガキ。内面ナデ。 覆土

3 器台 脚音~.J1 脚部ハケメ後ミガキ。裾部内外商ヨコナデ。 覆土

4 き聖 口縁部ys (16.4) 
口唇部はキザミにより小波状を呈する。口 覆土

縁部内外面ナデ。

5 き聖 口縁部ys (20.9) 
口唇部は指頭押捺により小波状を呈する。 覆土

口縁部内外面ナデ。

6 き聖 x (18.0) 
口唇部は指頭押捺により小波状を呈する。 覆土

口縁部内外面ナデ。胴部ハケメ後ナデ。

7 鉄製品 長さ 7.8cm、幅 2.4cm、厚さ O.lcmをはかる。峰は直線的であり、直刃鎌と考えられる。

基端部は直線的であるが、折り返しが見られないことから欠損している可能性が強い。刃部

は薄く、内湾する。柄の木質は鋳着していない。覆土。
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0748号住居跡 (第206・207図)

概要

本社は、 074A号跡の真下に検出され、北東及び南東の壁が 074A号跡よりわずかに小さな

住居跡である。

構造

本祉は、長軸5.63m、短軸5.60mをはかり、わずかに胴の張る隅丸方形を呈する。 074A号

跡と比べて北東側で、25cm、南東側で15cm程ノトさい。炉跡は検出されなかった。床は、中央部が

竪く、壁際の周辺が軟らかいが、壁の周辺部は砂質ロームと暗褐色土の混合土による貼床であ

る。ピットは径28~32cm をはかり、柱穴と考えられる。現状の深さは40~72cmをはかるが、本

祉使用時においては、更に浅かったことも考えられる。

荒掘り面は、壁際の周辺部が中央に比べ10~20cm程低いが、中央部は荒掘りされておらず、

地山をそのまま踏み堅めて床面にしている。

遺物の出土状況

本祉は床面だけが遺存しており、出土遺物はない。

075号住居跡 (第209・210・310・314図)

概要

本祉は、地山が東から西に傾斜する斜面上に住置する。本祉の覆土は撹乱が多く、また、地

山への掘り込みが浅いため、床面は一部しか検出できなかった。

構造

本社は、長軸7.08m、短軸 7mをはかり、長軸は北東に向く。やや不整の方形を呈する。炉

跡は、住居中央に位置し、径32X40cm、深さ 8cmの惰円形を呈する。炉跡内には、多量の焼土

が検出されたが、炉跡の北西寄りの径70cm、深さ20cmのピットにも焼土粒子 ・灰が多量に検出

された。また、この炉跡とピットの周囲2m程の範囲は炭化粒子が多く検出された。床は、暗

褐色土と砂質ロームによる貼床であるが、全体に軟らかい。ピットは 5個検出され、南東の壁

近くに検出されたピットは径90cm、深さ40cmの不整円形を呈し、貯蔵穴と考えられる。ほかの

4 個は60~ 65cm、深さ 98~107 cmをはかり、柱穴と考えられる。各柱穴聞を結ぶ形状は一辺3.

5mの整った方形を呈する。

荒掘り面は、住居中央と西側のコーナー付近が高く、ほかが低く、比高差は 4~12cmをはか

る。また、この荒掘り面において、幅20cm、深さ 3~12cmの溝が北東の壁の一部と北側及び西

側のコーナーに検出され、更に東側の柱穴に続く溝も検出された。

遺物の出土状況

本祉は、覆土に撹乱が多かったこともあり、出土した遺物は少ない。貯蔵穴と考えられるピ

y 卜の北側の壁から、数片の土器が出土したが、このピットの周囲からは、ほとんど出土しな
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かった。また、北側及び南側の柱穴付近から、それぞれ10片程の土器が床面から出土したが、

細片が多い。なお、本土止からは胴部に櫛描文が施文された査の破片、タタキメを有する警の胴

部破片も出土している。
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第210図 075号住居跡出土遺物

075号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 高原 y. (15.4) 
係部ハケメ後ミガキ。内面ミガキ。 ピット

2 壷 胴部完形 輪積み。胴部ミガキ。内面ナデ。 ピット

3 費 口縁部ys (18，5) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。胴部ハケ 覆土

メ。

4 婆
口縁部){o (19.6) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。胴部ハケ ピ y ト
胴部%

メ後一部ナデ。

076号住居跡 (第211・212・312・314図)

概要

本祉は、 081号方形周溝遺構により北側のコーナーを切られている。また、地山への掘り込

みが浅く、覆土の上部が削平されていたため、確認面から床面まではわずか 8cm程で、あった。

構造

本祉は、軸長5.22m の整った方形を呈しており、幅17~26cm、深さ 16~25cmの壁溝が巡る。

壁溝は西側のコーナー付近がやや深い。床面からは、炭化材や焼土粒子 ・炭化粒子が検出され

たが、炉跡は検出されなかった。床は、砂質ロームを主体にした貼床であり、全体にやや堅い。

ピットは 6個検出された。北東の壁溝付近の 2個のピットは径30cm程で、深さも30cm程で、ある。

各コーナーの対角線上に検出された 4 個のピットは、径17~20cm、深さ 51 ~74cmをはかり、柱

穴と考えられる。この径20cm程の柱穴の覆土は周囲に比べ、非常に軟らかであったが、床面を

剥がした荒掘り面においては、 4個共径40cm前後のピットであった。これは、住居建築当初に

径40cm程のピ yトを掘り、径20cm程の柱を埋め込んだ後に周囲を埋め戻したことがうかがえ、

径20cm程の柱穴は柱の太さであると考えられる。
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荒掘り面は、中央部が高く、その周囲の壁際が低く、その比高差はわずか 4~ lOcmで、ある。

ピットは柱穴も含め 5個検出された。

遺物の出土状況

本社は、覆土の大半が削平されているが、床面に炭化材 ・焼土等が検出され、焼失家屋とも

考えられるわりには、出土した遺物は少ない。出土した土器は完形はなく、完形に近いものも

1個だけで、破片がほとんどである。南側のコーナーの 3が出土した隣からは、白色粘土が検

出された。図示できなかったが、本社から出土した高坪の脚部は胴がやや張らむものが多い。

なお、本土止からは櫛描文が施された壷の破片とタタキメのある翠の破片が出土した。
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第212図 076号住居跡出土遺物

076号住l居跡出土遺物

番号 器形 遺存度 口径
成形・調整等 出土層位 f蔚考器高

1 I不
口縁部% (12.5) 

内外面ミガキ。赤彩。 覆土体部ほぽ完 6.4 
形

2 士甘 ほぽ完形
8.6 

口縁部内外面ヨコナデ、頚部ハケメ後ナテ¥ 床面直上8.2 
胴部ナデ。内面ナデ。

3 柑
日 縁 部 % (10.7) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ナデ。内面 覆土
胴情s'Ya

ミガキ。

4 t宛 口縁部%
( 6.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。 覆土

5 高杯 t不部 x (12.6) 
口縁部内外面ヨコナデ。 覆土

6 高 f不 脚 部 x 脚部へラケズリ、裾部内外面ヨゴナデ。 覆土

7 費 ys (12.4) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部ミガキ (?)。 覆土 器面磨耗
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077A号住居跡 (第213-216・310・312-314図)

概要

本祉は、 081方形周溝遺構に北東のコーナーから南西のコーナ一部分を 1.7m程の幅で切ら

れているが、南東のコーナーはわずかに残存している。

構造

本社は、長軸5.50m、短軸5.40mをはかり、長軸はほぼ北を向く。東側のコーナーが丸みが

強く、問丸方形を呈する。炉跡は検出されなかった O 床は、砂質ロームを主体にした貼床で、

全体に比較的堅い。ピットは 4個検出された。北壁に近いピットは柱穴と考えられるが、中央

寄りの 2 個は位置からみて 077B号跡に伴う可能性が強い。本祉の 2 個の柱穴は、径35~38cm、

深さ 59~63cmで、これらの距離は 2.5m をはかる。

荒掘り面では、住居中央より西側に周囲より 8~ 13cm低い面が検出された。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は土器で、約 500片程出土した。土器の大半は、壁際から 50~100cm 

内側の住居中央部よりまとま って出土したもので、床面から 5~ 10cm程浮いた状態で出土した。

これらの土器は、大形の破片で出土したものが多いが、完形あるいは完形近い;犬態に復元され

たものはなしミ。出土状況及び土器の遺存度の状況より、一括して廃棄された土器と考えられる。

出土した土器は警が非常に多く、高郎、均等小形の土器は翠に比べ少なし、。嚢の口縁部を観察

すると、ハケメ調整の後ヨコナデを施した破片が60片程あり、ヨコナデのみの破片が30片、ハ

ケメ調整のみの破片はわずか 1片である。

077 A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径 成形・調整等 出土層位
器高

1 柑 口縁部x ( 7.6) 
口縁部内外面ミガキ。赤彩。 床面直上

2 均 胴部 J1 輪積み。口縁部・胸部ミガキ。内面ナデ。 覆土

赤彩。

3 査
口縁部y. (16.0) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土
胴部}五

赤彩。

4 高杯 係部 y. (19.4) 
輪積み。口縁部ハケメ後ヨコナデ、体部ハ 覆土

ケメ後ミガキ、脚部ミガキ。内面ミガキ。

5孔(?)。赤彩。

5 高杯 t不部x (12.2) 
杯部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 覆土

脚部IJ.ぽ完 8.7 
形 一部ハケメ。 3孔。赤彩。
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6 高 t不 t不部%
(19.2) 杯部内外面ヨコナデ後ミガキ。赤彩。 覆土

7 高原 t不部%
(20.8) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ。 覆土

赤彩。

8 器台
受部 M ( 8.0) 受部内外面ヨコナデ後ミガキ、脚部ミガキ。 覆土
脚 部% 8.2 

脚部内面ハケメ後ナデ。 3孔。赤彩。

9 器台 受部完形
7.7 受部内外面ミガキ、脚部ミカ、キ。脚部内面 覆土

ナデ。 3孔。赤彩。

10 器台 脚部完形 脚部ハケメ後ミガキ。内面ハケメ後ナデ。 覆士

3孔。赤彩。

器台 脚部完形 一 脚部ミガキ。内面ハケメ後ナデ。 3孔。 床面直上11 

赤彩。

12 高原 脚部% 脚部ハケメ後ミガキ。脚部内面ハケメ。 覆土

13 宜占E 口縁部ya (18.2) 
内外面ミガキ。赤彩。 覆土

14 壷
底部以外 13.8 口縁部ヨコナデ、重量部ハケメ、胴部ハケメ 床面直上
i.tll'完形

後ナデ。口縁部内面ハケメ後ヨコナデ、胴

部内面へラケスリ後ナデ。

15 褒
口縁部% (15.0) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外 床面直上
胴部完形

面ナデ。

16 護
口縁部% (15.4) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外 覆士
胴部y，

面ナデ。

17 饗
口縁部，}3' (17.2) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外 覆土
胴部y，

面ナデ。

18 査
口縁部% (16.2) 

口縁部内外面ヨコナデ、頭部ハケメ後ナデ。 覆土 器面磨耗
胴部%

胴部内外面ナデ(つ)。

19 婆 y， (10.8) 
輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 覆土

胴部ハケメ。

20 き聖
口 縁 部% (19.2) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部内外 覆土
1同部~

面ハケメ後一部ナデ。

21 褒 y， (14.0) 
口縁部内外面ハケメ後一部ナデ、胴部ノ、ヶ 覆土

メ。胴部内面ハケメ後ナデ。

?2 Z聖
口縁音3Xo。 (18.2) 

輪積み、口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ後一 覆士
胴部%

部ナデ。口縁部内面ハケメ後ヨコナデ、胴

部内面ハケメ。
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23 褒
口*~部ほぽ 16.1 

口縁部内外面ヨコナデ、頚部ハケメ後へラ 覆土
完形

胴部% ケズリ、胴中部ハケメ、 ijlciJ下部ハケメ後ナ

デ。胴部内面へラケスリ後ナデ。

24 宮里
口縁部lili' 19.8 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
完形
胴部% メ。

25 褒
口縁部}ぎ (18.8) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハケメ、 覆土
胴音~}3'

胴下部ハケメ後ナデ。内面ハケメ 。

26 費
底部以外 19.6 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 床面直上
完形

メ後一部ナデ。胴下部内面ハケメ後一部ナ

ア。

27 褒 y， (17.0) 
輪積み。口界部に米粒状の刺突文。胴部ハ 覆土

20.3 
ケメ後一部ナデ。

28 き要 % 
13.9 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
18.2 

メ。内面ハケメ後ナデo

29 褒
口縁部y， (18.6) 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケ 覆土
胴部liぼ完 22.3 
形 メ後一部ナデo

30 褒 % 
(15.2) 

輪干責み。口車豪昔日ヨコナデ、 1同昔日ハケメ後ナ 床面直上15.6 
デ。口縁部内面ハケメ後ヨコナデ、胴下部

内面ハケメ 。

31 吉里 胴音I\~ 胴部へラケズリ後ナデ。 覆土

32 饗 胸部ほぼ完 輪積み。胴部ハケメ 。内面ハケメ後ナデ。 覆土
育長

33 き聖 胴部% 胴部ハケメ後ナデ。内面ハケメ 。 覆土

0778号住居跡 (第213図)

概要

本土止は、 Oヂ7A号跡及び 081号方形周溝遺構により大半が切られており、遺存していたのは

南側の壁だけであるが、この遺存部分には撹乱が著しい。

構造

本土止は、南東・南西部のコーナーが遺存しているだけであるため、規模・形状は不明瞭であ

る。 077A号跡の床面下から検出されたピットが本社に伴う柱穴と考えると、本土止は約 4.6x

4.9m程の隅丸方形を呈し、長軸はほぼ北を向く 。炉跡は検出されなかった。床は、暗褐色土

を主体に与た貼床で、軟らかい。本社から検出されたピ y トは 2個であり、南西側のピットは

半分しか遺存していない。径30-40cm、深さ 63-65cmをはかり、柱穴と考えられる。 077A号

跡から検出されたピットを含めると、柱穴聞の距離は、長辺で3.0m、短辺で2.5m をはかり、

ヴー
円

L



各柱穴聞を結ぶ形状は歪んだ方形を呈し、更に住居跡の形状と比べても、全体に西側に寄りす

ぎている。

荒掘り面は南側において、柱穴と壁際の聞が中央に比べわずかではあるが低い。また、南西

の柱穴の南側から径46cm、深さ66cmのピットが検出された。

遺物の出土状況

本士止からは、士器が約30片程出土したのみである。細片が多く、笑i!!lJできる土器はなかった。

曹の胴部破片がほとんどで、ハケメ調整が施されている。

078号住居跡 (第217・218図)

概要

本社は、 081号方形周溝遺構に中央を切られ、東側と西側と に分断されている。地山は東か

ら西に緩く傾斜している。

構造

本社は、長軸5.93m、短軸5.81mをはかり、短軸が北西を向く。北西のコーナーだけがやや

丸みが強いが、全体としては方形を呈する。炉跡は、住居中央よりやや北西寄りに位置 し、 081

号方形周溝遺構に西側を切られている。径55cm程で、焼土が多量に検出された。床は、暗褐色

土を主体にした貼床で、全体に軟らかい。ピットは 4個検出され、柱穴と考えられる。北東及

び南東の柱穴は 2個のピットが重なった瓢形をしているが、北西及び南西の柱穴は半分だけが

遺存しているにすぎない。径36~60cm、深さ 41~74cmをはかる。北東及び南東の柱穴はそれぞ

れ外側のピットと考えられる。柱穴聞の距離は、長辺で 3.2m、短辺で 2.8mをはか り、各柱

穴聞を結ぶ形状は長方形を呈する。

荒掘り面においては溝とピットが検出された。住居跡の東側及びl半iiHljの瀧は壁から 34~64cm

程内側を巡り、幅20cm、深さ 6~ 8 cmをはかる。南西のコーナーから北西のコーナー付近の溝

は壁に接しているが、北側では壁から25cm程離れた内側を巡る。西側の溝の中に検出されたピ

ットは径18~28cm、深さ 25~61cmをはかり、このほかの 2 個のピットは径20~30cm、深さ 10~

22cmをはかる。なお、本土止の中央部の大形のピットは深さ 20~40cmをはかり 、 本祉は住居中央

部が周囲と比べ低い。

遺物の出土状況

本土止から出土した遺物は、土器が約 100片程である。床面近くから出土した土器は少なく 、

大半が覆土中からの出土である。完形あるいは完形に近い土器は少なく、細片が多い。また、

土器は、 081号遺構の西側からはほとんど出土せず、東側からの出土がほとんどである。饗の

口縁部破片をみると、口唇部に指頭、あるいはキザミのある土器が8片程、平縁の破片は30片

程検出された。
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第217図 078号住居跡

078号住居跡出土遺物

i. 

《

番号 器形 遺 存度
口径

成形 ・ 調整等 出土層位 f庸 考
器 高

1 地 口縁部パ
(11.4) 

内外面ミガキ。 覆 土

2 高 f不
脚部(J_ぼ

内外面ミガキ。 覆 土'フZ主E・m〆ク

係官日%
3 高 原 脚部(J_ぼ完 8.6 

受部内外面 ・脚部内外面ナデ。3孔。 覆 土官三 4.1 

内
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第218図 078号住居跡出土遺物

4 高 f不 脚部 ye 脚部 ミガキ、裾部 ミガキ後ヨコナデ。 覆土

5 費 口縁 部 %
(17.8) 

口唇部へラ状工具による押捺で、小波状を呈 覆土

する。口縁部内外面ナデ。

6 婆 胴部% 内外面ナデ。 覆土

7 饗 ye (18.8) 
口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケメ後ナ 覆土

ア。

079A号住居跡 (第219図)

概要

本土I1:は、 079B号跡の壁の一部を切っている。地山は東から西に緩く傾斜している。本祉は

覆土に撹乱が多く、また、地山への掘り込みが浅いため、確認面がほぼ床面であった。なお、

南側は道路のため未調査である。

構造

本祉は北側の半分程しか調査できなかったため、詳細な規模は不明であるが、東西の軸長は

約 4.5mをはかり、やや胴張りのする方形を呈すると考えられる。炉跡は完全には調査できな

かったが、中央よりやや西側に位置すると考えられ、径47X72cm、深さ 7cmの楕円形を呈する。

来は、厚さ14cm程の貼床で、あるが、住居中央部においては貼床の上部は砂質ロームを主体にし

た堅い床面であり、壁際及び中央の下部は暗褐色土を主体にしており、軟らかい。 ピットは、
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079A • B号住居跡第219凶

この間の距離は 3.3mをは

かる。

荒掘り面からは 2個のピットが検出された。炉跡の北側のピットは径45cm、深さ32cm、北壁

柱穴と考えられる 2 個が検出され、径32~61cm、深さ 40~75cmで、

深さ33cmの惰円形を呈する。
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に接して検出されたピットは径65Xl05cm、

遺物の出土状況



本祉からは、約20片程の土器が出土したのみであり、完形あるいは大形の破片等は検出され

なかった。ほとんどが曹の胴部破片であり、ハケメによる調整が施されている。

0798住居跡 (第219・310図)

概要

本祉は、 079A号跡に南西の壁の一部を切られており、南東側は道路のため未調査である。

なお、覆土は撹乱が多い。

構造

本祉は、南西から北東方向の納長が5.37mをはかり、方形を呈する。炉跡は中央よりやや西

側に住置し、径62x80cm、深さ 8cmの不整惰円形を呈する。炉跡内には焼士粒子が多く検出さ

れた。床は、砂質ロームを主体にした貼床で、住居中央部が堅い。ピットは 3個検出され、柱

穴と考えられる。径28~45cm、深さ 39~69cmをはかる。柱穴聞の距離は、長辺で 3 . 3m 、 短辺

で 3.0mをはかる。

荒掘り面からは 7 個のピットが検出された。径22~70cm、深さ 12~48cm をはかる。なお、比

高差はわずかであるが、約1.1x2.0m程の範囲の中央部が周囲に比べ低い。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器が 130片程である。細片ばかりで図示することはできなかっ

たが、出土した饗の口縁はハケメ調整後ヨコナデが施されているものが多い。

080号住居跡 (第220・221図)

概要

本社は、 069B号跡の 1.7m程西側に位置する。地山への掘り込みが浅く、また、覆土に撹

乱が多かったため、確認面は床面近くであった。

構造

本社は、北西を向く長軸が5.20~5 . 70m 、短軸が5.00m をはかり、不整方形を呈する。炉跡

は住居中央部に2か所検出された。共に径約25cm、深さ約 8cmをはかり、炉跡内には焼土が多

量に検出された。床は、砂民ロームを主体にした貼床で、中央部が堅い。ピットは 4個検出さ

れ、柱穴と考えられる。柱穴は径40~46cm、深さ 42~66cm をはかる。柱穴聞の距離は、各辺共

に約2.6mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状は正方形を呈する。

荒掘り面は、南東のコーナー付近と住居中央よりやや北側の位置の「コ」の字形を呈する範

囲が1O~17cm低し 1。また、この荒掘面り面からは、ピットが10個検出された。径25~55cm、深，

さ7~46cm をはかり、南東の壁際に集中している。

遺物の出土状況

本社は、覆土の大半が失なわれていたため、出土した土器は床面に近いものであるが、量は

少なく、また、細片ばかりである。
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第220図 080号住居跡
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第221図 080号住居跡出土遺物

080号住居跡出土遺物
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007号住居跡 (第222・223図)

概要

本土止は、 009号跡の 3m程東側に位置する。地山への掘り込みが浅く、また、覆土中には撹

占しが多かったため、確認面は床面に近かった。

構造

本祉は、軸長 3.8mの方形を呈する。床は、黒制色土と砂質ローム粒子の混合土による貼床
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第222図 007号住居跡及びカマド
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第223図 007号住居跡出土遺物
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で、全体に軟らかい。ピットは 2個検出された。東側のコーナー寄りのピットは径64cm、深さ

41cm、南側のコーナー寄りのピットは径 120cm、深さ44cmをはかる。本土止の北西部分の床面は

入念な精査をしたにもかかわらず、ピットは検出されなかった。南東側の 2個のピットは壁際

に寄りすぎており、柱穴かどうか不明である。

カマドは、北東の壁の中央に検出され、壁外への張り出しはない。袖は、貼床と同様に砂町

ロームと黒褐色土の混合土により構築されており、壁から 24cm内側で、幅が最も広く 30cmをはか

る。なお、天井部は削平されており、検出されなかった。底面には 6 cm程の深さの掘り込み

が検出された。両袖の内側は焼土化していたが、底面はそれほど焼けていない。

遺物の出土状況

本土l上からは、土器と石器が出土した。土器は、床面近くから出土したものがほとんどである。

西側のピットと f将来の壁の間と、南側のピットの北側から破片が重なるような状態で出土した。

土器は、原・饗・甑等であり、完全に復元された 6 以外は全体の%~泌程遺存している。これ

らの土器は下方から出土する破片は床に接しているが、上方から出土する破片は床より 6cm程

浮いた状態で検出された。

007号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考器高

1 t不 メ
(14.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後 覆土

ナデ。内面ナデ。赤彩。

2 郎 J1 
(14.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 床面密着4.5 
内面ナデ。赤彩。

3 杯 % 
(15.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、{事部ヘラケズリ後
4.5 

一部ナデ。内面ナデ。 床面直上

4 係 J1 
(14.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、休部へラケズリ。 床面直上4.4 
内面ナデ。

5 高郎 脚部のみ 脚部ナデ、裾部ヨコナデ。内面ナデ。赤彩。 覆土

6 雪菱 ほぼ完形 20.4 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。 床面直上28.7 
内面ナデ。

7 要 ya (16.0) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面直上

内面ナデ。

8 普匝 J1 
(25.0) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面直上
22.5 

一部ナデ。 内面ナデ。

9 曽E % (17.0) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面密着
11.9 

内面ナデ。
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0088号住居跡 ( 第224~226図 )

概要

本祉は、 008A号跡の南壁の一部を切って構築されている。本祉は 地山への掘り込みも比

較的深く、住居跡の遺存は良好である。

大〆i

ι2 
《i(γ 《

。
.5 

.6 ¥I-.s' 
.6 

8 ・7:O_l・
6. (す2 .3 。

3 3 
，5 

• • 7 
.3 

s.一一

ゑaム湯揚勿援Z
。

。。 一一・s'

。

ιJ 
〈

ー

l
J
Q

ー

l
J
O。

。

1
l
J
Q
 

4m 

第224図 008B号住居跡(1)
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偽造

本祉は、長軸4068m、短軸4013mをはかり、長軸は北東を向く。 形状は整った長方形を呈す

る。床は、砂質ロームの小ブロックを主体にした貼床で、全体に比較的堅い。ピットは、各コ

ーナーの対角線上に規則的に 4個が配置されており、柱穴と考えられる。径32-38cm、深さ36

-46cmで、柱穴聞の距離は、長辺で 203m、短辺で 202mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状はほ

ぼ正方形を呈する。

カマドは、北西の壁の中央よりやや北側に住置し、壁外に26cm張り出している。袖は、主に

砂町ロームで構築されており、部分的ではあるが焼土化している。底面は、径45X90cmの惰円

形状に掘り込まれ、厚さ 6cm程が焼土化しており、火床と考えられる。火床から倒立した状態

で高原が出土した。

荒掘り面からは、溝とピットが検出された。溝は北西及び南西の壁の一部を除き、ほぽ全周

するが、北東及び南西側では壁から10-20cm程内側を巡り、南東側は壁に沿っている。なお、

南東側の溝は柱穴とも接続している。潟の幅は15-30cm、深さ 6-8 cmをはかる。この溝の存

作は、本土il:.の長軸方向上の拡張を想定できるが、断定はできない。溝を除くと荒掘り面はかな

り平担であるが、検出された 3個のピットは、中央部に 2個、カマドの隣に 1個でそれぞれ径

50-82 cm、深さ 8-17cmと径70cm、深さ30cmで、ある。カマドの隣から検出されたピットは、貯

蔵穴とも考えられるが、床面においては検出できなかった。

51. 60 

放揚励 。 1 m 

第225図 008B号住居跡カマド (2)
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遺物の出土状況

本社からは、土器が 150片程出土した。出土した土器は、床面から 5~10cm浮いているもの

が大半であり、北側のコーナーから南側のコーナーを結ぶ対角線上に多い。 4はカマドの中央

に部部を下にした状態で出土 した完形品であり、支脚として使用されたものと考えられる。
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第226図 008B号住居跡出土遺物

0088号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径

成形 ・調整 等 出土層位 備考
器高

1 f不 ys. (14.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 覆土

内面ナデ。赤彩。

2 I不 パ
(15.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 床面直上

内面ナデ。赤彩。
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3 t平 % 
(14.4) 
5.7 

15.0 4 高 t不 ，フ三i; jfノノ
10.8 

5 き賃 ys (24.0) 

6 費
口縁昔日% (15.0) 
胴部%

7 首長 シi
(26.0) 

8 褒 底部%

013号住居跡 (第227 ・ 2~8図 )

概要

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。

内面ナデ。

口縁部内外面・裾部内外面ヨコナデ、胴部 カマド内

ヘラケズリ。内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面直上

ナデ。内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面密着

内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ後 床面密着

一部ナデ。 内面ナデ。

胴部へラケズリ後ナデ。 床面直上

本土止は、 012号跡の 3.5m程南側に位置する。北西の壁際か ら中央部分にかけて、荒掘 り面

よりも深く削平されており、また中央部分は、本土tI:に伴わないピット のため破壊されている。

構造

本土止は、一辺4.93mの方形を呈する。覆土中あるいは床面の直上には炭化材がかなり認めら

れたが、床面が焼けている状態ではなかった。床は、暗補色土を主体にした貼床で、全体に軟

らかい。ピットは、北側のコーナー近くに 2個検出された。壁際のピットは径65x 70cm、深さ

54cmで、覆土は焼土粒子・炭化材の小片・ 炭化粒子を多 く含む黒色土であり 、上面の壁際から

中に向かつて落ち込むような状態で炭化材が検出された。な お、このヒットの周囲や中からは

土器が多く出土しており、貯蔵穴と考えられる。このピットから 10cm程東側に検出さ れたピッ

トは、径21cm、深さ62cmをはかる。この小形のピットは柱穴と考えられたため、住居の各コー

ナ一付近を精査したが、ほかのピットは検出されなかった。

カマドは、北西の壁に構築されていたと考えられるが、削平されており遣存していない。

荒掘り面は、わずかな比高差であるが、中央部が高く、壁側の周辺部が低い。

遺物の出土状況

本祉の床面近くの壁際において、炭化材が多く検出された。出土した遺物は、土器と石器で

あるが、土器は北側の貯蔵穴の内外からがほとんどで、そのほかには破片が10数片出土 したに

すぎない。貯蔵穴周辺から出土した土器は、ほぽ床面密着の状態であり 、中から出土した土器

は覆土上面の壁側及び底面近くから検出された。な お、貯蔵穴の内外から出土した土器の中で、

10・12を除く郎・高坪は、ほとんどが完形あるいは完形に近い状態の大形の破片で出土したこ
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とが持徴的である。 10・12は削平部分に近いことから、その時に破壊されたのかもしれない。
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013号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存 度
口径:

成形・調整等 出土層位
器高

1 t不 完形
14.0 口縁部内外面ヨコナデ、 f本部へラケズリ。 ピァト底面
4.5 

内面ナデ。赤彩。

2 t:f 完形
13.0 

口縁部内外面ヨコナデ、 f宇部へラケズリ。 ピット底面
4.6 

内面ナデ。赤彩。

3 t宛 口縁部 %
(11.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、 f本部へラケズリ。 貼床内

赤彩。

4 高士不 円フ台ロ; mノ~ 14.6 
口縁部内外面・裾部内外面ヨコナデ、脚部 ピy ト壁際 係部磨耗

11.8 
へラケズリ。赤彩。

5 高杯 完形
12.8 

口縁部内外面ヨコナデ、 f手部内外面ナデ、 床面密着
9.5 

脚部へラケズリ。赤彩。

6 高 t不 ぞフきEmコ，シz 14.4 口縁部ヨコナデ後へラケズリ、脚部へラケ ピット底面
10.5 

ズリ、裾部内外面ヨコナデ。内面ナデ。

赤彩。

7 高 t不 時~X (14.4) 
口縁部内外商・裾部内外面ヨコナず、脚部 撹乱部より 派部磨耗

脚部完形
ヘラケズリ。内面ナデ。

8 高 t不 完形
14.0 

輪積み。脚部へラケズリ、裾部内外面ヨコ ピ y ト 杯部磨耗
10.4 

ナデ。

9 高 t干 杯部}五
(13.6) 

輪積み。 床面密着 器面磨耗

10 費 口縁部%
(15.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面密着

内面ナデ。

11 普匝 }五 ヘラケズリ。 覆土

12 饗
口縁部ほぽ 20.2 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。
完形 ピット覆土
胴部% 内面ナデ。

13 砥石 長さ16.5cm、最大幅8.5cm、厚き5.3cmをはかる。両面が使用面である。なお、線刻状の使

用痕も認められる。泥岩。床面直上。

029G号住居跡 (第108・229・230図)

概要

本社は、 029D・E号跡の土層断面を精査中に確認されたものである。南東の壁は既に削平

されており、壁は 3辺しか遺存していない。

構造

本社は、遺存部における壁間の距離が2.53mをはかり、方形を呈する。床面は 029D• E号
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第229図 029G号住居跡及びカマド

跡の覆土を掘り込み、部分的な貼床をもって構築されており、中央部分と南東側との床面が堅

い。ピッ トは検出されなかった。

カマドは、北西の壁の中央に位置し、壁外への張り出しはない。カマドの天井部は削平され

ており、また、撹乱が多く、遺存状態は悪い。袖は、砂質ローム ・山砂 ・暗褐色土で構築され

ており、 内側は焼土化しているが、火床部分の焼土は堆積が薄い。

遺物の出土状況

本社からは、土器が40片程出土した。住居南東部分の床面からは、 t不がほぼ完形に近い状態

で 4個出土した。これらの郎は上から1→3→4の)1闘で重なっていたもので、この 3個と接する

位置に 2が出土した。

~プイ た斗::J.

~ー」ノ4 。 10cm 

第230図 029G号住居跡出土遺物
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番号 器形 遺 存度
口径
器高

1 f不 Iiぼ完形
(14.1) 
3.8 

2 Z不 ほぼ完形
15.2 
4.2 

3 杯 完形
12.5 
3.9 

ほぼ完形 (13.2) 
4 N干

3.8 

030号住居跡 (第231・232図)

概要

029G号住居跡出土遺物

成形・調整等

口縁部内外面ヨコナデ、休部へラケズリ。

内面ナデ。赤彩。

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、体部内外

面ミガキ。

口縁部内外面ヨコナデ、 f本部へラケズリ後

一部ナデ。内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ。

本社は、 031A号跡の北 5mの平坦面に住置する。

構造

出土層位

床面直上
器面磨耗
2 . 3・4
と伴出

床面直上 1・3・4
とIf半出

床面直上 1 . 2・4
とf半出

器面磨耗
床面密着 1 . 2・3

とf半出

本社は、一辺約 4.0mをはかり、方形を呈する。床は、砂質ロームと暗褐色土の混合土によ

る厚さ 10cm程の貼床で、全体に堅い。ピットは 5個検出された。北側のコーナー近くのピット

は径 47cm、深さ44cmをはかり、貯蔵穴と考えられる。そのほかの 4個は径21~28cm、深さ 38~

49cmで、柱穴と考えられる。柱穴聞の距離は、各辺共に 1.7mをはかり、各柱穴聞の形状はほ

ぼ正方形を呈する。

カマドは、北西の壁の中央に位置し、壁外への張り出しはない。袖は、砂質ロームを主体と

し、暗褐色土を含む混合土で構築されており、遺存していた形状は「ハ」の字状を呈する。

荒I屈1)面は、北側のコーナ一部分を除いた壁際が中央部に比べ 6~ 8 cm程低いが、その範囲

は極めて不整で、ある。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、土器が 100片程であり、大半は床面近くからの出土である。 6は

住居中央付近から破片で出土したものである。カマドの中央部分から土製支脚が出土したが、

ノド分を受けていたため脆く、取り上げることができなかった。出土した土製支脚は径 6cm、長

さlOcm干皇で、ある。
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第232図 030号住居跡出土遺物

030号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 tJ， ，フ7'e・m〆'" 14.0 口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、 f本部へラ
床面密着3.6 ケズリ後ミガキ。内面ミガキ。

2 t不 ys (14.0) 
口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、体部へラ 覆土

ケズリ後ミガキ。内面ミガキ。

3 I不 ys (11.0) 
口縁部内外面ヨコナデ(?)。 床面直上 器商磨耗

4 ミニチュ7 πフ土io*'ク:~ 8.9 
内外面ナデ。 覆土3.2 

5 褒 底部% ヘラケズリ後ナデ。 覆土

6 雪堅 完形
12.2 口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。

床面直上25.7 内面ナデ。

031 A号住居跡 (第121・233・234図)

概要

本祉は、 03H}跡の 6軒の中で最もH、F期の新しい住居跡で、 031B . E号跡の壁を一部切っ

て構築されている。なむ、本祉のl有方 5mに 030号跡が佐置し ている。

構造

本社は、長州4.58m、恒紬4.39mをはかり、長軸は北東を向く。形状は方形を呈する。床は、

11i''i.削色土を主体にして砂町ロームの粒チを含む貼床であるが、全体に1欧らかい。ピットは、6
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個検出された。I有と京{J!iJのコーナー近くに検出された 2個のピットは、それぞれ径42cm、深さ

1 9cm と径30cm 、 深さ 46cm をはかる 。 このほかの 4 個は柱穴と考えられ 、 径28~40cm 、 深さ 61 ~

74cmをはかる。柱ン目〈聞の距離は、長辺で 2.2m、短辺で 2.1mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状

はほぼ正方形を呈する。

カマドは、北凶の壁の中央部に位置し、蝿道と考えられる部分だけが壁外にわずか"6cm程張

り出している。袖は、砂町ロームを主体にして構築されており、内側は焼土化している。底面

は以色を呈する砂町の土層で、熱変化のため赤変している部分がある。また、カマドの右側の

ピットは中から焼土粒-fが多1止に認められた。このピットの底面は砂JIltロームによる堅い貼床

である。

荒掘り面は、北西及び市凶の壁の-音[5を除く壁際が中央剖1より 7cm程低し、。 031E号跡と重

複する南東の壁際も 中央に比べ低いことから、本祉は 031E号跡の荒掘り面をも掘り直して形

成されている。

遺物の出土状況

本社からは、土器が80片程l~JJ土した 。 大半は覆土中であり、「拘束の壁近くからの出土が多い。

6はカマドの隣のピット 1:面からの出土であり、 3.5m程離れた床面直上出土の破片が接合し

た。

¥
¥
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第234図 031A号住居跡出土遺物
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番号 器形 選存度
口径
器高

1 t不 YJ 
(12.8) 

2 f不 YJ 
(14.0) 

3 t不 )1 
(14.6) 

4 I売 完形
13.2 
8.7 

5 褒 底部%

6 褒
口縁部% (21.0) 
胴部}五 24.7 

035A号住居跡 (部235・236凶)

概要

031 A号住居跡出土遺物

成形・調整等 出土層位 備考

口縁部内外面ヨコナデ、休部ヘラケズリ後 覆土

一部ナデ。内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後 覆土

ナデ。内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後 覆土 器面磨耗|

ナデ(?)。

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ヘラ 覆土

ケズリ後一部ナデ。内面ナデ。

ヘラケズリ 。内面ナデ。 覆士

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラ
ピy ト・床

面密着
ケズリ。内面ナデ。

本社は、 035B汗跡・ 092サ講状遺構の A音11を切って構築されている。本祉の北西の壁側は

床面まで達する溝により破壊されている υ また、南西側は地山が削平されていたため、確認面

がほぼ床面であ った。

構造

本社は、長軸4.50m、短軸4.40mをはかり、長軸は北東を向く 。形状は方形を呈する。床は、

lIi'f耐色土を主体にして砂町ロームを含む貼床で、全体に軟らかい。ピ y トは 6個検出された。

東側のコーナーに検出されたピ ットは径60cm、深さ 58cmをはかり、!!?蔵穴と考えられる。西側

のコーナーに半分程遺存していたピットは、深さ 16cmをはかる。中央部分の 4個のピットの中

で、南西のピットは 2個が重複していたものであるが、これらの 4個は柱穴と考えられる。径

24~42cm、深さ 36~44cm をはかる 。

カマドは、北東の壁の中央に位置し、煙道部が壁外にわずかに張り出している。カマドの構

築材は、砂質ロームとlIi'f制色土の混合土であり、袖の内側及び天井部は焼土化している。また、

カマド内の底面も良好な焼土が検出された。

荒掘り面は、全体に平胆であるが、 4個の ピ y トが検出された。カマドの隣に検出されたピ

ットは径50cm、深さ 25cmで、時制色土を主体にして砂町ロームを含む覆土である。中央部に並

ぶ 2個のピットは砂質ロームのブロックを主体にしてH
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第236図 035A号住居跡出土遺物

トは径78cm、深さ25cm、南側の ピットは径72cm、深さ13cmをはかる。また、北西の壁際のピ y

卜の覆土は焼土ブロ yク・焼土粒子を多く含み、規模は40x50cmの方形で、深さ39cmをはかる。

遺物の出土状況

西側がほとんど削平されていたため、本社から出土した約 100片程の土器は東側からの出土

である。多くの土器は床面あるいは床面近くから出土したが、完形の状態で出土したものはな

く、完全に復元されたものもない。

nh
u
 

n
u
d
 

ヮ“



番号 器形 遺 存度
口径
器高

1 f不 ~ 
(15.2) 
4.7 

2 t不 IJ'.Iま完形
14.2 

3 f手 ~ 
(11.5) 

4 高原
脚部ほほ
円7士Ejfjノ'" 

5 高係
脚部ほぼ
'フ士会tjfj〆/ 

6 褒
胴下部以外 15.3 
'フ三E1Eノノ

7 褒
口縁音~~ (18.5) 
胴吉日YJ

8 饗
口縁部泌 (24.2) 
胴上部完形

9 要
口 縁 部% (20.6) 
胴音sYJ 28.6 

036A号住居跡 (第237・238図)

概要

035A号住居跡出土遺物

成形 ・ 調整等

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。

内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、体部ヘラケズリ後

ナデ。内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後

ナデ。内面ナデ。

輪積み。脚部ヘラケズリ後ナデ、裾部内外

面ヨコナデ。内面ナデ。赤彩。

脚部ヘヲケズリ後ナデ、裾部内外面ヨコナ

デ。内面へラケズリ。赤彩。

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラ

ケズリ。内面ナデ。

輪積み。口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面へラケスリ後一部ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。

内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナデ、胴中

部以下へラケズリ。内面ナデ。

本土止は、床面がほとんど削平されていた。

構造

出土層位

床面密着

覆土

床面密着

床面直上

覆土

床面直上

覆土

床面密着・

ピy ト

床面密着

本祉は、長軸3.70m、短軸3.25mをはかり、長軸は北東を向く。形状は方形を呈する。床面

は、中央付近に一部遺存していただけであるが、黒褐色土を主体にした厚さ 5cm程の貼床であ

る。 ピyトは 2個検出された。壁際のピットは径39cm、深さ 75cm、住居中央のピットは径76cm、

深さ81cmをはかる。

カマドは、削平されていて遺存していなかったが、北側のコーナ一部分の荒掘り面から焼土

が検出され、この位置にカマドがあったと考えられる。

遺物の出土状況

本社から出土した遺物は、図示した土器3個だけであり、いずれも床面からの出土である。
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第238図 036A号住居跡出土遺物

036A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度 口径
成形・調整等 出土層位 備考器高

1 t手 y. (12.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、体下部回転へラケ 床面密着 須恵器

ズリ。

2 高原 t不部 y. (19.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、 I不部内外面ナデ。 床面密着

赤彩。

3 高 f不
係部%

15.2 口縁部ヨコナデ後ミガキ、脚部ミガキ。 床面直上
脚部%

脚部内面ヘラケズリ。

038F号住居跡

概要 (第143・239・240図)

本社は、覆土の大半が削平されており、確認面から床面まではわずか 8cmで、ある。

構造

本土止は、長軸4.43m 、短軸4.30~4 . 00m をはかり、長軸は北東を向く 。 南西の壁は北東の壁

に比べ30cm程短く、全体としてはやや不整の方形を呈する。床は、砂町ロームを主体にした貼

床で、全体に竪し、。 ピ y トは 5 個検出された 。 径26~42cm、深さ 20~42cm をはかり、南側部分
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038F号住居跡第239図

これらのピ y トは柱穴と考えられる。柱穴聞の距離は、長辺では2個のピットが接している。

で2.7m 、短辺でl.8m をはかり、各柱穴聞を結ぶ形状は長方形を呈し 、全体に北西に片寄っ

ている。

カマドは、北西の壁の中央に位置する。ほとんどが削平されており、袖の一部が遺存してい

カマドの底面からは焼土・炭化粒子が愉出された。

遺物の出土状況

ただけである。

本社は、覆土の上部が削平されていたため、出土した遺物は床面近くのものばかりである。

土器 ・鉄器が出土したが、住居中央部からの出土は少なし、。土器は約70片程であり 、細片が多

3m程離れた小破片と接合した。lは南側のコーナ一部分からその大半が出土し、L、o

038F号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径 成形 ・ 調 整 等 出土層位 備考
器高

胴部%
1 饗

底部完形
胴部ヘラケズリ。 内面ナデ。 床面直上 器面磨耗

2 高原 脚部完形 脚部へラケズリ、裾部内外面ヨコナデ。 覆 土

係部内面ミガキ、脚部内面へラケズリ。

3 万 子 刃部の長さ 2.4cm、茎の長さ 3.8cm、厚さO.2cmをはカ、る。全体に銭化か著い当。刃部は内

湾して細くなっており、茎には木質の銭着は認められない。刃部・茎共に欠損は新しい。

床面直上。
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第240図 038F号住居跡出土遺物

039A号住居跡 (第153・241・242図)

概要

本祉は、 039B・C号跡を切って構築されている。地山への掘り込みは浅く、確認面と床面

の比高差はわずかである。

構造

本祉は、長軸6.22m、短軸6.04mをはかり、長軸は北西を向く 。形状は方形を呈する。 床は、

黒拡j色土と砂丘ロームによる厚さ 8cm程の貼床で、全体に軟らかい。ピ y 卜は、径24~54 cm、

深さ 38~90cmのものが4 個検出され、柱穴と考えられる 。 柱穴聞の距離は、 各辺共に 3.3m を

はかり、各柱穴聞を結ぶ形状はほぼ正方形を呈する。

カマドは、北東の壁のほぼ中央に位置し、壁外への張り出しはない。袖は、砂ftロー ムで構

築されており、内側が焼土化している。カマド底面は、床面から20cm低く 、火床には多量の焼

土が検出された。

荒掘り面は、比較的平坦で、あるが、 6 個のピ ッ トが検出された。径33~90cm、深さ 20~54cm

であるが、この中には 039B号跡に伴うピットも含まれていると考えられる。

遺物の出土状況

本祉からは、約200片程の土器が出土した。土器は 住居中央からはほとんど出土せず、壁

際から出土するものが多いが、 *fH片ばかりである。 完形に近い状態に復元された土器は ]

4の2個だけである。また、カマド付近に多く出土するとい う傾向も指摘できなし、。
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第242図 039A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径
器高

1 t平 ほぽ完形
13.6 
4.2 

2 杯 y. (13.8) 
4.3 

3 杯 }五
(15.9) 

4 費 ほぼ完形
11.8 
13.1 

040A号住居跡 (第243・244図)

概要

039A号住居跡出土遺物

成形・調整等

口縁部内外面ヨコナデ、体上部へラケズリ、

体下部 ミガキ。 内面ナデ。

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、体部内外

面ミガキ。

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、体部内外

面ミガキ。

ロ縁部内外面ヨコナデ、 I阿部内外面ナデ。

出土層位 備考

床面直上

覆土

床面密着

床面密着

本祉は、台地の東側の外れに位置している。本祉の南側半分は削平され、ピットだけしか遺

存しておらず、また北側半分も覆土の一部が削平されている。

構造

本祉は、南西の壁が全く遺存していないため、全体の芦見膜はやや不明瞭であるが、削平部に

検出された柱穴を基に推測すると、長軸は約 5.5m程であり、短軸5.00mの、長軸が北東を向

く方形を呈する。床は、茶褐色土を主体にした厚さ 7cm程の貼床で、比較的軟らかい。 ピット

は床面の遺存部分で5個、削平された南側で2個が検出された。カマドの南fHlJ及び西側のピ ッ

トはそれそやれ径47cm、深 さ20cmと径95x 100 cm、深さ30cmをはかる。柱穴と考えられる 4個は

径38~ 53cm、深さ 50~93cm をはかり、 4 個の配置はやや不整である 。

カマドは、北東の壁の中央に位置し、壁外への張り出しはない。袖は、茶制色土と砂町ロー

ムで構築されており、内側は若干焼土化している。底面に検出された焼土は少量である。
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荒掘り面は、比較的平坦であるが、 9個のピ y トが検出され、床面で検出されたピ y トと重

複しているものが多い。柱穴と重複しているピ y トの深さは20~ 58cm、住居中央部に検出され

たピットの深さは1O~32cm をはかる 。

遺物の出土状況

本祉は北側の半分が遺存しているだけであるが、約 150片程の土器が出土した。住居中央部

から出土した土器は少なく、壁際からの出土が多い。特にカマド周辺から出土した土器が多く、

これらは完形に近い状態のまま床面近くから出土した。

040A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成形・調整等 出土層位
器高

1 t不 'フ士E*仁ノノ
14.4 

口縁部内外面ヨコナデ、体部ナデ。内面ミ 床面直上
3.6 

ガキ。

2 t.:r; x (12.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナテ、。 覆土

3 I不 完形
14.8 

口縁部内外面ヨコナデ、体部ナデ。体下部 床面密着
5.2 

内外面へラケズリ 。

4 高原
f不音s/f (16.8) 

口縁部ヨコナデ、派部内外面ミガキ、脚部 覆土
脚部完形

内外面へラケズリ 。

5 主要 胴部完形 輪積み。胴部へラケズリ。内面ナデ。 覆土

6 要
口縁部完形 18.2 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケスリ 。 床面直上
胴部M

頚部内面へラケズリ、胴部内面ナデ。

7 自民
胴部% 27.3 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ヘラケスリ。 十床面密着
以外完形 27.0 内面ナデn

8 き重 ほぼ完形
18.0 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部タタ 床面直上
27.9 

キ後ヘラケズリ。内面ナデ。
} 

9 刀子 長さ 4.1cm、茎幅1.2cmをはかる。両関式の万子と考えられる。覆土。

040E号住居跡 (第243・245図)

概要

備考

本土u:は、 040C . D号跡を切って構築されており、 040A号跡の 3m程南西に位置する。な

お、北東側は未調査である。

構造

本社は一部しか調査していないが、遺存している側の軸長は4.75mをはかり、不整の方形を

呈すると考えられる。床は、砂質ロームを主体にした厚さ 8cm程の貼床で、比較的堅い。ピッ
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f「史、1 ミヰブぞ
第245図 040E号住居跡出土遺物

トは 2個検出され、径・深さ共に約30cm前後で、ある。

カマドは北西あるいは南東の壁に位置すると考えられる。

遺物の出土状況

。 10cm 

本社から出土した遺物は、礁が4点と土器が15片程であり、床面近くからの出土である。須

恵器のI不と坪蓋が出土したが、セットにはならない。

番品 器形 遺存度
口径
器高

1 t不蓋 )イ
(13.2) 

2 t不 完形
12.4 
3.9 

041号住居跡 :;，246-249[ヌ[)

概要

040E号住居跡出土遺物

成形 ・ 調 整 等

口縁部内外面ヨコナデ、体部回転へラケズ

j。

口縁部内外面ヨコナデ、{本下部回転ヘラケ

ズリ。

出土層位 備考

床面直上 須恵器

床面密着 須恵器

本土i上は、 042号跡の 0.5m担北側に位置する。地山は比較的平坦で、ある。なお、覆土の上部

が削平されている。

構造

本針。は、長市1115.38m、tH軸5.08mをはかり、長'Ii自は北東を向く。形状は方形を呈する。床は、

砂町ロームを主体にした厚さ 10cm程の貼床で、全体に堅い。ピットは 5個検出された。カマド

の隣に検出されたピットはj!?蔵穴と考えられ、径54cm、深さ75cmをはかる。ほかの 4個は柱穴

と考えられ、径40~43cm、深さ 68~74cm をはかる。柱穴聞の距離は、長辺で2 .4m 、短辺で2 . 3

m をはかり、各柱穴聞を結ぶ形状はほぼ正方形を呈する。

カマドは、北凶の壁の中央に位置し、壁外に15cm張り出している。袖は、上部が削平されτ

いるが、砂町ロームを含む黒体j色土で構築されている。底面は、円形に 4cm程掘り込まれてい

るが、両隣には深さ約10cmで、焼土粒チを多く含むピ yトが2個検出された。
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荒掘りげliは、比較的平副であるが、不整形のピットが3個検出された。住居中央に検出され

たピットの覆土は、下部では砂11ロームを主体にした黄褐色土であり、上部(住居床面)は黒

制色土を主体にして砂町ロームを含む良くしまった貼床になっている。ほかの 2個のピットも

同様の覆土である。

遺物の出土状況

本社からは、 300片以上の土器が出土した。土器は、床面あるいは床面近くから出土するも

のが多く、完}f~ あるいは完形に近い土器も多い。また、住居中央部から出土した土器は少なく、

壁{jlljが多いが、特に、北京の壁近くと南西の壁jli:くから出土した土器が多い。北東の壁近くか

ら出土した士出は郎が多く、完形の状態のままの出土であり、南西の壁近くから出土した土器

は饗が多いが、破片の状態で出土し、完全に復元されたものは少ない。

041号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度 口径
成形・調整等 出土層位 備考

器高

1 t不 完形
14.2 

口縁部内外面ヨコナデ、体部ヘラケズリ。 床面直上4.3 
内面ナデ。赤彩。

2 t手 ほぼ完形
13.0 

日縁部内外面ヨコナデ、体部ヘラケズリ。 床面直上
4.0 

内面ナデ。

3 t不 完形
12.8 

日縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ 。 床面密着
3.9 

内面ナデ。

4 t不 ピフとE・*ノ4 
15.2 

口縁部内外面ヨコナデ、休部へラケズリ。 床面密着
5.5 

内面ナデ。赤彩。

5 t不 せフじァ jf:ノノ 14.4 
口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 床面直上

3.9 
内面ナデ。赤彩。

6 t不 円フ士t jf:ノノ 15.0 
口縁部内外面ヨコナデ、体部ヘラケズリ。 床面直上3.9 
内面ナデ。

7 t不 完形
13.6 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後 床面直上
3.9 

ナデ。内面ナデ。

8 t不 I:f.ぼ完形
15.2 

口縁部内外面ヨコナデ。 床面直上 器面磨耗
4.4 

9 t不 ほぼ完形
15.0 

口縁部内外面ヨコナデ。 床面密着 器面磨粍
4.3 

10 t手 完形
14.4 

口縁部内外面ヨコナデ、{本部ヘラケズリ後 床面直上
4.5 

ナデ。内面ナデ。

11 高原 脚部% 脚部内外面ヘラケズリ。派部内面ナデ。 覆土
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12 高 原 脚 部% 脚部へラケズ リ。係部内面 ・脚邸内面ナデ。 覆土

13 高原 脚部1J'.lf涜 t不部・脚部へラケズリ後ミガキ。係部内面 覆土

苦手 ナデ、脚部内面へラケズリ。

14 高原 'フ会i; fflノ〆 14.9 
口縁部内外面ヨコナデ、派部内外面ナデ、 床面直上

11.8 
脚部ヘラケズ リ、裾部内外面へラケズ リ後

ヨコナデ。

15 婆 % 
(13.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面直上
12.5 

内面ナデ。

16 吉富 'フさE豆Y島ノ< 16.4 
口縁部内外商ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。 床面直上

24.1 
内面ナデ。

17 き菱
口縁部完形 16.2 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズ リ。 覆土胴部}ぎ
内面ナデ。

18 き菱 口縁部 %
(24.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、内面ナデ。 覆土

19 褒
口縁部% (20.0) 

輸積み。口縁部内外面ヨ コナデ、胴部へラ 覆土
胴部%

ケズリ。内面ナデ。

20 費
口縁部% (18.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 覆 土
胴部x 27.0 

内面ナデ。

21 褒
胴下部M 17.0 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面直上
以外完形

内面ナデ。

22 褒
口縁部 % (21.0) 

口縁部ヨコナデ、胴部へラケズリ。内面ナ 床面直上
胴部% 27.0 

ア。

23 褒 IJ'.ぼ完形
16.6 

口縁部内外商ヨコナデ、』岡部へラケズリ。
床面直上

27.3 ピット覆土
内面ナデ。

24 費
胴下部% 1同部へラケズリ。内面ナデ。 床面密主ま
底部完形

25 褒 x (18.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 覆土

内面ナデ。

26 き要 ys (16.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 覆土

内面ナデ。

27 甑 % 
20.6 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部タタキ後へラ 覆土20.5 
ケズリ。内面ナデ。

28 首長 胴下部x 胴部へラケズリ。 覆土

29 首E 胴下部ys 胴部ヘラケズリ。 覆土 器面磨耗

30 普氏 % 
(28.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面直上26.8 
内面ナデ。
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第249図 041号住居跡出土遺物(3)

045号住居跡 (部250・251凶)

概要

本t止は、 044分間、の 2m佐東fl!ljに位置する。地山は比較的平坦で、ある。

構造

-4，;祉は、 一辺5.57mの整った}j形を呈する。 北西の壁の一部を除き、 幅1O~20cm、深さ 4

~ 8 cmの壁謀が全周する。 床は、 砂ftロームを主体にした厚 さ5cm程の貼床で、全体に堅い。

ピットは 7個検出された。南{J!iJのコ ーナー近くのピットは径70cm、深さ94cmをはかり、貯蔵穴

と考えられる 。 各コーナーの対角線上に位置する 4 個のピ ッ トは径15~26cm、深さ 76~86cm を

はかり、住穴と考えられる。この柱穴の覆土は周囲に比べ、非常に軟らかく 、床面を剥がした
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第251図 045号住居跡出土遺物

jfL.j"l:t¥ 1)而においては ，1f[古|共作34-50cmのピットであった。床面で検出された、径15-26cmの柱

穴は柱の太さと考えられる。このほかの 2個のピットは径17cm、深さ40-90cmをはかる。

カマドは、北西の壁の中央よりやや西側に位置し、壁外への張り出しはない。袖は、砂町ロ

ームを主体にして構築されており、壁際の方が遺存は良好である。カマドの袖の両側にはピッ

トが 2個検出された。右側のピットは、径48cm、深さ15cm、左側のピ y卜は、径40cm、深さ 13

cmをはかり、覆土中に多量の焼土が検出された。

荒掘り面は、比較的平坦であるが、北側のコーナーに浅い凹みが検出された。また、前述し

たように柱穴は径34-50cmのピットであることが判明した。

遺物の出土状況

本祉からは、 約150片程の土器が出土した。覆土中からは多くの細片が出土し、床面近くか

ら出土する土器は少ない。 6は貯蔵穴と考えられるピ y トの覆土中から出土した裂であり、完

形に近い。

045号住居跡出土遺物

番号 線形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 {精考
器高

1 t手 シi
(13.0) 

11縁部内外商ヨコナデ、 f本部ヘラケズリ後 覆土

ナデ。内面ナデ。

2 t手 完}彩 14.0 口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケスリ 。 床面復去
4.4 内面ナデ。

3 I不 y. (17.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、 f本部内外面ミガキ。床面直上

4 I不 x (14.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ 。 床面密着

内面ナデ。
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046号住居跡 (第252-255図)

概要

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ 。

内面一部ヘラケズリ 。

本土止は、 039E号跡の 1m程東側に位置する。地山は比較的平副である。北東部分は、住居

跡構築以前の風倒木の痕跡を残すピ y 卜の上に床、カマドを構築している。

構造

本土止は、長軸6030m、短軸6010mをはかり、長軸は北西を向く 。形状は方形を呈する。床は、

HIHめ色土を主体にした厚さ 8cm程の貼床で、全体に堅い。 ピットは 8個検出された。東日!IJのコ

ーナ一近くのピットは柱穴も含め 5個が重複し、複雑な形状であるが、深さは70-90cmをはか

る。各コーナーの対角線上に位置する 4個のピ ットは柱穴と考えられ、径35-60cm、深さは71

-80 cmをはかる。

カマドは、北京の壁の中央よりやや北西側に位置し、壁外に23cm張り山している。本祉のカ

マドは、本祉より古い時期の ピッ トの東側IJに砂町ロームを貼って構築されており 、袖の内{J1IJは

くびれをもたず、壁に対して直角方向に検出された。

荒掘り出は、北西及び南西の壁際の一部が60cm程のl隔で、中央より 5cm程低い。このほか 7個

のピ yトカマ会出された。径20-70cm、深さ13-18cmをはかる。

遺物の出土状況

本tilから出土した遺物は、土器が 200片担である 。床面から 5-10cmむ浮いているものがほ

とんどであり、 10・11は広い範囲に破片が検出されたが、完全には復j亡されなかった。12は点

{tlij の ピ y トの中から口縁を Fにして山土した完)f~ に近い大形の裂である 。 なお、カマド周辺か

らの i車中めはなかった。

046号住居跡出土遺物

番号 器形 選存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 rf ~ ( 608) 内外面ナデ。 覆土

205 

2 t平 % 11.3 口縁部内外面ヨコナテ¥体部へラケスリ 。 覆土
309 

内面ナデ。

3 t平 ~ 
(1302) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後 覆土
403 

ナデ。内面ナデ。
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第253図 046号住居跡(2)

4 t不 x (14.2) 
口縁部内外商ヨコナデ、 {本 ì'fI~ヘラケズ 1 ) 。 )ぷluiu'i 1: 
内面ナデ。

5 t不 % 
(13.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズ リ。 覆 土4.8 
内面ナデ。 赤彩。

6 t不 J..2" 
(14.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、 体部へラケズリ。 覆土5.1 
内面ナデ。 赤彩。

7 饗 J..2" 
(14.5) 

口縁部ヨ コナデ後へラケスリ。1阿部ヘラケ 床面直上

ズリ。内面ナデ。

8 朝s霞~ y. (30.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面へラケ 覆土

ズリ後ナデ。
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第254図 046号住居跡出土遺物(1)
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第255図 046号住居跡出土遺物(2)

9 褒 y3' 
(17.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、 1同部内外面へラケ 床面直上

ズリ後ナデ。

口車華音E・1同
(25.5) 

10 甑 上部% 25.0 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ、 覆土

胴下部% 内面ナデ。

11 首E
口縁部完形 27.8 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面直上
胴部% (20.9) 

内面ナデ。

12 察 ほIJ.'完形 23.0 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 ピy ト

33.0 
内面ナデ。

13 石製品 長さ 3.5cm、最大幅 2.0cm、厚さ 1.0cmをはかる。基部に 0.6cmの小孔が認められる。全面

が研磨されており、磨製石斧状を呈する。滑石。覆土。

055A号住居跡 (511256・257削)

概要

本社は、台地上南側の先端部近くに位置し、 055B号跡の北側のコーナーを切っている。 な

お、地山まで削平されているため、住居跡の遺存は極めて悪く 、確認面がほぼ床面であった。

また、東側のコーナー付近には撹乱があり 、床面及びカマドの一部が破壊されている。
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第256図 055A号住居跡

構造

本社は、長軸5.90m、短軸5.60mをはかり、長軸は北西を向く。南側のコーナーがやや丸み

を有するが、全体としては、方形を呈する。床は、黒褐色土を主体にした貼床である。ピ y ト

は 5 個検出された。これらのピットは径25~38cm、深さ 28~67cmをはかり、配置は整っていな

いが柱穴の可能性が強い。

カマドは、北東の壁のやや東側に位置するが、削平されていたためにほとんど遺存しておら

ず、詳細は不明である。

荒掘り面で検出されたピットは、径20~40cm、深さ 20~40cmをはかる。北側のコーナーに検

出された 2個の ピyトは、 055B号跡に伴うものと考えられる。

遺物の出土状況

本祉は、覆土の大半が削平されていたため、 出土した遺物は、 すべて床面近くのものばか

りで量は少なく、土器が30片程出土したのみである。
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第257図 055A号住居跡出土遺物

055A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存 度
口径

成形・調整等
器高

1 t不 ほぼ完形
14.4 

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。4.9 
赤彩。

2 t不 iJ.ぽ完形
11.5 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後
4.1 

ナデ。内面ナデ。

3 t不 y. (13.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。

4 褒 断面三角形を呈する使用痕が7条認められ

る。

056A号住居跡 (第258・259図)

概要

5cm 

出土層位 備考

床面密着

ピッ ト

床面密着

床面直上

本社は、台地上南側の先端部近くに位置する。南側及び東側は新しい時期のピ ットあるいは

溝により破壊されており、北側の半分が遺存しているのみで、この遺存部分も覆土が削平され

ている。

構造

本社は、北東及び北西の壁の一部が検出されただけであり、 全体の規模は不明瞭で、あるが、

一辺 4.4m程と考えられる。床は、時褐色土を主体にした厚 さ8cm程の貼床で、時い。ピッ ト

は 5 個検出され、径16~45cm、深さ 32~45cm をはかる 。 北側及び西側の大形のピ ッ トは、 Jlí'蔵

穴と考えられる。柱穴は、東側及び西側に検出されたが、北側の部分は精査したにもかかわ ら

ず、検出されなかった。
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カマドは、北京の壁のやや北寄りに位置し、壁外に 7cm張り出している。袖は、砂T{ローム

とH在制色土により構築されており、内側 5-10cmは焼土化 している。また、!丘面でも焼土が良

好な状態で検出された。

荒掘り面は、比較的平111であるが、カマドよりやや中央寄りに径85x 120 cm、深さ 7cmの附

円形のピットが検出された。

遺物の出土状況

本土l上からは、土器が約 100片程出土した。 カマド周辺から出土した上搭がほとんどであり、

カマド周辺以外からは細片がわずかに出土した・のみであ る。カマドの両側から出土した土器は、

完形あるいは完形に近い状態で出土し、床面からわずかに浮いた状態であった。特に、カマド

左側から出土した土器が多く、 8は倒れて、押し潰れた状態で、また、 10は口縁を下に して倒

立したままの状態で出土した。

056A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層住 備考器高

1 t不 lilま完形
(13.0) 

口縁邸内外商ヨコナデ、体部内外面ナデ。 床面直上4.5 

2 t不 liぼ完形
(13.2) 

口縁部内外国ヨコナデ、体下昔日M転ヘラケ 床面密着 須恵器4.5 
ズリ。

3 t不 'フ土E・ 'Jf!ノ多
12.3 

口縁部内外国ヨコナデ、 体下部凶転へラケ 床面直上 須恵器4.9 
ズリ。

4 t不蓋 'フ士t 1Eノノ
13.5 

i1縁部内外面ヨコナデ、 1本F部凶転へラケ 床面直上 須恵器4.7 
ズリ。

5 高 t手 'フ士巳・ fflノ〆 13.2 
口縁部内外面ヨコナデ、t手邸内外面ミガキ、床面直上9.9 
脚部へラケズリ、裾部内外面ヨコナデ。脚

部内面ヘラケズリ後ナデ。

6 高 t不 派部YJ (16.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、係部内外面ナデ、 床面直上

脚部完形 10.0 
脚部へラケズリ 、裾部内外商ヨ コナデ。

t不部YJ
カマド内 須恵器7 高 t不 脚部liぽ完 ( 9.8) ヨコナデ。

背長 7.5 

8 褒 'フ±巳; fflノノ 18.0 
日縁部内外面ヨコナデ、胴昔日へラケズリ。 床面直上

28.8 
内面ナデ。

9 き護
口縁部% (17.4) 

内総部内外商ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。 覆土
胴部.Ys

内面ナデ。
」
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10 主ili
胴下部以 16.6 

口縁部内外面 ヨコ ナデ、胴部ヘラ ケズリ。 床面直上
'フdロEI江lノノ

内面ナデ。

11 要 円フ台t lf:ノノ
17.6 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズ リ。 床面密着
26.3 

内面ナデ。

057A号住居跡 (第260・261図)

概要

本土止は、 096号溝状遺構、 057B号方形遺構により、壁及び床面を切られている 。なお、本

社付近は地山が削平されており、覆土の大半が失なわれていた。

構造

本土l上は、長軸4.35m、短軸4.10mをはかり、長軸は北西を向く 。形状は方形を呈する。床は、

暗褐色土と砂質ロームによる厚 さ6cm程の貼床て¥南側のコ ーナー付近を除いた範囲が堅し )0

ピットは床面で3個、 0578 . 096号遺構の底面から 2個検出された。 南側のコーナー寄りの
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第261図 057 A号住居跡出土遺物

ピットは径55cm、深さ41cmをはかり、貯蔵穴と考えられる。ほかの 4個は径25-30cm、深さ36

--58cmをはかり、柱穴と考えられる。東側の柱穴はやや北に寄りすぎており、各柱穴聞を結ぶ

形状は歪んだ方形を呈する。

カマドは北西あるいは北東の壁に構築されたと考えられるが、破壊され、遺存していない。

遺物の出土状況

本土止からは、土器が15片出土したのみである。床面近くから出土したが、細片が多い。

057 A号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成 形・調整等 出土層位 備考
器高

1 高 t不 脚音~~ 脚部内外面へラケズリ。係部内面ナデ。 覆土

2 昔k 胴昔日% 胴部へラケズリ。内面ナデ。 床面直上

国ーーー--'--

059E号住居跡 (第262・263図)

概要

本社は、 096号溝状遺構、 059F号方形遺構により北側のコーナー付近が切られている。地

山への掘り込みが浅く、また、地山が削平されていたため、確認面がほぼ床面であ った。

構造

本社は、長軸5.00m、短軸4.70mをはかり、長軸は北西を向く。形状は方形を呈する。床は、

砂質ロームを主体にして暗褐色土を含む貼床で、全体に堅い。ピットは 6個検出された。西側

のコーナー近くのピットは貯蔵穴て¥径44X67cm、深さ42cmの楕円形を呈する。各コーナーの

対角線上に住置する 4個は径37-45cm、深さ30-49cmをはかり、柱穴と考えられる。柱穴聞の
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第262図 059E号住居跡

距離件、長辺で 2.5m、短辺で 2.4mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状はほぼ正方形を呈する。

カマドは、北西の壁のほぼ中央に住置し、わずかではあるが壁外に張り出しを有する。本土I1:

のカマドは、 096号遺構により破壊され、なお、上部が削平されており、遺存状態は極めて悪

しミ。

遺物の出土状況

本社は、覆土の大半が削平されていたため、出土した遺物はわずかで、ほとんどがカマド

の周辺から出土した 。
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第263図 059E号住居跡出土遺物

059 E号住居跡出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 t砲 ys (14.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部ヘラケズリ。 カマド付近

内面ナデ。

2 饗 ys (14.7) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 床面直上

内面ナデ。

3 墾 底部完形 胴部ヘラケズリ。内面ナデ。 床面密着

0648号住居跡 (あ264・265図)

概要

本土ll::は、 096号溝状遺構により南側のコーナーが切られている。地山は東から西に緩く傾斜

している。

構造

本土止は、一辺4.90mの方形を呈する。床は、時制色土を主体にした貼床で、全体に堅い。ビ

ットは 8個検出された。北側のコーナー及びカマドの隣のピットは貯蔵穴と考えられる。コー

ナー近くのピットは径60cm、深さ30cm、カマドの隣のピットは径50cm、深さ50cmをはかる。各

コーナーの対角線上に位置する 4 個のピットは径34~40cm、深さ 30~50cm をはかり、柱穴と考

えられる。柱穴聞の距離は、長辺で 3.0m、短辺で 2.9mをはかり、各柱穴聞を結ぶ形状はほ

ぼ正方形を呈する。北東の壁{!刊と南西の壁際のピットは共に16cmの深さである。

カマドは、北西の壁の中央に位置し、壁外に27cm張り出している。袖は、砂質ロームで構築

されており、内{J!iJ8 cm程は焼土化している。煙道は径10cmで、ある。カマドの底面も焼土化して

おり、炭化粒子が多く検出された。

荒掘り面lでは、住居中央と南西の壁側に径 1m前後の不整円形の浅い凹みが検出された。

遺物の出土状況

本土tl:からは、土器が 150片程出土した。東側のコーナー付近と南側の柱穴付近に床面近くか

ら破片で出土した@竹fほとんどで、カマド周辺からの出土はなかった。
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第265図 064B号住居跡出土遺物

0648号住居跡出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 t不 x (12.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 床面直上

4.5 
内面ナデ。赤彩。

2 tt: J1 
(13.9) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 ピット
内面ナデ。赤彩。

3 t平 x (14.8) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 覆土

内面ナデ。
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4 t不 y. (12.4) 
口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 ピット
内面ナデ。

5 t平蓋 ほぼ完形
14.3 

口縁部内外面ヨコナデ、体下部回転へラケ 床面密着 須恵器
5.0 

ズリ。

6 褒 y. (16.4) 
輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラ 床面密着

ケズリ。内面ナデ。

7 費
胴下部以外 18.8 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ σ
宅フeeff:ノ~ ピット

内面ナデ。

8 褒 ys (30.4) 
輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラ 床面直上

ケズリ。内面ナデ。

9 言書 ys (18.2) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 覆土

内面ナデ。

2. そのほかの遺構と遺物

081 A号方形周溝遺構 (都266・267[';ij)

本遺構は、東から西に傾斜する緩斜面上に位置し、 076、 077A . B、078号跡を切っており、

更に 0818号遺構の外側の壁を切っている。平面形は、やや隅の丸い台形を呈する。北壁が最

長で、外周15 .4m 、南壁の外周12.8m 、東壁及び西壁の外周は12.3m をはかり、幅96~124 cm、

深さ 78~95cmで、ある 。 周溝底面はやや凹凸が目立ち、北東コーナー付近の底面が最も高く、南

西コーナー付近の底面が最も低いが、その標高差は36cmをはかる。覆土の状態は、基本的には

上部が黒色土で、下部は砂町ロームを主体とした黄制色土である。砂町ロームの粒子・ ブロッ

ク等の混入状態から、更に詳細な分層が可能で、あるが、自然埋没と考えられる。方形周溝の内

側及び周溝底面は精査したにもかかわらず、土域等の施設は検出されなかった。

出土した遺物は土器であるが、すべて覆土中から出土し、ほとんどが細片である。図示でき

なかった土器の中で、高郎の脚部は13個体検出されたが、この中の 7個体は脚部中央がふくら

む形;伏である。

081 B号方形周溝遺構 (者l266図)

本遺構は確認面において、 081A号遺構と同ーの遺構と考えられたが、調査を進める中で、

081A号遺構と分離されたものであり、 076、 077A . B、 078斗跡を切っているが 、 081A 

号遺構により外側の壁を切られている。平面形は台形を呈する。 081A号遺構と同様に北壁が

最長で、内問1l.2m、南壁の内周10.6m、東壁の内周10.0m、西壁の内周10.4mをはかり、東

側における溝の幅80cm、深さ 43~65cmで、ある 。 周溝底面は凹凸が目立ち、 081A号遺構同様に
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第267図 081A号方形周溝遺構出土遺物

北東コーナー付近の底面が最も高く、南西コーナー付近の底面が最も低いが、その差は38cmを

はかる。覆土の状態も、基本的には 081A号と同様で、あり、 1-.部が県色土、下音15が貨制色土で、

自然埋没と考えられる。方形周溝の内側及び周溝!底面からは土域等の施設は検出されなかった。

出土した遺物は、覆土中から土器が少i11険出されたが図示す ることはできなかった。

081 A号方形周溝遺構出土遺物

番号 器形 遺存度
口径 成形 ・ 調整等 出土層位 備考
器高

1 高 t不
脚部ほぼ 係部内外面 ・脚部ミガキ。赤彩。 覆土完形

2 器台 受部 u ( 8.6) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。 覆土

3 旦h旦d4CコA 受部 M
( 7.2) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、脚部内外 覆土

面ハケメ後ナデ。

旦台巴d 4E3 荷 脚部完形 脚部ミガキ。脚部内面ナデ。 覆土4 

5 器台 脚部% 脚部ハケメ後ナデ。内面ナデ。 覆 土

6 登 口縁部%
(13.6) 

口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、頭部内外 覆土
面ミガキ。

7 要 口縁部%
(16.0) 

口縁部内外面ヨコナデ。 覆 土

082号土繍 ( 釘~268凶 )

本遺構は、 001号跡の 8m西側に位置し 、 091号溝状遺構とはわず、か10cm程離れている。平

面形は、径90x 98cmの不整円形を呈し 、深さは86cmで、壁はほぼ垂直である。覆土は、砂町ロ

ームを含む茶制色土であり 、粘性に富み軟らかい。土抜底面は平ll[である。

遺物の出土はなかった。
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083号 土 塙 (第268・269図)

本遺構は、 031D . F、 069B、 080号跡に固まれたほぽ中央に位置し、南東側の壁は撹乱

を受けている。平面形は、径1.9X2.3mの不整情円形を呈する。壁は斜めであり、深さは53

cmをはかる。土披底面は比較的平坦で、あるが、東側にテラスを有している。

出土した遺物はすべて土器で、覆土中から約 100片程出土した。土器は、中央より西側にま

とまって出土したもので、図示した以外には赤彩された器台の脚部や、ハケメ後ヨコナデが施

された警の口縁部破片等が出土している。

084号土塙 (第268図)

本遺構は、 093号溝状遺構の60cm西側に位置し、 086号土横とはこの溝をはさんで3m程離

れている。平面形は、径66x112cmの情円形を呈する。壁は、わずかに斜めであり、深さは52

cmをはかる。土域底面は平坦であるが、南から北の方向に傾斜している。

覆土の上部から約30片の土器が出土した。細片ばかりで図示することはできなかったが、ハ

ケメ調整された饗の胴部破片や、高部の脚部等が出土している。

085号土墳 (第270-272・310・312・313図)

本遺構は、 093号溝状遺構の東側に住置し、 086号土壊とは 1.3m北側に離れている。平面

形は、径 3.1X3.4mの不整円形を呈する。西側を除く壁はほぼ垂直で、あり、深さは73cmをは

かる。覆土は焼土粒子・炭化粒子を多く含む暗褐色土である。土擁底面は比較的平坦である。

出土した遺物は、約 200片程の土器と土製品である。完形あるいはほぼ完形の土器が多く 、

大形の破片で出土した。本土壌から出土した遺物は、ほとんどが底面から20cm程浮いており、

西側の壁に密着の土結(13・14) も中央部から11'，土する破片は浮いた状態である。これらの土

器は、土境底面に、ある程度土が埋ま った時点で一括して廃棄されたと考えられ、その方向は

13・14から推察すると、南西方向か らであろう。

086号土噴 (~\270 ・ 273図 )

本遺構は、 093号潜状遺構の東側に位置し、 085号土墳とは 1.3m南側に離れている。南東

部分においては、住居跡の壁の立ち上がりのような状態であるが、 北東に進むにつれて、こ

の壁は消滅し、西側では(1.6 ~ 2. 7) x 3. 7の不整形の落ち込みにな っている。壁は、斜めで

あり、 深さは42cmをはかる。覆土中からは焼土粒子 ・炭化粒子が多く検出された。底面は 「く」

の字形を呈し、比較的平坦である。

出土した遺物は、土器が約 200片程 て¥これらの土器はほとんどすべてが浮いており、細片

で出土したものが多い。大半は胴部の破片で、口縁部あるいは底部の破片は非常に少なく 、接

合されたものも少ない。

087号 土 積 (第268・274図)

本遺構は、 004号跡の北西側に、ほぽ接する状態で検出された。北西側は撹乱を受けている。
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第268図 082・083・084・087号土喰

、斜めであり、深さは15cmをはかる径1.10X1.35mの楕円形を呈する 。土壌E辛はo .=i::!.. 平面形は、

底面は比較的平坦である。

本土嬢の確認面より 10cm程上で検出された出土した遺物は、土器が約40片である。土器は

ものであり 、土嬢底面からは25cm程浮いている。約40片の内訳は縄文中期の細片が約20片、土

が剥落あるいこれらはすべて器面図示した土器の破片が約10片である。

採拓は不可能で、あった。
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第269図 083号土噴出土遺物

083号土境出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

I t苑 口縁部%
11.6 

口縁部内外面ヨコナデ、休部内外面ナデ。 覆土

2 き聖
底部以外 12.6 

輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ヘラ 覆土'7ざとE・Jfノ， 
ケズリ後一部ナデ。

3 護
口縁部完形 18.0 

口唇部へラ状工具によるキザミ。口縁部ヨ 覆土
胴音s.)1

コナデ、胴上部ヘラケズリ後ナデ、胴下部

、ナデ。

085号土域出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 t廿 ':f.ぽ完形
7.6 

口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナデ、胴下 覆土
8.6 

昔日へラケズリ。赤彩。

2 器台 y2 8.6 
受部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 覆土

ナデ。 3孔。

3 鉢 ':f.ぼ完形
6.2 

内外面ナデ。 覆土
2.9 

4 軍古 ほぼ完形
10.0 

口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナデ、胴下 覆土
9.9 

部へラケスリ。

5 察
口縁部% (14.0) 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 覆土
1岡部完形 1l. 2 

胴部ハケメ後ナデ。

6 き壁 y2 
(19.2) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土

メ後一昔11ナデ。
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第272図 085号土噴出土遺物(2)

7 婆 :1 
(19.6) 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 寝土

胴部ハケメ後ナデ。胴部内面ハケメ後ナデ。

8 要 ほぽ完形
15.5 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハ 覆土
18.6 

ケメ、腕下部ノ、ケメ後一部ナデ。

9 褒 J，i (20.2) 
輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 遺精外

胴昔日ハケメ 。

10 宝聖
口縁部・胴 (20.0) 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、 覆土
下部M 23.8 
胴下部完形 1阿部ハケメ 。

11 饗
胴下部以外 17.0 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨ コナデ、 覆土
Itぼ完形

胴部ハケメ後一部ナデ。
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12 主要 胴部/3' 胴部ハケメ 。頭部内面ハケメ 。 覆土

13 饗 ほぼ完形
19.0 

輪積み。口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、
壁密着

29.6 覆土
胴部一部ハケメ後ナデ。胴上部内面一部ハ

ケメ。

14 霊 胴部完形 輪積み。ナデ。赤彩。 覆土

15 土製品 径約 3.7cm、厚さ 1.5cmをはかり、中央に径5mmの焼成前の穿孔がある。ナデによる整形。

覆土。

16 土製品 径約 4.0cm、厚さ 1.0cmをはかり、中央に径2mmの焼成後の穿孔がある。ナデによる整形。

覆土。
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086号土墳出土遺物

番号 器形 遺 存 度
口径

成形・調整等 出土層位
器高

1 f宛 y. ( 7.7) 
口縁部内外面ヨコナデ、 体部ナデ、 体下部 覆土

5.1 
指頭押捺。内面へラケズリ。

受昔日ほぼ完
2 器台1 l1形脚部M

7.0 
受部内外面ナデ、脚部内外面ナデ。 3孔。 覆土

6.7 

査 口縁部%
(19.6) 

口縁部ヨコナデ、頚部ハケメ後一部ナデ。 覆土3 
口縁部内面ハケメ。

4 要 x 口縁部内外面ヨコナデ(?)。胴部内面へラ 覆土 器面磨耗

ケズリ後ナデ(つ)。

5 言書 口縁部1%〉4 (17.8) 
輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケ 覆土

岡部
メ後一部ナデ。

6 査 胴口縁上下部部部完M% 形 (13.0) 
口縁部内外商ヨコナデ、胴部へラケズリ後 覆土

1同 20.6 
ナデ。頭部内面へラケズリ。

。 10cm 

第274図 087号土壌出土遺物

087号土撲出土遺物

成形 ・ 調整等

内外面ナデ(?lo赤彩。
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088号土璃 (第275-279・312・313図)

本遺構は、 078号跡の 6m西側に位置する。平面形は、長軸1.8m、短軸 105mの隅丸方形

を呈し、長軸は北を向く。壁は、やや斜めであり、深さは1.0mをはかるが、土器の出土状況

から判断すると、土壌の掘り込み面は、更に20cm程高い位置であり、深さは 102m程になると

考えられる。土媛底面は、中央部がわずかに低い。覆土は、上層が茶褐色土、下層が暗褐色土

であり、底面に近づくにつれて砂質ロームの粒子・ブロックを多く含み、粘性に富む。

出土した遺物は、覆土上層の幅60cmの聞に集中しており、下層からの出土はない。土器は、

約 300片程出土し、完形あるいは完形に近い状態の土器も多く、特に、土壊中央からは完全な

形の土器が出土した。出土した土器は、曹が多く、培、器台、高原等の小形の土器は非常に少

ない。図示できなかったが、高原の脚部破片が5個体あり、このうちの 3個体は、脚部中央が

ふくらむ形状の土器である。これらの土器の出土状態を土域内における土層断面で推測すると 、

壁際の破片はすべて中央に向いて傾斜しており、土壊底面か ら45cm程砂町ロームを含む暗褐色

土が埋まった後に、壁際の周囲から廃棄されたと考えられる。

313 -32 

51015 

(1/30) 

2m 

第278図 088号土横
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088号土墳出土遺物

番号 器 形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 高士不 派部 y， (22.2) 
内外面ミガキ。赤彩。 覆土

2 高 t不 脚部完形 脚部ミガキ。派部内面ミガキ、脚部内面ハ 覆土

ケメ後ナデ。4孔。赤彩。

3 高 t不 脚音sy， 脚部ミガキ、裾部一部へラケズリ 。内面ナ 覆土

デ。 3孔。

受部% 8.1 
4 器台

脚部% 8.1 
受部 ・脚部ハケメ後一部ミガキ。受部内面 覆土
ハケメ。

5 旦h旦zfA仁:i' y， 受部へラケズリ、脚部ハケメ後一部ナデ。 覆土
( 9.0) 

受部内面ハケメ、脚部内面ハケメ後一部ナ
8.5 

ア。

6 歪
胴下部%

輪積み。胴昔日ミガキ。胴下部内面一部ハケ 覆土
底部完形

メ。赤彩。

7 t甘 底部以外 11.6 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ナデ。 1阿部内 覆土

完形 面一部へラケズリ。

8 萱 'フ三Eァ 7fノク
10.0 

口縁部ハケメ後ヨコナデ(?)、胴部ハケメ 覆土 器面磨耗
16.5 

後ナデ(?)。内面ナデ(? )。

9 宜古E 口縁部%
(13.6) 

円縁部ヨコナデ、口縁下端部棒状工具によ 覆土

λ事IJ突、頚部ハケメ後ナデ。口縁部内面ミ

/.下。 赤彩。

10 主要 口縁部完形
14.2 

口縁部内外面ヨコナデ。 覆土

11 費 ys (14.0) 口縁部内外面ヨコナデ、頚部へラケズリ、
覆土

胴部ナデ。

12 婆 y， (14.2) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴上部ナデ、胴下 覆土14.0 
部へラケズリ。

13 褒 底部以外
16.6 

口縁部内外面ヨコナデ、頚部ヘラケズリ、 覆土
完形

胴部内外面ナデ。

14 委
口縁部ys (12.8) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土胴部完形 (18.0) 

15 婆
口縁部% (15.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土胴部%

16 婆
底部以外 13.0 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部内外 覆土完形
面ハケメ後一部ナデ。

17 き聖 完形
17.0 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケメ後一 覆土
胸下部に径

21.4 約 5cmの焼
部ナデ。 成後の穿孔

を有する。
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口車豪昔日.s同
18 饗 上部完形

胴下部%

19 墾
口縁部%
胴部完形

20 雪堅 'フ士E・豆11ノノ

口縁部7(0
21 費 胴上部%

胴下部完形

22 要 胴口縁部部完M形
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第279図 088号土噴出土遺物(4)

14.0 口縁部指頭押捺後ヨコナデ、胴上部ハケメ、 覆土
胴下部ナデ。

(17.0) 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハ
覆土

24.7 ケメ後一部ナデ、胴下部ナデ。底部木葉痕。

16.0 口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ
覆土21.1 メ。胴部内面ハケメ後一部ナデ。

(20.8) 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデ
覆土21.2 胴部内面一部ハケメ 。

(17.6) 
口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部内外面ハケ 覆土27.4 
メ後ナデ。

-347-
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23 査 完形 13.0 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土

28.6 

24 察
口縁部J1 (19.8) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面へラケ 覆土
胴部完形 22.8 

ズリ後ナデ。

25 警 ほぽ完形
15.9 口縁部ヨコナデ、 1岡部へラケズリ後ナデ。 覆土
23.5 

口縁部内面ハケメ後ヨコナデ、胴上部ヘラ

ケズリ後ナデ、胴下部ハケメ後ナデ。

26 要
底部以外 18.0 

口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ後一部ナ 覆土
'フ士ロo7[ノノ

ア。

27 警 x (16.2) 
輪積み。口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外 覆土

面へラケズリ後ナデ。

28 墾
底部以外 20.0 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ヘラケズリ後 覆土
完形

ナデ。

29 褒
胴下部以 20.0 

口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。口縁部内面へ 覆土
外完形

ラケズリ後ナデ。

30 斐 胴下部% 胴部ハケメ後ナデ。胴部内面一部ハケメ。 覆士

31 要 J1 
(23.6) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ。 覆土

32 警 胴下部完形 1阿部ハケメ後ナデ。 覆土

089号土墳 (第280・283図)

本遺構は、 093号溝状遺構ど重複し、東側が切られている。 092号溝状遺構の一部とも考え

られるが、両者の関係を明らかにすることはできなかった。平面形は、径 3.5m程の不整楕円

形を呈すると考えられる。壁は、斜めであり、深さは40~50cm をはかる。土壊底面は、平坦で

はなく、凹凸が著しい。北側には径30cm、深さ 17cmのピットが検出された。

出土した遺物は土器で、細片が多く出土した。これらは土境底面から1O~40cm程浮いた状態

で出土した。

090号土塙 (第281・283図)

本遺構は、 093号溝状遺構に西側の壁が切られている。平面形は、径60X150 cmの不整楕円

形を呈する。壁は、斜めであり、深さは30-40cmをはかり、土嬢底面は西側に傾斜している。

覆土は、焼土を多量に含む暗褐色であり、東から西に斜めに堆積していた。

出土した遺物は、土器が80片程である。これらの土器は土壌底面から 10cm~30cm程浮いた状

態であり、特に、中央より北側から多く出土した。
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第280図 089号土噴出土遺物

089号土撲出土遺物

番号 器形 遺 存度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 鉢 }五
(1l.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後 覆土
6.6 

ナデ。内面ナデ。

2 旦b旦dL仁o }2 
( 8.8) 

受部ハケメ、脚部ハケメ後ミガキ。受音11内 覆主
9.0 

面ナデ、脚部内面ナテ、。

3 

。 10cm 

第281図 090号土噴出土遺物

090号土撲出土遺物

番号 器形 遺存 度
口径

成形 ・ 調整等 出土層位 備考器高

1 高 t不 口縁部完形
11.4 

内外面ミガキ。赤彩。 覆土

← 
2 査

口縁音IIX (13.3) 
口縁部内外面ヨコナデ(? )0 ¥ 覆土 器面磨耗

胴部シi

3 婆
口縁部M (14.2) 

口縁部ヨコナデ、』同部ヘラケズリ後ナデ。 覆土
胴部完Jf~

口縁部内外面ハケメ後ナデ。

4 宜古E 口縁部%
(17.6) 

口縁部にキザミを有する棒状付文、口縁部 覆土

内面 ・頭部内外面ミガキ。
'--_ 
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091号溝状遺構 (第282図)

本遺構は、 001号跡の 5m西側に位置し、 082号土墳と隣接している。西側は、道路のため

未調査であるが、道路の反対側には検出されなかった。平面形は、わずかではあるが、弧状を

呈する。 幅64~80cm、深さ 20~26cmをはかり、壁は斜めである。溝底面は南から北に若干傾斜

している。

遺物の出土はなかった。

092号溝状遺構 (第283・284図)

本遺構l字、 029B. C、033、 035A、 036A号跡により一部切られ、更に、 093号溝状遺構

と重複し、南側の壁が破壊されている。本遺構は 029E号跡の南側の柱穴付近を中心として

半径約13.2mの半円形を呈するが、東側は 036A号跡に、西側は 093号遺構に切られている。

東側は、地山が削平されていたため、どこまで延びるか不明であるが、南側には検出されなか

ったことから、 093号遺構と完全な重複関係にない限り、 029E号跡の北側に半円状に巡って

いたと考えられる。幅は約 1m、深さは45cm程で、あるが、 036A号跡とわずかに重複する部分

は、地山が削平されており、壁の立ち上がりはほとんど検出きれなかった。溝底面は平坦であ

るが、東側と西側ので、は44cm程西側が深〈、東側から西側へ傾斜しており、これは地山の傾斜

と一致する。

出土した遺物は、覆土中に検出された土器であり、溝底面から出土した遺物はない。出土量

は少なく、完形あるいは大形の破片等は出土せず、細片が多いが、これは 093号遺構の遺物出

土状況とは異なる。

093号遺構 (第283・285-288・310・312・313図)

本遺構は、 029B・C.D号跡に壁の上部が切られている。最も西側の部分は、 道路のため

調査ができず、更に西側は削平されていたため不明である。本遺構は北側の部分においては02

9 E号のほぼ中央を中心とし、 029E号跡の北側を半円状に巡り、南側では東から西へ傾斜す

る地山の等高線と直交し、西進する。調査した全長は約62.4mをはかり、半円状に巡る北側は|

幅平均1.0m、深さ平均80cmで、壁は斜めであり、南側で、は幅平均50cm、深さ平均40cmで、壁

はほぼ垂直である。海底面は平坦であり、東端は 029D号跡に一部切られているが、壁が斜め

になって切れている。東端と西端との標高差は溝底面において90cm程で、地山の傾斜と同様に

西側が低い。溝の底面近くの覆土は、すべて砂質ロームを含むもので、水が流れた時に生じる

砂泥性の黒色土は検出されなかった。

出土した遺物は、その.ほとんどが土器であり、 2000片以上である。土器は、海底面より浮い

た状態であり、底面に密着で出土した土器は一片もない。また、完形に近い状態で出土した土

器はかなり検出されたが、完形のままの出土はほとんどない。溝の幅の広い 029E号跡周辺よ

りも、溝の幅の狭い西側からの出土が顕著で、、溝の西側においては、溝の確認面より上からも
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土器が出土したことを考えると、海の掘り込みの深さは、更に深かったことが推察されるが、

いずれにしても、底面より 20cm以上浮いている。6・19・54と隣接した位置から出土した土器

は、肩部に櫛描文が施された壷であるが、 033号跡の覆土中より出土した破片と接合した。ま

た、 089号土壌周辺から出土した査にも櫛描文が施されているが、これは 029E号跡の床面直

上から出土した破片と接合し、同一個体で接合しない破片が数点出土した。本遺構から出土し

た遺物は、すべてが溝底面から浮いた状態であり、本遺構がある程度埋ま った後に、講の凹み

の中に廃棄されたものと考えられ、費が最も多いが、そのほかの破片からは特に顕著な器形は

認められなかった。

096号溝状遺構 (第282・289図)

本遺構は、 台地南側先端部近くに位置し、 057A . 064B号跡の壁を切っているが、 0578

・059F号遺構に一部切られている。 なお、東側な地山が削平されており、本遺構の壁は途中

で消滅している。西側は未調査である。平面的には、ほぽ東西に直線状に延びている。l隔は、

平均約 1.7mであるが、東側は壁が削平されており、更に狭い。深さは、地山が削平されてい

ない場所でも、西から東に進むにつれて浅くなり、最も西側で、 60cmをはかる。壁は斜めで、

議底面はやや凹凸である。覆土は、砂質ローム粒子を少々含む、しまりのある黒色土である。

遺物は、すべて覆土中からの出土で、講底面からの出土はない。出土した士総は、すべて破

片であり、曹、 t不等戸多い。郎は器高の低いものばかりである。

092号溝状遺構出土遺物

番号 器形 遺存度
口径

成形・調整等 出土層位 f蒲考
器高

高原 脚部完形 係部内外面ミガキ、脚上部ヘラケズリ後ミ 額土1 

ガキ、脚下部ハケメ後ミガキ。脚部内面ミ

ガキ。
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第284図 092号溝状遺構出土遺物

093号溝状遺構出土遺物

番号 器形 遺存度
口径 成形・調整等 出土層位 備考
器高

1 士甘
口縁部% ( 7.4) 

内外面ナデ(?)o 覆土 器面磨耗
胴部完形 13.4 

(12.0) 
胴上部に焼

2 地 口縁部% 内外面 ミガキ。 覆土 成後有の穿孔
を する。

3 t宛 口縁部対 ( 7.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、f本部 ミガキ。 体部 覆土

{本部完形 6.9 
内面ナデ。赤彩。

4 鉢
口縁部x ( 6.8) 

内外面ナデ。 覆 土
体部完形 5.2 

5 鉢 ほぼ完形
( 8.2) 

内外面ナデ。 積土
5.0 

6 ミニチュア 完 形
4.0 

手控ね。内外面ナデ。 覆土
3.4 

7 ミニチュア 完 形
5.3 

手控ね。内外面指頭押捺。 覆 土
4.8 

8 鉢
口縁部治 (13.0) 

ヘラケズリ後ナデ。 内面ナデ。 覆土
胴 部~ 4.2 

9 鉢 ~ 
(16.0) 

ヘラケズリ後ナデ。 内面ハケメ。 覆土
6.0 

10 t不 口縁部% 25.8 
ナデ(?)。 内面 ミガキ (?)。 覆土 器面剥落

胴部完形 8.7 

11 鉢 % 22.0 
口縁部内外面ナデ、 休部ハケメ後ナデ。内 覆土

9.6 
面ナデ。

12 宮里 'フ士~ ff~ 
14.4 

口縁部内外面ヨ コナデ、胴部内外面ナデ、。 覆土
11.3 

口縁部ys (11. 9) 
口縁部内外面ヨコナデ、体上部ナデ、休下 覆 土13 鉢 8.7 

体部完形 部へラケズリ。 内面ナデ。

14 rlE 口縁部x (11.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、休部ハケメ。内面 覆 土

f本部%
ナデ。

15 高 t平 係 官~~
(14.8) 

派部ハケメ後ミガキ、脚部ミガキ。係部内 覆 土

面ミガキ。赤彩。
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16 高 f不 係部完形
1l.8 

内外面ナデ。赤彩。 覆土

17 高 t不 口縁部}五
(13.6) 

係部ハケメ後ミガキ。内面ミガキo 赤彩。 覆土

18 高士不 係部完形
12.3 

内外面ハケメ後ミガキ。 覆土

19 高原 口縁部%
2l.2 

内外面ミガキ。 覆土

20 高 t不 係部完形
20.6 

内外面ミガキ。 覆土

21 高 t不 口縁部X (25.6) 
係部ハケメ。内面ナデ。 覆土

22 高 t不
t不体部li

係部ミガキ。内面ハケメ後ミカキ。 覆土
ぼ完形

23 高 t不 脚部% 内外面ナデ。 6孔。 覆土

24 高 t手 脚部 M 脚昔15ミガキ。内面ナデ。 3孔。 覆土

25 高原 脚部完形 脚部ナデ。脚上部内面ヘラケズリ、脚ド部 覆土

内面ナデ。 3孔。

26 高 t手 脚部完形 脚部ナデ。係部内面・脚部内面ナデ。赤彩。 覆土

27 高 t不 脚部完形 脚部へラケスリ。脚上部内面ヘラケズリ、 覆土

脚下部内面ナデ。 3孔。赤彩。

28 器台
受部完形 5.4 

受部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 覆土
脚 部 %

ナデ。 3孔。

29 器台 完形
7.8 

受部・脚部ハケメ後ミガキ、受部内面ミガ 斑土
6.5 

キ、脚部内面ナデ。3fL。

30 器台
受部完形 7.2 

受部内外面ナデ、脚部ミガキ。脚部内面ナ 覆土
脚部y2

デ。 3孔。

31 器台
受部IHf完 7.8 

受部内外面 ・脚部内外面ナデ。 3孔。 覆土
背3

32 高 t不 保体部完形
脚部ヘラケズリ後ミガキ。受部内面ミガキ、

覆土
脚部内面へラケズリ。赤彩。

33 査 % 15.0 口縁部内外面ヨコナデ。 覆土

34 軍 口縁部巧 (1l.9) 輪積み。口縁部内外面ヨコナデ後ミガキ、 覆土
胴部内外面ナデ。

35 宝古E 口縁部y2
( 9.4) 

内外面ナデ。 覆土

36 査 口縁部%
7.0 口縁部内外面ヨコナデ、胴部ミガキ。#1，，1部 f{1土 日:~ r厄IMt
14.3 

内面一部ヘラケズリ。

37 軍官 口出求昔日liぽ 8.4 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナデ 程i土 日出j(oI~付も

円7台巳;)f:ノノ

1阿古11Y2 (? )。

38 牽 y2 
(13.9) 

内外面ナデ(?)。 覆土 1*而)f?粍
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39 Z古E 口縁部y， (19.2) 
輪積み。円縁下端吉liLR縄文押係、虫買部・ 覆土

腕部ナデ。口縁部内面ミカ。キ。

40 査
胴下部以外 10.6 

口縁部内外面ヨコナデ、頚部ハケメ、刷部 覆土完形
内外面ナデ。

41 主要 y. (14.4) 
覆土 (，:~ iru If1粍

42 王建 y， (11.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、 1阿部ヘラケスリ後 額土

ナデ。頭部内面一部ハケメ 。

43 褒 y， (13.0) 
口縁部内外面ノ、ケメ、胴部ノ、ケメ。 覆土

44 ~ 
口縁部ya (12.6) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、頭部内外 覆土
胴部y.

面ハケメ、月阿部ハケメ後ナデ。

45 き聖
口縁部ya (13.0) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハケメ、 覆土
胴部M 13.2 

胴下部ナデ。

46 褒 口縁部x (19.4) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、頚部内外 覆土

面ハケメ 。

47 褒 y. (17.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ナテー 覆土

48 饗
口縁部泌 (15.4) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ヘラケ 覆土
胴部y， 14.6 

ズリ後ナデ。

49 饗 % 
(19.6) 

口縁部内外面ハケメ、胴部ハケメ。 覆土

50 褒
口縁部y， (14.6) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、頚部ハケメ。頚 覆土胴部完形
部へラケズリ。

51 き聖
胴下部以外 16.6 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 覆土完形
メ。胴部内面ヘラケズリ後ナデ。

52 察
口縁部x;; (14.8) 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部ハケメ後ナデo 覆土
腕部%

(19.5) 1 

53 褒 y， 口縁部内外面ハケメ、胴部ハケメ。胴上部 覆士

内面ハケメ。

54 費
胴部 If.lf

胴部ハケメ後ナデ。胴下部内面ハケメ。 覆土完形

55 婆 x (23.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 覆土

56 要 完形
17.0 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部へラケズリ。 覆土
20.7 

57 宜古E 胴部%
胴部ハケメ後ミガキ。胴部一部ハケメ。 覆土底部完形

58 褒 底部完形 胴部内外面ナデ。 覆土

59 饗
胴下部%

胴部ハケメ後一部ナデ。胴下部内面一部へ 覆土
底部完形

ラケズリ。
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胴部内外面ナデ。

くて早二フタ1 ミ仁三オ

。 10cm 3 

第289図 096号溝状遺構出土遺物

096号溝状遺構出土遺物

番号 器 形 遺存度
口 径

成 形 ・ 調整等 出土層位 備考
器高

1 t不 ほぼ完形
(13.0) 

口縁部内外面ヨコナデ、 f本部へラケズリ。 覆 土3.5 
内面ナデ。

2 t不 /5 
(13.6) 口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ。 覆土

内面ナデ。

3 褒 /5 
(15.8) 

口縁部内外商ヨコナデ、胸部内外面へラケ 覆 土
ズリ。
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ピット群 (第290図)

053号遺構の周辺から 19個のピ yトが検出された O これらのピ yトは、 確認面に;f，'いて、

径25-73cm、深さ 14-58cmで、あり、 30-40cmが最も多 L、。桜.::1.は、{r少nロームを含むJ11色土て¥

軟らかい。この 053号遺構の周辺は地山が削平されていることを考慮すると、これらのピ ソト

は、 住居跡に伴うピ y 卜の可能性が強いが、何軒の住居跡が存在していたかは不明である。

ピットの中から出土した遺物は、極めて少なく、器面の磨耗した土器の制片ばかりである。

~ 

。<Q)(ト。)

舎@答。 。。
。。。60

4m 

第290図 ピット群
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053・057A・059F• 062・063・065・066・067・068号遺構 (第291図)

これら 9基の方形遺構は、 調査当初一軒毎の住居跡と考えられたが、土財莫 ・形状 ・覆土の状

態等が共通しており、これら 9基の配置に規則性が認められることから、全体で一つの遺構と

考えられるものである。 9基共に地山が削平されており、東側 (062・063・068号遺構)程地

山が深く削平されている。全体の平面形は、外周において長軸23.7m、 jd軸1l .0~1l . 2m を

はかり、長軸は北西を向く。 形状は長方形を呈し、 長軸及び短軸の中間にそれぞれ方形遺構

が存在する。各方形遺構聞の距離は南北2.5~2.8m 、東西8.8~9.1m をはかる。 053号遺構は

一辺2.0m、深さ20cm、 057B号遺構は1.95X2.10m、深さ20cm、 059F号遺構は1.86 X 1. 90 

m 、深さ 35~45 cm、 062号遺構は1.88 X 2. OOm、深さ 8cm、 063号遺構は一辺1.90m、深さ13

cm、 065号遺構は1.80x1. 90m、深さ30cm、 066号遺構は1.90x 2 . 00m 、深さ 20~38cm、 067 

号遺構は一辺 2.08m、深さ35cm、068号遺構は2.16x 2. 23m、 j深菜さ 2お6~3却Oc叩m をはカか‘リ、 f弁千I立山fi，

はやや不整の方j形彰を呈する。 壁は、 062・068号遺構以外は垂直に近し、。 また、 053・059F

.066・068号遺構では底面に浅い落ち込みが検出されたが、ほかは比較的平tliである。覆土は、

すべて日計局色土と砂町ロームのブロックで、全体が非常に堅い。この覆土は人為的に埋め戻さ

れた土である。

各遺構から出土した遺物は、共に土師器の細片が数点である。これらは人為的な埋土の中に

混入したものである。なお、 063号遺構の底面からは腐蝕した竹(または木村の皮つ )が検出

され、底面に敷かれていたと考えられる。

3D45・46グリッドにおける遺物出土状況 (第292-294図)

047号跡より 3m程西側に、 径約1.6X5.0m程の範囲内で完形あるいは完形に近い状態の

土器等を含め 250片程の土器がまとま って出土した。 出土した土器は、すべて黒色土中である。

この範囲は精査したが床面あるいは落ち込みのような状況は検出されず、逆に、地山は周囲よ

り15cm位盛り上っていた。

3D45・46グリット出土遺物

番号 器形 遺存度
器高

成 形・調整等 ItI:¥.:l::，IOj位|備考|

1 t布 口縁部，)1 (14.0) 
口縁部ヨコナデ、頭部ハケメ:胴部ナデ。 黒色土

体昔日完形 6.7 
口縁部内面ハケメ，胴部内面一部ハケメ 。

赤彩。

2 t不 口縁部xo (12.5) 
口縁部内外面ミガキ、体部 ミガキ。休部内 黒色土

体部x 5.7 
面ナデ。

3 i1t 
口縁部ys (11.8) 

口縁部内外面ヨコナデ、 I同部内外面ミガキ。 黒色土
f本音~，)1
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十 13 七047
20・10 2. 2 

15・. -・1 -・3
15 -9 22 

1、7.2・4 
-7 .2 .19 

18 ~ .23 
6・ .14 

2. 1 2.1 ・23
3045 3046 

→3056 -n057 

。 4m 

第292図 3 D45・46グリット遺物出土状況

4 対「 口縁部%
(14.0) 

口縁部ハケメ後ミガキ、胴部ミガキ。内面 黒色土

ミガキ。

5 t宛 口縁部ys ( 9.2) 
口縁部内外面ヨコナデ、 f本部内外面ミガキ。 黒色土

6 計↑
口縁部% (11.0) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ミガ 黒色土
胴部%

キ。胴下部内面ハケメ。

7 封f 胴上部完形
輪積み。胴部ミガキ、胴下部へラケズリ後 黒色土岡下部~
ミガキ。胴上部内面ミガキ。赤彩。

8 台付t廿
口縁部ys (11.5) 

内外面ミガキ。赤彩。 黒色土
胴部完形

9 高 t不 ~ 
(21.0) 

係部内外面ミガキ、脚部ミガキ。脚部内面 黒色土

ヘラケズリ。赤彩。

10 高 t不 脚部% 係部内外面ナデ、脚部ナデ。脚部内面へラ 黒色土
ケズリ。

11 高原 x (12.6) 
係部内外面へラケズリ後ナデ、脚部へラケ 黒色土

ズリ後ナデ。脚部内面ハケメ後ナデ。

12 高原 脚部完形 脚部ナデ、裾部ミガキ。裾部内面ナデ。 黒色土 |

13 器台
受音~X (10.2) 受部附恥ナデ脚ケメミガキ|黒色土 |
脚部% 7.2 裾部内外面ヨコナデ。赤彩。
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第293図 3 D 45 ・46グリット出土遺物(1)

-368一

6 

11 

16 

13 



17 

帆酬U

22 

24 

23 。 10cm 

第294図 3 D45・46グリット出土遺物(2)
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14 牽 Ilぼ完形
10.1 口縁部ヨコナデ後ミガキ、 1岡部ミガキ、』同

黒色土21.6 下部へラケズリ後ミガキ。胴部内面へラケ

ズリ。

15 査 口縁部完形
18.2 口縁部内外面ハケメ後ミガキ、頚部ハケメ

黒 色 土
後ミガキ、頭部の隆起帯上にハケメ状工具

による刺突。頭部内面ミガキ。

16 主宜E 頚部}2 頭部ハケメ、胴部ハケメ後ナデ。内面ハケ 黒 色 土

メ。

17 褒 ys (15.4) 
口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 黒色土

メ後一部ナデ。胴部内面ヘラケズリ後ナデ。

18 き要
口縁部% (12.8) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ、胴部ハケ 黒 色 土
胴部M

メ後ナデ。胴上部内面ハケメ後ナデ。

19 費
胴下部以外 (15.0) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハケメ、 黒色土J1 
胴下部ナデ。胴部内面一部ハケメ。

20 褒
口縁部M (17.2) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴部ノ、ケメ後一 黒 色 土
胴|昔日%

部ミガキ。胴上部内面ハケメ。

21 警
口縁部% (13.8) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴上部ハケメ、 黒色土
胴音BYs

胴下部へラケズリ後ナデ。胴部内面へラケ

ズリ後ナデ。

22 饗
口縁部% (16.8) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ(ワ)。 黒色土 器面磨耗
胴部%

23 き壁 ほぼ完形
17.1 

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面へラケ 黒色土20.4 
ズリ後ナデ。

24 台付婆 !胴胴口下縁上部部部完%% 形 ( 8.4) 
口縁部指頭押捺後ナデ、胴部内外面・脚部 黒色土16.6 
内外面へラケズリ。
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縄文時代の土器 (~~295-30olχ1) 

吊:後台泣跡で検出された純文H、?代の泣怖は、 002Bサ跡 1Hであ るが、純文'1'目Jjから|即日]に

至る縄文式土器が、遺跡内からが1150片ね検山さ れた。表土)，;1から出土した土おもあるが、 弥

生H、?代あるいは"[J，な't11主代のit.JJJ跡の誼上中から険11'，された上出も多い。

1 ・ 2 は条出丈系の土 日誌で ~í'品式と~え られる 。 3 -20は'I'JtlJの上慌であり、 3は'1'Jt月初以

のIi'i/Jく台式土慌にXii似している。 4. 5 はj勝M陪~~~以反エ式t土日出:t仁、 6 -1凶6はド川H呼jド

f灼q叫J折州押Ijlドl文が -夕列lリlでで、あり 、ド11$F.台 Ib式土日出と Jf;えられ、 13・14は惚ダIJのf'J.jIjI文が施されており、

1;11$ Ui II式土日出と身え られ、10・11・16はIP!i¥!ぶの瓜形文 .JrJ.t1jl丈が胞されており 、1;11$kh田式

t:出と/!;えられる 16-20は)111円手IJ日日 -1ミ凹式上出である 21-52は後!日!の上出である。21

-34は後期初頭の称名寺式土器で、 21・22・31・32では区画内に縄文が充填され、 23-25・33

・34は区面内に列点が施されスいる。列点は縦長のもの (23・24・34)と円形の刺突文 (25・

33) との 2種類がある。このほか、 27のように区画内に櫛状工具を用いた沈線が施されている

ものもある。35・38は櫛状工具による螺旋状の沈線が施文されており、後期初頭から前半にか

けての土器と考えられる。 41-49は後期中葉の加曽手IJB式土器である。精製土器は41のみで、

ほかは粗製土器であるが、粗製土器は、器面が斜縄文のだけのもの (42・43)、斜縄文の上に

沈線が施文されているもの (46-49)、口縁部に 1列の指頭押僚があるもの (46・47)、指頭

押捺が2列のもの (45)等があり、時間差、地域差によるものと考えられる。 50は口縁部に縦

長の貼倍があり、 LR縄文が施文されているが、縄文地文部は隆起 しておらず曽谷式土器か安

行 1式土器の最も古い時期のものと考えられる。51は大波状口縁の典型的な安行 2式土器であ

るが、 3片の破片は接合しない。 52は条線文が施された安行式の粗製土器であり、口縁部に径

1 cmの焼成後の穿孔がある。 53-57は晩期末葉の土器である。 53は小形の土器で、 3本の沈線

聞に2列の綾杉状の沈線が施文されている。 54・55は顕音11のくびれる浅鉢、または鉢と考えら

れ、地文はRL縄文の斜住回転により条は上下を向いており、更に、その上から幅の広い沈線

で工字文が施文されている。57は浅鉢と考えられ、幅の広い沈線が 3条地され、以下は LR縦

汝が施文されている。 56は53-55・57に比べ、胎土 ・焼成 ・器面調整等が組雑であり、沈線

施文により生じる両側の粘土の盛り上がりが一部残っているが、3条の沈線の集結部に粘土に

よる矯が遺存しており、やはり 、晩期末葉の土器と考えられる。

これらの土器の中で最も多いのは中期阿玉台式土器であり、それ以前の時期の土器は図示し

た土器がすべてである。阿玉台式土器は古い時期である阿玉台 Ib式が大半であり、調査区全

域から出土したものである。また、晩期末葉の土器は図示した土器がすべてであるが、 073C 

号跡の北側から出土したものであ る。
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第296図縄文時代の土器(2)
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第300図 縄 文 時代の土器(6)

弥生時代の土器 (第301-306図)

弥生式土器は明らかなものだけで約 150片程であり、器面の磨耗した細片が多い。無文の胴

部破片等を含めると、量的には、更に多い数になることが予想される。出土した弥生式土器は

表土層や包含層から、または、古墳時代の住居跡の覆土に少量ずつ混入していたものである。

出土した土器はすべて弥生時代後期の所産と考えられ、弥生町式土器の範中に含まれるものが

大半である。なお、印描手賀沼系の附加縄文を有する土器は検出されなかった。

5と12は 070号跡より東に10m程離れた場所から、周囲に焼土粒子を伴って出土した査と饗

であるが、周囲を精査しでも、住居跡等の遺構は検出されなかった。出土状況から同ーの時期

と考えられる。 6~8 は複合口縁の壷であるが、複合部には断面三角形を呈する円形の刺突が

施された縦長の棒状付文が貼付されており、弥生時代終末の土器と考えられる。 15~25は複合

口禄の査であるが、複合部 tこ施文される縄文や複合音[1の帽、更に、権合円縁の下端部に付け ら

れる刺突の有無や工具の種類等により、それぞれが異なり、複雑な様相を呈している。 15・19

・ 21 ・ 23~25は RLまたは LR の縄文が施文されているが、 20 を除いたこれ以外の土器はRL

と LRの羽状縄文であり、更に、 16 ・ 17 ・ 22は口唇部にも縄文が施文されている。な主、 15~

20は絞イヤ口縁下端部に縄文原体の押捺があり、 22・24は指頭による押捺、 21・25は棒状工具に

よる刺突が施されている。

26~29は査の鞍部である。 26は RL と LRの縄文施文部の下に R の S縛りによ る数段の結節

文が施されている。 27・28は結節文が数段施文されているが、共に縄文原体はRのS縛りであ

る。 29は竹管による円形刺突文が施されている。
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第301図弥生時代の土器(1)
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弥生時代の土器

番号 器形 遺存 度
口径:

成形・調整等 出土層位 備考
器高

壷 口縁部完形
12.2 

口唇部LR縄文施文。口縁部RL-LRの
5 C 96 

1 グリ y ト
羽状縄文施文。口縁下端部RL縄文押捺。

棒状付文は 2個 1組で 3単位で貼付され、

RL縄文押捺。頚部LR-RLの羽状縄文d

内外商ミガキ。赤彩。

2 壷 口縁部%
(19.4) 

口縁部RL縄文施文。口縁下端部へラ状工 038B号跡

具によるキザミ。内外面ミガキ。赤彩。

3 査 頚部 YJ 沈線と円形刺突文の聞に RL-LRの羽状
6 C 06 
グリ y ト

縄文施文。内外面ミガキ。赤彩。

4 査 口縁部ya (24.3) 
口縁部ILR-RLの羽状縄文施文。口縁下部 032号跡

へラ状工具によるキザミ 。内外面ミガキ。

赤彩。

5 査
口縁部X (17.1) 口唇部RL縄文施文。口縁から頭部にかけ 3 E07 
関岡部x て、 LRとRLによる数段の羽状縄文を施 グリット 12と伴出

文し、 RのS縛りによる 2列の結節文施文c

内外面ミガキ。赤彩。

6 査 口縁部M
(20.4) 口縁部にキザミを有する棒状付文。内面ミ 079A. 080 

ガキ。 号跡

7 壷 口縁 部%
(18.0) 

口縁部にキザミを有する(?)棒状付文。
4 C 38 
グリ y 卜

内外面ミガキ。赤彩。

8 査 口縁部%
(20.2) 

口縁部にキザミを有する棒状付文。頚部ハ 032号跡

ケメ後ミガキ。内面ナデ。赤彩。 」
9 高原 脚音~Yz 脚部内外面ナデ。裾部RのS縛りによる 2 046号跡

列の結節文と RL縄文施文。赤彩。

10 要 YJ (20.0) 
口縁部内外面・胴部内外面ナデ、車両部の接 3 D39 

器面磨耗グリット
合部に縄文押捺。

11 費 % (20.0) 口唇部はへラ状工具によるキザミで小波状 038A号跡
を呈する。内外面ナデ。頭部に接合痕。

12 饗
口縁部完形 2l.4 

輪積み。内外面ナデ。 3 E07 
5とf半出阿部μ グリット

13 饗 胴部完形 輪積み。へラケズリ後ナデ。頭部に接合痕。 3 E04 
グリット

14 婆 YJ 輪積み。口縁部・胴上部ナデ。胴下部へラ 4 D90 
グリット

1ケズリ後ナデ。
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第302図弥生時代の土器(2)

30~57は査の胴上部であり、 56 ・ 57は竹管による円形の刺突が施文されているが、これら以

外の土器は縄文と沈線により施文されている。30・32・33は鋸歯状の山形文が施され、 LRま

たはRLの縄文が区画内に充填されている。41もRL縄文が充填さ れるが、区画は複雑であ る。

31 ・ 34 ・ 36~38は山形または網目状の沈線が施されているが、地文には LR縄文 (36~38)

LRとRLの羽状縄文 (31・34) が施されている。なお、 31・34はLのZ縛りによる結節文も

施されている 。 39は地文に格子目状の細い沈線が施され、更に山形文が施されている 。 42~45

はLRとRLによる羽状縄文が、数状単位の櫛状の細い沈線で、区画されているc 42は縄文施文

部の下に 2本同時施文具による iVJ字文が施され、接合しないもう一方の破片は、網目状沈

線・縄文が施された上に縦位の櫛状の沈線が施文されている。 46~55は結節文が施された士一抹

で、 49' ・ 52~55は縄文が地文である。結節は R の S縛りによるものが多い。

58は無類査、 59・60は鉢と考えられ、口縁部はRLとLRによ る羽状縄文で構成されている。

なお、 58・59は羽状縄文の下端部に縄文原体の押捺が認められる。

61~65は饗であ る。 61 ~63は口村部に ifí剥け)による押捺があり 、以下は粘土の接合面を

明瞭に残し ている。 64は器面に縦位の細い沈線が施され、口唇部には縄文原体に類似するよう

な工具の押捺が認め られる。 65は胴部最大径付近に接合面を有し、棒状工具による刺突が施さ

れているc

-380一
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第304図弥生時代の土器(4)
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第306図弥生時代の土器(6)

古墳時代の土器(部307-309凶)

遺構外及び弥生時代の住居跡の覆土中等から出土した土師器・須恵器は約300片程あるが、

土師器がほとんどで、須恵器は極めて少なし、。比較的遺存状態の良好な土器は、住居跡縦j中

から出土したものが多いが、完形の土器はない。1・2. 5・6は021号跡の覆土中からiIけー

したものであるが、住居中央にまとまって検出された。13は056B. C号跡の遺構確認r(1Jで検

出されたものである。

古墳時代の土器

番号器形遺存度
口径

成形調整等出土層住備考
器高

1 鉢(;r_ぼ完形10.8 口縁部内外面ヨコナデ、体部へラケズリ後021H跡 6.6 
ナデ。体上部内面ハケメ、体下部内面ヘラ

ケズリ。

2 社「胴下部完形内外面ナデ。021-i}跡
一一一一一

-384一
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第308図古墳時代の土器(2)

3 ミニチュア /2' 
( 4.3) 

内外面指頭押捺。
4 D70 

4.0 グリ y 卜

4 t甘 /2' 
( 9.6) 

口縁部 ・胴部 ミガキ。口縁部内面ナデ、胴 4 C 79 
グリット

上部内面指頭押捺後ナデ。

5 高士不 脚部完形 021号跡、 器商磨耗

6 器台 脚部 }五 脚部ミガキ。 内面ナデ。 3孔。 021号跡

7 高 t不 脚 部泌 脚部ミガキ。 内面ナデ。 056C 号跡

8 査 口縁部完形
14.8 

口縁部内外国ヨコナデ、類部内外面ナデ。
3 E26 
グリット

吋 口縁部%
(14.0) 

口縁部内外面ハケメ後ヨコナデ。
4 C 79 

9 
グリ y ト

10 宣τ台 口縁部X
(11.6) 

日縁部ハケメ後ミガキ。内面ナデ。 002 A 7}N事

-386-



11 宝世E 口縁昔日%
(19.0) r 1縁部内外面ヨコナデ、堅良部ミガキ。赤彩。

2050 
グ，)'"J ト

12 査 口縁部%
(21.0) 

U紋古fH木J外面ヨコナデ、 E良部内外市ナデ。 008 B ;}I!fj; 

13 査 s1liJ tf~ X sj<;J部ハケメ後ナデ。 056 B'C号
跡

14 褒 口縁部X。 (16.0) 
口縁部ハケメ後ヨコナデ、口線邸内面ヨコ 5 074 

グリγ ト
ナデ。

15 き運 口縁部%
(17.4) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、口縁部内面ヨコ 002A号跡

ナデ。

口部昔縁日部ys (12.2) 004乃跡16 ~ 
胴底 M 完形 13.4 

口縁部内外商ヨコナデ、s1"1部へラケズリ。

17 き壁 胴部.J1' 輪積み。胴昔日ナデ。胴下部内面ハケメ。 4 020 
グリット

18 褒 .J1' 
(11.8) 

口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ。口縁部内面
3 C09 
グリット

ハケメ後ヨコナデ。

19 褒
(17.6) 

口縁部ハケメ後ヨコナデ、胴昔日ハケメ後ナ
4 C98 

胴上部完形 グリ y ト
デ。

t不 口縁部メ (12.6) 
口縁部内外面ヨコナデ。

2 050 
，r，d商磨耗20 

胴部M 4.1 グリット

21 t不 ys (11.0) 
口縁部内外面ヨコナデ、 休部ナデ。内面ミ 029E幸子跡

2.5 
ガキ。

22 t不 〉百
(13.4) 

11縁部内外部ヨコナデ、{本部内外面ナデ。 029E号跡

23 t不 x (14.7) 
口縁部内外面ヨコナデ、 体部ヘラケズリ後 029E号跡、

4.7 
ナデ。内面ミガキ。

24 t不 x (11.0) 
口縁部内外商ヨコナデ、体部へラケズリ後 029E号跡

ナデ。 内面ナデ。

25 t不 x (13.6) 
口縁部内外面ヨコナデ、 体部内外面ナデ。 029E号跡

26 t不 y. (13.2) 
日縁部内外国ヨコナデ、体部内外面ナデ。 029E号跡

27 t不 x (12.8) 
口縁部内外面ヨコナデ。 {本部へラケズリ。

3 E26 
グリ ット

内面ナデ。

28 t不蓋 y. (13. 2) 
口縁部内外商ヨコナデ。体部凶転へラケズ

6 C06 
グリ γ ト 須恵器

29 高 t手 y. (13.8) 
口縁部ヨコナデ、係部ミガキ、脚部へラケ

3 E 26 
グリ γ ト

ズリ。内面ミガキ。

30 高 t平 脚部ほぼ
係官日ナデ、脚部へラケズリ、裾部内外国ヨ

1 070 
'フ7'e1f:〆ノ グリyト

コナデ。係部内面ミガキ、脚部内面へラケ

ズリ。赤彩。

-387-
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第309図古墳時代の土器(3)
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櫛描文等を有する土器 (第31()-313[χ/)

本遺跡からは、東海系の土器である櫛描文等が施文された土器が出土しているが、実測可能

の土器は 1~ 7で、そのほかは破片である。これらの土器は住居跡、土境、溝等の遺構からの

出土であるが、複数の遺構から出土したものが接合する例(1 ・2・4・7等)や同一個体で

はあるが接合しない例(2・6等)である。なお、ほとんどが壷で、完全に復元された土器は

ない。
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第310図 櫛描文等を有する土器(1)
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(口縁部表面)
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(口縁部裏面)

4 

。 5cm 
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第311図 櫛描文等を有する土器拓影
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櫛描文等を有する土器

番号 器形 遺存度 口径 成形 調整等 出土層位 f荷考
器高

1 査
口縁音~~ (19.8) 

頚部に 6個の円形付文。mfi]上部に 8本同時 033号跡
胴部 % 28.5 

施文の液状稲1描文を4段または 5段に施文。 093号遺精

口縁部内外面ナデ。胴下部ナデ。

口縁部%
口唇部内外面に 3本同時施文の波状櫛描文 029E号跡

2 査 頚部~
(24.5) を、更に、口縁部上端及び F端に5本同時 093号遺構

施文の波状櫛描文を施文。胴 k部に 3本同 4C89グリ

H:?施文の山形櫛描文を施文し、 7本同H、F施 ット

文による術描文を施文。口縁邸内面ミガキ。

3 壷 胴上音~~ 頚部に竹管による 3連続刺突文を施し、胴 032・034B 

上部に 8本同時施文の山形術描文を施文。 号跡

(21.2) 039E.044 
4 婆 口縁音ß~ 口縁上端部及び口縁下端部に術状工具によ 号跡、4D07

る連続刺突文。口縁部内面ミガキ。
グリ y 卜

5 宝三位E 頭部~ 胴上部に櫛状工具による連続刺突文。
075号跡
093号遺精

073C .074・

6 査 胴昔日% 胴上部に櫛状工具による連続刺突文と 8本 075・077A
同時施文の櫛描文を施文。胴下部ミガキ。 .079B号跡

.085号遺構

7 蚤 口縁部パ
(13.5) 

口縁上端部に 3本同時施文の波状櫛描文。 032・035H
号跡口縁部内外面ミガキ。

8 ~14は 2 と同様の形状を示すと考えられる口縁部破片で、 波状の附1描文が表裏面に施文さ

れている。13はほかの土器と文様が若下異なり、口特部には櫛状工具による刺突があり 、日縁

下端部に波状文が施されている。 15~32は胴部上半の破片で、 15~16は 2 と同様の文様構成で

ある 。 17~20は 1 ・ 3 と同様に数列の波状文が施されている。 21 ・ 22 ・ 24は波状文というより

鋸歯状文に近い櫛描文であり、横f立の櫛描文により区画されている。 23は13と同械に附状 U~

による刺突文が施されている。 25~28 ・ 32は横位の怖描文が施されているが、波状文 ・ 山形文

等が施文されるものもあると考えられる。 29は横位の櫛描文で区画された中に、縦 ・横のt'(!li描

文が施されている。30は半円状及び横位の柵描文と米粒状の刺突が施文されている。31は 5・

6と同様に横住の櫛描文と櫛状工共の押僚が施されている。

33~36は、高原と考えられる土器である 。 33は波状tí'iIí描文が施さ れている。 34 ・ 36は同一個

体の土器で、 横位及び斜位の細い沈線が施文されてい る。 35は沈線が格チ白状に施文さ れ、

無文部には焼成前の円窓が認められる。37は口縁部にハケ状工共による押峰、}jJ'ij音11に粗いハケ

メが施されており 、器台と考えられる。

38は rSJ字状口縁の警であり、口械部にハケ状工具によ る押絡が施されてい る。
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タタキメを有する土器 (第314¥χ¥)

本遺跡、からは、タタキメを有する饗が出土した。明らかにタタキメと考えられる土器は17片

検出されたが、タタキメの後ナデによる整形が加えられる土器 (4・6・9)もあり、タタキ

により整形された土器は、更に存在する可能性がある。すべてI!阿部破片であり、口縁音11が接合

された土器がないため、全体の形状及び口縁音!Iの形状は不明である。タタキメの方向は、 11¥6!上

部では横方向または斜め方向(右上り)であり、胴下部では横方向を向く。また、 9のように

1個の土器で方向が変わるものも存在する。

番後台遺跡出土の石器・石製品・鉄器 (出315-:317¥χ¥) 

本遺跡からは、遺構及び遣問外から石信・鉄器が出土した。石誌は、石斧 .[1L~石 ・ !被石 ・ l告

石 ・石鍬・石製品等であり、遺構外や、遺構の誼土中のものを-指して拘け、たものである。 こ

のほか、，'，1;¥船石製のぷ1)片が遺構及び迭問外から少は!'/'!土した。

1 ~3 は打製石斧である。 l は安山岩製で、刃 Itl~ は片面を fl 然屈のまま利用して いる。 2 は

砂岩製であり、刃部iWJ を欠損する 。 3 は粘板岩製で、分II\，i!1杉を呈する 。 4 ~ 6 はJff製石斧である 。

4は緑色凝以石を石材とした挟人石斧で、基自1;のー白1;を除き、全面が(1)f磨されている。 5は

砂岩を石材とし、片刃である。 6はチャートを石材とした肝製石斧で、全面が川肝され、刃自1;

は仏，1刃になっており、刈紘に使用叫が残っ ている 。 7 ~ 9 は叫石である 。 石材は 7 ・ 8 が Ir少日

9 が泌岩である。1O~12は以石で、石材は砂岩である。 iWJ縁に以いた面が顕著であるが、。 同じ

lHIJ縁に磨り面も認められる 。 13~17は磨石で、 15 ・ 16は砂岩、そのほかは花尚岩をイI 材とし て

いる。 18~24は石微で、石材は18がチャート、 20 ・ 21が安山岩、そのほかは黒焼石である。 25

~27は十!?石製であり、 25は抗のない偏平な剣形模造品、 26 ・ 27は有孔円板である 。 28は長さ

4.8cm、 1~IJi 3.4cm、厚さ 0.3cmをはかる。広恨式の鉄鉱であり、根の部分は欠til7'J、著しいが

平面形は二等辺三角形に近いものと考えられる。根、箆代共に断面は片丸を呈する。
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2.小結

1 .縄文時代

本遺跡で縄文Hキ代に属する遺構は、縄文中期の住居跡が 1軒検出されただけであるが、早期

から晩期に至る土器が少泣ずつ出土し、石斧、石鍛等の石器も、弥生時代、 古墳時代の住居跡

の覆土等から出土した。

2 .弥生時代

本遺跡、で弥生H、?代の住居跡は30<P-F検出された。弥生H主代の住居跡から 出土したj立物は、大半

が土器で、はかは少量の石23、鉄器である。 002A.004号跡からは、床面に近い状態で比較

的多くの土器片が出土した。 038C号跡は、焼失家出と考えられ、床面から、炭化材等と共に

完形に近い状態の土器が出土したが、そのほかの住居跡で、完形あるいは完形に近い土器の出

土は稀である。従って、弥生H、?代の集落構成下を検討するには資料不足であると言わざるを得

ない。

070号跡の覆土から出土した土昔話は、 ;ιノ台式土器に類似した空であるが、これ以外の住居

跡から出土した土器は、すべて弥生後期の所産である。050A・B.C号跡、056B・C.D号

跡、 059B・C .D号跡のように住居跡が重複していることから判断しでも、これらの住居跡

は、すべて同一日、?期に存在したとは考えられない。

本遺跡における弥生lI;f代の住居跡の形状は、桁円形、隅丸長方形、隅丸方形、不整円形、不

整隅丸方形等があり 、更に、一部しか遺存していないため、形状の不明なものもある。住居跡

の形状を大別すると、

附円形..•••. 021・029F・036B.070号跡

隅 丸方形・・・・・・002A.037・038C. 040C・050B. 050C. 051・056C. 059B・

061 B. 069G号ι占:

隅丸長方形・・・・・・ 001・004・049・056B. 060B号・跡

不整円 Jf~ " " " 048・050A.059C. 064A号跡

不整隅丸方形・・・038G.056D. 059D. 072A号跡

であり 、隅)Lプj}移が多い。問)L方形の住居跡は、更に、胴張りのものと壁が直線的なものとが

ある。

士見模は、002A号跡が最大で、径9. 50 x 10 . 90 m をはかり 、029F号跡が最少で、軸長約 2.5

m である。一辺 3.6~5 . 2 m が平均的な規模である。規則的な位置に柱穴を配置する住居跡は

少なく(002A. 021・037・056B.069G号跡)、不規則な配置のもの、柱穴のない住居跡

等が多い。炉跡が検出され住居跡は半数の15軒である。
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検出された30軒の住居跡は、発掘調査が遺跡全体ではないため、明確ではないが、養-t川右

岸に近い東側に多い。遺跡、内では最高の標高をはかる場所に、最大規模の 002A号跡が位置し、

北東側に傾斜する緩斜面に 001・004号跡が位置するが、大半の住居跡は南西に傾斜する緩斜

面上に所在している。台地南側の先端部近くには、特に、多くの住居跡が検出されたが、少なく

とも、 001・002A.004号跡等の北東部に佐置する住居跡群と南側の先端部付近に位置する

住居跡とはグループを異にすると考えられる。なお、弥生時代の住居跡の形状は、情円形から

隅丸長方形、更に、隅丸長方形から隅丸方形への変遷が一般的であるが、本遺跡においても、

059C号跡(不整円形)→ 059B号跡(隅丸方形) ・059D号跡(不整隅丸方形)の重複関係

があり、 056B号跡(問丸長方形)→ 056C号跡(隅丸方形)の重複関係も肯首されるもので

ある。

3 .古墳時代

古墳時代の住居跡は、カマドを有さない古墳時代前半のものが、建て替えのあった住居跡を

含め、 79軒、カマドを有する後半のものが20軒である。

古績時代前半の出土土器について

古墳時代前半の住居跡の遺物出土状況は 6種類に分類することが可能である。

A.覆土中から多量の土器(大形の破片が多い)が出土する住居跡...029E. 035B. 038 

E. 044・077A号跡等

B.床面あるいは床面直上から完形あるいはほぼ完形の土器が出土する住居跡・・・ 009・014

A・014B. 022・032・038A. 047号跡等

C.床面あるいは床面直上から畑、高原等の小形土器が多量に出土する住居跡・・・ 019・020 

025・026・034C号跡等

D.覆土中から土器の破片が、更に、床面あるいは床面近くから完形あるいは完形に近い土

器が少量出土する住居跡・・・003・015・016A. 029A. 031B. 031D. 031E・

031 F. 033・038B. 039C. 042・054・069A. 069B. 073A. 073B. 076 

号跡等

E.覆土中から土器の破片が出土し、床面からはほとんど出土しない住居跡・・・ 069C. 073 

C. 074A号跡等

F.土器がほとんど出土しない住居跡・ー005・006・008・011・012号跡等30軒をこえる

大半の住居跡が含まれる。

ただし、覆土が削平されている住居跡が多く、 一概に分類することには危険性が1"1'1，Fと

した住居跡大半は、組土カ、削平されており、本来の姿を呈していたとは考えられないものも含

んでおり、この中には、 A-Eの中に含まれる住居跡も存在すると考えられる。Aは、 11¥Iーす

る多量の土器等の遺物がほとんど覆土からの出土であり、完形のまま、あるいは完全に復元き
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れる土器はほとんど出土しないことから、住居跡が廃棄され、ある程度埋没した時点で一括し

で廃棄されたと考えられる。 Bは、完形あるいは完形に近い状態の土器と共に炭化村 ・炭化粒

チ・焼土等を伴う例が多く、それらの状態から、焼失家尾と考えられるものである。Cは、 B

に類似するが、炭化材等はほとんど出土世ず、住居跡のコーナー付近に検出される貯蔵穴の中、

あるいはその周囲から問、高t不等が出土し、小形の土器に比べ、翌等の大形の土器の出土は非

常に少なし、。 D.Eの遺物出土状況は、 AとBの中間的様相を呈するもので、 Eより Dの方が

比較的多くの遺物が出土する。

古墳時代前半の79軒の住居跡の中で、重複している住居跡は、 010A . B号跡、 014A. B 

号跡、 029A・B ・C ・D ・E号跡、 031B・C・D.E.F号跡、 034A・B'C号跡、 038A

・B・D . E号跡、 039B・C.E号跡、 069B・C・D.E.F号跡、 072B . C日跡、 073

A・B.C号跡、 077A . B号跡、 079A. B号跡等であるが、これらの重複する住居跡から出

土する遺物で、 両者共にセットとして把えられる例は非常に少ない。更に、重複関係にある住

居跡で、床面あるいは床面近くから複数の土器が出土した例は、数例しか存在しなし、。先の遺

物出土状況B ・C'Dであるのは、 014 A号跡と0l4B号跡、 073A号跡と 073B号跡の重複

だけで、ある。

014A号跡は 014B号跡とわずかではあるが、重複しており、 014B号跡の壁を切っている。

014A号跡の翠(4 )は、胴部がハケメにより調整され、 一部ナデによってハケメが消されて

いる土器であるが、 014B号跡の饗(5 )は、口柱部にキザミが加えられ、頭部に輪積みによ

る接合痕が意識的に残されており 、くびれが緩やかである。なお、胴部はナデにより調整され

ている。また、 073A . B号跡の饗をみると、 073A号跡の饗 (4・5)は、 一方がハケメに

よる調整であり、もう一方はへラケズリによる調整であるのに対し、 073B号閥、の翠 (4~11 ) 

は、 6・9のように胴部がハケメ調整のものと、 8・10・11のようにナデによる調整 (また、

11の場合は口特部にキザミが加えられている。)のものとがあり、特に、6・9・10はセ ット

として把え得る出土状況を呈していた。このことから推察すると、警においては、口唇部にキ

ザミが加えられ(ないものもあるが)、 頒音1¥は輪積みによる接合痕 を残すが、はっきりとした

くびれをもたず、ナデによる調整の土器は、ハケメによる調整の土器より前出的であることが

うかがえる。このほかの器種については、同種のものの出土がないためやや不明瞭ではあるが、

073A号跡の出(2 )、小形土器(3 )や 073B号跡の高部(1・2iは一つの指標になり得

る土器と考えることが可能で、ある。

造物の出土状況A ・B ・Cの中でも、まとま った数量の土器が出土 したのは、 009・029E・

032・035B.038E. 047・077A号跡 等である。

009号跡の土器は、覆土中あるいは床面から 、問、高郎、袈等が出土したが、裂の出土例が

多いo tltは、出古1;のくびれが弱く、全体に外反する形状であり、高原は、印音liの器布が高く 、

-401-



口径も大きなものである。要は、ハケメ調整によるもの、ナデが施されているもの、へラヶズ

リの後ナデが施されているものが存在し、へラケズリ後ナデ調整されているものが多い。

019号跡の土器は、床面あるいは床面直上からの出土で、 tit、地、高原、査、饗等があり、

問、郎、高坪等が警に比べ多し、。聞は、頭部が強くくびれて、口縁が直線上に外反するもの、

口縁が内反ぎみに外反するもの、更に、到音1¥があまりくびれないもの等があり、胴部は、 内定

的に算盤玉状を呈し、へラケズリによる調整のものも多 L、。怖は、口将部が外反するものであ

る。高町は、大半のものが赤彩されている。係部は、底部近くに後を有するものが一般的で、

内面に底面の伎を有するものと後をもたないものとがある。脚音1¥は、円筒状で、裾部が開くも

のである。査は、有段口禄であり、胴上部は強い張り出しがみられなし、。警は、やや反する口

縁を有し、口特部はつまみによるわずかな凹凸が認められるものもある。胴部はハケメ調整後

部分的なナデが施されている。

029E号跡の覆土一括の土器は、 I廿、高師、器台、査、翌等ほとんどの器種が揃っているが、

饗が多い。増、高原等は赤彩されているものも多く、器台は、顔音1¥にわずかなくびれを有し、

口縁が外反するものと、 「く」の字形の強いくびれを有するものとがあり、高原は、坪部が直

線的に外側に広がる口縁を有し、脚部は郎部に比しでかなり小さし、。査は、有段口縁のものと

直口縁のものとがある。有段口縁の査は肩が大きく張るもので、ハケメ調整またはハケメ調整

後ナテが施されている。直口縁の壷も同様である。警は、強く外反する口縁を有し、 Hli'il¥ヵ、「

く」の字形にくびれで、球形を呈する胴部に移行するものと、やや直立ぎみの口縁を有し、やや

長胴のものとがある。口縁部はハケメ調整後ヨコナデが施されているものが一般的である。こ

の場合、胴部にもハケメ調整後一部ナデが施されているものが多いが、ハケメがわずかしか遺

存していないものや、ナデまたはへラケズリによるものも存在する。

032号跡は床面あるいは床面近くから、小形の鉢(t宛?)、州、高坪、器f;、査、饗等が出

土しているが、翠が多い。小形の鉢は、本祉において特徴的な遺物で、口特部が極端に外反し、

内面に綾を有するものと、そうでないものとが存在する。柑は、小形のものと大形のものとが

あり、両者共に頭部が強くくびれる。高原は、口縁が外反するものと直線的でやや丸みを帯び

るものとが存在する。壷は、有段口縁のものと直口縁のものとがある。有段口縁の壷は、ハケ

メ調整後部分的なミガキが施されており、直口縁の査は似部が強くくびれ、ミガキが施されて

いる。壷は、ハケメによる調整のものが多く、口縁はやや外反する。

035B号跡の覆土中の土器は、小形の鉢(腕つ)、 rtt、杯、高師、器台、査、費等であるが、

空が多し述。 t甘は、大形のものと小形のものとがあり、器台は、受部と脚部の径が同じ位の大き

さである。壷は、有段口縁 (48は有段というより有稜口縁の呼ぶ方が適切かもしれない。)と

直口縁とがあり、両者共に球形の胴部を呈し、直口縁の壷は直立ぎみの口縁を有する。曹は、

ノ、ヶメによる調整のものとナデによる調整のものがあるが、ハケメが施されている例が多い。
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口紘音1I付ヨコナデが施されるのが一般的である。

038E号跡の覆土中の土器は、士甘、郎、高原、器台、査、饗等があるが、饗が最も多い。高

原は、赤彩されているものがほとんどであり、外反する係部の底部付近に稜を有する大形のも

のと、稜をもたない小形のものとがある。なお、脚部は直線的である。壷は、有段口縁と直口

縁のものとがある。費は、ハケメ調整後ナデが施されたものと、ナデのみによる調整のものと

があり、口唇部が極端に外反するものも存在する。

047号跡の土器は、覆土中のものと、床面あるいは床面直上のものがあり、後者には、 t甘、

埼、高郎、費等がある。士甘は、比較的大形で、 顕音1¥が強くくびれ、丸底である。高原は、赤彩

されており、郎底部近くに綾を有する。なお、覆土中の高坪は、赤彩が施され、 t不底部近くに

綾を有するもの、脚部が直線的に広がり、郎部の径に比べ小さいもの、脚部が直線的で裾部が

開〈もの等がある。費は、強く外反した短かい口縁部に比較的長い胴部が付するものであり、

口縁部付近にハケメ調整の痕跡が残つでいるものもあるが 胴部はへラケズリの後ナデが施さ

れているものが多い。

077 A号跡の土器は、ほとんどが覆土中から出土したもので、 t甘、高郎、器台、査、饗等が

あるが、饗が多い。高部は、口縁が直線的に開く、口径の大きなものと、口縁が内反ぎ‘みの小

さなものとがあるが、赤彩されている例が多い。器台は、脚部の裾が聞くものと直線的なもの

とがあり、赤彩されている。査は、有段口縁と直口縁とがあり、 14の場合、胴部に比べ、 口径

が小さく、直立ぎみの口縁である。曹は、内外面共にハケメが施されているものが多く、胴部

は球形を呈するものが一般的である。

上記した住居跡出土の土器は、本遺跡から出土した土器の一部ではある が、出土状況でも述

べたように、 1f干の住居跡からまとまって出土したものであり、それぞれが一つの様相を呈し

ている。

本遺跡における古墳時代前半の土器は、住居跡の重複関係、住居跡出土土器の組成等から、

大きく 3時期に大別することが可能であり、先の住居跡出土の土器は、

I期. 0l4B・073B号跡出土土器

II期. 009・014A・029E. 032・035B. 038E・047・073A.077 A号跡出土土器

III期. 0197手跡出土土器

の順に配列される。

I期及び皿期と考えられる土器は少なく、大半の土器はE期に含まれる。I期には、上記の

ほかに、 016A号跡、 074A号跡出土の費等が含まれ、田期には、 019号跡出土土器のほかに、

020号跡、 025号跡、 026号跡、 034C号跡、 039E号跡出土土器等が含まれる。このほかの003
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005・006・008A. 010A . 010B . 011・012・015・017・018・022・023・027・028・029A.0 

29B・029C・029D・031B・031D . 031 E . 031 F . 033・034A・034B. 038A・038B. 039 

C . 040B .042・043A.044・054・055B . 059A .061 A . 069A・069B・069C.069 D・06

9E .071・072B. 072 C . 073C . 075・076・078・080号跡出土土器等はII期に含まれる。

E期の土器は、住居跡の重複関係及び H期と 皿期との断絶を繋ぐ土器群の追求を積極的な根拠

として、また、集落の構成における同時存在の住居跡の軒数を消極的な根拠として、更に細分

される可能性がある。

また、本遺跡からは、櫛描文、タタキメ等東海系の土器が出土したが、これらの土器は、幾

つかの遺構から同一個体が出土するものが多く、ほとんどが覆土からの出土で、明確に伴出す

る土器を指適できない。

なお、土壌及び溝状遺構出土の土器は、その大半がE期に含まれるものである。

I期の土器は弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての時期と考えられ、 H期は古墳時代

前期(五領期)、 四期は古墳時代中期(和泉期)と考えられる。関東地方においては、従来か

ら、古墳時代前半における警は、底部に台が付く所謂台付警の存在が一般的であるが、本遺跡

から検出された台付警は 2個体であり、多く見積っても数個体と考えられ、警の大半は平底で

ある。木更津市田川遺跡においても、同様の報告がされているが、同じ養老川流域で、本遺跡

より 7.5km程下流に位置する土字遺跡からは台付曹が多く検出されている。本遺跡における台

付警の欠除は、古墳時代前半における時間の問題ではなく 、空間の問題と考えられ、ひいては、

生活用式の問題と考えられるが、どのような理由によるものかは、今後の資料増加をまって、

結論をだすことにしたい。

古墳時代前半の住居跡について

古墳時代前半(I~皿期)の住居跡は79軒であるが、形状は、基本的には階丸方形、方形の

2種に大別でき、更に、削平されていたために形状が不明瞭で、、不整形を呈するものも存在す

る。

隅丸方形を呈する住居跡…005・006・010A・010B・011・014B・016A・022・028・029E

. 031 E . 061 A . 0ωB・069C・069F・072C・073C・074A・074B・075・077B号跡等

方形を呈する住居跡・・・008A.009・012・014A・015・019・020・023・024・025・026・027

. 029A・029B・029C. 029 D ・031D・033・034C・035B・038A. 038 A . 038B . 038 

R ・039B・039C・039E・040B・042・044・047・055B・060A. 069 A ・069D・071・

072B . 073A・073B・076・077A .079A・079B号跡等

なお、隅丸方形を呈する住居跡は、胴張りのもの(028・029E号跡等)や長方形のもの

( 006・010B . 022・028・031E . 072C号跡等)、正方形に近いもの(014B . 074B 

号跡等)があり、長方形のものも多い。方形を呈する住居跡は、長方形のもの(009・027・
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029C ・ 033号跡等)、正方形に近いもの(008A・019・029B . 035B号跡等)があり、

方形とは言うものの、コーナーがやや丸みを帯びているものが多く、コーナーがほぼ直角の整

った方形を呈する住居跡は少ない。

士見J莫は、 029E号跡の一辺10.45mが最大であり、 014B号跡が3.27X3.21mと最も小さい。

隅丸方形を呈する住居跡の規模は、 029E号跡が最大で、 014B号跡が最少であるが、 A. 4.5 

X5mのもの(005・010B. 011・016A. 022号跡等)と B . 6m前後のもの(006 ・

031E ・069C . 074A . 074B号跡等)の 2グループに大別できる。それらすべてを平均し

た場合、隅丸方形の住居跡の規模は約 5.7X5.3mで、ある。方形を呈する住居跡の規模は、 039

C号跡の一辺9.67mが最大であり、 023号跡の 3.1x3.43mが最も小さいが、 A . 4 ~ 5mの

もの(003・009・012・014A . 015 ・024・027・029A ・031D ・047・060A ・072

B .073A・073B号跡等)、 B・6-7 cmのもの(025 . 026・029B・029C ・029D. 033 

・035B. 038A・039E・069A号跡等)、 更に、 C .8mをこえるもの (019・039C 

. 042 ・ 044号跡等)の 3 グループに大別でき、 4~5m の住居跡が最も多い。すべてを平均

した場合の方形の住居跡の規模は、約 5.5X5.6mであり、隅丸方形の住居跡の規模とあまり

変化がない。

住居跡の内部施設である壁溝、炉跡、柱穴、貯蔵穴等は、存在するものとしないものとがあ

る。隅丸方形のAグループの住居跡において、壁溝が全周するのは 010号跡のみであり、炉跡

を有するものは半分の 3軒(010B . 011・016A号跡等)、また、柱穴が整った 4本柱のも

のは 005・010B ・011号跡と少なく、貯蔵穴を有するものは 022号跡だけである。 Bグルー

プの住居跡において、壁溝が壁に沿って全周するのは 010B. 031E号跡、炉跡が検出された

のは 006・031E号跡であり、比較的整った 4本柱の柱穴を有するのがほとんどである。なお、

貯蔵穴を有するのは 006号跡だけである。方形のAグループの住居跡において、壁溝がほぼ全

周するのは 038A・060A号跡だけであり、炉跡は 024号跡を除き検出された。また、 014 A 

・015号跡を除いたほかの{主居跡は比較的整った柱穴を有する。貯蔵穴は 003・024・027・

047号跡において検出された。方形のBグループの住居跡において、壁溝が全周するのは 029

B・029C・035B. 069A号跡とほとんどのものであり、炉跡を有するものは 029B. 033・

035B . 069A号跡である。また、柱穴はすべての住居跡が規則的な 4本柱であり、貯蔵穴を

有するのは 025・026・029D ・035B号跡である。大形の住居跡である Cグループにおいて

は、 039C . 042号跡に壁溝が検出され、炉跡が伴うのは 042号跡だけである。また、柱穴は

すべてが整った 4本柱であり、貯蔵穴は 044号跡を除いたほかの住居跡に検出された。

これらを整理すると、隅丸方形のAグループの住居跡は、壁j蕃を有するものは稀で、炉跡の

あるものとないものがあり、柱穴は不整のものが多く、貯蔵穴はほとんど有さなしミ。同じく B

グループの住居跡は、壁溝及び炉跡はあるものとないものとがあり、柱穴は規則的な 4本柱で
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あるが、貯蔵穴はほとんど有さなし、。方形のAグループの住居跡は、壁溝を有するものは稀で、

炉跡はほとんどのものに存在し、柱穴は規則的な 4本柱であるが、貯蔵穴を有するものは少な

い。同じく Bグループの住居跡は、壁溝はほとんどのものに存在し、炉跡のあるものとないも

のとがあり、柱穴は規則的な 4本柱であり、貯蔵穴のあるものとないものとがある。

古墳時代前半の住居跡の形状は、弥生時代からの変遷過程にあり、一般に隅丸方形から方形

への変化が考えられている。本遺跡で検出された住居跡の重複関係において、 隅丸方形の住居

跡が方形の住居跡に切られている例は、 014 B号跡→ 014A号跡、 029E号跡 → 029D号跡、

034 B号跡 → 034C号跡、 072C号跡→ 072B号跡、 073C号跡 → 073A号跡、 077B号跡

→ 077 A号跡等があり、方形の住居跡同志の重複例も存在するが、方形の住居跡が隅丸方形の

住居跡に切られている例は存在しない。すなわち、本遺跡においても、一般的には、隅丸方形

から方形への変化がうかがえる。

なお、先に述べた出土土器の I期の住居跡は隅丸方形 (A. B) と方形 (A)、E期の住居

跡は隅丸方形 (A. B) と方形 (A・B ・C)、田期の住居跡はすべて方形 (B. C) であり、

比較的大形の住居跡が多い。

本遺跡におけるほとんどの住居跡は、貼床による構造を有している。荒掘り面の形状は、比

較的平坦なものが多いが、 009・012・018 ・019・022・029B ・031D・031E ・035B

. 044・047・069A . 069B . 073C・074B. 075・076号跡等は、壁際が低く、 中央部l

高い形状であり、これらの住居跡において、柱穴は高い部分と低い部分との斜面上に位置する

例が多いc また、荒掘り面から溝が検出される住居跡が何軒かある。溝が全周する住居跡(

029 E . 031D ・031E ・033・038A・073B ・078号跡等)、部分的に巡る住居跡(009・

029D. 044. 072C号跡等)があるが、溝が二重に巡るもの(029E . 031 E ・038A. 039 

C号跡等)もあり、更に壁際ではなく、住居中央部に溝が検出された 033・ 073A号跡等もあ

る。荒掘り面において検出された溝は、本来、床面上に存在する可能性があり、実際に、床面

で検出された住居跡も存在するし、床面が貼床であり、住居の壁際の貼床は軟らかいため、容

易に区別し難いことも事実である。しかし、床面に壁溝が存在した場合、壁側の床が軟らかい

ということは、貼床が崩れてしまうことが予想され、更に、壁際からやや住居中央寄りに壁溝

が巡る例や、住居中央に溝が検出される例があること等を考え合わせると、本遺跡における住

居の壁溝は、床面においては存在し難いと推測される。本遺跡において、住居跡が貼床構造で

あることや荒掘り面で住居跡の壁側が低いこと、更に 壁溝の存在は、 湿気を防ぐための施設

ではないかと考えられる。

古墳時代後半の住居跡と土器について

古墳時代後半のカマドを有する住居跡は20軒検出されたが、重複しているものはない。これ

らの住居跡はカマドの位置から二つに大別することができる。すなわち、
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北西の壁の中央にカマドを有する住居跡・・・ 008B . 029G . 030・031A. 038F . 041・

045・ 059E . 064B号跡

北東の壁の中央にカマドを有する住居跡・ .007・035A . 039A . 040A . 046・055A.

056A号跡

であり、 013号跡も北西の壁にカマドを有すると考えられる。住居跡の規模は、最大が 046号

跡 (6.3x6.1 m)、 故小が 029G号跡 (2.5m 程)であるが、 4 ~ 5m の規模の住民跡が半

数を示める。柱穴は整った4本柱がほとんどであり、貯蔵穴をカマドのある壁のコーナー近く

に設けている住居跡が多い。

これらの住居跡は、覆土が削平されているものもあり、 013. 041・056A号跡以外は出土遺

物は少ない。

出土した土器は、ほとんどが土師器で、ほかには少量の須恵器が出土している。土師器は、

警、甑、鉢、師、高t不等であり、土器の特徴から、古墳時代後期の鬼高式土器と考えられるも

のであるが、各器種には何種類かの変化が認められる。翠は、 a. 長胴のもの、 b.胴部が球

形を呈するものとがあり、坪は、 a.素縁日縁のもの、 b. 素縁日縁に頬似し、口縁部が面と

りしてあるもの、 C. 口縁下部に綾を有し、口縁が外に聞くもの、 d.立ち上がり口縁で、口

縁が内傾するもの等がある。高坪は、係部が素縁日縁のものが大半である。なお、坪、高坪は

赤彩されているものとそうでないものとがある。

鬼高式土器の分類は、 一般に、警の場合は aより bが古いとされ、月の c. d ~iトは新しい要

素、更に、赤彩されている土器は古い要素とされている。本遺跡の鬼高式土器は、原 C • dの

存在から、新しい時期であるが、その中でも、 013号跡の赤彩された多量の高郎の存在や 064

B号跡の赤彩された坪等はやや古い様相を示している。

須恵器は、郎、坪蓋、高坪が出土しているが、 064B号跡出土の坪葦とそれ以外のものの 2

時期に大別される。 064B号跡の坪蓋は陶邑古窯I止群のTK10のそれに類似し、 036A. 040 

E ・056A号跡の坪、坪蓋は陶邑tl窯祉群のTK 209の土器に類似している。

須恵器及び土師器から、本遺跡出土の鬼高式土器は 2細分され、古い時期は 064B . 013号

跡等、新しい時期は 056A・040E号跡等である。推測を加えるならば、古い時期の住居跡は

北西の壁にカマドを設け、新しい時期の住居跡は北東の壁にカマドを設けてあ、り、これらの年

代は、須恵器からすると、前者が6世紀中頃から後半、後者が6世紀末葉から 7世紀初頭と考

えられる。

4.結語

岳:後台遺跡から険出された遺構は、住居跡 130軒、方形周溝遺構 2基、土撲 9基、溝状遺構

4条、方形遺構 9基、更に、住居跡の柱穴と考えられるピット群、土器の集積が lか所で、こ

れらの遺構に伴い、数多くの土器、鉄器、石器等が出土した。
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住居跡は、縄文時代(1軒)、弥生時代 (30軒)、古墳時代 (99軒)にわたるが、古墳時代前

期、持に、五領期の住居跡が多 L、。また、方形周溝遺構、土壌、 j存状遺構等も、出土した土器

から、古墳時代の前半の遺構と考えられるものが多い。

j立閥、は、階段上に造成されていたため、地山面における地形図を作成したが、それによれば、

002A. 002B. 003号跡の位置する場所の標高が最も高 く、ここより東側、西側へと緩斜面

を形成している。西側における地山面は、 52.00mの等高線付近でいったん急になり、平坦面

が続くが、 51.60mからは西側ド延びる緩斜面を形成している 住居跡は、南北に延びる等高
』 〆 f

線に沿って、形成されており、特に五領期の住居跡は、地山面の 51.60m付近の平坦な場所に

検出されるものが多いようである。なお、次期の和泉期では、平岡な場所より 1m前後下がっ

た緩斜面上に占地している。

番後遺跡におけタ弥生時代、古墳時代と続く集落は、五組期に著るしい発展を遂げ、鬼高期

に終;罵を迎える。このような大規模集落の生産基盤はどこにあったのか、現在のところ不明で

あるが、飲料水等の生活用水は、向遺跡の東側及び北西側の崖面からの湧水で確保されたことは

想像に難くない。ちなみに、養老川の蛇行により固まれた本遺跡を含む台地が水田として利用

されたのは、明治以降のことである。
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千田私明他「田川遺跡群」田川遺跡群発掘調査会 1980年12月

田辺昭三 「陶邑古窯祉群」平安学園考古学クラブ 1966年

沼沢豊他「東寺山石神遺跡」千葉県文化財センター 1977年3月

V 神明台遺跡

神明台遺跡 (6095m') は、確認調査を行ったが、遺構は検出されなかった。確認調査で約40

片の縄文式土器と礁が数点出土した。

1~3 は加曽利 E式土器、 4 ~ 8 は加曽利 B式土器、 9 . 10は安行式土器である。
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VI 番後台遺跡の土壌鉱物分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

今度、千葉県文化財センターより鉱物分析の御依頼を受けました。このほど、分析が終了い

たしましたのでその結果を御報告いたします。

1 .試料

試料は高滝ダム地区 (No.219-005 )番後台遺跡より採取した合計23点で、これらの試料に

ついて、試料No.色調をまとめた。(表 1) 

2.分析法

採取したままの試料を超音波発生装置により粘土分を除去し、 Xmm(60mesh)とYsmll'(120

mesh) の簡を用いて、 X~Yammの砂分を抽出し、テトラブロムエタン(比重キ2 . 96) によっ

て重鉱物を分離した。

検鏡は 300個体程度観察し、各鉱物の比重を考慮して鉱物組成を算出した。(第 319図)

3.分析結果

色調

下部のN023~19は11(yfA)色を呈する砂町ロームの砂である。

No.18~ 15では制色が主体となり、 N尚o.1 4~1ロ2はにぶい黄樹色を呈す。

N陥0.1日IはH

}κi~ ;，河4仇mmの砂分量

全試料に占めるX~Yammの砂分hlは、本断面を通じ非常に高い割合を示す。これは試料中に

かなりの砂粒が含まれているためである。 X~Ysmmの砂分量はN021 (43.4%)で最大値を持

ち、上方に向って漸減し、 No.12( 8.3%)で最少となる。

No.1 2~ 4 では冗~Ysmmの砂分が次第に増加し、 No.4 ~ 1において、 20.0%台の値を保つ0

y.;' ~Yammの砂分中の重鉱物量

パ~Ysmmの砂分中の重鉱物量が全試料を通じ、数%以下と非常に少ない。然し、その変化は

なめらかな特徴のある曲線を描いている。

N023 ( 0.7%) から重鉱物品は増加し、 N021( 2 .4%)で極大に達する。 N020~18で、は減少

し、 No.18( 0.7%)で極小となる。No.17から上方に向って、重鉱物量は単調に増加し、 No.4

においては 5.1%の最大値に達する。No.3~ 1では重鉱物量のゆるやかな減少が見られ、 No.

1は 4.0%を示す。

各鉱物の産出変化

カンラン石

-410 



試 シi 重 鉱 ヰ初 組 自主

試
色

料配品、 1の

中分 y.重

料 メ量 mm鉱 カ 斜 単 角 緑 ザ ン‘ 不 そ

の tm ノ

方 京ヰ
透

レ ク Jレ
番 y. 砂主I フ 閃 H月 σ〉

mm 分 輝 輝 ノ ロ コ
鉱調 ノ

予ロ玉 の 中

(w%l (w%l 石 石 石 石 石 石 ノ 守却 他

l 10YR% 黒褐 2l.5 4.0 4.3 47.7 13.0 19.0 l.2 7.3 7.5 

2 10YR% 黒字長j 22.7 4.8 4.0 50.4 13.3 16.7 l.0 7.4 7.2 

3 10Y R% 黒払j 20.4 4.8 4.7 46.7 16.0 16.2 0.8 10.5 5.1 

4 10YR% 黒掲 22.7 5.1 4目9 48.2 11.2 17.8 2.4 8.5 7.0 

5 10YR% 黒払j 15.8 4.5 8.1 45.1 8.7 19.4 3.1 10.4 5.2 

6 10Y R7i 黒拡j 1l.5 4.4 7.3 47.1 7.6 19.5 2.4 0.3 12.9 2.9 

7 10Y R7i 黒褐 9.3 4.4 12.8 38.8 5.7 19.7 2.8 0.3 17.4 2.5 

8 10Y R7i 黒褐 9.0 3.5 10.2 37.9 2目2 22.2 4.3 20.6 2.6 

9 10Y R7i 黒孤j 9.2 3.2 8.3 32.9 3.9 20.0 5.0 27.7 2.2 

10 10Y R7i 黒禍 8.7 2.8 3.1 32.1 0.6 33.7 3.6 26.0 0.9 

11 10Y RYo 暗褐 8.4 2.0 2.4 22.1 0.3 34.4 5.6 0.4 29.3 5.5 

12 10YR Yo 1こ J{~ミ 8.3 l.7 2.5 23.0 4.0 37.3 5.7 20.8 6.7 
黄補

13 10YRYo1こ」ごし、 10.1 l.7 3.5 23.1 l.2 45.2 8.7 0.4 14.3 3.6 黄弘j

14 10YRYo1こJごし、 11.3 l目6 l.2 18.8 0.9 45.7 5.3 0.7 22.8 4.6 黄制

15 ;Å5~~ y. 払j 16.7 l.3 l.2 22.9 45.6 4.2 18.6 7.5 10 Y R 

16 7.5Y RYo 術 19.7 l.1 l.0 14.8 0.6 58.3 7.2 0.4 11.6 6.1 

17 7.5Y R% Ili音払j 26.6 1.1 0.3 11.8 58.1 7.1 16.1 6.6 

18 7.5Y RY. fi，J 19.8 0.7 10.5 0.6 59.6 10.8 13.4 5.1 

19 ;Å5~ ~ %暗悩 33.4 l.2 0.3 23.9 l.7 49.6 11.6 7.8 5.2 10 Y R 

7.5Y R %H計局
J 

20 10 Y R 36.8 l.3 28.8 l.9 45.6 9.2 0.4 7.3 6.8 

21 7.5Y R%-H合音制 43.4 2.4 38.8 l.4 40.4 3.8 1l. 6 1.0 I 10 Y R 

22 10 Y R%暗褐 25.8 l.7 0.3 29.6 0.6 45.3 8.3 0.4 9.3 6.2 

23 10 Y R% 暗制 23.4 0.7 。目3 11.7 0.6 6l.6 10.3 10.0 5.5 
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本地点において重鉱物に占めるカンラン石の割合は非常に少なしミ。下部のNo23~17で、はカン

ラン石が出現しないか、或いは 0.3% と極めて低率で見られる程度である。 No.16~10で、は、グ

ラフ上で、Noユ3( 3.5%) において小さな突出部が見られるものの、上方に向ってカンラン石が

ゆるやかに増加する。 No.9から増加量を増し、 No.7において12.8%の最大値に達する。 No.5 ( 

8.1%)でやや増加する傾向がうかがえるが、大局的にはNo.6から上方へ、カンラン石は漸減

する。産出するカンラン石は半自形~他形の円磨された粒子が多く、自形を示すものは稀れで

ある。 Noユ0以下のカンラン石は赤~赤褐色に風化したものが多く、これより上位のカンラン石

は赤褐色~褐色に風化した粒子が多い。

斜方輝石

斜方輝石の変化を太まかに見ると、下部に明瞭なピークがあること、及び~No.l 8から上方へ斜

方輝石が漸増することが替徴となっている。 No23(11.7%) から急増して、 No21(38.8%)で

極大値に達した後、斜方輝石は急激に減少し、 No.l8(10.5%) で最小となる。 No.l8~ 6におい

ては幾つかの凹凸を繰返しながらも上方へ増加し、 No.6は47.1%の値を示す。 No.6~ 1では斜

方輝石の産石に大きな変化はなく、 45.1~50 .4%の値をとる。産出する斜方輝石は、下半部で

は半自形~他形の壊れた粒子が多く、上半部では自形結品も幾らか含む。

単斜輝石

単斜輝石は壊れた他形を示すものが多く、上部においては半自形あるいは自形の単斜輝石が

まれに見られる。 No23~1Oで、は単斜輝石が検出されない試料や、 1.0%以下の産出を示すもの

が多いが、 No20( 1. 9%) を極大値とし、 No21~19及び、No.l 2 ( 4.0%) において小さな増加部

が見られる。 No.9~ 3では、 No.8 (2.2%)を極小にして、上方へ単斜輝石が増加し、 No.3

(16.0%)で最大値に達する。No.2~ 1はやや減少し、 13.0%台の値を持つ。

角閃石

角閃石が多産することが、本地点の鉱物組成の大きな特徴の一つである。角閃石はNo23(61 

.6%)の最大値から急減し、 No21(40.4%)で極小となった後、上方へ漸増し、 No.l8(59.6%) 

の極大に達する。 No.l7から上方へと角閃石は減少するが、段階状に減少する傾向が見られる。

すなわち、 No.18~16 (58 .1 ~59.6%) 、 Noユ 5~ 13 (45 .2 ~45 .7%) 、 No.1 2~ 10 (33.7~37.3 

%)及び、No.9~ 1 (16.2~22.2%) の 5 つの段階状に分けることができる。角閃石の形態は、白

形から壊れた他形まで種々である。

緑レン石

緑レン石が全試料を通ヒ出現すること、下部において数%以上の産出があることは、本地点

の重鉱物組成上の特徴のーっとなっている。 No23(10.3%) から減少し、 No21( 3.8%)で極

小となった後、緑レン石は増加し、 No.l9 ( 11.6%) で最大に達する 。 No.1 8~15においては緑レ

ン石は減少し、 No.l5( 4.2%)で、極ノトとなり、再び増加しで， No.13 ( 8.7%)で極大値となる。
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No.l2-1では小さな凹凸が見られるものの、緑レン石が上方へ減少する傾向が見られる。産

出する緑レ ン石には自形の形態を示すものはない。

ザクロ石・ジルコン

ザクロ石は断続的に出現するが、どの試料においても、 1.0%未満と極めて微量である。ジ

ルコンはNo.11において 1個体検出さ れたのみである。

不透明鉱物

不透明鉱物の産出産化は比較的複雑であるが、大局的に見ると下位から凹凸を繰返しながら

も漸増し、 No.l1の頂点を境として上方へ減少する傾向を示す。No23-21は10.0%前後の値をと

る。 No20( 7.3%)を極小に不透明鉱物は増加し、 No.l7 (16.1 %)で極大となった後、No.l6で、

は11.6%に減少する。No20-17と同様に、 No.l6(11.6%) を極小として不透明鉱物は増加し、

No.14 (22.8%) で極大となった後、 No.l3で、は14.3%に減少する。また、同様にNo.l3(14.3%) 

を極小として不透明鉱物は増加し、 No.11(29.3%) で最大値となる。 No20-17、No.l6-14、及

び No.l3-11に見られる不透明鉱物の増加は鋸歯状の段階的な増加を示している。 No.3 (10.5 

%)で小さな増加部が見られるものの、 No.9-1を通じて不透明鉱物は単調に減少する。

軽鉱物中における海綿動物の骨針

本地点の試料は重鉱物量が非常に少ないことから、重液に浮いた軽い砂分がかなりある。こ

れらの砂分中には火山ガラスがどの試料中にも含まれるが、非常に微量であり、形態も軽石型

からバブル型及びその中間型と一定しない。

さて、今回の試料の中で 1-2の試料を除くと、ほとんどの中に海綿動物の骨針が含まれて

いた。骨針は長い円柱状で、その中心には細い管が通っており 、形態としては一軸型 ・三軸型・

四軸型等が認められる。骨針の表面が平滑なものが一般的であるが、凹凸の模様を持つ骨針も

幾っか含まれる。ま た、骨針を塩酸に浸しでも反応しないこと、及び光学的に等方体であるこ

とから、ガラス質の物質で構成されているものと考えられる。

4.考察

試料中の，y.i-Ysmmの砂分量が多いこと、X-Yammの砂分中における重鉱物量が多いこと、及

び角閃石 ・緑レン石が多産する之と等が、本地域における重鉱物分析での大きな特徴となって

おり、千葉県下の他遺跡のローム層中の分析結果と性質を異にし ている。このことは、どこか

らか砂が運搬され、推積したためと考えられる。砂がローム中に流入することから、海水の影

響下での堆積が推測されるが、軽鉱物中での海綿骨針の存在もこれを支持している。

また、角閃石・緑レン石の減少、，y.i~ Yammの砂分量の変化、及び岩相の変化等から、砂の流

入量は下の方が大きかったであろうと考えられる。 他の遺跡のローム層中に現われる持徴的な

鉱物組成や産出変化が本地点で見られないのは、流入した砂分中に含まれた多量の角閃石や緑

レン石等が、ローム層中の重鉱物組成の特徴を薄めてしまったかと思われる。また、水の環境
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下において、カンラン石の風化が促進され、カンラン石の量が減少した可能性も考えられる。

No21は、重鉱物量の極大、斜方輝石の極大、及び角閃石と緑レン石の極小を示し、斜方輝石の

部分的な増加 (No20) にも近い。これは角閃石と緑レン石等を含む砂の流λが減少したためな

のか、あるいは斜方輝石や単斜輝石を含むテフラの供給が増大したためなのか、いずれとも考

えられる。ただし、後者と考えた場合、カンラン石の漸増しはじめより下位にNo21が位置する

ことや、斜方輝石・単斜輝石等の重鉱物を含むことから、そのテフラは東京軽石層 (TP)で

ある可能性も考えられる。

成田地域、権現後遺跡、前原I遺跡、花前II-I遺跡等では、カンラン石の最も大きな極大

が一般に百層中に存在し、このw層は耐色を呈する場合が多く、重鉱物組成の特徴などから武

蔵野台地の立川ローム第 2黒色帯に対比されている。本地域においては、重鉱物量の増加に伴

ってカンラン石が漸増し、 No.7で極大に達する。 ただし、このカンラ ン石の極大が他遺跡の四

層に見られる極大と同様の意味を持っているかは判らず、 No.7が黒樹色を呈することを考えに

入れでも、立川ロームの第 2黒色帯に対比されるかは不明である。

カンラン石がNo.7の極大から土佐へ単調に減少すること、斜方輝石が上方へ単調に増加する

こと、及び単斜輝石が上方へ増加すること等は、花前II-I遺跡・中山新田 I遺跡とよく類似

した傾向である。花前II-I遺跡や中山新田 I遺跡の始良Th火山灰 (AT)の位置から推測す

ると、本地域のNo.6~ 5が相当する可能性がある。ただし、軽鉱物中の火山ガラスは、軽石型

からバブル型まで混入しており、形態的にも、量的にも他試料と差異は認められなかった。従

って、今回の分析ではATの位置は確認できなかった。
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Summary 

Th is re port concerns archaeol ogica 1 inves tiga t i ons carried out at the Bangoda i 

and the Sinmeidai Sites by the Cultural Properties Center of Chiba Prefecture. 

( Bangα~ai Site) 

This site is located at Yoro， Ichihara City， Chiba Prefecture. The site is located 

on the terrace about 53 meters above sea level on the right bank of the Yδrδ 

River. This investigation was done from April to December， 1979 and from March 

to July， 1980. The following features and artifacts from Jδmon period to the Kofun 

period were discovered. 

Pit.dwelling Artif act 

Jδmon Period (Middle ) 
Jomon potteries 

Stone implements 

Yayoi potteries 

Yayoi Period (Late) 30 Stone implements 

Iron 0 bj ects 

Potteries (Ha jjki， Sueki 
(Early) 74 

Type) 

Kofun Period (Middle) 5 Stone implements 

(Late) 20 
Iron objects 

Bronze 0 bj ect 

Dateless I Pi t 9 I Ditch Quadrangular ditch 2 

(Shinmeidai Site) 

Shinmeidai site is located at Takataki， Ichihara City， Chiba Prefecture. 

This site is located on the terrace about 59 meters above sea level on the right 

bank of the Kosh ik iya R i ver， w hich is one of the tr ibutary of the YorδRiver. 

Prelimary investigation ¥Vas done in January and February， 1980. 

A little artifacts in Jomon Period were discovered. 
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図版 2

I .遺跡遠景(北西か ら)

2.遺跡全景
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図版 5

I . 004号住居跡

2. 004号住居跡遺物出土状況



図版 6

1 . 021号住居跡

2. 051号住居跡



図版 7

I . 003号住居跡

2. 008 A号住居跡(手前は008B号佳居跡)



図版 8

1 . 009号住居跡

2. 010 A・8号住居跡



図版 9

1 . 014 A号住居跡

2. 014 B号住居跡



図版10
.r 

1 . 015号住居跡

2. 016A号住居跡



1 . 019号住居跡

南西コーナ一部のヒ ッ 卜

‘".， ・て

図版 11

2. 



図版12

I . 020号住居跡

2. 022号住居跡



図版 13

024号住居跡貼床断面

024号住居跡荒堀り

I . 024号住居跡

2. 025号住居跡



図版14

南側コ ーナ一部のヒ ッ 卜

026号住居跡荒堀り

026号住居跡



図版15

I . 029 A ・B ・C号住居跡荒堀り

2. 029 E号住居跡遺物出土状況



図版 16
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十一τマコh 一一二

1 . 029 E • D号住居跡荒堀り

2. 031 D号住居跡



図版17

1 . 031 A・B. C . E . F号住居跡荒堀り

2. 032号住居跡



図目反 18

I . 033号住居跡荒堀り

南側コーナ一部のピッ卜

2. 034 C号住居跡



図版19

035 B号住居跡



図版20

I . 038 A号住居跡

2. 037・038A . B • C・0 ・E. F・G号住居跡荒堀り



図版21

I . 039 C号住居跡

2. 042号住居跡



図版22

I . 044号住居跡

2. 047号住居跡



図版23

I . 054号住居跡

2. 054号住居跡遺物出土状況



図版24

I . 069 A号住居跡

2. 069 B・C・E. F号住居跡荒堀り



図版25

I . 073 A . B号住居跡 (手前は074A号住居跡)

2. 073 B号住居跡遺物出土状況



図版26

I . 073 C号住居跡荒堀り

2. 074 A . B号住居跡荒堀り



図版27

I . 076号住居跡

2. 077 A号住居跡



図版28

I . 078号住居跡荒堀り

2 . 080号住居跡荒堀り



図版29

I . 007号住居跡

2. 008 B号住居跡



図版30

北側コーナ一部のヒ ッ 卜

1 . 013号住居跡

2. 029 G号住居跡出物出土状況



図版31

1 . 030号住居跡

2. 031 A号住居跡



図版32

1 . 035 A号住居跡荒堀り

2. 041号住居跡



図版33

1 . 041号住居跡遺物出土状況

カマド

2. 045号住居跡



西側コーナ一部のヒッ 卜

荒堀り

046号住居跡



図版35

I . 056 A号住居跡

2. 056 A号住居跡遺物出土状況



図版36

064 B号住居跡



図版37

東側の周溝

北側の周溝

081 A . B号方形周溝遺構
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図版40

2. 088号土塙
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図版42 002 A・002B・004・021・029F号住居跡出土土器

002 B -1 002 A-2 

004-2 
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003・038C・048・056B号住居跡出土土器 図版43

048--2 

038 C-2 

048-1 

038 C-3 

038 C-I 

056 B-I 

003-7 003-3 



図版44 009号住居跡出土土器

009-11 

009-5 

009-8 

009-13 009-10 



010 A ・0108・014A.0148号住居跡出土土器 図版45

014 A-3 

010 A-I 

010 B-4 

01'4A-2 

010 B -3 

014 A-4 014B-5 



図版46 014 B・015・016A.018号住居跡出土土器

015-10 
014 B-I 

015-9 

014 B-3 

016A -1 018-3 



019号住居跡出土土器 図版47

019-1 
019-2 

019-4 

019-3 019-11 



図版48 019・020・022号住居跡出土土器

019-12 

019-25 

019-24 

019-27 

020-4 

022-4 022-6 



022 ・ 024 ・ 025号住居~9)ï出土土器 図版49

022-10 022-1 

025-1 

024-3 

025-6 

025-9 025-3 



図版50 026号住居跡出土土器

026-3 026-2 

026-8 
026-1 

026-6 026-25 



029 A ・029D 号住居~iJ)i出土土器 図版51

029 A-7 

029 A-6 

029 A-I 

029 A -5 

029 D-2 

029 D-8 029 D-I 



図版52 029 E号住居跡出土土器

029 E一|

029 E -2 

029E-15 

029 E -24 

029 E -13 

029 E -25 

029 E -29 029 E -27 



029 E • 031 B号住居跡出土土器 図版53

029 E -52 

029 E -39 

029 E -32 

029 E -28 

031 B-2 

031 B-I 031 B-4 



図版54 031 D・031E・031F • 032号住居跡出土土器

031 D一|

031 D --4 

031 D-6 

031 E-4 

031 F-4 032-16 



032号住居跡出土土器 図版55

032-6 
032-4 

032-3 

032-14 

032-30 
032-20 

032-29 032-24 



図版56 032・033・034A . 034 C号住居跡出土土器

033-5 
032-28 

034 A-I 

033-6 

034 C-2 034 C -18 



034 C . 035 B号住居跡出土土器 図版57

034 C-9 

034 C -15 

035B-12 

034 C -16 

034 C -17 035 B -15 



図版58 035 B号住居跡出土土器

035 B-5 

035 B -2 

035 B-8 

035 B-4 

035 B -10 

035 B-7 

035 B -11 035 B-3 



035 B号住居跡出土土器 図版59

035 B -20 

035B-21 

035 B -38 
035 B -44 

035 B -42 035 B -43 



図版60 035 B号住居跡出土土器

035 B -40 035 B -32 

035 B -37 035B-13 

035 B -41 035 B -39 



0358・038A号住居跡出土土器 図版61

035 B -48 035 B-9 

038A-6 038A -8 

038A-7 038A-10 



図版62 038 A • 038 B・038E号住居跡出土土器

038 B -3 

038 A-I 

038 E-I 

038 E-8 

038 E -27 

038 E -3 038 E -28 



039C・039E号住居跡出土土器 図版63

039 C-6 

039 C-8 

039 C-9 

039 E -1 

039 E -10 039 E-2 



図版64 042・043A • 044号住居跡出土土器

043 A -2 

042-11 

043 A-I 

042-10 

044-14 

042-12 044-16 



044号住居跡出土土器 図版65

044-24 
044-37 

044-35 

044-34 

044-4 044-2 



図版66 044・047号住居跡出土土器

044-6 

047-3 

047-2 

047-4 

047-1 047-15 



047・054号住居跡出土土器 図版67

047-16 047-17 

054-3 

047-12 

054-2 054-6 



図版68 054・069A ・069B . 069 E号住居跡出土土器

069 Bー|

054-5 

069 B -3 

069 A -2 

069 A-3 

069 B-6 

069 A -5 069 E-I 



072 B・073A・073B号住居跡出土土器 図版69

072 B-I 

073 A -5 

073 A-I 

073 B -2 
073 A -3 

073 A -4 073 B -4 



図版70 073 B・073C・075号住居跡出土土器

073 B-I 

073 B-6 

073 B-9 

073 B -10 

073B-11 

073 C -1 075-2 



077 A号住居跡出土土器 図目反71

077 A-5 

077 A-8 

077 A -29 

077A-28 

077A-26 077 A -27 



図版72 007・077A号住居跡出土土器

077A-23 

077 A -14 

007-2 

077 A -15 

007-1 

077 A -32 

007-4 007-6 



007・008B . 013号住居跡出土土器 図版73

013-1 

007-8 

013-2 

007-9 

013-5 

008 B-4 

008 B -3 013-4 



図版74 013・029G . 030号住居跡出土土器

013-7 013-6 

013-8 

013-1.2 

029 G-2 

029 G -3 

029 G-4 030-6 



030・031A・035A・036A ・039A号住居跡出土土器 図版75

&工
030-1 

031 A-I 

031 A-6 

031 A-4 

035 A-6 

035 A-I 

035 A-2 
036 A -3 

035 A -3 



図版76 039 A・040A • 040 E・041号住居跡出土土器

040 A-I 

039 A -4 

040 A-8 

040 A-7 040 E-2 

041-1 

040 A -6 041-5 



041号住居跡出土土器 図版77

041-2 041-3 

041-6 

041-4 

041-8 

041ー7

041-9 

041ー 10 041-27 

041-14 041一17



司図版78 041・045号住居跡出土土器

041ー 16

041-23 

045-2 

041-20 

045-5 

041-21 



046・056A号住居跡出土土器 図版79

046-3 

046-11 

056 A -3 

046-12 

056A -7 

046-10 

056 A-4 056 A-5 



図版80 056 A・064B号住居跡・083号土摘出土土器

064 B-2 

056 A -8 
064 B-5 

083-2 
056 A -11 

056 A -10 083-3 
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図版82 085・086・088号土埼出土土器

086-2 

085-11 

085-14 
086-6 

088-4 088-5 



088号土塘出土土器 図版83
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088-14 

088-8 
088-22 

088-20 088-26 
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088 .89号土塘・溝状遺構出土土器 図版85

088-12 

088-13 

088-18 

088-16 

093-7 

089-1 093-9 



図版86 093号溝状遺構出土土器

093-10 

093-15 

093-11 

093-29 

093-3 

093-40 

093-20 

093-25 093-39 



093号溝状遺構出土土器 図版87

093-12 

093-1 

093-56 

093-45 

093-51 

093-36 093-53 



図版88 096号溝状遺構3D 45・46グリッド等出土土器等

096-1 

3 D 46-15 

3 D 45-23 

3 D 46-13 

3 D 46-19 

3 D 46-14 

第310図-4 第310図-1



櫛猫文等を有する土器 図版89
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石器
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図版91



図版92 石器及び石製品
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鉄器及び銅主族 図版93
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鬼高期の住居跡滋和泉期の住居跡五領期の住農跡

註、調査区内の等高線は地山崩における等高線である。

~弥生時代の住居跡縄文時代の住居跡
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市原市番後台遺跡・神明台遺跡正誤表
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はかり南側

073A号跡の重複

6は

(l.6-2.7)X3.7 

9E号の

一軒毎の

(36-38) 

指縄

18 

2
一
3
一
日

一
部

一
お

-
2
一
4
一
日

5は

( l. 6-2 . 7 ) X3.7~ 

9E号跡の

1軒毎の

(36-38)、
一司「

指頭

394 

403 

404 

405 

U

リ
ヰ
出
口

-砂岩、

口縁部はヨコナデ
一一十一 . 一一

短い(かを削除)

4 階段上

13 南遺跡

19 等 5集
一一一
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図版75

図版88

図版90

096号溝状遺構3D45・46グリ ット

(077 A -3) 

. . 
039 A -1(右下の土器)

096号溝状遺構~ 3D45・46グリ ット

(077 A -26) 
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